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「生物学的に重要なものは、全すべて〝対つい〟である」





分子生物学者　ジェームズ＝ワトソン　　　　　　












「ヒトの代わりに考える機き械かいをつくることはできない」





計算機科学者　アラン＝チューリング　　　　　　












「ヒトは一時的な生存のための機械にすぎない。


誰だれか別の相手のためにプログラムされているロボットのような乗り物だ」







進化生物学者　リチャード＝ドーキンス　　　　　












「同じことを繰くり返しながら、違う結果を望むこと。それを狂気と言う」





理り論ろん物理学者　アルベルト＝アインシュタイン　　















「どこまでが科学で、どこからが魔ま法ほうなのか。私達は境界に挑んでいる」





クローニ＝ハルナート　　　　　　









　　プロローグ







　激はげしい雨音の響ひびく、寒い夜……。

　数えきれない樹じゆ木もくが犇ひしめく森の中に、豪勢な邸宅が建っていた。

　手入れの行き届いた美しい大庭園に佇たたずむ、中ちゆう世せい建築然とした洋よう館かんである。

　星１つ見えない、曇どん天てんに覆おおわれた夜空。

　そこから激しく降り注ぐ雨に晒さらされた邸宅は────炎に包まれていた。

「……家族全員が、幸せになれるはずだった」

　大理石でできた広いバルコニーに立ち、タキシードの男は呟つぶやいた。濡ぬれた前髪を額ひたいに貼はり付かせ、寂れた肩を濡らしながら、ただ燃もえ盛る庭園を眼がん下かに見下ろしていた。

　雨滴に晒されながらも激しく燃え盛る建物や草花からは、油の匂においが混じって漂っている。それはおそらく〝敵〟の火炎放射器が放った可か燃ねん材ざいの匂いである。放火された男の屋や敷しきは、もはや燃え尽きるまで、その火の手を緩ゆるめることはなさそうであった。

　バルコニーに佇む男のすぐ背後には、男と同じように雨晒しの妻が立っていた。

　ドレス姿の妻は、愛いとおしそうに男の寂れた背中に額を押し付け、唇を開いた。

「……アナタが悪かったわけじゃない」

　妻は男を許し、その絶望の背中を優やさしく撫なでた。

　全すべては────悲ひ劇げきであったのだとしか言い様がなかった。

　一族の存亡という重たい宿命を背負って、ただがむしゃらに男は努力した。そしてその結果として〝造り出したモノ〟が、一族をこうして滅びに追いやることとなった。

　全力の善意が、最悪の悪意に変わってしまった。

　その苦渋に耐えながら、男は悲しげに双そう眸ぼうを歪ゆがめて言った。

「……娘は、うまく逃げられただろうか」

「大丈夫よ」

　妻は寂しげに微笑ほほえみ、男の背中で呟いた。

「同伴しているクローニが、きっとあの娘こをうまく逃がしてくれている。私達はここでこうして、あの娘のために時間を稼かせげば良い」

「もうそれくらいしか、あの娘にしてやれることなどないのだな……。なんと無力な大人おとななのだろう、我々は」

「私達はたぶん……良い親にはなれなかったのね」

「父親らしいことなんて、何もできなかった。あの娘にはすまないことをしたと思っている」

　寄り添う２人は、互いに悲しい笑えみを浮かべる。愛し合い、付き添ってきたこれまでの日々を思い、その幸せだった記き憶おくが笑え顔がおを作らせていたのである。

　２人が何も語らなくなると、やがて世界は雨音に包まれていく。

　すると２人のすぐ傍そばの壁かべが砕け、屋内から大きな影かげが飛び出して来た。

　庭園で燃もえ盛る紅ぐ蓮れんの炎が、冷たい雨の夜よ闇やみに、その巨体を照らし出した。

　全長３メートルはあるその姿は────鋼こう鉄てつの身体からだを持ったカマキリである。

　コンクリートの壁を建物内から突き破り、バルコニーに飛び出したのと同時に、２人の姿を見付けたのだろう。鋭するどく巨大な鎌かまを突き出して戦せん闘とう態勢に入る。

「……〝金属知性体マモノ〟か」

　鋼鉄のカマキリを見上げながら、男は無表情に断定した。

　そのカマキリが突き破った壁の奥から、遅れて１つの人影が歩み出て来た。

《────充分に発達した科学技術は、魔ま法ほうと見分けがつかない、だったかな》

　人影は女の声を発して現れた。

　バルコニーに歩み出て来たその人影も、やはりカマキリ同様に、炎によって照らし出される。

　人影は全身を、重厚な金属の装甲で包んでいた。分厚いガントレットやショルダーガード。西せい洋ようの騎き士し甲かつ冑ちゆうのような青白い防具を手足に付けている。地肌が露ろ出しゆつしている部位など微み塵じんもなく、装甲に覆おおわれたその姿は、まるで機き械かいが人の姿をとっているようにも見えた。

　その右腕には────死神が持つような巨大な鎌が携えられている。

　装甲に覆われた女は、話を続けた。

《確たしかそれが、クラークの３法則の内の１つだった。君達の一族が造り出したこの金属装甲の鎧よろいこそ、魔法と呼ぶに相応ふさわしいものなのかもしれない。我々のイデアを、これ程にまで増幅させてくれるとは……全く以もつて恐れ入る技術力だ》

　装甲の女の言葉を聞き、妻は鋭するどい剣けん幕まくで言った。

「……私達の一族は、務めを果たしました。その力を造り得たのなら、一族を再びアナタ達の社会へ復帰させてくれる約束でした。それなのに何な故ぜ……この仕打ちなのですか……！」

　装甲の女は肩をすくめた。

《君達の一族の功こう績せきは認めている。しかし残念ながら、君達を再び同胞として受け入れることはできない。それは絶対なる血の定め。不純な血である君達を、迎え入れるなど不可能だ》

　平然と告げる女の態度に、妻は歯は嚙がみせざるを得ない。

「最初から約束を守る気なんてなかったのですね……なんて酷ひどい人達！」

《我々はすでに人などではない。とうの昔に────〝天使アイオーン〟だ》

　正面から睨にらみ付ける視し線せんを軽く受け流しながら、装甲の女は嘆息した。

《我々が君達を〝プレロマ〟へ受け入れることができない以上、君達はこの地に留とどまり続けるしかないだろう。しかし君達の技術力が、人類側に伝でん播ぱされるのは危険だと判断された。なればこそ、全すべては仕方がないことなのだ……君達の一族は、ここで滅びなければならない》

「身勝手な……！」

《……そうだな》

　装甲の女は、それを素直に認めた上で続けた。

《君達の一族の研究データは、全すべて我々が差し押さえた。必要な物は全て入手している。だからもう、地下の研究施設にいた侍従も、職しよく員いんも、用済みの者は全て殺した。後は我々が引き継ごう。君達の研究によって、我々はより効率的な人類種の絶滅作戦に着手できる。せめて君達一族の功こう績せきくらいは長く語り継いでやろう────〝人の世を終わらせた者〟として》

　女の言葉が終わるのと共に、それまで沈ちん黙もくしていたカマキリの怪物が動き出す。

　まるで女の話が終わるのを待っていたかのようなタイミングである。

「……〝血液制御ブラツド・ハツク〟でマモノを操あやつっているのか……」

　憎々しげな眼まな差ざしで、男が呟つぶやいた。

《その通りだ。君達のような劣性遺伝には、備わっていない力だろう？》

　装甲の女が話している間にも、鋼こう鉄てつのカマキリは男と妻に躙にじり寄る。

　２人の眼前に立ちはだかったカマキリは、巨大な鎌かま状じようの腕を高々と振り上げた。

　その絶望の鎌を見上げながら、２人は自らの死を覚悟する。

　その鋭えい利りな腕は２人の頭ず蓋がいを脳ごと貫き、容易に命を奪うはずである。

　自らを死に至らしめる一いち撃げきを直視していられず、２人はただ静かに抱だき締しめ合った。

「……結局、僕は君を幸せにできなかったみたいだ」

「そんなことない」

　男の言葉を否定しながら、妻は静かに涙する。

「もし生まれ変われたのなら、私は何度でもアナタを選ぶ。アナタの妻になり、アナタと共に老いていきたい。そう思うくらいに────今日きようまでずっと幸せな日々でした」

　涙する妻を抱き締め、男も一筋の涙を流した。

「…………ありがとう」

　振り上げられた絶望の鎌が振り下ろされる。

「せめてあの子が大きくなる姿を、一目で良いから見たかった」

「どうか強く……幸せに生きて…………」

　鋭利な鎌は肉を貫き、大理石の床にまで深々と突き込まれた。

　迸ほとばしる鮮せん血けつは大理石の上を汚し、雨水と共に流れ去って行く。

　息絶えた２人を見つめていた装甲の女は、小さく嘆息を漏らした。

《まだ娘がいるのか……やれやれ、探すのは少し手間になりそうだ》

　激はげしい雨が、よりいっそう強くなっていく。

　双肩に〝死〟を背負ったその女は、血の通わぬ冷たい鎧よろいの姿で歩き始めた。

　その行く先には、想像を絶する虐ぎやく殺さつの未来が待ち受けている。
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　東とう京きよう料金所を抜けてから、観かん光こうバスの一団は首しゆ都と高こうに入る。

　快晴を背負った首都高の風景が、車窓の向こうに広がった。

　道路の両りよう脇わきから空へと突き出ている高いビルを見上げ、生徒達は感嘆の声を漏らしていた。

「右も左も大きなビルばっかり！」

「ここが東京ってところか！」

　一斉に生徒達が騒さわぎ出し、観光バスの中が賑にぎやかになっていく。

　高層ビルや巨大な広告看板。複雑に入り組んだ立体的な道路などが、車窓の向こうを流れる。地方都市の高校に通っている生徒達にとって、見み慣なれない関かん東とうの景色けしきは十分に刺し激げき的てきだった。

　しかし外の風景に沸き立っているクラスの中で、マイペースにもトランプゲームに耽ふける男子グループがあった。ババ抜きに勤いそしんでいた少年の内、１人が呟つぶやく。

「……なんだかんだで、名な薙なぎってラッキーボーイなんじゃないかと思うんだよなー」

　発言した少年の向かい先で、どのカードを引こうか迷っている少年────名薙綾りよう月がは、余裕ない表情でカードを凝ぎよう視ししている。

　ようやく選んだカードを引き抜き、その絵柄を見た名薙は絶句した。

　……ジョーカーである。

　こうしてババを引き当てている自分の、何がラッキーだというのか。

「なんでオレがラッキーボーイなんだよ」

　自覚のない名薙をもどかしく思ったのか、ババ抜き仲間の男子生徒が指摘してきた。

「ばっか！　今日きようの社会科見学！　お前の班には、転校生の〝あの子〟が入っただろうが！」

「転校生って……如月きさらぎのこと？」

「そうだよ！　あの令れい嬢じようっぽい、魅み惑わくの転校生のことに決まってるだろう！」

　憤いきどおるクラスメイトを呆あきれた眼まな差ざしで見つめながらも、名薙は他ほかの言い分も聞くことにする。

「班決め終わった後に、いきなり飛び入りであんな可愛かわいい子が現れるなんて聞いてねえよ！　どう考えてもありゃあ芸能人レベル！　うちの学校の女子全体でも、上位ランカーだって！」

「しかもそれが……ちょうど人数が１人足りなかった名薙の班に入ったんだ。恐るべきかな、お前の強運という奴やつは……！」

「名薙みたいなのをラッキーボーイと言わずして、何をラッキーボーイと呼ぶってんだよ」

　言われて名薙は、少し前方の席に座っている女子生徒を横目に見やった。

　バスの前側の窓際席では、話題の転校生────如月真ま無なが優ゆう雅がに頰ほお杖づえを突いていた。

　長い黒髪。スレンダーな細身は、陶器のように白い肌をしている。

　まだ袖そでを通して間もない制服なのに、すでに如月は、それを着こなしているように見えた。

　胸元に細い鎖くさりのネックレスを垂らしており、そこには十字架が取り付けられている。そのアクセサリーと気品漂う清せい楚そな雰囲気から、元々はミッションスクールにいたのではないかとも噂うわさされている。

　確たしかに名な薙なぎから見ても、如月きさらぎはかなりの美人だった。

　その清楚な美しさゆえに、クラスメイト達が如月に魅み惑わくされるのは仕方ない。

「でもちょっと……冷たい感じじゃないか、あの子？」

　転校初日に自己紹介した時や、クラスの女子達と話す時など、如月はよく微笑ほほえむ。

　表面的には微笑んで見せているのだが……名薙にはそれが、愛想笑いのような薄うすっぺらい態度に思えて仕方がなかったのだ。もっとも、それはただの名薙の印象でしかないのだが。

　現に今も、名薙には如月の眼まな差ざしが酷ひどく〝退屈そう〟なものに見えた。

「……」

　ふと名薙のスマートフォンに、予期せずショートメッセージが届いた。

　それは────名薙の妹からであった。

　名薙は手にしていたカードを一度、脇わきに置いた。

『静しず岡おかは雨だよ。東とう京きようの方は晴れてると良いね。お兄にいちゃんのお土産みやげ、楽しみです』

　内容は、その程度の簡かん素そなものでしかない。

　そんな些さ細さいなメールさえ微笑ましくて、名薙は表情を綻ほころばせてしまう。

『東京は快晴だよ。お土産を奮発するから、父とうさんと楽しみにしとけ』

　名薙はメールの返信を作成し、手早く送信した。

　そうして引き続きババ抜きに耽ふけっていると、迷路のように入り組んだ首しゆ都と高こう速そく道どう路ろを走り続けていたバスが、やがてレインボーブリッジに辿たどり着く。

　さらにその行き先に見えてきたのは、特徴的な形状をした巨大な建造物である。

「おおお！　見えてきたぜ！　アレって東とう京きようビッグサイトじゃねーの！」

　ババ抜きに耽っていたメンバーの手が止まり、名薙達は興こう奮ふん気味に車窓の向こうを眺めた。

　逆三角形の形状をした、４つのチタニウムゴールドカラーの屋根が見えてきていた。

　────東京ビッグサイト。

　そのモダンな造型の建物は、実物を初めて見る名薙達にも一いち目もく瞭りよう然ぜんであるくらいに有名だ。

「テレビとかインターネットでしか見たことなかったけど、アレが実物なわけか！　はー、こうして見てみると、感動するシルエットだわなあ！」

「……コホン」

　しきりに感心している友人達に向かって、にやけた名薙が得意気に説明する。

「あの逆三角形の建物が〝会かい議ぎ棟とう〟って呼ばれる８階建ての建造物なんだぜ。オレ達が午後に聞く基き調ちよう講こう演えんっていうのは、あの会議棟の７階にある、１０００人収容可能な国際会議場っていう場所でやるらしい。ちなみに午前中に見て回る展示エリアは東展示棟って場所らしいぜ！」

　予習してきたウンチクを披ひ露ろうする名な薙なぎに、友人達は若干引ひき攣つった顔をした。

「な……名薙、お前ずいぶんと勉強してきたんだな」

「まあ名薙は、行く前からブースを回る順番とか計画するの気合い入ってたからなあ。よっぽど楽しみにしてたんだよなあ、今日きようの社会科見学」

「うわ、引くわー……」

「なんで感心するどころか引くんだよ！　な、なんだよ！　楽しみにしてちゃ悪いのかよ！」

　頰ほおを赤くし、肩を怒らせ抗こう議ぎする名薙を、友人達はふざけて笑い飛ばした。




　　　　▼▼▼




　未み来らい科か学がく博はく２０１５。

　一般公開初秋の本日、お台だい場ばの東とう京きようビッグサイトで開催されているこのイベントは、経けい済ざい産さん業ぎよう省しようの主しゆ導どうによって運営されている。

　パンフレットによれば、イベントの趣しゆ旨しは「技術交流会」というお題目になっていた。

　将来の産業基幹となるであろう最先端技術を一般に紹介することで、次世代技術者達の青田狩りや、国内外へ日に本ほんの技術力をアピールすることに繫つなげていくのが開催目的のようだ。

　何が見られるイベントなのかと言えば────ようするに〝最先端技術の展示〟である。

　普ふ段だんなら大企業内の研究所や、専門の実じつ験けん施設などでしかお目にかかれない機き材ざいを、この会場で見学できるのである。

　学者や技術者達が、それを使って自分の取り組んでいる研究を発表する。そうすることで、発表者達は自分の研究に資金を出してくれる出資者スポンサーを見付けることができるかもしれない。

　ここはそうした出会いの場所にもなっているのである。

　……とは言っても、名薙達は大人おとな達の目もく論ろ見みとは関係ない、ただの一般来場者にすぎない。

　名薙達が一般来場者と違う点があるとすれば、今日見聞きした話を、後日レポートにして、先生へ提出しなければならないということである。

　午前中の班行動で、名薙達はあらかじめ班で準備してきた計画通りに会場を回ることになった。見るモノ、聞くモノ。名薙にとってはどれも新しん鮮せんな情報ばかりである。

　例えば会場に特設された小型プール内を、魚のように泳ぎ回るイルカ型海上救助ロボット。

　人間と見分けが付かない受け答えで会話をする受付嬢じようロボットなども展示されていた。

　ロボットだけではなく、衛えい星せいのソーラーパネルで発電したエネルギーを、マイクロウェーブで地上に送信する宇宙太陽光発電の説明なども聞き、つくづく感心してしまう。

「こちらでは拡張現実ＡＲ────オーグメント・リアリティの世界を体たい験けんしていただけます」

　ふと立ち寄ったブースで、名薙達の班は受付嬢からデジタルカメラを配られた。

　そうして一般家庭のリビングルームを再現したような場所に通される。

「このデジカメの電源を入れて、カメラ越しにリビングの様よう子すを見渡してみて下さい」

　説明員の女性に言われるがまま、名な薙なぎはデジカメの電源を入れてみる。

　そうしてデジカメ越しに、リビングルームの中を見渡してみた。

「……！」

　名薙が何も置いていないはずの空間をカメラ越しに覗のぞき込むと、カメラの液晶画面には、大型テレビが置いてあるように見えた。

　周辺を見渡してみると、現実には何も置いていない場所に、冷蔵庫やゲーム機きなども映り込んで見える。それらは全すべて本物ではなく、ＣＧで作られた立体映像だ。

「すげえええ！」

　ただの立体映像ではない。

　デジカメを構えたまま名薙が移動すると、実在していないはずのテレビが、あたかも本当にそこに存在しているかのように、近付いたり遠ざかったりして見えた。ちゃんと名薙の立っている位置から見える角度になるよう、カメラに写り込んだ立体映像は表示を変えている。

　説明員の女性が、感心している名薙に言った。

「これは拡張現実ＡＲ技術を使った、ＡＲカタログサービスと呼ばれるものです」

「ＡＲカタログサービス？」

　説明員の女性は、リビングの各所に置かれたＡ４サイズの紙を持ち上げた。

　するとデジカメ越しの映像が変化し、説明員の女性が持ち上げた紙から、テレビが生はえ出ているように見えた。

「この紙に描かれた〝マーカー〟と呼ばれる特殊な模様をカメラが見付けると、その位置に合わせてＣＧ立体映像が表示される仕組みになっています。例えばテレビなどの大型家電製品を買い換える際に、このマーカーを御自宅のリビングに設置していただけば、お部へ屋やのどこにテレビを配置するかなどのレイアウトが確かく認にんできて便利ですよ。このマーカーを認にん識しきするソフトは、お手持ちのスマートフォンなどで無料で御利用いただけます」

「なるほどなあ。これって、いわゆるバーチャル・リアリティって奴やつなんですか？」

「よく混同されがちですが、〝拡張現実ＡＲ〟と〝仮想現実ＶＲ〟は違うものですね」

　説明員の女性は苦笑しながらも、親切に答えてくれた。

「仮想現実ＶＲ、バーチャル・リアリティと呼ばれるものは、人間の五感をコンピュータで再現して錯さつ覚かくさせる技術です。それとは異なり、拡張現実ＡＲは人間の認識できる情報量を増やす技術なんですよ」

「へえー。わかったような、わからないような」

「お手持ちのデジカメは、本来は何もないはずの空間に、追加情報アノテーシヨンを表示させる機能を持っています。視界映像にＣＧを重ねて表示させている。そんな説明で伝わりますでしょうか？」

　親切に説明してくれようとしている女性に、名薙はポーカーフェイスで微笑ほほえんだ。

　勿もち論ろん、よくわかってはいない。

　とりあえず説明員のお姉ねえさんにお礼を言ってから、名な薙なぎは班の仲間と合流した。

　細々とした展示物を見終えた頃ころ、名薙は腕うで時ど計けいを確かく認にんして気が付く。

「やば！　もうこんな時間かよ！」

「ん？　どうかしたん、名薙」

　同じ班の男子生徒が、名薙に尋たずねた。

　名薙はパンフレットを開き、班のメンバーに見えるように掲げて言った。

「これだよ、これ。もうすぐ東３ホールで、フューチャーエレクトロニクス・ワールドっていうステージが始まるみたいだよ。後４分くらいかな」

　大層な名前が付いた催しものだが、１時間に１回のペースでやっている小しよう舞ぶ台たいのことである。

　会場内に設置された特設ステージで、何かデモンストレーションが披ひ露ろうされるのだ。

　気の弱そうな眼鏡めがねの少女が、名薙に答えた。

「はわわっ……じゃ、じゃあ急がなきゃだね！」

　彼女は名薙と同じ班の少女、クラス委員長の藤ふじ埜の祈いの里りである。

　藤埜を先頭に、名薙の班は慌ただしく移動を開始した。

「……ん？」

　名薙は、隣となりを歩く如月きさらぎ真ま無なが、不ふ機き嫌げんそうな顔をしていることに気が付いた。

　……別にそれは、今日きように限った話ではないのだが。

　班行動で一いつ緒しよに行動している間ずっと、如月は無口で笑いもしていないのだ。

　何となく気になっていた名薙は、コッソリと如月に問いかけてしまった。

「……如月さんは、この催しが面おも白しろくないの？」

　如月は名薙に話しかけられるとは思っていなかったのだろう、僅わずかに驚おどろいた顔をする。

　しかしすぐに愛想のない無表情へ戻り、名薙から視し線せんを外した。

　名薙を見向きもせずに、如月は唇を開く。

「貴方あなた、確たしかナナギ君って言ったっけ？」

　如月は、確かく信しんがなさそうな口く調ちようで問いかけた。

　転校してきたばかりの如月にとって、まだクラスメイトの顔と名前は一致していないのだろう。しかし名薙の名前を言い当てることはできていた。

「名前が違っていたらごめんなさいね。でも私の家って転勤族だから、どうせまたすぐに引っ越すだろうし。私が無理に貴方達の名前を覚える意味って、あんまりないと思うのよね」

「何を言ってるんだい？」

「私は、貴方達なんかと仲良くするつもりがないってこと」

「……はあっ!?」

　ハッキリ、きっぱりと言ってのける如月に、名薙は言葉を失ってしまう。

　面食らっている名な薙なぎに向かって、如月きさらぎは美しい自らの髪を搔かき上げて告げた。

「この催しが面おも白しろくないか、ですって？　当たり前じゃない」

　如月は愛想笑いもなく、容赦ない言葉を名薙へ突き付ける。

「予想が付いてる未来なんて、何が面白いのよ」




　　　　▼▼▼




　当初、班が計画していた展示物は、一通り見学することができた。

　昼食の時間が近付いてきていることもあり、名薙達はクラスの集合場所へ移動をしている最中だった。

　班の男子が、憤ふん然ぜんとしている名薙に尋たずねた。

「……なんで機き嫌げん悪そうなんだよ、名薙。この社会科見学、お前が１番楽しみにしてた口だろ？」

「ああ……まあちょっとあってな」

　頭を搔きながら、名薙は小声で毒づいていた。

「なんだよ、アイツ。感じ悪いな。転校生だから、まだ仲良い奴やつがいなくてつまらなさそうにしてるのかと思えば……オレ達と仲良くする気がないだって？　ならこっちだって仲良くしてやるかってーの……！」
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「何をブツクサ言ってるの、名な薙なぎくん？」

「な、なんでもないよ」

　班の女子の質問を苦笑いで誤ご魔ま化かす名薙。

　そんな名薙を横目に見ながら、クラス委員長の藤ふじ埜のが、班のメンバーへ言った。

「えっとえっと……ステージ終わったし、そろそろ集合時間になっちゃうけど……班行動できる今の内に回っておきたい場所、他ほかにもありますか？」

　藤埜は班のメンバーの反応を窺うかがう。

　そんな藤埜の呼びかけに、誰だれも意見を述べることはしなかった。

　班員の面々の表情は疲れており、その表情には暗に「見学はもう、これくらいで良いかな」という気持ちが見て取れていた。２～３時間程度だったとはいえ、午前中ずっと会場内を歩いていたせいで、班員達は疲れている様よう子すだった。名薙もすでに、行きたいと思っていた場所は概おおむね回ることができていたため、満足していた。

「……あれ？」

　ふと呟つぶやいた名薙に、藤埜が恐る恐る尋たずねる。

「ど、どうかしたの、名薙君？」

　名薙は────気付いた事実を口にしてみた。

「……えーっと、おかしいな。如月きさらぎさんがいないぞ」

　名薙が言い出した頃ころには、他の班のメンバーも気がついた様子だった。

　男子３人、女子２人。６人班のはずなのに、女子の数が１人足りなくなっているのだ。

　姿が見当たらないのは、如月真ま無なだけである。

　班のメンバーは周囲の人込みを見渡しながら、口々に言う。

「あっれー、いねえなー」

「はぐれちゃったのかな。如月さん、どこ行っちゃたんだろうね」

「おいおい。集合時間まで、もうすぐじゃねーの。早く見つけないとまずくねー？」

「どど、どうしよう、名薙くん」

「どうしようって……なんだってオレに訊きくのさ」

　半泣きの顔で意見を求めてくる藤埜を、名薙は困った顔で見返す。

　そこで名薙は閃ひらめいた。

「……誰か、如月のスマホの電話番号知らない？」

　班行動の前に、名薙達は迷まい子ごになった時のためにお互いの連絡先を教え合っていたのだ。

　名薙は如月の番号を聞いてはいなかったが、班のメンバーの誰かが知っているかもしれない。

「お前、知ってる？」

「知らねーな」

「私も知らない」

「……私も、如月きさらぎさんの番号知らないよ。訊きいても、いつもはぐらかされちゃって」

「まさか委員長も含めて誰だれも知らないのかよ！」

　名な薙なぎは軽く頭を抱え、呆あきれてしまう。

　名薙自身、人のことは言えないが……如月は班のメンバーに連絡先を教えていなかったようだ。委員長の藤ふじ埜のにまで教えなかったとは、クラスの仲間達と仲良くする気がないという如月の言葉は、どうやら本格的なもののようだった。

　嘆息混じりに、名薙は周囲を見渡してみた。

　周囲の人込みはかなりのものである。

　うんざりした気持ちにさせられ、名薙は嘆息混じりに提言した。

「とにかく急いで如月を捜すしかないだろ。そんなに遠くまでは行ってないだろうし。10分後にここに戻って来て、見つからなかったら先生達に相そう談だんしようぜ」

　名薙達は、会場の四方へ散って如月の捜索を始める。

　人込みの中を移動しながら、名薙は苛いら立だち紛れに呟つぶやき続けていた。

「まったく！　失礼なだけじゃなくて、みんなに迷惑までかけるなんて……ムカツクなあ！」

　如月を見付けたら、苦言の１つでも言ってやらなければ気が済まない。

　名薙は肩を怒らせながら、会場内に如月の姿を捜し始めた。




　　　　▼▼▼




　如月真ま無な。

　１ヶ月前に転校してきた彼女について、まだ名薙は詳しく知らない。

　名薙が如月について知っていることと言えば、クラスの男子達から聞く噂うわさ程度の話で、真偽の程が定かではないことばかりだ。

　たとえば、如月は帰国子女であり、英えい語ごや中ちゆう国ごく語ごなどの外国語を使いこなせるのだとか。

　チェス大会で優ゆう勝しようしたことがあるらしく、海外の学校でも学力は秀ひいでていたのだとか。

　如月に関しては、にわかには信じがたいような噂ばかりを聞いている。

　それらの噂話の数々が、たとえ噓うそであったとしても……気品漂う雰囲気の如月を見ていると、あながち「本当なのではないか」と信じてしまいそうになるからタチが悪い。

　経歴不明。態度も悪い。

　そんな転校生の少女を、名薙は会場で捜し回っていた。

「どこに行ったんだよ、如月さんは！」

　苛立った気持ちが、口を突いて出てしまう。

　そんなに遠くへ行かないだろうと思っていたため、如月はすぐに見つかると思っていた。

　しかし現実は、名な薙なぎの目もく論ろ見み通りにはならなかった。

　東３ホールに如月きさらぎの姿は見当たらず、名薙はいつの間にか、東１ホールの辺りまで捜索に足を延ばしてしまっている。それでも見当たらないとなると、中央通路を挟んだ反対側、東６ホールの方へ行ってしまったのかもしれない。

　如月を捜して、名薙は会場内をキョロキョロと見渡しながら歩き続けた。

　そんな具合で完全に前方不注意状態だった名薙は、前方から歩いてきた通行人と肩をぶつけてしまう。よろめきながらも、名薙は慌てて、ぶつかってしまった人に謝あやまろうとした。

「す、すいませんでした！　……って、あれ？」

　名薙が頭を下げた先には、すでに誰だれも立っていなかった。

　ぶつかったのはパーカーシャツと、ダブついたジーンズを穿はいた、いかにもガラの悪そうな雰囲気の男だった。男は、ぶつかった名薙に興きよう味みなどないのか、立ち止まることも因いん縁ねんを付けてくることもなく、歩き去って行く。

　その遠ざかって行く背中を見ながら、名薙は呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「……急いでる人なのかな？」

　男はぶつかった名薙を見向きもしない。会場内をキョロキョロと見渡し、懸けん命めいに何かを探している様よう子すだった。やがて男の仲間と思わしき、別の男達も合流して、立ち話しを始めていた。何を話しているのかまでは聞こえないが……男達の態度は大おお真ま面じ目めだった。

　ふと名薙は、男達が身に付けているリストバンドに目が行った。

　────正位置のＶ字に、逆Ｖ字を重ね合わせた〝目〟のような紋章。

　男達全員のリストバンドに、同じその紋章が描かれていた。

「……チームか何かのマークなのか？」

　男達はしばらく立ち話をした後に、散り散りになって会場内へ姿を消して行った。

　しばらくそれを見ていた名薙だったが、いつまでもそうしているわけにはいかない。

　名薙にも、急いで如月を捜さなければいけないという目的があるのだ。

　気を取り直して、名薙は再び、周囲に如月の姿を捜し始めた。

　だがすでに……名薙は、自分の捜している方角に如月はいない気がしてきていた。

「こっちは駄だ目めかもな。他ほかの奴やつ等らが見つけたかもしれないし、オレは戻った方が良いか……？」

　如月が見つからず、悶もん々もんとした気持ちではあったものの。名薙は一度、事前に班のメンバーと決めていた東３ホールへ戻ることにした。

　そうしてその場を離はなれようとした名薙は……ふと足を止めて立ち止まった。

「試作型の────量子コンピュータ？」

　東１ホールの中央付近に、その巨大な看板パネルを発見した。

　そこには来場客が近付けないように、周囲を鎖くさりで囲まれた巨大な時と計けい塔とうが聳そびえていた。

　人間の背丈の３倍近くはある複雑な機き械かいの塔だ。名薙がそれをすぐに時計塔のようだと思った理由は、機き械かいの中央に取り付けられている大きな電光掲示板だ。デカデカと時刻表示が出ていた。赤い光の数字が、電光掲示板の上で静かに現在時刻を表示し続けている。

　その時刻表示は、時、分、秒のさらに下の桁けたまで細かく表示しているようだった。秒よりも下の桁になると、表示されるのが一いつ瞬しゆん過ぎて、なんの数字が出ていたのかすらよくわからない。

　名な薙なぎは時と計けい塔とうの前に置かれていた説明用の等身大パネルを読んでみる。

「量子コンピュータの原理試作品か。世界で１番正せい確かくな時刻表示に挑戦中……何か地味な挑戦だなあ、それって。計算能力が高いだけで、普通のコンピュータなのかな？」

　どうやら名薙の目前にある巨大機械は、〝量子コンピュータ〟の試作品であるらしい。

　量子コンピュータというものがなんなのか、名薙には見当も付かない。

　ただ、そのコンピュータを使ってやっていることというのが時間表示なのだ。

　……こんなに大きな機械を使って、できることが時計表示だけなのだとしたら地味過ぎる。

　特に湧わき上がってくる興こう奮ふんもなく、名薙はボンヤリと目の前の時計塔を見上げるだけだ。

　時刻はカウントアップを続け、やがて正午ちょうどになろうとしていた。

　時計の表示が12時ちょうどになった瞬間だった。

「…………？」

　────名薙の視界に歪ゆがみが生じる。

　周囲の雑踏の音が急速に遠のき、名薙は気色の悪い肌寒さを感じた。

　一いつ瞬しゆんの目め眩まいと、耳鳴り。名薙の目前の時計塔は、まるで左右に引っ張られたかのように伸びて、そしてまたすぐに戻ったようにも見えた。

　……遠のいていた雑踏の音が、徐々に耳に戻って聞こえてくる。

「────終末がやって来ます」

　唐突だった。名薙の隣となりに声が現れた。

　慌てて名薙が振り向くと、いつの間にかそこには、１人の少女が立っている。

　いつからそこにいたのか。あるいは最初からそこにいたのか。

　必然であったかのように、ただ少女は存在している。

　金髪のショートヘア。血のように赤い色の瞳ひとみ。日に本ほん人じんには見えなかった。

　可か憐れんな容姿をしており、如月きさらぎとはまた違ったタイプの、小柄な美少女である。

　名薙を見る少女の眼まな差ざしは、まるで愛いとしい者を愛めでるように穏おだやかだった。

　名薙は気が付き、絶句してしまう。

　少女は────ウエディングドレスを着ていた。

　この未み来らい科か学がく博はくの一般来場者が、私服として着用するようなものではない。

　少女のウエディングドレス姿に啞あ然ぜんとしていた名薙だったが、気を取り直して尋たずねた。

「……誰だれなんだ、君は？」

「初めまして。また会えましたね。私の名前は〝ソフィア〟」

　初めましてなのに、また会えた。

　少女は矛む盾じゆんした挨あい拶さつをしてから、ただ自らをソフィアと名乗る。

　ソフィアは微笑ほほえみながら、名な薙なぎの目を見て語り始めた。

「これまで人類の歴史には、数えきれない終末の予言が存在していました。たとえば聖なる書は、黙もく示し録ろくに書かれた終末の到来を予期し、ルネサンス期のフランスの占星術師は、天から降る恐怖の魔ま王おうを恐れていました。いつの時代も、人々は〝やがて来るであろう人の世の終わり〟を信じ、それを恐れ続けてきたのです。けれどそんな人々の信じた終末は、どれ１つとして実現することはなかった。だからこそ私達は生きながらえ、今もこうして存在しています」

「…………何言ってんだよ。大丈夫か、君？」

「それでもまだ────〝真の預言者〟が残した預言が残されている。かつて第だい三さん帝てい国こくに、鉤かぎ十じゆう字じの旗を打ち立てたその男は言いました。私達は恐怖するモノによってではなく、信奉するモノによって滅ぼされるのだと。……２０３９です」

　意味不明で一方的なソフィアの言動に、名薙は困惑してしまう。

　名薙が次句に困って黙だまっていると、ソフィアは悲しそうに目を細めた。

「私は始まりであり、終わりとなる者。あなたの心を奪い、立ち向かう剣を与える者。今ここで私があなたと交わせる言葉は、酷ひどく限られている。だから私は今、成すべきことを成すためにだけ、ここにいる」

　そう告げるソフィアは、少し寂しげだった。

「間もなくここで────〝ボース・ノヴァ〟が始まる」

「ボース・ノヴァ？」

「そう。あなたの戦いの始まりです」

「オレの戦い……？」

　どう応こたえて良いのかわからず、名薙はソフィアの言葉をオウム返しにしてしまう。

　ソフィアはやがて、片手に提げていた１冊の手帳を名薙に手渡そうと差し出す。

「あなたに、これを託します」

「……何、これ？」

「この手帳は、あなた達に必要なものです」

　ソフィアが名薙に手渡そうとする手帳は、ずいぶん古びてクセの付いている黒皮の手帳である。住じゆう所しよ録ろくくらいの厚さだろうか。手帳の表紙には何も記載されていないが、中にはぎっしりと何かが書き込まれているようだ。紙が筆圧で歪ゆがんでいるのが横から確かく認にんできる。

　有無を言わせないソフィアの態度に、名薙は恐る恐る、その手帳を受け取ってしまう。

「あなたがここに帰って来たいと願ねがうのなら、この手帳が役立つでしょう」

「はあ？　オレがここに帰って来たいって……？」

「あなたはきっと、これから多くの選択を迫られる。どれもが正しいとは限らない。けれど

　きっと、最後には迷わない。あなただけが最後の希望。あなただけが終わらせられる」

「だから！　さっきから君は何を言ってるんだって訊きいて────むぐっ！」

　名な薙なぎの言葉は無む理り矢や理りに遮さえぎられる。

　────名薙の唇に、ソフィアの小さな唇が押し当てられていた。

「！」

　少女の甘い息いき遣づかいが、名薙の頰ほおにかかっている。

　押し当てられた唇から燃もえ盛るような赤せき熱ねつが押し寄せ、名薙の顔は焼き尽くされそうになる。

　名薙の唇と、離はなれたソフィアの唇の間には、細く唾だ液えきの糸が繫つながり、すぐに途と切ぎれた。

　名薙の唇を奪ったソフィアはウットリと瞳ひとみを潤うるませ、頰を赤く染めていた。

　恥ずかしそうに。幸せそうに。

　だが最後には、寂しそうに微笑ほほえんで見せた。

「ななっ、今何を！」

　初めて異性と唇を交わした名薙は、酷ひどく動揺してしまう。

　もはやソフィアが何者であるのかなど、思考することさえできない。

　ソフィアの唇の感触を思い出すだけで、名薙は身体からだが震ふるえ、爆ばく発はつしてしまいそうな程に熱あつくなってしまう。著しくリズムを狂わせた自らの鼓動と呼吸に、内心で「落ち着け！」と懸けん命めいに呼びかけた。とにかく名薙は、火ほ照てった頭を冷却させることに必死だった。

　ソフィアは名残なごり惜おしそうに、愛いとしそうに名薙を見つめ続けていた。

　そして名薙が一度、瞬まばたきをした直後だった。

　瞼まぶたを閉ざした刹せつ那なの間に、ソフィアの姿は名薙の目前から忽こつ然ぜんと消えていた。

「…………え？　ウソ、だろ！」

　何が起きたのかを理解しきれず、ただ名薙は、目前から消きえ失うせたソフィアの姿を会場内に捜した。懸命に目を凝こらせど、ソフィアの姿はもうどこにも見られない。

　ほんの一瞬だったのだ。

　瞬きをしただけの僅わずかな時間で、人間１人が名薙の前から消失したのである。

「……夢だったとか？」

　周囲を行き交う一般来場客達は、先程と変わらず賑にぎわっている。

　今しがたまでここに、ウエディングドレスを着た派は手でやかな少女が立っていたというのに。そんなものは最初からこの場に存在していなかったかのではないかと、そう思えてしまう程に、周囲に変化は見受けられなかった。

　名薙はそっと、自らの唇に触れてみる。

　あの感触。あの温ぬくもりが夢や幻だったとは……思えない。

　名薙は再び頰を熱くしながら、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしてしまった。

「おい、お前」

　また唐突に、名な薙なぎは呼び止められた。

　今度はソフィアの声ではない。男とも、女とも区別の付かない。中性的な声色だった。

　見れば名薙の背後に、漆しつ黒こくのトレンチコートを羽は織おった人物が立っていた。

　男……いや、女……？

　不ぶ躾しつけな口振りで名薙に話しかけてきた人物は、名薙と同じ年ねん齢れいくらいだった。

　ショートの黒髪。耳にはドットピアス。尖とがり気味な眼まな差ざしが、名薙にクールな印象を与えた。

　まるで少女のように美しく、まるで少年のように凜り々りしくも見えた。

　性別不明の人物は、もの凄すごい剣けん幕まくで名薙に詰め寄ってきた。

「今の女はどこへ消えた。女と何を話していた、答えろ」

　男女は名薙の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げてきた。

　すると男女のコートの袖そで口ぐちから、細い鎖くさりで手首に巻かれたキーホルダーが見えた。

　その金属のプレートに刻印されていたのは────正位置のＶ字に、逆Ｖ字を重ね合わせた〝目〟のような紋章である。

　名薙が先程ぶつかった男達と同じマークを持っている。つまり男達の仲間なのだろうか。

　……彼等らが会場内で捜していたのは、ソフィアだったのか。

「いきなり藪やぶから棒ぼうになんだよ、失礼な奴やつだな！」

「良いから、こっちの質問に答えろ。今の女と何を話していた。お前は誰だれだ」

　オレの台詞せりふだよ！

　そう思いながら、名薙は睨にらみ付けてくる目前の男女を睨み返した。

　名薙はふと、男女のコートの懐ふところに目が行った。

　そこに見えたのは、ホルスターのような皮のベルト。収められているのは────拳銃ハンドガンだ。

「……！」

　名薙の視し線せんに気が付いたのか、男女は慌ててコートの懐を覆おおって隠した。

　男女は名薙から離はなれ、まるで逃げ去るように会場の雑踏に紛れて消えてしまう。

　逃げ去った男女が見えなくなった頃ころ、名薙は妙な冷や汗を浮かべて呟つぶやいてしまった。

「い、今のは見間違い……だよね？　なんだったんだよ、アイツ」

　そもそもチラッと垣かい間ま見みえただけで、さっきのが実際に銃だったのかどうかすらわからない。

　呆ぼう然ぜんとしていた名薙は、今さらながら自分が手に持っていた手帳の重みに気が付いた。

　────ソフィアから受け取った奇妙な手帳である。

　手帳は実在している。名薙以外にも、ソフィアの姿を見た人物もいた。

　ということはやはり、名薙が出会ったソフィアという少女は、夢や幻ではなかったのか。

　如月きさらぎを捜すという本来の目的を忘れかけ、名薙はしばらくその場に棒立ちになっていた。

　ようやく名薙が我に返ったのは、班員の藤ふじ埜のからかかってきた電話を受けてのことだった。

　……如月は、吞のん気きにアイスクリーム売り場の前でアイスを食べていたらしい。

　如月きさらぎ発見の一報を聞いた名な薙なぎは、やがて思い出したように歩き出す。

　楽しいだけで終わるはずだった未み来らい科か学がく博はく。

　それなのに、名薙の胸中には、得え体たいの知れない不安が立ちこめ始めていた。




　　　　▼▼▼




　会場内のレストランで、昼食のバイキングを楽しんだ後だった。

　名薙の学校の生徒達は再びエントランスホールに集合し、クラスごとに点呼を取って移動を開始する。行き先はエントランスホールの脇わき。６階まで直通の長いエスカレーターである。

　エスカレーターを上った後、さらに１フロア上ると、名薙達のクラスは目的の場所へ辿たどり着く。そこは東とう京きようビッグサイト、会かい議ぎ棟とう７階である。

　辿り着いたのは国際会議場と呼ばれる、広大なオペラホールのような場所だった。

　劇げき場じよう扉とびらのような入り口をくぐると、名薙は頭上高い位置にある天てん井じようを見上げて目を輝かがやかせた。

　劇団を呼んで、舞ぶ台たいでも開けそうな程に広いステージがあった。

　そのステージと向かい合った聴ちよう衆しゆう用ようの椅い子すは、ひな壇だんに数えきれない程に並べられている。

　名薙が事前にインターネットで調しらべた時は、１０００人が収容できる大会議室なのだという情報は目にしていたが……実際に来てみると、もっと多くの人間を収容できるのではないかという広さに感じられた。

「わー！　すっげー！　広いんだなー！」

「あまりみっともなくはしゃがないでくれるかしら、名薙君。同級生として恥ずかしいわ」

　名薙の感動に水を差してきたのは……隣りん席せきに座っている如月真ま無なだった。

　名薙としては……班行動を乱していた、自分勝手な如月には言われたくない台詞せりふである。

　無愛想な如月の態度に苛いら立だちながらも、名薙は無理にでも、引ひき攣つった愛想笑いを浮かべる。

「き……如月さんがオレの隣となりの席だったのか」

「そうよ。何か問題がある？」

「い、いや……別にありませんけど」

　刺とげ々とげしい態度の如月と、それ以上の雑ざつ談だんをすることもできず、名薙は押おし黙だまるしかない。

　仕方なく名薙は、鞄かばんから学校で配られたプリントを取り出した。

　そこには今日きようのタイムスケジュールと、これから名薙達が聞く予定になっている基き調ちよう講こう演えんの前情報が記載されていた。

「……〝量子コンピュータによる未来〟か」

　名前からして、名薙にとってはとてつもなく難むずかしそうな講演になりそうな予感がしていた。

　先生方の説明では、「高校生でもわかるレベルの内容だ」とは聞いているが、果たして眠らずに最後まで聞き続けることができるのか。名薙は少し不安だった。

「レポート書かなきゃいけないから、この講こう演えん聞き逃したらやばいんだよな」

　名な薙なぎがぼやくと、天てん井じようの照明が照度を落とし始めた。

　ステージ以外、聴ちよう衆しゆう席せき側の照明は暗転し、暗くなる。

　そしてステージの奥から、スーツ姿の中年男が１人現れた。

　男の容姿はくたびれており、ボサボサの白髪しらがに、無ぶ精しよう髭ひげ、そして猫背といった、だらしない雰囲気だった。

　男の登場と共に、拍手が湧き起こる。

　どうやらその男こそが、午後の基き調ちよう講演を話すプレゼンターのようだった。

『えーっと。本日は皆さん、この基調講演にお越しいただいて、誠にありがとうございます。この〝量子コンピュータの未来〟という題目の講演をプレゼンさせていただきます、伊だ達て敬けい三ぞうと申します。私は量子工学を研究する理学博士。国こく立りつ情じよう報ほう科か学がく研けん究きゆう所じよという、ここから電車で40分くらいのオフィスビルに勤めてます』

　プレゼンターの男はマイクを使い、自らの名を伊達と名乗った。

　ステージの天井から巨大なホワイトスクリーンが下りて来た。

　そのホワイトスクリーンに、プロジェクターの光が照射される。

　最初にスクリーン投とう影えいされたのは────「２」という謎なぞの数字だけだった。




　　　　▼▼▼




『私達が使っているパソコンというものは、いったいどこまで高速化していくのでしょう。この講演ではまず〝コンピュータはどこまで高速化できるか〟についてお話しようと思います』

　伊達は頭を搔かきながら続けた。

『パソコンの処理速度を決めている部品が、ＣＰＵと呼ばれているのは、皆さん御存じだと思います。このＣＰＵという部品を顕けん微び鏡きようで見てみたとしましょう。ＣＰＵの内部はとても複雑な構造をしていて、目に見えない程の微細な部品が詰め込まれ、それらを結ぶ回路が隙すき間まなく敷しき詰められています。極きよく論ろんを言えば、ＣＰＵを高速化するには、この回路を流れる電気信号のやり取りが高速化できれば良いことになります』

　伊達は苦笑した。

『しかしその昔、アインシュタインという名の天才物理学者が、相そう対たい性せい理り論ろんという有名な理論を打ち立てました。その理論によれば、〝物体は光速を超えて動くことができない〟ということになっています。つまり電気信号の伝達を早くしたくても、電気信号自体は光速を────つまり秒速３億メートルを超えることはできません。パソコンの高速化のために電気信号自体を早くしようとするだけでは、〝光速の壁かべ〟という限界が存在していることになるんですね』

　ノートには、「光速より速い電気信号の伝達は不可能」とだけ書いておく。

『研究者達はすぐに、電気信号を速くする以外の方法でも、パソコンを高速化できないかと考えました。その方法こそがＣＰＵの〝小型化〟への道です』

　伊だ達ての話し方が面おも白しろかったせいか、名な薙なぎは話に聞き入り、メモを取る手を止めてしまう。

『近年では、パソコンの高速化とはすなわちＣＰＵの小型化であるとも言えます。電気信号のやり取りをする部品と部品の間隔を短くしようという試みです。理屈は簡かん単たん。１キロ離はなれた友人の家へ行くよりも、すぐ隣となりの家に行く方が早く着くのは当たり前ですよね。スタートからゴールが近い程、移動時間は短くて済むのです。そのためＣＰＵは毎年、内部の部品を増やし、どんどん小型化して早くなってきているわけです』

　言われてみれば、名薙達が家で使っているノートパソコンやタブレット端末は、毎年小型化しているのに、不ふ思し議ぎなことに処理速度は上がっている。

　伊達の話なら、それらはつまりＣＰＵの小型化のおかげだということになる。

『米インテル社の設立者の１人、ゴードン＝ムーアが、ＣＰＵの小型化が到達する未来について述べたことがあります。それは〝ムーアの法則〟という名で、世間によく知られることとなりました。ムーアの法則では、ＣＰＵなどの半はん導どう体たい部品は、２年ごとにおよそ２倍の集しゆう積せき度どになるとされています。この法則が今後も正しければ、やがて２０１７年には原子１個、電子１個といったサイズの部品で動くＣＰＵが誕たん生じようすることになるでしょう』

「電子１個のサイズで動くパソコンかあ……」

　そんなものどうやって作っているのだろうかと、名薙は不思議に感じた。

『さて。もっとパソコンの高速化をしようとすると、実はここに大きな問題が発生します。ＣＰＵの内部に敷しき詰められた部品が極小になってくると〝量子ノイズ〟と呼ばれるものが酷ひどくなるのです。そのノイズとは、電子レベルのミクロな世界が、私達が知る物理法則とは全く別の法則に支配されているために起きるものです。その法則の名は〝量子力学〟。ここでは量子力学のことを、ミクロな世界でのみ働く物理法則だと思って下さい』

「ミクロな世界でのみ働く物理法則……」

　伊達の口振りでは、まるで世の中に複数の物理法則が存在しているかのようだった。

『イメージするために、私達の住むこの世界も量子力学の法則が適用されるのだとしましょう。私達の行き先に壁かべがあったとします。壁を越えるために、乗り越えたり迂う回かいしたりする必要はありません。量子力学の法則に従えば、私達は行き先に現れた壁を〝すり抜ける〟ことができますし、壁の手前とその向こうに〝同時に存在する〟こともできるのですから』

「なにそれ……！」

　呆あきれる名薙の呟つぶやきなど聞こえるわけもなく、伊達はステージ上で淡々と説明した。

『電子１個を野球ボールだと考えてみて下さい。ＣＰＵの電気信号のやり取りとは、部品同士がこのボールをキャッチボールすることで行われます。でも電子は量子力学の法則に従って動きますから、飛んでくるボールが２つに分裂したり、予期せぬ場所に瞬しゆん間かん移動したりしてしまうんです。そんな魔ま球きゆうみたいなボール、キャッチするのなんて無理ですよね。この電子の不ふ思し議ぎな振ふる舞まいによって生じる電気信号の破損が〝量子ノイズ〟と呼ばれるものなんです』

　啞あ然ぜんとして呆ほうける名な薙なぎ。

　さらに伊だ達ての説明は続く。

『────あと２年』

　伊達はそこでようやく、スクリーンに映し出された「２」の数字を示した。

『ムーアの法則によれば、ＣＰＵの小型化はあと２年程で限界を迎えます。ＣＰＵは量子ノイズを無視できない程に小型化され、それ以上に小型化するのが非常に困こん難なんになります。つまりコンピュータの進化とは、そこで一度、行き詰まりを迎えてしまうことになるのです』

　コンピュータ進化の行き詰まり。

　それがあと２年くらいで来るのだと、伊達は告げる。

「今までみたいな小型化って方法じゃ、高速パソコンは作れなくなるってことか……？」

　半信半疑ながら、名薙は自問するように呟つぶやいてしまう。

　啞然としているのは名薙だけではなく、会場の聴ちよう衆しゆうの大半が同じ顔だった。

『────そこで本日のテーマ。量子コンピュータによる未来の話に移ります』

　伊達の背後のスクリーンに映されていた「２」の数字が消えると、今度は「次世代の超高速パソコン、量子コンピュータ」というテキストが表示された。

『スクリーンにあります通りです。２年後に進化の行き詰まりを迎えるであろう現在のコンピュータに代わり、次世代の高速コンピュータとして注目されているのが、私も研究している量子コンピュータと呼ばれるものです』

　名薙は、午前中に東展示棟で見た「量子コンピュータ時ど計けい」を思い出していた。

　……あの時計が、次世代の高速コンピュータ？

　とてもではないが、名薙にはピンとこない話だった。

『量子コンピュータがどのようなものかを理解するためには、まず〝多世界解釈〟というものを理解しなければなりません。この説は未いまだに賛さん否ぴ両りよう論ろんありますが、多世界解釈とはつまり、この世界には〝並行世界パラレル・ワールド〟が存在しているかもしれないと唱える説なのです』

　名薙は胡う散さん臭くさい気持ちを消化できず、ぼやいてしまう。

「おいおい、並行世界パラレル・ワールドって……いきなりＳＦみたいな話になってきたな」

　そんな名薙の所感とは関係なく、伊達の説明は雄弁に続いていく。

『ここでは、その説が正しいと仮定しましょう。さらに理解しやすくするため、本来の解釈とは少々異なりますが〝我々の未来が無数の並行世界に分ぶん岐きして存在している〟のだとします。自分の人生が、どんな未来に辿たどり着くのかは確かく率りつによって決まります。実際に未来が決定されるその時まで、私達はどんな未来にでも辿り着ける可能性を持っている状態と呼べるのではないでしょうか。量子力学の世界では、この状態を〝重ね合わせ〟の状態と言います。イメージするならば、並行世界パラレル・ワールドが重なり合って存在している状態と言った感じですかね』

　伊だ達ては軽く肩をすくめて言った。

『先程の話に戻りましょう。量子力学の法則が働く世界では、１つの電子が２つの場所に同時に存在したり、別の場所に瞬しゆん間かん移動したりする現象が起きるのだと御説明しました。電子がこういった不ふ思し議ぎな動きをする理由は〝電子が重ね合わせの状態になっているから〟だと考えられています。多世界解釈風に言えば、これは〝並行世界が重なっている状態〟だと言ったところでしょうか』

　並行世界が重なっている状態ということは……つまり電子は、並行世界に繫つながる入り口のようになっているということなのだろうか。名な薙なぎの思考は、徐々に混乱を始めてしまう。

『さて、前置きが長くなりました。これでようやく量子コンピュータの話ができます』

　伊達は自らの鼻を搔かいて言った。

『小型化の限界を迎えようとしている現代のコンピュータ。これ以上に速いコンピュータを作っていくためにはどうしたら良いのか。オックスフォード大学の物理学者ドイチュは、この問題を量子コンピュータで解決できると言います。では、量子コンピュータとはなんなのか』

　問題提起する伊達は、ニヤリと微笑ほほえむ。

　一拍の間を置いて断言した。

『一言で例えて言うなら────〝並行世界パラレル・ワールドを使って計算するコンピュータ〟です』

　伊達の口から出た、あまりにも突とつ飛ぴな発言に、名薙は驚おどろいた。

『私達が住むこの世界にあるコンピュータを使って、別の並行世界に存在しているコンピュータにアクセスし、並列計算をさせるのです。その計算に使用するのが、並行世界パラレル・ワールドに繫がっている、重ね合わせ状態の電子などです。いわゆる量子ビットと呼ばれるものですね』

　会場が静まりかえる。

『１つの問題を、無限に存在する並行世界パラレル・ワールドのパソコンを使って並列計算させるのです。その演算速度は凄すさまじい。どれくらい凄まじいのかと言えば、現在世の中でもっとも使用されている暗号通信はＲＳＡ暗号という代物でして、これは素因数分解で解読することができます。たとえば３００桁けたくらいの素因数分解を行うと、テラヘルツのＣＰＵを使ったスーパーコンピュータで計算しても15万年かかります。ＲＳＡ暗号は解読に時間がかかるため、暗号として価値があるわけなのです。ところがこれを同スペックの量子コンピュータで計算させると、１秒以下で解読できてしまう。様々な暗号が瞬しゆん時じに突破され、世界から秘密はなくなるでしょう』

「はっや！」

　スーパコンピュータで15万年かかる計算を１秒以下でやってのける。

　展示場で時と計けい表示をしていた試し作さく機きはイマイチな印象だったが、こうして話を聞いてみると、量子コンピュータとは、名薙には途方もなくオーバーテクノロジーな代物であるように思えた。

　突如、耳障りなスピーカーノイズが轟とどろく。

　気色悪い音で、会場内の聴ちよう衆しゆうは表情を苦く悶もんに歪ゆがめた。

　何事かと思い、名な薙なぎはステージ上の伊だ達ての動向を見やった。

　マイクの電源が切れてしまったらしく、声を拾わなくなったマイクを、伊達がコツコツと小突いている姿が見られた。そんな伊達を補助するべく、ステージ裏からスタッフが飛び出してくる。そうして調ちよう子しが悪くなったマイクをなんとかしようとしていた。

　伊達が喋しやべらなくなると、会場は徐々にざわついた。

「……名薙君？」

「ど、どうかしたの、如月きさらぎさん？」

「……この会場、気のせいか寒くなってきてないかしら？」

　隣りん席せきの如月は両肩を擦こすりながら、酷ひどく寒そうにしていた。

　言われて名薙も、先程から自分の指先が冷えているのに気が付く。

　会場に入って来た時は寒いと感じなかったが、室温は少しずつ低下してきているようだ。

　やがて真冬のように、会場の聴衆の唇から白い吐息までもがこぼれ出してしまう。

　会場が冷えていくのに伴って、名薙の周囲はますます騒さわがしくなる一方である。

　マイクの不調で講こう演えんは中断したまま。そのうえ会場の室温は、冷凍庫のように低下してきている。予期せぬ電気設備関係の故障なのだということは様よう子すから窺うかがえたが……不満の声があちこちから聞こえ出すのに時間はかからなかった。

　名薙もさすがに寒さに耐えかねて、両肩を擦りながら震ふるえてしまう。

「どうなってるんだ、この寒さは……！」

　白い息と共に、名薙も不満の声を漏らした。

　講演が中断してから、５分程の時間が経過する。

　いつまで経たっても講演を再開できないスタッフの手際の悪さに、苛いら立だつ者も少なくない。

　冷気渦巻く会場内は、得え体たいの知れない不ふ穏おんな空気に満たされていた。

　そんな時だった。

『────静粛に』

　その声は、前触れもなく唐突に聞こえた。

　ただステージの上には────ウエディングドレスを着た１人の少女が立っている。

　いつの間に少女がそこへ現れたのか、会場の誰だれ１人として知覚できていなかった。

　現れた可か憐れんな少女の名を、名薙は知っている。

「ソフィアじゃないか！」

　ステージ上に現れたのは、名薙の唇を奪った、あの謎なぞの少女だった。

　ソフィアがいったいなんのためにステージの上へ現れたのか。

　傍ぼう観かん者しやの１人にすぎない名薙には、わかるはずもない。

　不ふ思し議ぎなことに、マイクを使っているわけでもないソフィアの声は、会場後部の座席に座っている名な薙なぎの耳元にも鮮せん明めいに聞こえた。いったいどういう理屈なのか、全く以もつて不明である。

　スタッフも伊だ達ても、啞あ然ぜんとして立ち尽くしたまま、ソフィアが喋しやべるのを止めようともしない。

　まるで魂を抜かれてしまったかのように、ソフィアの姿を呆ぼう然ぜんと見ているだけだった。

　誰だれも止めようとしないソフィアに、聴ちよう衆しゆうの注目は否応なく集中せざるを得ない。

　静まった会場を見渡してから、ソフィアはやがて、涼やかに語り出した。

『初めまして、皆さん。そしてごめんなさい』

　ソフィアが聴衆達に投げかけた言葉は、謝しや罪ざいだった。

『あなた達はこれから旅に出る。多くは２度とここへは戻れず、誰も傷付かずにはいられない。だから何度も問いかけ続けることになる。いつになれば────人は幸せになれるのかと』

　彼女の赤い瞳ひとみが、うっすらと発光を始める。

　直後────天てん井じようから重々しい爆ばく発はつ音おんが轟とどろき、会場が激げき震しんした。

「うわあっ！」

　揺れる会場内で、来場者達は身動きを封じられてしまう。

　天井を紅ぐ蓮れんの炎の塊が覆おおうと、砕け散った鉄骨の破片が会場内に降り注いで来た。その降って来た天井の残ざん骸がいによって、一いつ瞬しゆんで何人もの人々が押おし潰つぶされるのを目まの当あたりにしてしまう。

　まさか天井に爆発物が仕掛けられているとは────誰も予測していなかった。

　もはやこの状況は、名薙には白昼のテロであるのだとしか思えない悲惨さである。

　勢い良く吹き飛ばされた天井の向こう、名薙の頭上には太陽が覗のぞく。

　しかしまるで空は────夜のように暗いではないか。

「…………皆かい既き……日につ蝕しよくだと……！」

　上空を見上げた名薙は、愕がく然ぜんと呟つぶやいていた。

　天から幾千もの火の粉が降り注ぐ、死傷者と悲鳴ばかりの会場。

　そこから見上げた太陽は黒く塗ぬり潰つぶされており、禍まが々まがしい光のリングとなっていた。

　目の前の現実はあまりにも異常で、すでに名薙の理解を超えていた。

『人は完かん璧ぺきではない。誰もが何かに救われたいと願ねがっている。だからこそ遙はるかな昔から、人々は今も、求め続けずにはいられない』

　立ち尽くすしかない名薙達へ、ソフィアが告げる。

『世界はただずっと────焦こがれるように救世主を待っている』

　やがて開いた天井から、黒い雨が降って来た。

　得え体たいの知れない液体が、名薙達の頭上から激はげしく注いで来たのだ。

「冷たっ……！」

　名薙の身体からだを濡ぬらす黒い液体は、驚おどろく程に冷たかった。

　氷水のようなその液体は、見る見る会場内を黒く塗り潰していく。そして泥土のように名薙達の足下に溜たまっていき、あっという間に腰の辺りまでを埋めてしまった。

　やがて黒い液体の水位が名な薙なぎの首筋にまで届いた頃ころには、名薙の周囲から……たくさんいたはずの人々の気け配はいが消え去ってしまっていた。

　クラスメイト達の姿も。一般の来場者達の姿も。そして、ソフィアの姿さえも見えない。

　凍こごえる静かの黒い海に、気が付けば名薙の顔が１つ浮いているだけだ。

　藻も搔がいた。

　懸けん命めいに藻搔き、水面に顔を突き出し続けた。

　必死に出口を探して見渡せど、名薙の周りには出口など見当たらない。水没した遥はるか下方に、会場の扉は消えてしまっている。逃げ道が、完全に失われている状態だった。

「……そんな……！」

　泣き出したくなるような心境で、名薙は絶句してしまう。

　────恐れないで。

　そんな名薙の耳元に、どこからともなくソフィアの声が聞こえた気がした。

　しかし冷えきった液体によって急速に体力を奪われ、溺おぼれていくだけの名薙は、もはやなんの抵抗をすることもなく水底へ沈んで行くしかなかった。

　遠のいていく意い識しきの中で……自らの〝死〟という絶望を抱いた。
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　……視界は靄もやがかっている。

　気を付けなければ、目に映る全すべてがぼやけて、何もわからなくなってしまいそうだった。

　何も聞こえない。何も感じない。

　そんなピクリとも動かない自分の身体からだのはずなのに、頰ほおの感触だけが妙に鮮せん明めいだった。黒く濡ぬれた道路の感触が、肌に伝わってきている。

　少年は────雨の降る高速道路の端に倒れていた。

　半分眠っているような。死んでいるような……。曖あい昧まいな知覚の中、どこか傍ぼう観かんしているような自失の心境で、少年は景色けしきを見つめているところだった。

　雨が降っている。

　黒ずんだ空から注ぐ雨滴が、すぐ目先にある水みず溜たまりを叩たたいているのが見えていた。

　その水溜まりの向こうに見えるのは、正面衝しよう突とつによってフロントが潰つぶれた車が１台と、横転して対向車しや線せんにまではみ出しているもう１台の車である。

「……」

　楽しい夏休みになるはずだったのだ。

　田舎いなかの祖母の家へ向かう途中だった少年は、母親の運転する車に乗っていた。

　母親と、父親と、そして妹。少年を含めた４人家族は、他愛たわいもない雑ざつ談だんをしていたと思う。

　しかし────前触れもなく対向車線から飛び出して来た車がぶつかって来たのだ。

　コーナーでスピードを出し過ぎ、曲がりきれずに中央分ぶん離り帯たいを飛び越えてしまったのか。理由など少年にはわからなかった。ただ１つ確たしかなのは、その衝突によって、自分は車外へ放り出されたのだということである。

「…………母かあさん……」

　掠かすれた喉のどを震ふるわせ、身を動くこともできずに呟つぶやいた。

「……父とうさん…………由ゆ那な…………」

　麻酔をかけられたように震えない心境でも、悲しいのか、涙がこぼれた。

　少年はまだ、かろうじて生きている。

　しかし未いまだ車内に取り残されているのだと思われる、姿が見られない家族はどうなったのか。

　運転していた母親は無事なのか。

　助手席に座っていた父親は生きているのか。

　後部座席で少年とじゃれ合っていた妹は、怪け我がなどしていないだろうか。

　家族の安否が心配で仕方がなかった。

　今すぐにでも車に駆かけ寄り、家族の無事を確かめたい。それなのに、無情にも強烈な目め眩まいが少年を襲おそい、意い識しきを根こそぎ消し飛ばそうとしている。

　瞼まぶたが……酷ひどく重たかった。

　今にも閉ざされようとする瞼をこじ開け、少年は微睡まどろむ意識に必死で抗あらがっていた。

　しかしあまりにも強烈な眠気が、容赦なく少年から思考能力を奪い取っていく。

　……まだ眠りたくなどないのだ。

　少年の必死な願ねがいも虚むなしく、瞼は深く、固く閉ざされてしまう。

　後に残されたのは、何も聞こえず、何も見えない暗くら闇やみだけ。

　そうして瞼を閉ざしただけで、まるで世界は、死んでいるのも同然だった。




　　　　▼▼▼




　────飛び起きた。

　上体を起こし、荒々しい呼吸に肩を揺する。

　脂汗の浮かぶ額ひたいを拭ぬぐい、そうして名な薙なぎは、最悪の目覚めを迎えた。

「…………夢かよ……！」

　じっとりと背中を濡ぬらしている汗の感触を不快に思いながら、名薙は苦々しく呟つぶやいてしまう。

　その夢は……過去に名薙が経けい験けんした、古い記き憶おくの追つい体たい験けんである。

　思い出すことさえしたくなかった気持ちが、ぶり返してくるようで、堪たまらず名薙は表情を険しくしてしまう。未いまだ激はげしく動揺している心しん臓ぞうの鼓動を落ち着けようと、しばらく名薙はたどたどしい呼吸をし続けた。

「……？」

　ふと耳を澄すませば────遠くから微かすかにセミの鳴き声が聞こえてくるのに気が付いた。

　頭上を見上げてみれば、肌を照り付けるように輝かがやく太陽まで見えている。

　あまりにも眩まばゆい陽ひ射ざしに目を細めながら、名薙はその状況を奇妙に思ってしまった。

「…………夏？」

　いや、そんなはずはなかった。

　季節は秋だったはずだ。

　数ヶ月前には、これくらいの暑い陽射しの日もあったが……今日きようが珍しい夏日であったとでも言うのか。そうだとしても、セミまで鳴いているのは奇妙な気がする。

　取り巻く気候がおかしいことを怪け訝げんに思いながらも、続けて名薙は周囲を見渡してみた。

「……廃はい墟きよ？」

　そこはまるで、朽くち果てた劇げき場じようホールのような光景だった。

　クッション部が黒ずんでいる無数の座席が、規則正しくステージに向かって並んでいる。ステージは長らく雨あま晒ざらしになっていたのか、カビや苔こけに覆おおわれていた。周囲の壁へき面めんはひび割れ、場所によっては崩れ落ちており、その合間からは樹じゆ木もくや、植物の蔓つるが生はえ出ていた。

　天てん井じようはガラス製の天窓になっているようで、名な薙なぎが見上げた陽ひ射ざしはその向こうで輝かがやいている。天窓はあちこち割れて、ガラスが入っていない場所が大半のようだった。

「……なんでオレ、こんな得え体たいの知れない劇げき場じようの廃はい墟きよみたいなところにいるんだ……？」

　疑問を口にしながら、名薙は首を傾かしげてしまう。

　間取りには見覚えがあった。

　そこは名薙達が社会科見学で訪れた、国こく際さい会かい議ぎ場じようの構造にソックリなのである。

　しかし国際会議場の天井は、今こうして名薙が見上げているようなガラス張りではなかった。それを考えると、この場は国際会議場であるというわけでもないのだろう。そもそも国際会議場は、こんなに朽くち果てた廃墟ではなかったのだから。

「……！」

　そこまで考えると、即座に名薙は、自分の身に起きた様々な出来事を思い出し始めた。

　東とう京きようビッグサイトの会議棟７階で起きた爆ばく発はつ。

　皆かい既き日につ蝕しよく。黒い雨。

　そして────ソフィア。

　色んなことを一遍に思い出そうとしたせいか、名薙は脳の奥に鈍にぶい痛みを感じた。

「そうだ……そうだったじゃないか！　確たしかオレって、溺おぼれ死んだんじゃなかったっけ！」

　名薙は慌てて、自分の身体からだを見下ろしてみた。

　見たところ……自分の身体に外傷と呼べるものは見当たらなかった。

　痛みもないし、身体の感覚も、意い識しきもハッキリとしている。問題はなさそうだ。

　着ていた学生服にも、破れや汚れはない様よう子すである。それどころか黒い雨に溺れていたことなんて、まるで夢であったかのように、服が濡ぬれていたり湿っていることすらない。

「ど……どうなってんだよ。なんで溺れたはずなのに、オレの服は濡れてないんだ？　あんなリアルな出来事が、白昼夢だったなんて思えないし……」

　釈然とせず、名薙は呟つぶやくしかない。

　この暑い陽射しの下で、どれくらい気を失っていたのかわからないが……知らない内に乾いてしまったのだろうか。そこまで考え、名薙は現在時刻が何時なのかが気になり始めた。

「……今日きようは何日の、何時何分なんだ……？」

　名薙はポケットから、自分のスマートフォンを取り出した。

「なんてこった、時計表示はリセットされてるし……しかも圏外かよ」

　警けい察さつや知人に電話をかけることも、メールを送ることもできないようだった。

　この廃墟がどこなのかすらもわかっていないが、少なくとも電波が入らない場所であるのは間違いない。名薙は頭を抱えてしまう。

「学校の連中や、他ほかの人達はどこに行っちゃったんだ」

　誰だれの返事もなく、聞こえてくるのは、草木の陰に潜ひそむ虫達の声だけである。

　周囲には廃はい墟きよの風景が広がるだけで、名な薙なぎ以外に人の姿は見られない。

　ひとまずこの場にいても、何もできないし、何もわからないことは理解できた。

　名薙は誰かに助けを求めるべく、移動を開始することにした。

「……しかしまあ、めちゃくちゃ錆さびてるな」

　ホールの入り口の扉の前にやって来ると、名薙は思わず頰ほおを引ひき攣つらせてしまう。

　扉のノブは金属製だったが、もはや見た目からは金属だと思えない程に赤錆びて汚れてしまっている。どう見ても、名薙のいる廃墟は、とんでもなく長い間放置され続けていたのだとしか思えない荒れ様である。

「ホントに……。いったいどこなんだよ、ここは……！」

　名薙は恐る恐る、錆び付いた扉を押し開けてみる。

　蝶ちよう番つがいが錆び付いていて、開かなかったらどうしようかと不安ではあったが、思いの外に開閉はスムーズだった。

　扉の向こうの様よう子すを見てから、名薙は軽く頭を抱えてしまう。

「おいおい、これじゃあまるで屋内植物園だろ……！」

　扉の向こうに現れたロビーは、辺り一面が植物だらけである。

　建物の天てん井じようと床は抜けており、ロビーは煙突状の吹き抜けになっていた。

　その煙突状の建物の中で、樹じゆ木もくが無秩序に成長を続けていたらしい。巨木と呼べるサイズの無数の木々が、複雑に絡み合うようにして、建物の下層の方から上層へ向かって伸びている。

　吹き抜けの天井の向こうに輝かがやく太陽を目指して伸びたのだろう。ロビーの天井はなくなっているものの、生い茂る木の葉が屋根となり、煙突状の建物に蓋ふたをしているような形になっている。

　木こ洩もれ日びに頰を照らされながら、名薙は呆あきれて呟つぶやいた。

「これ、もはや建物本来の間取りとか全然わからないな。というかこの大量の樹木、建物のかなり下の方から伸びて来てるけど……ここは何階くらいの高さなんだよ……」

　目の前の木々。その根が這はっているであろう地面。

　吹き抜けになった床の向こうを見下ろしても、それは全く見えていない。

　……覚悟を決めて、名薙は目の前の樹木を伝って、建物の下層へ下りて行くことにした。

　縦じゆう横おう無む尽じんに伸びる木の幹の間をすり抜けたり、時にその上を歩いたり、時に足場を探したりしながら移動するしかなかった。当然のことながら、人が通ることなど関係なしに成長した木々は、気ままな位置に生はえている。そのため段差や高低差といったものが激はげしい場所も存在していた。そうしたちょっとした障害を乗り越えるだけでも、名薙は体力を消耗してしまう。

　まだ最初の場所から大して離はなれてもいないというのに、すでに名薙は息切れし始めていた。

「何やってんだろうな、オレはさ……！」

　木登りした後に、木のてっぺんから下りようとしている心境である。

　名な薙なぎがいた廃はい墟きよは、なかなかの高所にあったらしく、下りても下りても、なかなか地面が見えてくる様よう子すはない。外の様子が俯ふ瞰かんできないため、名薙は自分が、建物の何階にいるのかさえも理解できていなかった。それは随分ともどかしいことだった。

「……」

　本当に、今は何時なのだろうか。

　木を伝って下りるという単たん調ちよう作業を続けていると、持て余していた思考が雑念を抱き始める。

　あの後……クラスの仲間達やビッグサイトはどうなってしまったのだろうか。

　父親と妹は今いま頃ごろ、連絡が付かない名薙の身を心配していないだろうか。

　名薙の脳裏をよぎるのは、そうした数知れない不安ばかりである。

　最後に思い至ったのは────あれはテロだったのだろうかという疑問だった。

「……何者だったんだよ、ソフィア」

　名薙の胸中に引っかかっているのは、そのことだった。

　ソフィアの言動はまるで、あの時、あの場所で起きる全すべてのことを予期していたかのようだった。しかしソフィアの言っていた言葉の真意に関しては、未いまだ謎なぞだらけだ。

「……あの皆かい既き日につ蝕しよくと黒い雨まで、ソフィアが用意したっていうのか」

　考えながら、自分の想像のバカらしさに自じ嘲ちようしてしまう。

　爆ばく発はつまでは人為的に引き起こせる現象かもしれない。

　それこそ爆弾でも可か燃ねん物ぶつでも、なんだって使えば良いだけの話だろう。

　しかし────あの皆既日蝕と黒い雨は、どう説明すれば良いのだろうか。

　犯人が誰だれであろうと、あの皆既日蝕と黒い雨を用意することなどできるとは思えない。

　だとしたらビッグサイトで名薙が目もく撃げきした事件は、テロなどではなかったのか……？

「あーくっそ、わけわかんねえ！　とりあえず考えるのは後にしよう！」

　名薙は頭を振り、気を取り直して黙もく々もくと木の塊の中を突き進んだ。

「……ん？」

　下の方。遠くから何かの音が聞こえてくる気がした。

　名薙は立ち止まり、周囲の音に耳を澄すます。

　……やはり聞こえる。

「これって…………歌か？」

　名薙の耳に微かすかに聞こえるのは、どこかで誰かが口ずさんでいる歌だった。

　少なくとも野生動物ではないだろう。だとすればこの歌を歌っているのは……人間だ！

「木の下の方に人がいるのか！　やった、ついてるぞ！」

　名薙は喜び勇み、歌が聞こえる方向へ急いだ。




　　　　▼▼▼




　樹じゆ木もくを伝って下りて行くと、やがて名な薙なぎは広大な空間に出た。

　そこは空港のロビーのような間取りの場所となっており、名薙がしがみ付いている樹木が、その床に深々と根を張っているのが見えた。

　そのロビーのような場所も、ひび割れたタイルが敷しき詰められている、閑散とした廃はい墟きよとなっていた。周囲に人の姿は見られず、薄うす暗ぐらいどこからか歌声が聞こえてくるだけである。

「ここって……なんだか地底湖みたいな雰囲気だな」

　樹木を下りながら、名薙は眼がん下かに見える廃墟ロビーを一望して呟つぶやいた。

　ひび割れた床からは、地下水か何かが溢あふれ出ているようで、場所によっては水みず浸びたしの状態である。水面を上から見ている名薙には、その水深はわからないが……まるで湖のようになっていた。

　薄暗いその廃墟ロビーには、崩れた天てん井じようから陽光が射さし込んでおり、湖を輝かがやかせている。

　水面が反射した光は、廃墟ロビーの天井に靄もやのような光を描き、樹木にしがみ付いている名薙の姿をも照らし出していた。

　その輝きを眩まぶしく感じ、名薙は思わず目を細めてしまった。

「……この歌声。女の子か？」

　歌声の主を探していた名薙は、やがて眼下に人ひと影かげを発見する。

　歌を歌っていた人物は、名薙の眼下に広がっている湖に腰下まで浸つかっており、上半身だけを水上に露ろ出しゆつしているようだった。

「…………！」

　名薙は気が付いてしまう。

　歌を歌っていた少女は────〝一糸纏まとわぬ姿〟だった。

　肩まで伸ばした金の髪。細められた瞼まぶたから覗のぞく、美しい赤い瞳ひとみ。可か憐れんな容姿をしたその少女は、割れた天井から注ぐシャワーのような陽光に照らし出されていた。

　少女は優やさしい歌声を廃墟内に響ひびかせながら、水浴びをしている最中の様よう子すだった。

　そのシルエットは、まだ未発達ながらも、すでに女性らしい肉付きをしている。

　見た限りでは名薙よりも少し歳とし下した……中学校の高学年くらいの年ねん齢れいだろうか。

　遠目での感想でしかなかったが────かなりの美少女だと思った。

「は……話しかけられないんですけど！」

　樹木にしがみ付いたまま、名薙はそれ以上、眼下の少女に近付けなくなる。

　せっかく謎なぞの廃墟で遭遇できた人間なのだ。状況を説明して、警けい察さつに連絡して貰もらうなり、助けを借りたいのは山々ではある。

　しかし……水浴び中の少女に、なんと言って声をかければ良いというのか！

　ここは少女の水浴びが終わって落ち着いた頃ころを見計らってから、声をかけた方が良いのではないかと、名な薙なぎは考え始める。

「……あれ？　その間、オレってただ覗のぞき見みしてることになるんじゃないのか……？」

　思わず、生なま唾つばを吞のみ込んでしまった。

　名薙とて健全な男子である。

　歳とし頃ごろの女の子の身体からだや……性的なことに興きよう味みがないわけでは決してない。

　状況を客きやつ観かん的てきに考えられるようになってくると、自分がやっている背徳行為にドキドキし始めてしまう。顔が熱あつくなり、名薙はその場で慌てふためいてしまった。

「だ！　駄だ目めだ駄目だ！　覗き見なんて、何考えてんだよ、オレ！　冷静になれって！」

　無む理り矢や理りにでも自分の視し線せんを少女から引ひき剝はがす。

　名薙はしばらく、その場で１人、苦悩し続ける羽目に陥ってしまう。




　……ブウゥン……。




　名薙のすぐ傍かたわらから、虫の羽音のようなものが聞こえた。

　その音が聞こえた方角へ視線を転じれば……名薙の傍らの宙空に、手のひらサイズの虫のような物体が浮遊しているのが見えた。
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「……はい？」

　その虫のような形をした物体は、よく見れば機き械かいだった。

　ボディ中央は小型カメラとなっており、そこから棒状の手脚や、虫の羽のような機構が生はえ出ている。虫型の機械に搭載されたカメラは、樹じゆ木もくにへばり付いている名な薙なぎを、まるで観かん察さつしているかのように凝ぎよう視ししていた。

　その虫型機械に発見されたのと同時に、聞こえていた少女の歌声がピタリと途と絶だえた。

「────誰だれっ！」

　代わりに名薙へ投げかけられたのは、その質問である。

　虫型の機械から、眼がん下かの少女へ視し線せんを転じれば、すでに少女は名薙の存在に気が付いているらしく、警けい戒かいを顕あらわにした眼まな差ざしで名薙を見上げている。少女の見た目は日に本ほん人じん離ばなれしているが、話す言語は日本語だった。会話はできそうである。

「や、あの！　これはですね！」

　発見されたことに慌てた名薙は、必死に弁明しようと、思わず樹木から手を離はなしてしまう。

　自分が木に貼はり付いていたことを忘れてしまう程に慌ててしまっていた。

「わわっ！　しまった！　どわああああああああああ！」

　バランスを崩した名薙は落下し、眼下の湖へ背中から着水する。

　水深はそれ程深くなかった。そのせいか、全身の骨にひび割れるような痛みを感じた。名薙はよろめきながら立ち上がり、湖面へ顔を出す。

「……っぷは！　いっててて…………って、へ？」

　名薙の目前には────一糸纏まとわぬ金髪の少女が立っていた。

　その表情は啞あ然ぜんとしており、滑り落ちて来た名薙と目が合ってしまう。

　少女と間近で対面した名薙は、少女の顔の造型に驚きよう愕がくしてしまう。

「…………ソフィア？」

　似ていた。

　同一人物ではないのかもしれないが、それでも双子なのではないかと名薙が思ってしまう程度には。髪型や、雰囲気の細かい部分は微妙に違っているようだったが……。

　少女の容姿に驚おどろいていた名薙だったが、すぐに自分の立場の悪さを思い出した。

「あ、ええっと……これはそのですね……！」

　状況を思い出した名薙は、この場をどう乗り切るかを懸命に考え出す。

　しばらく無言で見つめ合っていると、少女の形の良い唇が僅わずかに動いた。

「…………い」

　少女は耳まで真まっ赤かになり、瞳ひとみから大粒の涙をボロボロとこぼした。

「いやあああああああああああああああああああああああああ！」

　大絶叫。

　少女は自分の身体からだを隠そうと、水の中へしゃがみ込んでしまう。

「いやああああ！　エッチ！　痴漢！　それとも変態なわけ!?」

「どれでもない！　ご、誤解なんだ！　これにはわけがあって！」

「どっか行ってよ！　だ、駄だ目め！　変なことしないで！　今日きようは特に駄目なの、お願ねがいよ！」

「だ、だから違うんだ────って！」

　少女は水みず飛沫しぶきを上げて、急いで痴漢の名な薙なぎから逃げ出して行く。

　反射的に名薙は、その後を追いかけてしまう。

「ま、待ってくれよ！　オレの話を聞いてくれって！　助けて欲しいんだ！」

「やああ！　ついて来ないでよ！」

　少女は身体を隠しながら、湖面から出て行く。

　行き先には、少女の服と思おぼしき物が折り畳まれて置かれてあった。その上に、重しのようにして載せられていた金属製のオブジェがある。少女はそれを拾い上げると、即座に名薙へ向かって構えた。

　少女が構えるそれは、少女の手に余る大きさの、三角形状をした金属のオブジェである。

　名薙はそのオブジェの正体に気が付き、慌ててその場で足を止めてしまう。

「ええっ、拳銃ハンドガン!?　なんで君、そんな物持って────」

「こっち来ないでって言ってんでしょうが！」

　少女は声を荒げ、容赦なく引き金を引く。

　途と端たん、少女の構えた銃口から立て続けに銃火が迸ほとばしった。

　一度の引き金で、数発の銃弾を吐き出すバースト射しや撃げきが可能な拳銃ハンドガンである。立て続けに撃うち出された３発の銃弾が、名薙の近くの湖面を撃ち抜き、水飛沫を上げた。

「どああああ、あっぶねえええっ！　たんまだ、たんま！」

「どっか行きなさいよ！」

　次々と少女は発砲し、名薙の周囲の湖面を撃ち抜く。

　可か憐れんな見た目など、お構いなしな乱らん暴ぼうぶりである。

「いくらなんでも、いきなり銃ぶっ放してくるとかあり得ねえだろ！」

　どうやら少女は、大人おとなしそうだったあのソフィアとは別人なのだと、名薙は理解する。

　少女の射撃が下へ手たくそなおかげか、今のところ名薙は銃弾を浴びずに済んでいる。しかしその場に突っ立っていれば、少女のラッキーショットが、名薙の脳天をぶち抜く可能性は大いにある。堪たまらず名薙は少女に背を向け、近くに立っていた支柱の陰に身を隠した。

　そうして少女から逃げ出そうとしたところで……思わず名薙の足が止まる。

「……って、おいおい！」

　名薙は気が付いた。

　容赦なく銃をぶっ放している少女。

　その背後に────躙にじり寄る巨体が見えたのである。

　暗がりから現れたその影かげは、人間ではなかった。シャープな４脚のシルエットは獣けものであり、その全身は、銀ぎん色いろの金属によって覆おおわれていた。

「鋼こう鉄てつ製せいのオオカミ!?」

　まるでロボットのような外がい観かんである。

　とてもではないが、天然の生物だとは思えない。人工的に製造された機き械かいなのか。そんな鋼鉄製のオオカミが登場し、名な薙なぎの思考は激はげしく混乱を始めようとする。

　だが戸惑っている場合ではない。オオカミは少女のすぐ近くにまで迫って来ており、そして少女は、名薙に発砲することに忙しくて気が付いていないではないか。

「ちょっとちょっと、君！　後ろを！　後ろを見ろってば！」

　懸けん命めいに訴える名薙の努力も虚むなしく、その声は銃声によって搔かき消されてしまう。

　少女に声が届かないことを理解し、名薙は歯は嚙がみした。

　オオカミは明らかに、背後から少女に襲おそいかかろうという気け配はいを漂わせていた。

　このまま名薙が逃げ出したら、少女はおそらく、あのオオカミに襲われてしまうのではないか。殺されそうなのは名薙の方なのに、危険なのは少女の方である。

「なんてこったよ……まったく！」

　バースト射しや撃げきは銃弾の消費が激はげしいため、程なくして少女の拳銃ハンドガンは弾切れを起こした。

　銃声が止まった隙すきに、名薙は少女に向かって駆け出した。

「きゃああああ！　来ないでったらあ！」

「そんなこと言ってる場合かよ、後ろ見ろってば！」

　名薙に言われ、少女は背後を一いち瞥べつする。

　そうして鋼鉄製のオオカミに気が付いた少女は、青ざめる。

「────〝マモノ〟！」

「マモノって、ＲＰＧかよ！」

　言っている間にも、オオカミの巨体は少女に向かって飛びかかってきた。少女の小さな身体からだなど、ひと口で丸まる吞のみにできそうな口こう蓋がいを開け放ち、オオカミは少女に今にも齧かじり付こうとする。

「きゃああああああああ！」

　固く瞼まぶたを閉ざし、少女は泣き出しそうな顔で叫んだ。

　少女はもう、名薙の目と鼻の先にいた。今、名薙が少女の身体を引き寄せれば、オオカミが飛びかかって来ている軌道から、少女の身体を引ひき剝はがせるかもしれない。

　しかし失敗すれば、少女共々、名薙までマモノの目の前に飛び出すことになる。

　最初の１歩を踏み出すのには勇気がいった。

　だが名薙は────構わず踏み出した。

「うおおおあああ！」

　華きや奢しやな腕を乱らん暴ぼうに摑つかみ、名薙は少女を自分の方へ引き寄せた。

　すると少女は、名な薙なぎに抱き寄せられるような格好となる。

　先程まで少女が立っていた場所を、オオカミの強きよう靱じんな顎あごが嚙かみ砕く。ひと嚙みが空振りして失敗したオオカミは、間かん髪ぱつ入いれずに名薙と少女の方へ向き直った。

　一糸纏まとわぬ少女の身体からだを抱だき締しめた名薙は、その温かさと柔らかさを感じ、戸惑っていた。しかし迷ってる暇はなく、名薙は少女の華奢な身体を抱き上げる。少女の身体は、名薙でも軽々と持ち上げられる程に軽かった。

「きゃあああっ！　やだエッチ！　もう最悪すぎ！」

「し、仕方ないだろ！　この状況なんだから！」

　耳まで真まっ赤かになって喚わめく少女。その身体をなるべく見ないようにしながら、名薙は追いかけて来るオオカミに背を向けて逃げ出した。

　名薙が向かう先からは、外の陽光が燦さん々さんと射さし込んでいるのが見える。

　外に出られそうだと理解するのに時間はかからなかった。

　そこは元々はガラス扉がいくつも隣りん接せつしていた、この廃はい墟きよロビーの入り口だった場所のようである。周囲には、粉末状になって四散したガラス片が散らばっていた。ガラスの粉末をジャリジャリと踏み締めながら、名薙はようやく建物の外に飛び出すことに成功する。

「まっぶし！」

　瞼まぶたを焼こうとする強烈な陽光に、名薙は目を細める。

　名薙の目の前には、突き抜けるような晴天の景色けしきが広がっていた。

「……海？」

　小波の音がする。

　青い海と、青い空。照り付ける暑い陽ひ射ざしの中に、爽さわやかな青が臨のぞめていた。

　名薙のいた廃墟は、言うなればコンクリート製の孤島の上に建っていた。今こうして名薙が立っている廃墟前の広場の向こう、下りた先はすぐに海の浅あさ瀬せになってしまっている。

　どうやら名薙がいた廃墟は、海辺にある施設のようだった。

　長い歳月の間に、土地が陥没したか何かの事情によって、部分的に海へ沈んでいるらしい。

　浅瀬を挟んだ遠く向こう岸には、青々とした木々が茂っている陸地が見えている。

　あまりにも予期せぬ光景の中に飛び込んでしまった名薙は、その場で呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「何立ち止まってんのよ、アンタ！　死にたいの！」

　だが腕の中で喚く少女の声で、名薙は我に返った。

　背後を振り向けば、名薙を追いかけて来ていたオオカミは、すぐ間近にまで迫っている。

「やべえ、オレはバカかよ……！」

　立ち止まってしまっていた自分の愚かさを、名薙は毒づいてしまう。

　名な薙なぎが今睨にらみ合っているのは、岩肌を容易に嚙かみ砕いてしまえそうな頑丈な顎あごと牙きば、そして大地を抉えぐる爪つめを持った巨きよ軀くのオオカミだ。生身の人間が面と向かって勝てる相手だとは思えない。丸腰でそれに立ち向かうなんて選択肢はあり得ない。それは自殺行為とイコールである。

　オオカミが開けた巨大な口こう蓋がいは、今すぐにでも名薙を嚙み砕こうと肉迫した。その口内に生はえ揃そろった無数の鋭するどい牙が、名薙の肉を嚙みちぎり、引き裂くのには１秒もかからないだろう。

　今度こそ自分は死ぬのだと、名薙が覚悟した瞬しゆん間かんだった。

　オオカミは────横から飛来してきた人ひと影かげに殴り飛ばされた。

「！」

　タイルの地面を巨体で抉りながら、オオカミは遠くまで激はげしく転げ飛んで行く。

　名薙の窮きゆう地ちを救った、予期せぬ飛来物。

　それを啞あ然ぜんと見上げながら……名薙は呟つぶやいてしまう。

「…………ロボット……？」

　目前に現れたモノは、人の形をした機き械かいのようにしか見えなかった。

　身長２メートルくらいの人型。西せい洋よう甲かつ冑ちゆうのような金属装甲の手脚。胸元に分厚いブレストプレートを装備し、襟えりを立てたトレンチコート状の装甲を羽は織おっている。しかもそのトレンチコート状の装甲の左右、腰の両端には、騎士剣ナイツソードを帯刀していた。

《はっはっは！　危なかったなあ、そこの少年君！》

　人型をした機械から、中年の男の声が発せられた。

　その声で、名薙は機械の中に人間が入っていることを理解した。

　しかしそれでも、装甲の隙すき間まに人体が露ろ出しゆつしているわけではなく、さらには頭部まで機械と装甲の外殻に覆おおわれているため、見た目では人間なのだとは思えなかった。

　だから堪たまらず、問いかけてしまう。

「人間……なんですか……！」

《んん？　オッサンは正義の人間よ？　決まってんでしょうが》

　名薙の目前の機械人間が、腰に手を当ててＶサインを出してくる。

「ゼイン！　まだ来るわよ！」

　名薙に抱き上げられたままの少女が、機械人間をゼインという名で呼び付ける。

　ゼインと呼ばれた機械人間は、自分が弾はじき飛ばしたオオカミの方に向き直った。

　オオカミは体勢を立て直したようで、再び名薙達に襲おそいかかろうと駆け出して来ている。

　それを見やりながら、ゼインは面めん倒どうそうに肩をすくめた。

《仕方ないなあ。生き物の無む駄だな殺せつ生しようは好きじゃないんだけども》

　そう言って、ゼインは腰に帯びていた騎士剣ナイツソードの１本を手に取る。

　途と端たん、剣は甲かん高だかい音で空気を振動させ、高速で振動を始めた。

　揺らいで見える刃先が薄うすく発光し始めると、やがて甲高い音は収束して消えていく。

　オオカミは地面を蹴けり、ゼインの頭上から飛びかかった。

　しかしゼインは、そのオオカミの突進を身を捻ひねるだけで軽々と避ける。

　ガラ空きとなったオオカミの脇わき腹ばら目掛け、即座に刃やいばを上段から振り下ろして、斬きる。

　激はげしい火花を散らしながら、オオカミは身体からだを前後真っ二つに両断されてしまった。

　切断面は赤く焼け燻くすぶり、身み悶もだえした後にオオカミは息絶える。

「すごい！」

　名な薙なぎはオオカミを瞬しゆん殺さつしたゼインに感心した。

　危き機きが去った安あん堵ど感かんで、名薙は少女をその場に下ろすのと同時に、腰を抜かしてしまう。

「はは……さすがに今のはビビったな。なんだったんだよ、あのオオカミは……！」

　少女は、ゼインが持って来ていたバスタオルを受け取り、それを身体に巻いていた。

　それを横目に見やりながら、名薙は改めて、周囲の様よう子すを見渡してみることにする。

　浅あさ瀬せの向こう岸に見える森。自然が織おりなす美しい景けい観かんの中に────廃はい墟きよビルや廃屋と言った、退廃的な都市の亡なき骸がらが見えた。

「あれって……ゴーストタウンなのか？」

　近付いて見なければわからないが、木々に囲まれて傾いているコンクリート製の建物を遠目に見ていると、そんな風に見えた。いったいどれだけ長い時間放置されてきたのか、名薙の目で確かく認にんできる範はん囲いの建物は、どれも表層を緑の苔こけに覆おおわれている。ひび割れた壁へき面めんには、細長い植物の蔓つるが絡み付いていた。……さっきいた廃墟同様の荒廃ぶりである。

　名薙はようやく、自分がいた場所の外がい観かんを確認してみることにした。

　────まるで神殿のような造型の建物だった。

　逆三角形の形状をした、４つのチタニウムゴールドカラーの屋根。それを下から貫くように、無数の大木が建物に絡み付いて生長していた。位置的に考えると、名薙が伝って下りて来た樹じゆ木もくは、その建物に絡み付いている木々で間違いなさそうだった。

「…………おいおいおい……冗じよう談だんだろ！」

　今しがた、自分がいた建物の姿を外から見た名薙は、完全に血の気が失うせてしまう。

　震ふるえる唇で、バカげた推察を口にするしかない。

「ここってもしかして…………〝東とう京きようビッグサイト〟じゃないかよ！」

　最初は見間違いではないかとも思ったが、これ程に特徴敵な建物の形状は他ほかにない。

　よくよく注意深く周囲を見れば、未み来らい科か学がく博はくを訪れた時、コンビニやカフェ、レストランが入っていたテナントらしき場所も見受けられる。……多くの人々で賑にぎわっていたはずの施設は、今や何も残っていない閑散とした廃屋と化している様よう子すである。

　愕がく然ぜんとしている名薙に向かって、ゼインが気楽な口く調ちようで言った。

《もしかしなくても、ここは〝ビッグサイト遺い跡せき〟で間違いないよ？》

「ビッグサイト……〝遺跡〟……！」

　ゼインが口にする耳みみ慣なれない言葉を、名な薙なぎはオウム返しにしてしまう。

「い、いやいや、おかしいだろ？　なんでビッグサイトがこんなに朽くち果てて、ボロボロの無人島みたいな状況なんだって！　いくら爆ばく発はつ事件があったからって、激げき変へんし過ぎだろ！」

《爆発事故？　んーとよくわからないけど、ここって、人間に使われなくなってから１００年くらい経たってる場所だしねえ。朽ち果てていても仕方ないんじゃないかな》

　ゼインの言葉に、名薙は耳を疑ってしまう。

「……ひゃく……い、今……なんて？」

《いや、だからさー。ここが使われてたのって、今から１００年くらい前っしょ？　〝戦前〟には色んな催事が行われてた場所だって聞くけど、今はこの通り、マモノが徘はい徊かいする政府指定の危険地帯になっちゃってるわけよー。オッサンのうろ覚え知ち識しきだと、確たしか大昔は〝オダイバ〟とか呼ばれてたんじゃなかったかな、ここ》

「……１００年前？　戦前？　オダイバ？」

　ゼインから出てくる意味不明なキーワードの数々に、名薙は思い切り狼ろう狽ばいしてしまう。

　ビッグサイトが使われなくなってから────１００年が経っている？

　名薙は、つい最近にビッグサイトを訪れたばかりなのだ。

　それなのに何な故ぜ、まるで〝幾十年の歳月が流れた〟かのように、目の前のビックサイトは荒廃しているというのか。

　名薙がどれだけの時間、あの劇げき場じようホールのような廃はい墟きよで気絶していたのか定かではない。だがいくらなんでも、何十年もの時間を気絶していたわけなどないのだ。そうだとすれば名薙は、今いま頃ごろ老人に成り果てているだろう。

「オレがビッグサイトを訪れたのは〝つい最近なのに百年前〟って……わけがわかんないぞ！」

　やはりあり得ない。

　そうは思いつつも、目前に聳そびえるビッグサイトの荒廃ぶりを説明することができない。

「……ええっと、ゼインさん……でしたっけ？」

《ほいほい？》

「今こ年としって…………西暦何年なの？」

《西暦？　んーとね。今年は〝西暦２１４０年〟だけども、それがどしたの？》

　名薙は堪たまらず両手で頭を抱え、絶叫してしまった。

「とっ、とんでもなく遠い〝未来〟じゃないかよおお！」

　ようやく名薙は────自分の置かれた状況を理解し始める。

　あまりにもショックが大きかったせいか……急に目が回り、名薙は仰あお向むけに倒れてしまう。

「……あれ……あれれ……」

　名薙は自分の脇わき腹ばらに温かい熱ねつを感じ、手を当ててみる。

　いつの間にか────出血していた。

　少女を抱えて走っている時に、どこかで脇わき腹ばらを切ってしまったのだろうか。それともオオカミの爪つめが掠かすっていたのか。定かではないが、名な薙なぎは貧血を起こし、緩ゆるやかに気を失った。

　鋼こう鉄てつのオオカミ。機き械かい装甲を纏まとった男。廃はい墟きよと化したビッグサイト。

　何もかもが、デタラメなことばかりである。

　西暦２１４０年。名薙がいた時代から１２５年も過ぎた遠い未来の海は、夏の陽ひ射ざしを浴びて、美しく透き通っていた。




　　　　▼▼▼




　…………。

　……。

　嵌はめ殺ごろしの窓から、夏の陽光が射し込んできている。

　名薙の閉ざしていた瞼まぶたに、その陽光は容赦なく降り注いでくる。

「……んんっ」

　気が付くと名薙は、冷房の効いたリビングで、ソファベッドの上に横たわっていた。

　その傍かたわらには、無ぶ精しよう髭ひげを生はやした中年男が座っていた。乱雑に切られた黒髪。黒いシャツを着崩した、だらしない格好である。

「やあやあ、少年。お目覚めかね」

　缶ビールを飲みながら、中年男はニンマリ微笑ほほえんだ。

「ええっと……あなたは？」

　初対面の中年男に話しかけられ、名薙は困惑する。

「俺おれ？　俺はゼイン。名前覚えるのめんどくさかったら、オッサンでも構わないぜー。以後、よろしくちゃんねー」

　酒臭い息を吐きかけながら、中年男は軽けい薄はくな自己紹介をしてくれた。

「ゼインって……」

　どこかで聞いた名前だと思った瞬しゆん間かん、名薙は理解した。

　名薙を襲おそったオオカミ。それを一刀両断にした機械人間の名前を、確たしか水浴びしていた少女がそう呼んでいた。

「……ってことは……あなたが、あの機械人間の中の人なんですか!?」

　思い出した名薙は、ソファベッドの上から跳ね起きてしまう。

　しかしすぐに脇腹に鈍痛が走り、悶もん絶ぜつする。

「ほらほら、まだ無理しなさんなって。傷口の手当てして間もないんだからさあ。たぶんそれ、オッサンがマモノを殴り飛ばした時に、奴やつの爪が掠ったんだと思う。簡かん易い血液検査で、ちょうど君の血液型に適合する輸ゆ血けつパックの在庫があったから、ラッキーで助かったんだよ？」

　名な薙なぎの眠っていた傍かたわらに、点滴スタンドが立っていた。しかもそこには輸ゆ血けつパックがぶら下がっており、名薙の右腕とチューブで繫つながっている。名薙は輸血されていたようだった。

　オオカミの爪つめが掠かすっただけで輸血されている軟弱な自分を、少し情けないと思いつつも……ソファベッドの上で上体を起こした名薙は、室内の様よう子すを観かん察さつした。

　８畳間程の広さの、洋室だった。

　キッチンや冷蔵庫、ソファベッドなどが一ひと部へ屋やに収められているため、狭い印象を受ける。部屋の隅にはハシゴがあり、天てん井じようの向こう側へ続いていた。２階建てなのだろうか。

「……ここは？」

「────私の家よ」

　名薙の疑問に答えたのは、ゼインではなかった。

　声の聞こえた方向を名薙が見ると、冷蔵庫の前でリンゴを齧かじっている少女を発見できた。

　……それは湖で水浴びをしていた、あの少女である。

　肩まで伸ばした金髪に、赤い色の瞳ひとみ。少し気が強そうだった。

　見た目は、あどけない面おも影かげの小柄な少女である。身体からだの線せんが細くて華きや奢しやなため、活発そうに見える反面、どことなく儚はかなさをも併あわせ持っているように見えた。

　可か憐れんという表現が馴な染じむ美少女である。半はん袖そでの白フードパーカーにスカート。ニーソックスと言った服装だった。首には大型のヘッドホンをかけている。

　それにしても……見れば見る程に似てると思った。

「……〝ソフィア〟じゃないんだよね？」

「誰だれと勘違いしてるのよ。私の名前は〝アニカ〟よ」

　機き嫌げんが悪そうに、少女はアニカと名乗った。

「ようやくお目覚めなのね、この変態覗のぞき魔ま……！」

「へ、変態って、あれは誤解で！」

「誤解もへったくれもないわよ！　私のその、あの……とにかく見ておいて、許されるなんて思わないでよ！　結婚する相手でもない奴やつに見られちゃうなんて……！　あーもームキー！　コイツむかつくわ！」

「ははは！　まあまあ、アニカちゃん。この少年も好きでラッキースケベしたわけじゃないみたいだし、許してやんなさいよ。ここは雇い主であるオッサンの顔に免じてさー」

「許さないもん！　ふんだっ！」

　アニカは涙目で頰ほおを赤くしながら、唇を尖とがらせた。子供のように拗すねている。

　そんなアニカを尻しり目めに、ゼインは名薙に話しかけた。

「……で、だ。こっちの名前と顔はわかってくれたと思うけど、君のことも質問して良いかな」

「あ、はい。オレも名乗らなきゃでしたね。オレの名前は、名薙綾りよう月がって言います」

「ナナギリョウガ君。へえ、珍しい名前だこと」

　ゼインはさらに質問を続ける。

「ナナギ君はどっから来たの？」

「……」

　どう答えて良いものか、判断に迷った。

　────過去から来た。

　途方もなく非ひ常じよう識しきな身の上である。

　正直なところ、名な薙なぎ自身ですら納得できているわけではないのだが、ビッグサイトがああも荒廃している様を見せ付けられてしまうと……そうだとしか思えない状況なのである。しかしそれを真顔で力説したところで、果たして会ったばかりのアニカとゼインの２人が、信じてくれるだろうか。

「…………オレは、２０１５年からやって来た過去の人間です」

　躊躇ためらいつつも、名薙はその場を取とり繕つくろうウソが思い付かなかったため、思い切って正直に話してみることにした。

「ええっと。オレの出身地は静しず岡おか県けんです。公立の弥や栄さか高こう校こうって学校に通ってる、高校２年生です。学校の社会科見学の授業で東とう京きように来てて、お台だい場ばでやってる未み来らい科か学がく博はくっていう催しを見てたんですけど……そこで爆ばく破はテロみたいな事件が起きたんです。それで気が付いたら、この２１４０年でしたっけ？　未来に飛ばされててー……みたいな状況なんですけど」

　徐々に語ご調ちようを強こわ張ばらせながら、名薙は２人の反応を注視していた。

　案の定、アニカもゼインも、「何言ってんだコイツ」という表情で名薙の顔を見ている。

　しかし唐突に、ゼインはビールを飲みながら軽快に笑う。

「ははは。そっかー、ナナギ君は過去から来た人だったのかー。すっごいなあ！」

「ふーん。アンタって過去から来たんだ。すごいわね」

「ええ！　リアクションそれだけ!?　軽っ！」

　名薙としては、告白するのにそれなりの勇気を必要としたのだが、話を聞いた２人の態度は予想外に軽かった。というか適当だった。

　名薙は恐る恐る、アニカに向かって問いかけてみた。

「じゃあその……今の話を信じてくれたわけ？」

「もちろん〝信じてない〟わ」

「ひでえ！　やっぱり信じてねえ！」

　アニカの容赦ないコメントに、思わず名薙は呻うめいてしまう。

　しかし……名薙がアニカと同じ立場であれば、やはり信じられない話には違いないのだ。

　説明している名薙ですら、自分が突とつ拍ぴよう子しもないことを言っている自覚はある。

「つまりアンタは、２０１５年の日に本ほんから、この２１４０年の世界にタイムスリップしてきた原始人だって言いたいわけでしょ？」

「原始人じゃねえよ！」

　苛いら立だって否定する名な薙なぎを、アニカは半眼で見る。

「アンタがビッグサイト遺い跡せきを１人でうろついていたっていう時点で、イカレてるってのは、私もゼインも感付いてたわよ。でもまさか、過去からやって来た普通の男の子ですー、だなんて話をされるとは思いもしなかったわ。あははないない。それはない。アンタよくわからないけど、貧血のショックか何かで、まだ記き憶おくが混こん濁だくしてるとかそういう状態なんじゃないの？　ちょっとは落ち着いて考えなさいよね」

　アニカの言い分は続いた。

「そもそも、現代の科学水準ですら時間移動タイムトラベルなんてことできやしないのに、どうしてずっと大昔の２０１５年から、アンタが時間移動タイムトラベルして来られるっていうのよ」

「この時代って、まだ時間移動タイムトラベルできないのか？」

「できないわよ。バカも休み休み言いなさいよ」

「……はい」

「仮にアンタが今より科学の進んでいる未来から来たって言うんなら、まだ幾分かは説得力あるってものよね。でもアンタはその逆で、今より科学の劣る過去から来たって言い張るんでしょ？　すごい。どうやって。自力でタイムマシンでもこさえたわけ？」

「そりゃ無理だ」

「でしょ？　アンタってバカそうだし、そんなもん作れる感じじゃないわよね」

「そりゃ失礼だ！」

「まあ、とは言え……〝喪失情報ロスト・データ〟の中には、そういう時間移動タイムトラベルを可能にするものがあったのかもしれないから、可能性として全否定するわけじゃないんだけどさ」

「喪失情報ロスト・データ？」

　アニカは苦笑した。

「２０３９年に起きた第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんの影えい響きようによって、それまで人類が蓄えてきた知ち識しきや情報の多くが失われてしまったの。ようするに戦争で色々とぶっ壊こわれたから、知識とか文化の継承が失敗してる世の中なのよね。例えばクラウドコンピュータ上に蓄ちく積せきされていた科学技術論ろん文ぶんとか、複雑な機き械かいシステムの設計図とか、そういったものが消え去ったの。戦前の人は知っていたけど、今の時代を生きている現代人は知らない情報。それが喪失情報ロスト・データと呼ばれるものよ」

「今なんつったの、２０３９年に第三次世界大戦が起きただって!?　すげえ、もうなんでもアリなのかよ、この時代！」

「いちいちリアクションがオーバーな奴やつね、変態覗のぞき魔ま」

「うっ、まだそれを言うのかよ……！」

　痛いところを突かれ、名薙は口を噤つぐんでしまう。

　しかし名薙は頭を抱えつつ、開き直って言う。

「でもとにかく！　オレは過去から来ちゃったんだからしょうがないだろ！　誰だれがなんと言おうと、オレは２０１５年の人間なんだよ！　なんで未来に来たのかなんて知らないっての！」

　もはやヤケクソである。

　頑かたくなに過去から来たことを主張する名な薙なぎを横目に、アニカとゼインはヒソヒソと小声で話しを始める。……隠すつもりなどないのか、名薙にも丸聞こえである。

「よくわかんないけど、コイツやっぱり頭がおかしいんじゃないかしら。武器も持たずに１人で〝白しろの森もり〟を徘はい徊かいしていたなんて変よ。もしかして……記き憶おく喪そう失しつか何かなわけ？」

「うーんむ。オッサン達の知らないどこかで、頭とか強打してたのかもしれないよねー」

　ゼインとアニカは、名薙が記憶喪失になっている可能性を考え始めている様よう子すだった。

　アニカはふと思い付いたらしく、小さく手を打って言った。

「そうよ！　なんで最初に思い付かなかったのかしら。アンタの〝ＰＱＣピクシー〟貸してよ！」

「ぴくしー？　なんだそれ？」

「はあ？　ＰＱＣピクシーって言えば、あのＰＱＣピクシーしかないじゃない。アンタのＰＱＣピクシーを調しらべたら、アンタの身柄に関するもっと詳しい情報とかがわかるかもしれないでしょ」

「いや、ぴくしーなんて物初めて聞いたし、どんな物かもわかんないんだけど」

「持ってないなんてあり得ないでしょ！　これよ、これ！」

　アニカは自分の首に付いた、首くび輪わのような機き械かいを指差して見せた。

「これって言われてもなあ。つまりそれ、なんなの？　オシャレなネックレスみたいだけど」

　問い返す名薙に、アニカは呆あきれ果てて肩を落とす。

「……アンタ、本当にＰＱＣピクシーを知らないわけ？　もしかして〝ＡアＥイ〟も付けてないの？」

「よくわかんないけど……たぶんそんなの持ってないぜ！」

「親指立てて得意気に言うな！　一体どこの未開の地から来た蛮族なのよ、アンタは！」

　頭痛がするのか、アニカは自分の頭を重々しく抱えて呻うめいた。

「本当に……重度の記憶喪失みたいね、アンタは。記憶が戻るまで会話も難なん儀ぎしそうだわ」

　しばらく苦く悶もんの顔でうずくまっていたアニカだったが、やがてフラフラと歩き出し、部へ屋やの隅にあるロッカーの扉を開けた。その中をあさり、アニカは自分がしているような首輪と、お菓子の箱サイズの小さなケースを取り出す。

「……仕方ないから、私のお古を貸してあげるわよ」

　そう言ってアニカは、名薙にそれらを放り投げてくる。

　首輪とケースをキャッチした名薙は、とりあえずケースの方を開けてみた。

「これって、コンタクトレンズ？」

　ケースの中に入っていたのは、１対のコンタクトレンズだった。

「オーグメント・アイ────略してＡアＥイよ」

「貸してくれるって……じゃあこれを付けろってこと？」

「付けておきなさい。それなしじゃ、近い将来に〝死ぬかもしれない〟わよ」

　アニカが不吉なことを口にしたため、名な薙なぎは表情を強こわ張ばらせてしまう。

　嘆息したアニカは、名薙に背を向けた。

「あーもーめんどくさ！　とりあえずアンタが、ゼインの〝捜してる人〟じゃないってことだけはわかったわ。まあ薄うす々うすは、そんな予感もしてたわけだけどさ」

　アニカの言動が気になった名薙は、思わず尋たずねてしまった。

「捜し人て……アニカさん達は誰だれかを捜していたの？」

「さん付けとか気持ち悪いわね。アニカで良いわよ」

「え、あ、ごめん。じゃあアニカ」

　言い直す名薙を横目にしながら、アニカは面めん倒どうそうに顔をしかめた。

「私達の用件は後々説明していくわ。本当は警けい察さつを呼ぶなりして、身元不明のアンタの面倒を誰かに見て貰もらった方が良さそうなんだけど、人里はここから50キロくらいは離はなれてるしね。悪いけど、アンタのことは後回しにさせて貰うわよ」

「人里から50キロって、アニカの家ってそんなに辺境の田舎いなかにあるのか！」

「失礼ね！　私は別にこの土地に住んでるわけじゃないわよ！」

「ええ、でもここってアニカの家なんだろう！」

　名薙の発言が、いちいち面倒くさい様よう子すのアニカは、顔をしかめた。

「私はゼインに雇われて、ここまでゼインを運んであげる仕事を引き受けて来たの。人捜しはゼインの用件で、私はそのついでに〝聖地巡礼〟を満喫してるわけ！」

　聖地巡礼という言葉だけ、アニカは目を輝かがやかせて活いき活いきと断言する。

　アニカは洋室に備え付けられていた、引き戸タイプのクローゼットを開けた。

　するとクローゼットの向こうから────眩まばゆい夏なつ陽ひが射さし込んでくる。

　思わず名薙は、その眩さに目を細めた。

　名薙がそれまでクローゼットだと思っていた引き戸の向こうには、ハンガーにかかった衣類などは見受けられなかった。それどころか姿を見せたのは────車の運転席である。

「な、なんじゃそりゃ！　なんでクローゼットの向こうに車の運転席が出てくるんだよ！」

「あれー？　そういえばオッサン、言ってなかったっけー？」

　缶ビールを片手に、ゼインはカラカラと笑って言った。

「ここはアニカちゃんの家。人が住めるように改造された〝改造装甲車〟の中だよ」

「改造装甲車!?」

　フロントウインドウの向こうには、青々しい森と、その真ん中にポツリと建っている東とう京きようビッグサイトの廃はい墟きよが見えていた。どうやらアニカの車は、ビックサイト遺い跡せきの近場に駐とめられていたらしい。

「それじゃあ陽が落ちる前に、もう１回行きますかね。政府の指定危険区域へ！」

　アニカは運転席に腰かけ、シートベルトを付けた。




　　　　▼▼▼




　辿たどり着いたのは、ビッグサイト遺跡の裏手に当たる場所だった。

　名な薙なぎの記き憶おくによれば、元々はビックサイト館かん内ないで、屋外展示場と呼ばれていた位置である。

　……そうは言っても、何年もの歳月が流れた今となっては、自由奔ほん放ぽうに生長した植物によって周囲一帯が覆おおわれており、ちょっとした林のようになっていた。そこに生はえた木々の木こ洩もれ日びの下で、アニカは車を駐とめた。

　そして運転席を後にし、名薙達のいるリビングへ戻って来る。

「さあ、こっから先は徒歩よ。ゼイン、後部ハッチ開けておいたから準備して」

「りょーかい！　んじゃあ、オッサンは出かけるまえに便所行って来るかねえ！」

　アニカとゼインは慌ただしく荷物をまとめ始める。

　出かける２人を見ていた名薙も、なんとなくその雰囲気で慌ただしい気分になってしまう。

　しかし名薙にはまとめる荷物も、私物もないのだ。持っている所持品と言えば、電池の切れたスマホと……先程、アニカから貰もらったコンタクトレンズくらいである。

「このコンタクトレンズをしてないと死ぬって……大おお袈げ裟さ過ぎるだろ」

　ぼやきながら、名薙は自分の両りよう眼がんにそれを取り付けてみる。付けてすぐに、壁かべ掛かけの鏡かがみで自身の姿を確かく認にんすると……名薙の瞳ひとみの色は、スカイブルーになっていた。

「これって、カラーコンタクトかよ！」

「そうだけど？」

　自身もコンタクトレンズを付けながら、アニカは名薙の驚おどろきの声に返事をした。

　カラーコンタクトを付けると、アニカの赤い瞳も、名薙と同じスカイブルーになる。

「なんかカラコンするのって、かっこ付けてるみたいでなあ……」

　名薙は少し気恥ずかしそうに呟つぶやいてしまう。

　しかしそんな名薙の感想など、アニカはいちいち聞いていなかった。

　アニカは、あらかじめテーブルの上に置かれていたナップザックに、ルンルン気分でリンゴを１つ放り込むと、それを背負った。そのリンゴは、アニカのオヤツだろうか。

「……遠足かよ」

「なにボーッと突っ立ってんのよ。出かけるわよ」

　アニカは運転席の反対側のクローゼットを開けた。

　その向こうには、４畳間くらいの広さの、物置のような小汚い空間が現れる。

　さらにその物置の最奥部には、アニカの言っていた後部ハッチが存在した。

　後部ハッチ────分厚い金属の隔かく壁へきが、上下に分かれてゆっくりと開いていくところだ。

「……これがアニカの家の玄関かよ。出入りするのも、ずいぶんと大仰だな」

「まあ、宅配便とか受け取る時に、面めん倒どうだって感じるのは確たしかよ」

　開いたハッチの向こう側からは、車外の熱ねつ気きと陽光が射さし込んできた。

「うわ……暑ぅ」

　途と端たんに、名な薙なぎは不快な蒸し暑さを感じた。

　薄うす暗ぐらかった後部ハッチ前に光が射し込むと、そこに名薙は奇妙な物を見付けた。

「なんだありゃ。椅い子す？」

　名薙の肩に並ぶ程の────大きな機き械かいの塊が置かれている。

　その機械の塊は、見た感じでは処刑に使われる〝電気椅子〟のように見えた。

「おまたー」

　ちょうどやって来たゼインが、その椅子の腰裏に設けられたスロットへ、広こう辞じ苑えんサイズのカートリッジを挿そう入にゆうした。すると機械椅子に電源が入ったらしく、インジゲータが青く灯ともった。

　ゼインが機械椅子に腰かけると、自動ギミックが作動する。

　機械椅子から金属の拘こう束そく具ぐが飛び出し、それらがゼインの身体からだを、見る見る間に椅子へ縛しばり付けて拘束していった。ゼインは、機械椅子に纏まとわり付かれてるような格好になってしまう。

　機械椅子に束そく縛ばくされたゼインは────そのままその場で立ち上がった。

「おおおお！　これがオオカミをやっつけた時に使ってた機械装甲か！」

　名薙は感嘆の声を漏らした。

　ゼインが立ち上がると、椅子はゼインの身体の動きに合わせて人ひと型がたに変形する。

　あっという間に、ゼインの身体には機械のフレームが装着されていた。

「おや。ナナギ君はこの〝パーソナル・アーマ〟が珍しいのかな？」

　ゼインに尋たずねられ、目を輝かがやかせていた名薙はコクコクと頷うなずいた。

　そんな名薙の様よう子すを見て、ゼインはカラカラと笑いながら説明した。

「今こうやってオッサンが乗り込んだ、人間の骨組みみたいな機械は〝基礎骨格ベーシツク・フレーム〟って言うんだよ。オッサンも難むずかしい動作原理とかはわかんないんだけどね。これって電気で動くフレームでさあ。生身で戦うよりも力持ちになれるし、早く動けるようになるのよー」

　そう言うとゼインは、傍かたわらにあったブレストプレートや、分厚い装甲板を軽々と拾い上げた。

「んで、こういう装甲板とかが〝外装甲アウター〟って呼ばれててね。基礎骨格ベーシツク・フレームに取り付ける防具なんだ。対たい衝しよう撃げき、耐たい熱ねつ、対弾とか、種類も色々あって頑丈でさあ。昨日きのうのオオカミさんみたいな化け物に体当たりされても、骨折とかしなくて済んじゃう優すぐれものなんだよー」

　説明しながらゼインは、手際よく外装甲アウターを身に付けていく。

　最後に頭部の外装甲アウターをかぶると、ゼインの身体は装甲のどこからも見えなくなってしまう。

《こうやって、基礎骨格ベーシツク・フレームの上に、外装甲アウターを装備した強化装甲服が、パーソナル・アーマ。通称〝ＰＡ〟って呼ばれるものなんだ。人間がマモノと渡り合うために作られた、標準的な歩兵の兵装なんだよ。かっちょいいだろー》

　ゼインの声は、装甲のどこかに取り付けられたスピーカーから聞こえているようだった。

　感心しきった名な薙なぎは、しきりに頷うなずいて言った。

「ところでゼインのオッサンは、軍隊か何かの人なの？」

《軍隊？　んにゃあ、オッサンはそういう特定の部隊とかに所属してないよ》

「って……ええ！　じゃあ一般人なのにそんなゴッツイ鎧よろいや刃物を持ってるってことか！」

《まあ、そういうのオッケーな〝ライセンス〟持ってるしねえ》

「オレの時代で言うところの、刀剣所持の許可証かなんか？」

《そんなもんよ》

　ゼインの説明をひとしきり受け、名薙はすっかり感心しきってしまっていた。

　物珍しくＰＡ姿のゼインを眺めながら、名薙達は開いた後部ハッチから、車の外に出た。

「へえ。確たしかにこれは、装甲車なんだな」

　車外に出た名薙は、初めて〝アニカの家〟の外がい観かんを目まの当あたりにして呟つぶやいた。

　横にやや太目の、大型トラックくらいのサイズの車両だった。大きなタイヤが左右に４つずつ付いていおり、車両の外側は頑丈そうな鋼こう鉄てつの装甲で覆おおわれている。明らかに普通の乗用車という雰囲気ではないのだが、名薙が気になったのはそこではない。……少女の車は、ところどころにアニメチックなキャラクターや、作品タイトルロゴらしきものが描かれていたのだ。
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「これ、〝痛いた車しや〟じゃないかよ！」

　名な薙なぎは思わず突っ込んでしまった。

　その名薙の所感を聞いたアニカは、目を輝かがやかせて食い付いた。

「ナナギ、イタ車を知ってるの！」

「いや、まあ、こういうアニメのキャラとかロゴが入った、見た感じ切なくなる車のことだろ」

「格好いいでしょ！」

「か、格好いいのか……！」

　よくわからないアニカの感性に、名薙は舌を巻いてしまった。




　　　　▼▼▼




　ゼインはビッグサイト遺い跡せきで人捜しをするようだったが、アニカはそれに同行するつもりがなかった。あくまで送り迎えだけが仕事であるのだと割り切っているらしく、アニカはゼインと別行動をするのだと言い出した。

　アニカの家の前で、名薙はどちらに付いて行くのか、選択を迫られた。

　迷うまでもなく、名薙はアニカの方に付いて行くことにした。

　何な故ぜならゼインの方の用事は、数時間前に名薙を襲おそった、あのオオカミのような危険生物がいるエリアに行く必要があるのだと聞かされたからである。自らそんな危険地帯へ赴おもむく理由など、名薙には皆無だった。

　名薙とアニカは、ゼインと一時的に別れることとなる。

　ゼインは東展示場エリアの方角へ、アニカと名薙は西展示場エリアへ向かった。アニカと名薙は、ビッグサイト遺跡の裏口から、再び遺跡内へ侵入するルートを探すことになる。

　……森の中を歩いているのに、海が近いせいで、遠くからカモメの鳴き声が聞こえていた。

　森の中なのに、周囲には潮しおの香りが漂っている。そこはとても奇妙な雰囲気の森だった。

　歩きながら、ふと名薙は呟つぶやいてしまった。

「……帰れるのかな、オレ」

　未来にタイムスリップしたなんて……口にはしていても信じられなかった。

　しかし今のところは、タイムスリップ説以外に現状を解釈できようもないのだ。

　自宅に帰るなんて……もはや不可能なことなのではないか……？

　そう考え始めると、言い様のない不安と孤独に、胸が押おし潰つぶされてしまいそうだった。

　名薙の暗い表情を見て心配したのか、アニカが照れくさそうに言った。

「そのうち記き憶おくも戻るだろうし、それまでは適当にしてなさいよ。身の振り方なんて、こんな危険地帯で思い悩むより、安全な人里に戻ってから考えたって遅くはないでしょ？」

　アニカに気を遣つかって貰もらったことが意外で、名薙は一いつ瞬しゆんだけ呆ほうけてしまう。

　だが苦笑して、アニカの言葉に従うことにした。

「……わかった。とりあえずはそうするよ」

　気を取り直し、名な薙なぎは前方を歩くアニカに尋たずねてみた。

「それで……アニカは何しにこっちへ来たの？」

「ゼインは政府の依頼でこの遺い跡せきに来てるそうよ。でも、その件に私は関係してないのよね。今回はたまたまゼインの護ご送そうをする運び屋ドライバー〟の仕事を請うけてるわけだけど、滅めつ多たに入れない政府指定の白しろの森もりに来れたんだから、ついでに私も本ほん職しよくの仕事をしようと思って」

「アニカの本職？」

「それは後で教えてあげるわ」

　そう言ってアニカは、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　一度、会話はそこで途と絶だえる。

　しばらくして、アニカは思い出したように手を１つ打った。

「いっけない、そうだったわ。ナナギにＰＱＣピクシーの使い方教えなきゃいけないんだったわね」

　名薙は、自分の首に取り付けたタッチパネル付きの機き械かいを指差した。

「ピクシーって……この首輪みたいな奴やつのことだったっけ？」

　アニカのお古らしく、付けておけと言われたままに付けていたのだが。装着しているだけでは駄だ目めなものだったのだろうか。

　アニカはナップザックの中から、小さなカードを取り出した。

　マイクロＳＤカードと同じくらいのサイズである。それを強引に名薙へ手渡してくる。

「新品の〝燃ねん料りようカード〟よ。これをＰＱＣピクシーのカードスロットに挿そう入にゆうして。そうするとＰＱＣピクシーの電源が入るはず。詳細設定は、前に私が使ってた時のままになってるはずだから、電源を入れればすぐにＡＥも使えると思うけど。まあ物は試し、さっさとやってみて」

「お、おう。つまり電池か……？」

　アニカが何を言っているのかわからなかったが、とりあえずカードをＰＱＣピクシーに挿入すれば電源が入るらしいということだけは、名薙にもわかった。

　恐る恐る名薙は、カードをスロットに挿入する。

　途と端たん────名薙の眼がん前ぜんに、「ＡＬＣ」という文字がデカデカと現れる。

「うわっ！」

　あまりにも予期せぬ事態で、名薙はその場で尻しりもちをついてしまった。

　ＡＬＣというは何かのタイトルロゴなのか、壮大なＢＧＭがどこからともなく聞こえてくる。

「なんだなんだよ、このＡＬＣっていう文字は！　これ、コンタクトレンズに映ってんの!?」

「その通りよ」

　アニカが腕を組みながら、得意気に微笑んでいた。

「ＡアＬーＣクっていうのはＯＳの名前。その文字映像は、アンタの付けてるコンタクトレンズＡＥに表示されてるわ。そしてＯＳの起動音も聞こえてると思うけど、それは骨こつ伝でん導どうスピーカーからよ。アンタの顎あご骨ぼねを振動させて音を耳に伝えてんの」

「骨伝導スピーカー!?」

「それだけじゃないわよ。喉のどの声帯振動を分析して音声認にん識しきもできるから、マイクとしても使えるわ。離はなれていても私やゼインとリアルタイムに通話可能だし。これで別行動しても迷まい子ごにはならないわけね」

　アニカの説明を聞きながら、名な薙なぎはただただ、声も出せずに呆ほうけるしかなかった。

　やがてＯＳタイトルロゴが消えると、名薙の目前の空間に、いくつもの小さなアイコンが並んで現れた。まるでスマートフォンのアプリアイコンと同じである。

　というか、操そう作さ感かんはスマートフォンとほぼ同じだった。

　首元のタッチパネルに指で触れると、アイコンをクリックしたりフリックする操作ができた。

「すげえよ、アニカ！　わわ、何これさあ！」

「記き憶おく喪そう失しつだからって、大おお袈げ裟さな奴やつね……本当に初めて使ってるみたいな反応じゃないの」

　はしゃいで騒さわぐ名薙に、アニカは呆あきれた顔をする。

　アニカは名薙の双そう眸ぼうを指差して言った。

「ＡアＥイと呼ばれるそのコンタクトレンズ型のディスプレイは、レンズに入ってきた光学映像と、コンピュータが作りだしたＣＧ映像を合成して表示してくれるの。ＡＲ技術って奴ね。……まあ、外部からの光源がないと映像表示できないから、夜はあんまり使えないんだけど」

「コンタクトレンズ型のディスプレイかあ、かっこいいなあ！」

　アニカは嘆息混じりに、鼻息荒い名薙に向かって続けた。

「ＡアＥイは単なるディスプレイ。実際にＣＧ映像を作っている本体は、アンタが首に付けてる首くび輪わの方。スピンエレクトロニクス半はん導どう体たい上に、ボース・アインシュタイン凝ぎよう縮しゆくを実装したワンチップ・パソコン。ポータブル・クアンタム・コンピュータ────略してＰＱＣピクシー。ようするに〝携帯型量子コンピュータ〟の、一般的な呼び名よ」

　アニカの説明に、名薙は耳を疑った。

「量子コンピュータって……確たしかすっごい演算速度を持ったパソコンなんだろ？　もうこんな風に実用化されてるのか!?」

「当たり前でしょ。何言ってんの。アンタがバカで、ド忘れしてるみたいだから説明してあげてるだけで、そんなこと10歳にならない子供でも知ってるし。珍しいもんじゃないわよ」

「10歳にならない子供でも知ってるって……そりゃ言い過ぎじゃないのか」

　手て厳きびしいアニカの言葉にやり込められながらも、名薙は今得た情報を整せい理りしてみた。

「うーん。なんというかこれ、ＰＱＣピクシーがパソコン本体で。ＡアＥイがＰＣモニターって感じ？」

「……なんかナナギの例えって、妙に古くさい感じよね。まあ、そんな感じだけど」

《はいはいはいはーい。それ、オッサンのこのＰＡにも搭載されてんのよ。しかも、君等らが使ってるのよりも高性能な奴やつね。すごいっしょー》

「うおっ！　どこからともなくゼインのオッサンの声がするぞ！」

　この場にいないというのに、いきなり割り込んできたゼインの声に名な薙なぎは驚おどろいた。

　アニカはもう一度嘆息してから、はしゃいでいる名薙に言った。

「こんな風に、例えば【チャット】アプリを立ち上げておけば、離はなれた場所同士でもリアルタイムで会話ができるのよ。とりあえず他ほかには【世界地図】、後は【アンカー】のアプリだけ立ち上げておけば良いと思うわ。画面隅に常じよう駐ちゆうさせておけば、この辺の地図に自分の現在地を表示させておけるし、別れて行動もできるしね────」

「うわ、この地図アプリとかいうのすごい！　視界の隅にゲームのステージマップ表示みたいなのが出てきたぞ！　これってもしかして、この辺の地図？　うおおお便利だなああ！」

「って、話を聞きなさいよアンタ！」

　話そっちのけでタッチパネルをいじって遊んでいた名薙の襟えり首くびを、アニカは摑つかみ上げてガタガタと揺する。苛いら立だつアニカに、名薙は平ひら謝あやまりした。

《シッ。静かに、２人共》

　姿の見えないゼインに窘たしなめられ、名薙はアニカに襟首を摑み上げられたままで黙だまる。

《……さっき放っておいた〝偵察カメラ〟に反応有りだ。早速、マモノさんを発見したよ。ちょうどアニカちゃん達の近くをうろついてるわ。映像送るね》

　すると名薙の目前の空間に、いきなりＰＣのウインドウ画面のような物が開いて現れる。

「おわっ！　なんだこれ！」

　驚く名薙の声に、カラカラと陽気に笑うゼインの声が応こたえた。

《オッサンが見てるリアルタイム映像だよ。ナナギ君とアニカちゃんにも共有表示させたんだ》

　ゼインが見ているという映像には、鋼こう鉄てつのオオカミの姿が映し出されていた。

　名薙の視界に映っているのは、ついさっき名薙を襲おそったのと同じタイプのマモノのようである。映像は少し上空から撮さつ影えいされているものらしく、周囲の廃はい墟きよを俯ふ瞰かんしていた。

　どこにカメラがあるのかと、名薙は上空を見上げてみた。

　すると前方の少し高い空に浮いている、ラジコンヘリのような飛行物体の機き影えいが見えた。

　それはアニカと初めて出会った時にも見た、虫型のロボットのような機械だった。

「……アレが撮とってる映像を見ているのか。こんなことまでできるのかよ」

　名薙は静かに理解した。

　アニカに出会った時に飛んでいた虫型のロボットは、アニカの周囲を偵察していた偵察カメラだったのだ。それに発見されたため、アニカは名薙のいる場所がすぐにわかったのである。

　感心するしかない名薙を横目に、アニカはゼインに応えた。

「んじゃあ、迂う回かいルートから行くわ。カメラ情報、ありがとうね」

　アニカの指差す先に、黄き色いろの矢印表示が現れた。

　矢印が出ているのは木々の合間を通る、細い獣けもの道みちである。

「あの黄き色いろの矢印映像も、ＣＧで作られた幻なのか？」

「そう。アンカーって言って、私が今設置した映像よ。こうやって場所にマーキングしたり、仲間内でだけ読めるメッセージを表示させたりもできるから、使い方覚えておきなさいよ。この〝白しろの森もり〟で生き残るためには、文明の利器をフル活用できなきゃね」

「白の森って？」

「……かつては人が住んでいたコンクリート製の街。けれど今は、動植物に支配され、危険なマモノが徘はい徊かいする無人廃はい墟きよが建ち並ぶ場所。それを白の森と呼ぶのよ」

　マモノがいる場所を回かい避ひするべく、名な薙なぎとアニカは獣道に向かって進んだ。




　　　　▼▼▼




　ビッグサイト遺い跡せきの外がい壁へきに沿って歩いていると、崩れた壁かべを発見する。そこには人がくぐって通り抜けられそうな大きさの穴が開いており、建物の内外を行き来するのに良さそうだった。

　ひとまずアニカは、偵察カメラを建物内に飛ばしてみることにした。

　その潜せん行こう偵察の結果、行く手にマモノの姿はなく、建物の崩落の可能性などもないことが判明する。そうして壁の向こうが安全であることを確たしかめてから、名薙とアニカは建物内へ侵入することにした。

　建物内は薄うす暗ぐらく、名薙とアニカが最初に出会った廃墟ロビーのような雰囲気だった。

　崩れた天てん井じようから射さし込んでくる帯状の陽光だけが、唯一の光源である。

　ひび割れたタイルの上を２人が歩くと、無人のホール内に足音が反はん響きようして聞こえた。

　アニカはホール内の片隅に、事務室と思わしき小こ部べ屋やを発見した。

　そこを目指し、近付くと、事務室を閉ざす古びた扉を────いきなり蹴けり開けた。

「うお！」

　いきなり扉を蹴り開けたアニカに驚おどろき、ビクついた名薙へアニカは言った。

「私の本ほん職しよくはこっち。いわゆる────〝情報発掘屋データ・ハンター〟って奴やつよ」

　開いた扉の向こうには、埃ほこりをかぶった事務机が並び、それぞれにデスクトップパソコンが備え付けられていた。倒れた扉が埃を舞まわせたため、名薙は咳せき込んでしまう。

「ここって、事務局か何かのオフィス……だった場所？」

「こういう遺跡に放置された情パ報ソ端コ末ンとかにはね、たまに喪失情報ロスト・データが入っていたりするのよ」

「喪失情報ロスト・データって……確たしか第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん前の世の中にはあったけど、今は失われちゃってる貴重な情報の類たぐいなんだっけ？」

　アニカに教えられたことを復習するように、名薙は尋たずねた。

「そうよ。そういうのを探して売って、生計を立てているのが私。発見した情報の価値が高ければ、それが高値で売れるってわけ。戦略兵器の設計図とか、貴重な科学論ろん文ぶんみたいな、トリプルＳランクの喪失情報ロスト・データとか見つけたら、きっと一生遊んで暮らせるんでしょうね」

「へえ。なんか宝探しみたいだ」

「実際に宝探しよ。情報はまさしく、お宝なの！」

「でも……ここが使われてたのって１００年前なんだろ？　電気が通ってるとは思えないし、ＰＣの電源が立ち上がるはずないよな。じゃあどうすんの。ハードディスク抜き出すとか？」

「そんな面めん倒どうなことしないわよ」

　言うが早いか、アニカは手近なＰＣ端末の前に立ち、ポケットから小さなカードを取り出した。

　それは名な薙なぎのＰＱＣピクシーの電源を入れるのに使った、あのカードである。燃ねん料りようカードとか言っていただろうか……アニカはＰＣの筐きよう体たいのカードスロットに、それを差し込んだ。

　────途と端たん、ＰＣに電源が入り、埃ほこりをかぶったモニターが点灯する。

「魔ま法ほうかよ！　電気なんて通ってないのに、どうやって電源入れたんだ！」

「……なんか、ホントにアンタって２０１５年の人間なんじゃないかと思えてくるくらいに無知なのね。燃料カード式のＰＣなんだから、カード入れれば動くに決まってるでしょ？」

「燃料カード？」

「はあ……そこから説明ですか。いい加減に記き憶おくを取り戻しなさいよね。燃料カードっていうのは、エタノールとか水素みたいな燃料分子を封入した小型カードのことよ。燃料カード式の家電製品って、このカードに入ってる燃料を使って自己発電することができる製品なの」

「つまり燃料電池かよ……そんなものも実用化されてるのか、この時代！」

「マモノがいて、悠長に送そう電でん線せんとか発電所なんて設置できないんだから、当然でしょ」

　名薙の相手をするのが面めん倒どうになったアニカは、それ以上、名薙と話をするのはやめた。

　黙もく々もくとＰＣ画面を閲えつ覧らんし始める。

「シケた情報記憶媒体ストレージね。まあ、ここにあるのは事務局だし。いくらコミケが行われていた〝聖地〟だとは言え、やっぱり同人誌や同人ソフトの生データがあるわけないわよねえ……」

　何か今、アニカが奇妙なことを呟つぶやいたように聞こえた。

　それを問とい糾ただす前に、アニカはＰＣモニターを凝ぎよう視ししながら仰のけ反ぞった。

「きゃわあっ！」

「ど、どうしたんだ、アニカ！」

　奇声を上げたアニカに、名薙は慌てて問いかける。

　アニカは目をキラキラと輝かがやかせて、ウットリとＰＣ画面に見とれた。

「こ、これは……〝忍にん者じやバット・トリック君くん〟の、幻の14話じゃない！　当時の地上波で放送されずに、ネット配信のみで限定放送された伝説の回！　すごい、すごいわ！　すごいレアなアニメデータを見つけてしまったわ！　きっとここのビックサイト職しよく員いんが、ローカルハードディスクに隠し持っていたものに違いない！　いただき、いただき！」

「……なるほど。使われてない他ひ人と様さまのパソコンのハードディスクとかをあさって、そこからデータを入手する仕事か。えげつないな……！」

　名な薙なぎは自分のＰＣが、将来アニカのような人間にあさられたらということを考え、戦せん慄りつする。

「……帰ったら、画像のフォルダ、隠し場所を変えておこうかな」

　コッソリ呟つぶやいてしまう。

　アニカは首筋に付けていた自分のＰＱＣピクシーから、小型のコネクタを引っ張り出した。

　巻まき線せん式で、ＰＱＣピクシー内に格納されているコネクタのようだった。

　それをＰＣのソケットに差し込んで、アニカは自分のＰＱＣピクシーと繫つなげる。

　そうしてキーボードを操そう作さし────アニメデータをダウンロードし始めた。

「アニカって……アニメのオタクなのか？」

「！」

　アニメ絵の描かれた装甲車に住んでいることといい、言動といい、予想は難むずかしくなかった。

　なんとなく名薙が口にした言葉で、アニカは多大な反応を示してしまう。

「な、ナナギが〝オタク〟なんていうマニアックな言葉を知っているなんて……意外だわ！」

「マニアックな言葉？」

「オタクってアレでしょ？　ある特定の分野に関して秀ひいでた能力を持つスーパーエリートのことでしょ？　戦前の世の中には、アニメのオタクと呼ばれるスーパーエリート達がたくさんいたって聞いてるわ！　私は戦前のサブカルチャーのファンだから、アニメとか漫画が大好きなんだけど、まだオタクと呼んで貰もらえるレベルの高位には到達できてないと思うわ！」

「おかしいな。間違ってる気がするのに、だいたい合ってるぞ……」

「すごいわね、ナナギ！　もしかしてアンタもアニメに詳しかったりするの！」

「オレはゲーマーだから、アニメは人並み程度にしか見てないけど、それなりにはね」

　アニカはこれまでに見せたこともない、とても友好的な眼まな差ざしを名薙に向けている。

　名薙が同志であることを期待しまくっているアニカの視線に、名薙はたじろいでしまった。

　アニカは息巻いて問いかけてくる。

「じゃ、じゃあ最初に出会った時、アンタもあの湖で泳ごうとしてたわけ？」

「……はあ？　なんでそんなことしなきゃならないんだ」

「決まってるじゃない！　その昔、このビックサイト遺い跡せきでコミックマーケットと呼ばれる聖なるお祭りが行われていた時、各地より集まったエリートオタク達は、こぞってこの聖地の水で身体からだを清めたのだと言われてるのよ！　聖地巡礼の常じよう識しきじゃないの！」

「いちいち行水する必要があるとか、どんだけ巡礼に来るオタクは汚れてたんだよ！　というか、だからこんな廃はい墟きよで１人泳いでたのかよ！」

　今さらながら、アニカが何な故ぜこんな廃墟で水浴びなどしていたのかがわかった。

　まさかオタクの聖地の水で、身を清めようとしていたとは……予測できるはずなどない。

「なんかこの未来は、オレ達の時代の文化が、若干誤解された形で伝わってるんだな……」

　沈痛な顔をする名な薙なぎを不ふ思し議ぎそうに見ながら、アニカは首を傾かしげていた。

「……ん？」

　名薙は事務室の暗がりの向こうに、奇妙な物を発見する。

　それはついさっき、ゼインが乗った物と酷似した形状をしている。

　機き械かい仕掛けの椅い子す────基礎骨格ベーシツク・フレーム。

「これって……ゼインのオッサンが乗ってるパーソナル・アーマと同じ物か？　なんでこんな廃はい墟きよに放置されてるんだよ」

　見た感じでは、まだ機構部は錆さびていない。元々この廃墟に遺い棄きされていた物だとは思えないくらいの、真新しい光こう沢たくを持っていた。

「ちょっとこれ……〝東とう京きよう騎き士し団だん〟の量産型ＰＡミリガスじゃないの！」

　名薙が発見した基礎骨格ベーシツク・フレームに気が付き、アニカは青い顔をしてそれに駆け寄る。

　アニカは【チャット】アプリで、この場にいないゼインに話しかけた。

「ゼイン、聞こえてる？　アンタがこの遺跡で落ち合う予定だった東京騎士団の兵隊さんだけど……その人が乗っていたかもしれない、放棄されたＰＡを見つけたわ」

　アニカの言葉の後に、すぐにゼインの声が応答して聞こえた。

《ありゃりゃ、こっちの東側じゃなくて、そっちの西側だったかー……勘が外れちゃったねえ》

「燃ねん料りよう切れで動けなくなったみたいね。燃料カートリッジが空になってる」

《乗ってた人は、まだその辺にいるの？》

　アニカは、基礎骨格ベーシツク・フレームの傍そばに放置されていた大型のライフルを見て言った。

「かもしれないし……手遅れかもね。見たところ、このＰＡミリガスの武装であるＸＭー９ライフルは弾を残したまま放棄されてるわ。まあ、こんなの人間が携行できる重量じゃないし。ＰＡミリガスが動かなくなったから、持ち運べなくて置いていったんでしょうね」

《……了解。ちょっとオッサンも、急いでそっち向かうよ。10分くらい待ってて》

　急に慌ただしくやり取りを始めたアニカとゼインを、名薙は怪け訝げんな思いで見守っていた。

　アニカとゼインの会話が終了したところで、名薙は尋たずねてみる。

「……東京騎士団ってなんだ？　この乗り捨てられたＰＡは、ゼインのオッサンが捜してる人が乗ってたのか？」

「たぶんね、としか言えないわ。ゼインは、この遺跡の調ちよう査さに来ていた調査隊に合流するはずだったそうよ。……でも着いてみればこの通り、誰の出迎えもない。ここで待っているはずだった人達と連絡さえ取れないから、仕方なく捜し回るしかない状況になってるのよ」

「そうだったのか……」

　納得しながら名薙は、事態を徐々に把握し始める。

「……いったい、その調ちよう査さ隊たいって人達はどこへ消えたんだ」

「マモノに襲おそわれて全滅。あるいは……」

　何かを口にしかけ、アニカは思い直して口を噤つぐんだ。

　思い直したアニカは、ナップザックの中をまさぐり始めた。

「ＰＡパーソナル・アーマに使える燃ねん料りようカートリッジなら、ちょうど１個だけ持ってるわ。そもそもは、遺い跡せき内ないの電気自動車や、研究設備の電源を入れるために持ち歩いていた物だけどね。統一規格製品だから、ＰＡの燃料スロットルにも挿そう入にゆうできるはずよ」

　アニカはナップザックの中から広こう辞じ苑えんサイズの大振りなカートリッジを取り出すと、それを放棄された基礎骨格ベーシツク・フレームのスロットルに挿入する。すると基礎骨格ベーシツク・フレームの各部でインジケータランプが点灯し始め、電源が入ったことが見てわかった。

　アニカはそれを確かく認にんすると、名薙を振り返って言った。

「さあ、乗って」

　一いつ瞬しゆん、アニカに何を言われたのか理解できず、名な薙なぎは困惑する。

「乗れって……オレに言ってるの？」

「他ほかに誰だれがいるのよ。アンタしかいないでしょ」

「お、オレがこのＰＡに乗るの？　なんでそんなことしなきゃいけないんだよ！」

　アニカは嘆息しながら答えた。

「ＰＡには軍用のＰＱＣピクシーが搭載されているわ。このＰＡミリガスも例外じゃない。コイツのＰＱＣピクシーにはおそらく、搭乗者のカメラが捉とらえていた映像記き録ろくが残されているはず。それを見れば、調査隊に何が起きたのかを調しらべることができるかもしれないでしょ」

　言いながらアニカは、自分のＰＱＣピクシーから再び巻まき線せん式しきのコネクタを引っ張り出した。それを放棄されたＰＡの首筋のソケットへ挿入する。そうしてナップザックの中から、折り畳み式のキーボードを取り出して展開した。

「軍用のＰＡは厄やつ介かいでね。生体認証があるから、正規の搭乗者じゃなければ起動させられない仕組みになってるわ。今から前の搭乗者の認証データをハッキングして破るけど、起動するためには結局、新規ユーザーの生体データを登とう録ろくしないといけないの。だからとりあえずナナギ、アンタの生体データ登録するから、乗っていて欲しいのよ」

「わかったような、わからないような……とにかくオレは、これに乗ってれば良いんだな」

　名薙は恐る恐る基礎骨格ベーシツク・フレームに歩み寄る。

　人ひと型がたにくぼんだ場所へ、名薙は自分の身体からだを押し当てるように腰かけてみた。

　すると────名薙の存在に反応したスーツの各部から、金属製の拘こう束そく具ぐが飛び出してくる。

「わわっ！」

　名薙の身体は見る間に機き械かいスーツに絡め取られてしまった。

　基礎骨格ベーシツク・フレームに拘束された名薙は、ゆっくりとその場で立ち上がってみた。

　すると名な薙なぎの身体からだの動きに追従して、椅い子す型がただった基礎骨格ベーシツク・フレームは人ひと型がたへと変形する。

　厚底靴のようになった脚部には、衝撃吸収機構シヨツク・アブソーバが付いているため、背高なシルエットになっている。身長を底上げされた名薙の視点は、いつもより高い位置になった。

「じゃあ、その辺に脱ぎ散らかされてる外装甲アウターを拾って装備してみて。間違った場所に取り付けられない構造になってるから、ナナギでもできるわよ」

　アニカに言われて、名薙は周囲に転がり落ちていた外装甲アウターを拾い上げ、基礎骨格ベーシツク・フレームの上に取り付けてみた。最後に頭部装甲ヘツドユニツトをかぶると、名薙の視界は暗黒に覆おおわれてしまう。

　真っ暗になった目前の空間に、英語で「システムチェック」の文字が表示された。

　アプリケーションの起動画面が次々と表示された後────やがて視界は明るくなる。

　頭部装甲ヘツドユニツトの内部は、正面と左右、頭上を覆うＰＣモニターのようになっていた。

　そこに映し出されたのは、頭部装甲ヘツドユニツトのカメラが捉とらえている装甲外部の映像である。

　表示されているのは外の映像だけではない。搭乗中のＰＡの各種ステータス画面もだった。

　動力源である燃ねん料りよう電池の残量。そこから算出される残り活動可能時間の表示。

　そしてモニター隅には、ＰＡパーソナル・アーマ各部のステータスがイラスト表示されていた。

「うん。うまいこと再起動できたようね。さすがは私！　でも変ね……映像データは残ってないみたい。バックアップ機き能のうが壊こわれてたのか……意図的に消されてるのかしら、これ」

　アニカはキーボードの操そう作さを止やめ、それをナップザックへしまい込んだ。

「とりあえず、このＰＡミリガスは私の家に持ち帰りましょう。悪いけど、ナナギがしばらく着ていてくれない？　あ、そこに落ちてるライフルも、拾っておいてよね」

　アニカに言われ、名薙は地面に転がっていた大型のライフルを手に取ってみた。

　────感触があった。

　金属製の装甲に覆われてしまった手のひらだったが、基礎骨格ベーシツク・フレーム内の両手のひらの部分には、半球型のクッションのような物が付いている。そのクッションが、ＰＡが摑つかんだ物の感触を、搭乗者の手のひらに伝える仕組みになっていた。クッション部を摑んだり離はなしたりすると、ＰＡの手のひらも連動して開閉する様よう子すだった。

《おおお。なんか色々とすごいぞ、これ！》

　普通に身体を動かすだけで、その動きに機械が勝手に追従して動いている。

　どうやら特別に難しい操作が必要だったりするわけではなかった。

　ＰＡの首筋にもタッチパネルがあり、使い方はＰＱＣピクシーと同じようだった。

　入っているアプリは、索さく敵てき、赤せき外がい線せん表示など、いかにも軍用っぽい物ばかりである。

《へえ。軍用のアプリみたいなのがいっぱいあるな。おお、この【空ス間キ索ヤ敵ン】とかっていうのすごいじゃん。説明によれば、周辺50メートルの動体反応を探知って……試してみるか》

　好奇心に逆らえず、試しに名薙は、【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリを起動してみる。

　するとソナー信号のように、自分中心に光の波動のような物が発せられる。

　直後、名な薙なぎの視界映像が激げき変へんした。

　周囲50メートルの範はん囲いに亘わたって、壁かべの向こう側の間取りが透けて丸見えになったのである。

《透視機き能のうかよ！　これは便利だなあ！》

　名薙は鼻息荒く興こう奮ふんしてしまう。

　他ほかにも色々試してみたい欲求が膨ふくれ上がってきた頃ころ、名薙は透過された壁の向こうに奇妙な物を見つける。

《……なんだ、あの赤いマーカー表示は……？》

　透けて見える壁の遠く向こう。無数のオオカミが駆けるシルエットが、赤いカラー表示によって名薙の視界映像に描画されていた。その数は３匹。オオカミはいずれも同じ方向に向かって駆けており、その行く手には────逃げる人のシルエットが見えた。
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　名薙が見つけた人ひと影かげを追いかけ、２人はビッグサイトの廃はい墟きよ内ないを駆けた。

　辿たどり着いたのは、ビッグサイト遺い跡せきの正面玄関であるエントランスプラザである。

　そこは名薙とアニカが、ゼインに助けられた場所でもある。

　再び眩まばゆい陽ひ射ざしと、目前に広がる浅あさ瀬せの海を前にして、名薙は毒づいた。

《またここに来ちゃったのかよ……！》

「ぼやかないでよ！　ほら、あそこ！　アレってアンタが見つけた人じゃないの！」

　アニカが指差す先に、浅瀬地帯を駆け抜けようとする人物を発見する。

《おいおい、オレ達と同じ歳としくらいの女の子じゃないか！》

　プラチナブロンド、褐かつ色しよくの肌。綺き麗れいな顔立ちをしていた。青いラバースーツのような物を着ており、身体からだのラインにスーツがフィットしていて艶なまめかしかった。

「間違いないわ、アレは東とう京きよう騎き士し団だんのパイロットスーツよ！」

《じゃあ、あの子がゼインの捜してる人なのか！》

　少女は、すでに浅瀬地帯の半ばまで到達しており、背後から追いかけて来ていた鋼こう鉄てつ製せいのオオカミ達に向かって、手にした自動小銃を乱射している。しかし全身が鋼鉄でできているオオカミの体表は固く、銃弾はことごとく火花を散らして弾はじき飛ばされてしまっていた。撃うっても撃っても、オオカミを倒すことはできず、足止めが精一杯な様子である。

　名薙は対岸を指差して青ざめた。

《やばいぞ……対岸からもオオカミ達が来てる！　挟み撃ちにされてるぞ！》

　名薙が言った通りの状況である。

　ビッグサイトから浅瀬地帯を挟んだ遠く。元々は名薙達がやって来た方角に、鋼鉄製のオオカミ達が群れているのを視認できた。数は４匹である。

　その中に、一際目立つ巨大なオオカミが一匹いた。

　────周囲の木々よりも大きいため、頭部や胴部の一部が、木の上にはみ出て見えていた。

《でかっ！　なんだよ、あのサイズ！　ボスキャラか！》

　名な薙なぎの軍用ＰＱＣピクシーが、巨大オオカミのシルエットを、自動的にカラーマーキングして表示する。すると名薙の目前に、マモノの拡大映像を表示したウインドウが開き、そこに注釈で、様々な文字情報が表示され始めた。マモノの名称、全長、体重、特徴から習性まで。

　まるでＲＰＧのステータス画面である。

《すごい、これマモノのステータス情報かよ！》

　驚きよう嘆たんしている名薙には構わず、アニカがマモノのステータスを見ながら呻うなる。

「……全長８メートルの大物じゃない。あんなのに襲おそわれたら終わりよ！」

《とにかく……あのでかいのがここまで来る前に、あの子を助けなきゃ！》

　意気込む名薙に、アニカが鋭するどい剣けん幕まくで言ってきた。

「ナナギ、よく聞いて。私の拳銃ハンドガンや、あの子が撃うってる自動小銃じゃ、硬いマモノの身体からだは撃ち抜けない。けどアンタが持ってるそのＸＭー９ライフルは、フレシェット弾を使用してるわ。対マモノ用の徹てつ甲こう弾だん。２、３発マモノに撃ち込めれば十分に殺傷力を発揮できるわ。ようするにアンタの武器でしか、あのオオカミは倒せないってことよ。残弾はいくつある？」

　アニカの説明を受けた名薙は、自分の視界隅に表示されている銃弾の残弾表示を確かく認にんする。

《……26発だ》

「敵の数は小さいのが全部で８匹。大きいのが１匹。無む駄だ撃ちはできないってことね」

《というか１発も無駄にできないじゃないかよ……！》

「名薙って、射しや撃げきの腕は良い方なの？」

《テレビゲームでＦＰＳやり込んだくらいの腕前でしかないよ。実物なんて撃ったことない》

「ちょっと、銃撃ったことないの！　この御時世で！　どんだけ温室育ちなのよ！　……って、撃ったことあっても覚えてないわけか。めんどくさいわね、アンタ！」

　呆あきれるアニカに返す言葉がなく、名薙は気まずい表情で黙だまり込む。

　しかし気を取り直したアニカは、皮肉っぽい大きな嘆息混じりに言った。

「そのＰＡミリガスには、ちゃんと射撃補正アプリが入ってるから、射撃対象が近くにいれば、どんな下へ手たくそでもまず外さないわ。とにかくやるしかない！　アンタが持ってる徹甲弾と、ゼインが頼みの綱つななんだから、しっかりしてよね！」

　そう言うとアニカは、喉のど元もとのタッチパネルでＰＱＣピクシーを操そう作さし始めた。

「今から私のお手製ハッキングアプリを使って、軍用衛えい星せいの回かい線せんに紛れ込むわ。それならきっと、あの子が付けてるＰＱＣピクシーにも呼びかけられるはず」

　浅あさ瀬せの中をオオカミから逃げ惑っている少女の方角に向かって、アニカは話しかける。

「────そこのマモノから逃げてるアンタ、こっちの声が聞こえてる？」

《こちら東とう京きよう騎き士し団だん、遺い跡せき調ちよう査さ小隊のベレッタ……声は聞こえている。そちらは誰だれだ》

　アニカの呼びかけに、逃げ惑っている少女の声が応こたえた。

　名な薙なぎは２人のやり取りを聞く。

「今からアンタを援えん護ごするわ！　私達はそっちから見て10時の方向、ビッグサイト遺い跡せきの前にいるわ！　こっちは予備弾数が少ないから、敵を近付けて確かく実じつに倒したいの」

《……状況了解。私がそちらへ、敵を引き付ければ良いということか》

「理解が早くて助かるわ！　今、アンカーを表示したから、その位置まで来てちょうだい！」

　ＰＡミリガスの行き先に、ＣＧ映像の黄き色いろ矢印が現れた。

「アンタがそのアンカーの位置まで逃げてきた来たら、アンタの後ろから来てる小型の８匹に、ありったけぶち込むわ！　その隙すきに私達と合流して！　でかいのが来る前に逃げるわよ！」

《……大型の足は速い。逃げきれないぞ》

「最悪、逃げきれなくても３分保もてば十分。ここに────〝剣聖〟が合流するから」

《！》

　アニカの言葉に、少女の声は僅わずかに動揺したようだった。

　しかしすぐに反応する。

《状況は了解した。援護に感かん謝しやする》

　名薙とアニカは物陰に隠れ、銃口を少女の後方から迫って来ているマモノ達に向ける。

　直後────遠くで木々を押し倒し、浅あさ瀬せ地帯に巨大な親玉オオカミが飛び出して来た。

　巨大な水みず飛沫しぶきを上げて接近して来る巨体を見ながら、名薙は青ざめて喚わめいた。

《でかいのも、思ったより早く浅瀬に突入して来たぞ、アニカ！》

　名薙が喚いている内に、少女がビッグサイト正面の階段付近まで逃げて来た。

　アンカーの矢印は、もう目と鼻の先である。

「今よ、しっかり狙ねらって当てなさい！」

　少女がアンカーの位置に辿たどり着いた瞬しゆん間かん、アニカは名薙に声をかける。

　アニカの銃口から激はげしい銃火が迸ほとばしり、次々と熱ねつされた銃弾が吐き出されていった。銃弾は少女の後続にいたマモノ達の体表に着弾し、火花を散らせる。アニカが言った通り、拳銃ハンドガンの銃弾で身体からだを撃うち貫くことはできないものの、着弾の衝しよう撃げきで足を止めることはできるようだった。

　名薙の視界に映るオオカミ達に、ロックオンカーソルが表示された。

　そのカーソルに向かって銃口を構えると、ライフルを構える名薙の肘ひじ関かん節せつ角度や、手首の関節角度が自動で微び調ちよう整せいされる。まるでＦＰＳゲームの自動照準補正のような機き能のうが働いていた。

　名薙は────生まれて初めて銃の引き金を引いた。

　予想していたよりも反動は小さく、鈍にぶい衝撃が名薙の手首から肩を抜けていく。

　銃弾は、面おも白しろいようにオオカミ達の身体を直撃して血飛沫を散らした。

　重々しい連射の発砲音が轟とどろき、大振りな薬やつ莢きようが排莢口から飛び出ていく。名薙は、アニカが足止めした７匹のオオカミを、首筋と胸元に風穴を開けて瞬しゆん殺さつする。

《やった！　意外になんとかなるもんじゃないか！》

　しかし血で赤く染まった浅あさ瀬せの上を────撃うち漏らした残り１匹が飛び越えて来る。

《やばい！　１匹だけ撃ち漏らした！　弾切れだ！》

　生き残った１匹は、名薙達に合流しようとしている少女の背後に駆け寄る。そして大口を開け、階段を上っている途中の少女を、背中から嚙かみ砕こうとしていた。

　名な薙なぎは銃を捨てると、腰の後ろに装備していた大振りなナイフを取り出した。

　甲かん高だかい高音を響ひびかせ、刀身は高速で振動し始める。

　その高速振動ナイフを構え、名薙は浅瀬を駆けて来るオオカミに立ち向かって行く。

「ナナギ、無む茶ちやよ！」

　大口を開けたオオカミに襲おそわれる名薙を見て、アニカは叫んだ。

　刹せつ那な────大気を叩たたくような、重い衝しよう撃げき音おんが轟とどろいた。

　ビックサイトの屋根から、重々しい音を纏まとった人ひと影かげが、彗すい星せいのように高速落下して来た。

　人影は名薙とオオカミの間に割り込むような位置取りで、浅瀬の水上に着地する。

　同時に地響きが起こり、人影は地面に足を埋めながら、高い水みず飛沫しぶきを周囲に飛散させる。

《……なっ！》

　名薙が、茫ぼう然ぜん自じ失しつの言葉を漏らした。

　水飛沫の中で……赤い眼がん光こうが不気味に灯ともった。

　名薙の目前で大口を開けていたオオカミは、すでに頭が左右に両断されて絶命していた。

　水飛沫の中で、血に汚れたオオカミを見下ろしていた人影は、１機きの白いＰＡだった。

　その手には、刀身が薄うす青あおい光に包まれた一振りの騎士剣ナイツソードを手にしている。

「遅いのよ、ゼイン！」

《ごめんねー。ちょっと道が混んでてさー》

　格好良く駆け付けたゼインは、滅め茶ちや苦く茶ちや軽い口く調ちようで惚とぼけた。

「今アンタが倒したソイツで最後じゃないわよ！　対岸の方から大きいのが１匹近付いて来てるのが見えるでしょ！　アレもなんとかしなさいよ！」

　アニカはそう言って、遠くから遅れてこちらに向かって来ている親玉オオカミを指差した。

《老骨１人に、あんなデカ物を相手にしろだなんて、アニカちゃんは鬼畜だなあ》

「だ、誰だれが鬼畜よ！」

《へいへい、じゃあやっつけてきますよーだ》

　ゼインの白いＰＡは、剣を手に提げたまま、地響きと共に駆け寄ってくる大型のオオカミに向かって歩き出した。その後ろ姿に手を伸ばしながら、襲われていた少女が言った。

「無茶です！　あんな大型のマモノを銃や火薬もなしに、しかもたった１人でなんとかするなんて！　せめて自律誘導爆弾ドローン・ミサイルでもなければ太た刀ち打うちなんて！」

「普通ならそうよね」

　アニカは苦笑して言った。

「でもあのオッサン────全然〝普通じゃない〟から」

　突進して来るオオカミに向かって、ゼインが呟つぶやく。

《ホントまあ、でかい図ずう体たいしちゃってさあ。こりゃ一刀両断は難むずかしいサイズだねえ》

　巨大オオカミは、火の点ついた火薬のような勢いで、ゼインを目掛けて駆かけて来る。

　アスファルトを抉えぐりながら疾しつ駆くするその巨体は、削れた地面の破片を撒まき散らし、鋭するどい水みず飛沫しぶきを上げていた。その正面に余裕で佇たたずむゼインだが、金属の装甲を纏まとっているからとは言え、衝しよう突とつされればタダでは済まないはずだ。

　ゼインは普ふ段だんのおちゃらけた態度とは違う、鋭い口く調ちようで言った。

《────仕方ねえから、〝滅めつ多た切ぎり〟にさせて貰もらうぜ》

　再び、大気を叩たたくような重い衝しよう撃げき音おんが轟とどろいた。

　その音は────ゼインの白いＰＡの各関節部に埋め込まれた、小型の急バ加ー速ニ器アが吐き出す圧あつ縮しゆく空気の衝撃波音だった。

　小型急加速器シヨツト・バーニアによって、ゼインのＰＡは勢い良く前方に弾はじき出される。

　瞬しゆん時じに飛び去ったかと思うと、ゼインは一瞬で、突進してくる巨大オオカミの側面に回り込む。

　巨大オオカミは、突如として目前から消えたゼインに戸惑った。

　その戸惑いが隙すきを生む。

　ゼインは自分の目前に捉とらえた巨大オオカミの脚を、躊躇ためらわず横よこ薙なぎに両断しようとする。

　ＰＡの肘ひじ部ぶに付いた小型急加速器シヨツト・バーニアから、空気衝撃波が吹き出た。すると、騎士剣ナイツソードを手にしたゼインの腕部は、目視できない高速でオオカミの脚を両断する。

　切断面からは火花が飛び、木の幹程もあるオオカミの脚は、鮮せん血けつを散らして転がる。

　前脚の片方を失い、バランスを崩した巨大オオカミは、前のめりに転びそうになっていた。

　しかしオオカミの巨体が地面に接触するよりも早く────ゼインはもう動いている。

　次々と小型急加速器シヨツト・バーニアから衝撃波が迸ほとばしり、その度たびに、加速されたゼインの姿が、瞬間移動をしているかのようにオオカミの周囲を疾走する。

　ゼインが高速移動する度、見る間に巨大オオカミの４本の脚部が切断されてしまった。

　そして最後には────呆あつ気けなくオオカミの太い首が斬きり飛ばされていた。

　血飛沫を上げて転がり飛んで行くオオカミの身体からだは、一瞬の内にバラバラだった。

　シャワーのように血の雨を浴びながら、ゼインの白いＰＡの赤い瞳ひとみが、怪しく光った。

　名な薙なぎもアニカも、ＰＡミリガスの女性までもが、ゼインの攻勢に見とれてしまっていた。

「あのでかいのを……瞬殺かよ！」

　ぬるい唾つばを飲み込み、名薙はようやく、その一言だけを発することができた。

　赤く染まる浅あさ瀬せの中を、血ち濡ぬれた白いＰＡが、静かに歩み寄って来ていた。

　その姿を見た名な薙なぎが感じたのは、勇ましさと────背筋が凍るような冷酷さだった。

　アニカと少女は、オオカミの死し骸がいの傍そばで腰を落としたままの名薙へ駆け寄った。

「大丈夫ですか！」

　起き上がろうとしていた名薙に、少女とアニカが手を貸した。

　２人に手を貸して貰もらい、よろめきながらも、なんとか名薙はその場に立ち上がる。

　名薙は頭部装甲ヘツドユニツトを取り外し、改めて助けた少女を観かん察さつしてみた。

　美しいプラチナブロンドの長髪。凜り々りしい青い瞳ひとみに、褐かつ色しよくの肌。美び麗れいな面おも立だちである。少女は握手の手を名薙に差し伸べ、小さく微笑ほほえんで言った。

「私は東とう京きよう騎き士し団だんの騎士候補生、リーゼ＝ベレッタです。先程は危ないところを助けていただき、ありがとうございました。あなた方の御助力に感かん謝しやします」

　リーゼに差し出された腕を、名薙はＰＡの腕で優やさしく握り返す。

「どういたしまして。……もしかして、このビッグサイト遺い跡せきに来ていた調ちよう査さ隊たいっていうのは、リーゼさんのことなんですか？」

「はい。先日、この遺跡周辺の森で光学異常現象が観かん測そくされたため、８人編へん成せいの部隊で調査に来ていたんです。その調査団の１人が私でした」

　名薙の予想を、リーゼは明朗な口く調ちようで肯定する。
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「８人ってことは、リーゼさん以外の他ほかの人達も、この近辺にいるってこと？」

「…………他の仲間は全滅しました。生き残りは私だけです」

　その答えだけ、リーゼは苦々しく名な薙なぎから視し線せんを逸そらして言った。

　リーゼの表情から心中を察し、名薙とアニカは、それ以上は口を噤つぐんでしまう。仲間が全員死んで、独りぼっちでこの遺い跡せきに取り残されていたのだ。その心中は察して余りあった。

　黙だまり込んだ３人のすぐ傍そばで────いきなりマモノの死し骸がいがビクビクと痙けい攣れんを始めた。

「うわっ！」

　名薙は慌てふためいてしまう。

　ゼインが頭部を両断したマモノの死骸は、横たわったまま、宙を引ひっ搔かくように４つの脚を振り回してもがき始めた。起き上がることまではできない様よう子すではあったが……割れた頭部についた眼球は、未いまだに獲え物ものである名薙達を凝ぎよう視ししている。

「……コイツ、まだ動けるのかよ！　死んでなかったのか！」

「いいえ。すでに致命傷は与えています。けれど出血量が足りなかったため、即死するまでには至らなかったのでしょう。そのうち息絶えますよ」

　リーゼの説明を聞きながらも、名薙はどうにも納得がいかなかった。

　そのため思わず、死にかけのマモノをマジマジと観かん察さつしてしまう。

　マモノの割れた頭部は、その中身を無残に露ろ出しゆつさせていた。唾だ液えきにまみれて垂れた舌。消化器へ続いていると思わしき食道。縦じゆう横おう無む尽じんに体内を這はっていた血管からは、酷ひどく出血している。

「……！」

　名薙は、ある異常に気が付いた。

「このマモノ……脳がない……！」

　普通の生命体であるのなら、それは頭部にあるべき重要器官だ。

　思考を司つかさどり。記き憶おくを保存し。生命活動を制御するのに欠かせない器官である。

　それがなくて何な故ぜ……マモノという生物は、歩き回ったり、人を集団で襲おそったり、動物的な行動ができるというのだ。

　驚きよう愕がくしている名薙に、アニカが言った。

「コイツ等らに脳は必要ないわ。生物であって、生物ではないもの」

「どういうことだ」

「金属知性体マモノ────コイツ等は、動く〝ＤＮＡコンピュータ〟よ」

　アニカの口から出た聞き慣なれない単語に、名薙は怪け訝げんな顔をしてしまう。

　案の定、わかっていない様よう子すの名薙に呆あきれて、アニカは説明した。

「言い方を変えて、液体コンピュータと呼んだ方がピンとくるかしら。例えばＤＮＡの入った液体に、解かせたい問題を化学物質の形にして投入するの。そうすると、一いつ瞬しゆんの化学反応によって問題の答えが形成される。化学反応による超並列演算マシン。ＤＮＡコンピュータは、人類が考案した中でも最速に近い演算性能を持っているコンピュータよ」

「化学反応で計算するコンピュータ……ってことか」

「その通りよ」

　アニカは、自分達の足下を指差した。

　周囲の海面は、マモノから流れ出ている血液で赤く染まっている。

「マモノの体内を流れているこの血液は、ＤＮＡコンピュータそのものなの」

　平然と言うアニカの発言に、名な薙なぎは絶句する。

「マモノにとって脳に当たる物は、体内を流れている血液。だから脳ではなく、血液で思考しているというのが正しいわね。〝血液回路ブラツド・サーキツト〟とでも言えばイメージが湧わくかしら。だからコイツ等らは、心肺機き能のうと消化器しか臓ぞう器きを持たないの。いずれも、体内で血液を生成し、生命を維持するために必要な臓器ばかり。オマケに肉食よ」

「なんだそれ。コンピュータって言うわりに、それじゃあ生物とほとんど変わらないじゃないか」

「自然の生態系へ溶け込めるように、血液をプログラミングされた人工生物。限りなく生き物に近いコンピュータ。それがこの〝金属知性体マモノ〟と呼ばれる怪物よ」

「じゃあコンピュータが、生き物みたいに振ふる舞まっているっていうのか……！」

「こういう鋼こう鉄てつ製せいの奴やつ等は標準的なマモノで、地域によっては全身ダイヤモンド製の翼よく竜りゆうとか、全身希少金属の巨人のような種がいるのも確かく認にんされてるわ。彼等は〝歩く資源〟として狩猟されたりもしてる。マモノと人間の関係は、持ちつ持たれつだったりする側面もあるわね」

　名薙は困惑し、説明してくれたアニカへ言った。

「……どういうことなんだ。このマモノって化け物がコンピュータで、しかもプログラミングされているって言うなら……つまり〝人間が造った〟ってことなんだろう？」

「……」

　突然、アニカは黙だまり込む。

　そうする理由はわからなかったが、名薙は湧わき上がる疑問を口にせざるを得なかった。

「どうして人が造った物が、こうして人を襲おそっているんだ。……おかしいだろ」

「元々、このマモノ達が〝生物兵器〟として生み出されているからですよ」

　答えたのはアニカではなく、リーゼだった。

　不意に吹き付ける風に髪をなびかせながら、リーゼは悲しげに名薙へ言った。

「第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんで、マモノは人間を殺すために製造されました。〝人類の敵〟によって」

「人類の敵……？」

「これは戦争が残した、負の遺い産さんの１つですよ。戦後、マモノ達は遺棄され、世界中に独自の生態系を形成して生息しています。マモノの脅威に怯おびえながら、人類は危険の少ない場所で息を潜ひそめて生きていくしかなかった。そうして、この時代は形作られているんです」

　そう言うと、リーゼとアニカは重々しく黙だまり込んでしまった。

　あまりにも想像の範はん疇ちゆうを超えているマモノの説明を受け、名な薙なぎは啞あ然ぜんとしてしまう。

　そうして名薙が呆ほうけていると、構わずアニカとリーゼは、マモノの屍しかばねを越えて歩き出した。

　行き先には、マモノの親玉を倒したゼインが待っている。

　それ以上は何も言わずに去って行こうとする２人の背中に続こうと思いながら、名薙はもう１度だけ、死にかけているマモノを見た。

　脚をばたつかせていたマモノは、いつしか動かなくなっている。

　もはや体内に、思考できるだけの血液が残されていないのだろう。

「こいつ等らみたいな動くコンピュータ生物が、世界中をうろついてるってのか……？」

　名薙は表情を険しくしてしまう。

「いったいどうなってるんだよ、この未来は……！」

　限りなく生物に近い、野生の〝コンピュータ〟の脅威に晒さらされている世界。

　どうして名薙は……こんな時代に来てしまったのか。

　この時代では、わからないことばかりが続いていた。
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　名な薙なぎ達がアニカの家へ戻って来た時には、すでに周囲は暗くなり始めていた。

　……アニカ曰いわく。

　夜に明かりを点つけて車で走っているとマモノに発見されて、襲おそわれやすいのだという。

　そのため夜は無理に移動しないのがサバイバルの基本なのだ。

　やむなくその日は、ビッグサイト遺い跡せきの近くで１夜を過ごすことになった。

「各関節に搭載した小型急加速器シヨツト・バーニア！　そして銃火器を持たず、双剣のみで武装したＰＡパーソナル・アーマ！　剣１本で形成を逆転する伝説の────あの〝剣聖〟ゼイン様に出会えるなんて、感かん激げきです！」

　リーゼはゼインを「様」付けで呼び、敬礼をしていた。

　対するゼインはビール缶を片手に、いつも通りカラカラと笑っている。

「いやいやー。そもそもカワイコちゃんを助けるのは男として当然の義務だし。そう畏かしこまってくれなくても良いよー、リーゼちゃん。様付けもやめてよー」

「滅めつ相そうもありません！　ローマの防ぼう衛えい作戦や、米国国防総省ペンタゴンへの侵攻作戦など、数々の武ぶ勲くんを誇る英雄を、様付さえせずに呼ぶだなんて、東とう京きよう騎き士し団だんは恥知らずと言われかねません！　調ちよう査さ隊たいに、後から〝腕利きの騎士〟が合流するとは聞いていましたが、まさかそれがゼイン様だったなんて知りませんでした！　本当の本当に感激です！」

　暑苦しく捲まくし立てるリーゼに、いつもヘラヘラしているゼインも圧おされ気味な様よう子すである。

　名薙達は、アニカが作った夕飯のカレーを食べ終え、リビングルームで談だん笑しようしているところだった。名薙は先程から、リーゼとゼインのやり取りを、奇妙に思っていた。

　傍かたわらのアニカに、思わず耳打ちして尋たずねてしまう。

「……なあ、アニカ。ゼインのオッサン、気のせいかリーゼさんに尊敬されちゃってないか？」

「そりゃあ、あんな飲んだくれのアル中でも、一応は〝剣聖〟だし」

「剣聖……？」

　アニカは食後のリンゴをモゴモゴ齧かじりながら、小さく嘆息した。

「やっぱりナナギは、ゼインのあの特殊なＰＡパーソナル・アーマを見ても気が付いてなかったわけよね……」

　アニカは名薙に説明した。

「世界に72カ所存在する城じよう塞さい都市。その内５つの都市から〝名誉〟の称号を与えられた者は、特別な呼び名を与えられるわ。彼等らには世界中のあらゆる戦場に介入する〝自由遊ゆう撃げき権けん〟と、普通の兵士には到底乗りこなせない〝異常性能イレギユラースペツクの特殊ＰＡ〟が与えられる。あの飲んだくれのゼインは、その１人なのよ」

　後頭部に手を当ててヘラヘラ笑っているゼインを、アニカは横目で見ながら言った。

「特にあのオッサンはね……あれでも大衆から〝剣聖〟と讃たたえられる、人類最強の騎士よ」

「あのオッサンが……人類最強の騎き士しだって……？」

　名な薙なぎはただただ首を傾かしげ、眉まゆをひそめるしかない。

　和わ気き藹あい々あいとしていたゼインだったが、ふと真ま面じ目めな口く調ちようでリーゼに尋たずねた。

「……それで？」

　ゼインの態度が変わったため、名薙達はその言葉に耳を傾ける。

「リーゼちゃんの部隊が、例の調査のために東とう京きよう政府から派遣されていた調査隊なんだよね」

　ゼインの切り出した話で、途と端たんに室内の空気が重くなる。

　そもそもゼインは、リーゼの部隊に合流するつもりでビッグサイト遺い跡せきへ足を運んで来ているのだ。質問する権利は勿もち論ろんあるのだが……仲間が全滅したリーゼに尋ねる話題としては、今は思い出すのも酷な内容である。

　しかし黙もくすることなく、リーゼは毅き然ぜんと答え始めた。

「……その通りです。１週間前のことです。科学技術省が保有する偵察衛えい星せいが、ビッグサイト遺跡周辺のエリアで、無数の生体反応と、発光現象を観かん測そくしました。政府指定の立入禁止区域に、たくさんの人間が存在している可能性が確かく認にんされたんです。そのため騎士団は東京政府の要よう請せいを受けて、ビッグサイト遺跡の周辺状況を調査するために、私達の部隊を編へん成せいしたのです」

「ふむふむ。それはオッサンが東京の街にやって来るより前の話だね」

「２日間の調査の結果、めぼしい異変は見当たらず、衛星で確認された人々の痕こん跡せきも発見できませんでした。そして部隊が深夜の森を移動していたところ……マモノの群れに襲おそわれました」

「……ってことは、リーゼちゃんの部隊を全滅させたのはマモノだったのかい？」

「いいえ。私の部隊を壊かい滅めつさせたのは、森の奥から照射された〝強烈なレーザー光こう線せん〟のようなものでした。おそらくあれが、観測された発光現象の正体だったのだと推測しています」

「謎のレーザー光線……？」

「私は１人で救助を待っていました。搭乗していたＰＡミリガスの燃ねん料りようも切れ、後は手持ちの残弾がなくなるのが先か、救助されるのが先かの勝負でした。そして……皆さんに会えたんです」

　ソファに座って語るリーゼは、暗い顔をした。

　ゼインはビール缶をすすりながら、苦笑いして言った。

「んー。なるほど。そうするとオッサンが事前に東京政府から貰もらってた情報と合致してくるね」

「情報……ですか？」

　ゼインは珍しく表情を厳きびしくし、缶ビールに口を付けながら話した。

「異常な光学現象が観測された森。そこに向かった調査団。そして、その調査団を全滅させた謎なぞの光線か。やっぱりどう考えてもマモノの仕業じゃないねえ」

　ゼインは苦笑する。

「マモノは、喰くうために人を殺す。けれど殺すことが目的の殺人なんてしない。そんなことをするのは人間か、もしくは……」

「────〝天使アイオーン〟ですか」

　リーゼは、考えていた可能性を苦々しく口くちにした。

　その言葉を耳にしたアニカが、僅わずかに表情を陰らせる。

　アニカの変化に気付きながらも、ゼインは飄ひよう々ひようとした態度で話を続けた。

「ほぼ間違いないねえ。東とう京きよう政府もそう思ってるよ。だからオッサン、その天使アイオーンをやっつけて欲しいって言われて、ビッグサイト遺い跡せきで君達の部隊に合流するつもりだったんだもん。しかも一般人の混乱を避けるために、内密に動いて欲しいときたもんだ。今回、民間のアニカちゃんを雇ってコッソリ動いてたのも、その辺の事情なんよ。……光こう線せんを放つ天使アイオーンって言えば〝悪名高いあの人〟がいるよねえ」

「まさか……！　じゃあ私の部隊を全滅させたのは……！」

　ゼインの言葉を聞き、リーゼが青ざめていく。

「軍用のＰＡって、兵士が戦場で見ていた映像情報を、量子接続エンタングルされた月の情報記憶衛星サテライト・ストレージに自動バックアップしてるでしょ？　指揮官が戦場をリアルタイム中継するためにさ。リーゼちゃん達の部隊の最期の映像情報も、後で東京に戻ったら確かく認にんする必要がありそうだね」

「私の部隊が見た、最期の映像を御ご覧らんになられるのですか……」

　えげつないゼインの言葉に、リーゼは苦々しく黙もくしてしまう。

　一方、アニカが笑いもせず、ゼインに尋たずねた。

「私を雇ってビッグサイト遺跡に来たのは、天使アイオーンを暗殺するためだったの……？」

「そうだよ。オッサンは、ようするに東京政府から雇われた始末屋だったのさ」

「……」

　アニカは急に苛いら立だち、ゼインを睨にらみ付けた。

　涼しい顔でビール缶をすするゼインに背を向け、アニカは２階へ続くハシゴに向かった。

「あ、おい。アニカ。どこ行くんだよ」

「……今日きようは色々あって疲れたから、もう寝るわ。２階は私の部へ屋やだから、入って来ないで」

「寝るって……急になんで」

　ハシゴを登って２階に上がり、アニカは入り口の蓋ふたを乱らん暴ぼうに閉めてしまう。

　家主のアニカがいなくなり、リビングが静まりかえってしまった。

　沈黙に耐えかねた名な薙なぎが、恐る恐るゼインに尋ねた。

「……天使アイオーンってなんだ？　マモノとは違う怪物がいるの？」

「ナナギ君。色々親切に教えてくれるアニカちゃんだけど、その質問はしない方が良いよ」

「どういうことだよ」

　ゼインは僅かに言い淀よどんだ。

「天使アイオーン────マモノを創つくり、世に放った災さい厄やくの人々。第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんの勝者であり、今もなお人類の上に君くん臨りんする者。世界中にマモノが蔓延はびこり、人の住める場所が限られてしまったのは、全すべて彼等らの仕業なんだよ」

「マモノを創つくった人々……？」

　言葉を嚙かみ締しめている名な薙なぎに構わず、今度はリーゼが、ゼインに尋たずねた。

「……先程、アニカさんがカラーの入ったＡアＥイを取り外しているのを見てしまいました。アニカさんのあの赤い瞳ひとみ。彼女はもしかして……」

「普ふ段だんのアニカちゃんは元気いっぱいに見えて、抱えてる事情は複雑だったりするんだよ」

　ゼインは微笑ほほえみ、それ以上のことは誤ご魔ま化かすだけだった。
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　西暦２０３９年。第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんが勃発した。

　戦場となったのは、世界中、全ての国々。

　しかし戦ったのは、国と国同士ではない。

　人類の文明社会を脅かした存在とは────新人類と呼ばれる赤い瞳の人々だった。

　新人類。

　なんのことはない、名薙達と同じように、赤い血の流れる人間であるらしい。

　彼等は長い間、人類の社会に潜せん伏ぷくし、攻勢に出る機き会かいを窺うかがっていたのだと言われている。

　２０３９年、突如として表世界に現れた彼等は、人類に対して宣戦布告を行った。

　そうして各国の主要都市は、新世代達による同時多発攻こう撃げきを受けるに至ったのである。

　開戦の理由は────未いまだに〝歴史の謎なぞ〟とされている。

　政治的イデオロギーだったのか。宗教的な思想によるものだったのか。

　理由も定かではなく始まった大戦は、ただ新人類の勝利という事実で完結した。

　戦争に勝利した新人類は程なくして、自らを人類と区別するために天使アイオーンと名乗り始める。

　生き残った人類は、戦時中に天使アイオーン達が世界中に放った生物兵器バイオ・ウエポンである〝マモノ〟の脅威に怯おびえ、今日きようまで息を潜ひそめるように生き延びていた。戦後も容赦なく続いた、天使アイオーン達の人間狩りで、何度も絶滅の危機に追い込まれながらも、それでもしぶとく人類は生存し続ける。

　……それから数十年の歳月が流れた。

　ようやく人類は再集結を始め、世界各地に科学文明を取り戻すことに成功する。

「……そして天使アイオーンやマモノの脅威から身を守るために、鉄てつ壁ぺきの城じよう塞さいに囲まれた都市を造り上げた。それが歴史か」

　装甲車の助手席に座り、名薙は道路の前方に見えてきている人工建造物を見つめていた。

　左右の地ち平へい線せんの向こうまで続いている、巨大な白い壁かべだった。

　ゼインの話では、高さ80メートルのコンクリート製の城壁であるらしい。

　その城壁の向こうに、目的地である「東とう京きよう」の街があるのだという。

　道路の遠く向こうには、すでに城門と思おぼしきアーチ状の入り口が見えていた。

　舗ほ装そうのおぼつかない森林地帯から、国際道路と呼ばれる大きな道路に合流してからは、その入り口まで一本道である。

「アレが〝城じよう塞さい都市〟って奴やつか！　行くの楽しみだなあ！　バカみたいにでけえし！」

「バカは城塞じゃなくてアンタの方でしょ」

　目を輝かがやかせて喜んでいる名な薙なぎに、運転席のアニカが悪態を吐ついた。

　アニカの悪態に慣なれ始めてきた名薙は、特に気にせずアニカに言った。

「あの城塞の向こうには、２１４０年の……つまり超未来の街並みが広がってるんだろ！　いやいやどんなのか想像するだけでも、もう楽しみで仕方ないんだよね、オレはさ！」

「みっともなく、はしゃがないでよ。一応、アンタって歳とし上うえっぽいんだしさ」

「あー。そういえばアニカは何歳なんだ？」

「え？　数え年で14だけど？」

「オレは16だ。フッ、些さ細さいなところで勝ってしまったな。オレの方が目上じゃないか」

「な、何よ！　私は負けてないもん！　もしもアンタが２０１５年から来たってんなら、１００歳超えのクソじじいでしょ！」

「じ、じじい!?」

　アニカの言葉に衝しよう撃げきを隠せず、名薙は口くち籠ごもってしまう。

　やがて装甲車は、城塞都市の入場ゲートに辿たどり着いた。

　そこは高速道路の料金所と、空港のターミナルが合わさったような景けい観かんの場所になっていた。

　他ほかにも都市外に出ていた車両がいくつかあるらしく、ゲートの前で、アニカの装甲車は順番待ちをさせられることになる。

　名薙にはゲートの受付員が何をしているのかわからなかったが、許可証のような物の確かく認にんや、車両に積つまれた銃火器や他の積み荷のチェックを念入りに行っている様よう子すだった。

　名薙が見た限りでは、一般的な空港の入場検査と同じようである。

　諸もろ々もろの手続きが終わり、アニカの装甲車はようやく入り口のゲートを抜けた。

　その向こう側に広がるのは────名薙の時代から１００年以上進んだ未来の風景である。

「わあっ！」

　名薙は興きよう味み津しん々しんで、助手席の窓に貼はり付いて外の様子を眺めた。

　空を飛んでいる車。タイツみたいな未来のファッション。奇妙な形のビル群。

　……そんなもんなかった。

「あれ……あれれ……」

　灰はい色いろの高速道路。その周りで犇ひしめくように並び立つガラス張りの高層ビル群。

　名薙達の走る高速道路の下道では、信しん号ごう機き待ちをしている車達の姿が見られた。

　見たことのない店名だが、コンビニらしき物まで見えた。

「そんな……これって……！」

　名な薙なぎは頭を抱え、眉み間けんにしわを寄せて絶叫した。

「２０１５年と変わらない風景じゃないですかあああ、やだああああ！」




　　　　▼▼▼




　カーラジオのパーソナリティが、他愛たわいもない談だん笑しようをしている。

　名薙とアニカが会話をしないと、否応なくその声だけが車内を満たした。

　助手席で落ち込み、項うな垂だれている名薙に、アニカが困った顔で言った。

「いつまでメソメソしてんのよ」

「ううっ……酷ひど過ぎる……オレの……オレの思い描いていたエレガントな未来像がぁ……」

「……いったいなにを落ち込んでるのよ、この男は。記き憶おく喪そう失しつになる前だって、きっとこういう場所に住んでいたはずでしょ。ショックを受けるようなことじゃないでしょうが」

　アニカはブツクサと呟つぶやき、嘆息を漏らした。

「まあ確たしかに、今の東とう京きようの街は21世紀初頭頃の生活水準だと言われてるわ」

「おかしいだろ！　１００年以上も未来の世界なんだから、もっと車が空飛んでたり、宇宙船が飛び交ってたり、宇宙人とかが暮らしてないと駄だ目めだろ！　宇宙時代的に考えて！」

「意味わかんないわよ！　人間は戦争で負けたんだから、その時点で文明なんてほぼリセット状態だったのよ！　絶滅寸前に追い込まれて、戦後の焼け野原に住んでた原始人レベルの生活から、ここまでの生活水準に戻ってるだけでもありがたいと思いなさいよ！」

「そうか、昔の戦争のせいでこういうことになってんのか……戦争なんて大嫌いだ！」

　名薙は東京の風景について納得しようとするが……なんとなく納得したくなかった。

　……釈然としない気分を抱えたまま、名薙は車窓の向こうを流れて行く景色けしきに見とれる。

　城じよう塞さい都市「東京」。

　人口７３０万人程の、比較的大規模な人間の都市である。

　信しん号ごう機き待ちで隣りん接せつした車を見て、名薙は驚おどろいた。

「おお……アニカの他ほかにも、装甲車に乗ってる奴やつ等らがいるのか」

「装甲車なんて、今時は珍しい乗り物でもないでしょ」

　平然と言ってのける運転席のアニカを半はん眼がんで見やりながら、名薙は「あっそう」と答える。

　２０１５年の感覚からすれば、装甲車が街中を走っているのは異様なことなのだが……この時代では珍しくないらしい。

　道路を走っている大半の車は、勿もち論ろん一般家庭用の自動車のフォルムをしている。だがしかしそんな中に混じって時々、アニカの車以外にも、道路を走っている装甲車が散見できた。

　どうやら城塞都市外の危険地帯へ出る機会がある車両は、大概が装甲車両になっているようだ。都市間の物資輸ゆ送そうを担う装甲トラックなどという物まであり、そうした車両はコンテナの傍そばに銃座まで付いている始末だ。

　信号待ちなどで隣りん接せつすると迫力があり、まるで移動要よう塞さいのようにも見える大型車両である。

　武装した車両が自然と日常風景に溶け込んでいるのを見ているのは奇妙な感覚である。

「……自分の身は自分で守るのが当然の時代、か」

　やがて名な薙なぎ達の装甲車は高速道路を抜け、下道に出る。

　下道とは言え、そこは一般道と呼べるような景けい観かんではなかった。

　道路の両端には、色取り取りの花々が咲き乱れていた。

　美しく切り整ととのえられた緑の木々も立ち並んでおり、そこで囀さえずる鳥や、水みず飛沫しぶきを上げる噴ふん水すいを見ていると、英えい国こく式しきの庭園のような景色けしきに見えた。

　一本道の道路が続く先には、大きな洋よう館かんが建っていた。

「へえ、でっかくて綺き麗れいな場所だなあ、ここ」

「まあ、国こつ会かい議ぎ事じ堂どうだしね。他ほかの都市のお偉いさんも来る場所だし、綺麗にしとくでしょ普通」

「ここ、え、ここが国会議事堂！」

「いちいち私が言うことに驚おどろくの、そろそろやめてくれない……」

　アニカは疲れた表情で、車を停とめた。

　そこは入にゆう館かん審しん査さを行う場所であるらしく、進入禁止バーで塞ふさがれていた。近くには守しゆ衛えいの詰め所も建っており、そこから出て来た２人の守衛が、アニカの車に近付いて来る。

　入り口の鉄てつ柵さくの前を、青き色いろのＰＡミリガスが複ふく数すう機きで警けい護ごに当たっていた。

　施設は厳げん重じゆうな警備体制が敷しかれているようだった。

「んじゃあ、オッサンはここで１回さよならするよ」

　ゼインはそう言って膝ひざを打つと、ソファから立ち上がった。

「今回の依頼の結果報告は、やっぱり直じかに会って口で伝えないとねえ。オッサン、依頼主の議員さんに会ってくるわ」

「では私も一いつ緒しよに行きます！」

　リーゼも慌ただしく身み支じ度たくを始める。

「私も……調ちよう査さ団だんの件を騎き士し団だん長ちように報告しなければなりませんから」

「んじゃあリーゼちゃんも、オッサンと一緒に行きますか！」

　そう言って後部ハッチに向かおうとするゼインに、アニカが釘くぎを刺した。

「私はこのバカを連れて病院に行ってくるけど……ちゃんとその後の面めん倒どうを、アンタが見てくれるんでしょうね、ゼイン」

「ギク」

「え、オレ、病院に連れてかれるの！　なんでだよ！」

　名薙とゼインの態度にウンザリしながら、アニカは続けた。

「病院で一応、検査して貰もらうに決まってんでしょうに。怪け我がもしてるし、記き憶おく喪そう失しつっぽいし。しばらくなら、病院はどこの誰だれともわからないアンタの面めん倒どうだって見てくれるでしょ。あわよくば警けい察さつに話つけて、身元とか調しらべてくれるかもしれないじゃない」

　アニカの言うことはもっともだった。

　しかし名な薙なぎは……アニカの思惑が徒労に終わることが予測できてしまっているため、渋い顔をするしかなかった。何な故ぜなら名薙の身元は、２０１５年の世界にあるのだから。

　アニカはゼインの方を向いて言った。

「仮にもゼインが助けたわけでしょ、この変態覗のぞき魔まを。もしも身元がわからなかった時、コイツはその辺で野の垂たれ死じぬしかないわよ。責任とって面倒見なさいよ」

「オレは捨て猫かよ！」

「少なくとも今のところは住所不定、無む職しよくの野良男でしょうが！」

　アニカに言われ、実際その通りの状況であることを考え、名薙は落ち込んでしまう。

「オッサンはちゃーんとわかってるよ、アニカちゃん。議ぎ員いんさんと会った後、必ずナナギ君の身元引き取りに病院へ行きますって！」

「よろしい！　今の言葉、ちゃんとＰＱＣピクシーで録ろく音おんしたからね！」

「とほほ。信用ないのねえ、オッサン」

　そうして名薙は、ゼインとリーゼと別れることになった。

　ゼインが車から降りた途と端たん、車窓の外にいた守しゆ衛えい達が、目の色を変えるのを名薙は見た。

「……なんだ？」

　名薙が呟つぶやいている間にも、ゼインの周囲には人だかりができ始める。

　守衛だけでなく通行人達までもが集まり、ゼインは多くの握手を求められていた。

　人だかりに囲まれているゼインを見て、名薙は感心してしまう。

「すごいな、ありゃ……リーゼさんの時と言い、ゼインは人気があるんだなあ」

「それだけ、みんがな剣聖の力に頼っているってことよ。あのオッサンは、天使アイオーンやマモノに虐しいたげられている現代の人間達にとって、希望そのものだから。中身は飲んだくれなのにね」

「人類の希望か……」

　アニカが言う通り、白しろの森もりで巨大なオオカミを斬きり伏せたゼインの姿は……頼もしかった。

　名薙達だけではどうしようもなかった窮きゆう地ちを、ゼインはたった１人で軽々と攻略し、圧倒的な強さで全員の命を救ったのだ。よくよく考えてみれば、ゼインのおかげで、名薙は帰りの道中でマモノに襲おそわれることを怖いと感じずに済んだのかもしれない。

「みんな……そういう気持ちなのかな」

　名薙は車の助手席を立つと、唐突に自らも後部ハッチへ向かう。

「ちょっとちょっと、どこ行くのよ。もう病院へ出発するのよ？」

「お礼言わないとと思ってさ。助けて貰ったのに、まだだったから」

　それを聞いたアニカは、小さく微笑ほほえむ。

「そんなの後でも良いのに。……早くしなさいよ」

「おう。すぐ戻る」

　名な薙なぎは後部ハッチから車外へ出た。

　セミの鳴き声が聞こえる。名薙は夏の陽光に肌を晒さらした。

　遠くに見えるビル群のシルエットが光を反射しており、キラキラと眩まばゆかった。思わず目を細めながら、微かすかに聞こえる車のロードノイズに耳を澄すませた。

　名薙は呟つぶやいてしまう。

「ここが１００年以上先の未来だなんて……何かの冗じよう談だんだよな」

　気を取り直し、名薙はゼインの姿を捜した。

　見れば、いつの間にかゼインの周りの人だかりは、簡かん単たんに近付けない程の規模になっている。

「……こんなにたくさんの人達が、ゼインを頼ってるのか……」

　通りすがりの老若男女。幼い子供達までもがゼインを取り囲み────あるいは涙を流している人までいた。いずれも口々に、ゼインに対して感かん謝しやと労ねぎらいの言葉を投げかけていた。

　誰だれしもゼインに救われ、ゼインを心より尊敬している人々ばかりである。

「────あなたも、剣聖様に救われた人ですか？」

　ゼインを取り囲む人々を見守る名薙に、ふと話しかけてくる声があった。

　振り向けばそこには、小さな男の子の手を引いている、人の良さそうな中年の男がいた。

　問いかけられた言葉に、名薙は苦笑混じりで答える。

「……オレは、白しろの森もりでマモノに襲おそわれた時に助けられました」

「そうでしたか。私とこの子も同じように、剣聖様に助けられたんですよ」

　名薙の返事を聞いた中年男は、優やさしく微笑んで言った。

「私達の住んでいた集落は、城じよう塞さい都市外にある小さな村でして……ある日、天使の軍勢セラフイツク・アルマが放ったマモノの群れに襲われたんです。地方の集落であるということもあり、東とう京きよう騎き士し団だんの援軍が到着するのに時間がかかり、その間に集落は絶滅せざるを得ない危き機き的てきな状況でした」

　中年男は、子供の頭を撫なでながら続けた。

「そんな時、誰よりも早く駆け付けて下さったのが剣聖様です」

　言われて名薙は、人々に縋すがられているゼインの姿を見やった。

　ゼインはいつも通り、ヘラヘラと軽けい薄はくな態度で微笑んでいるだけである。

「あの方はたった１人で、百体以上にも及ぶ凶悪なマモノの群れと戦い続けました。東京騎士団が駆け付けるまでの24時間。たった１人で、剣１本だけで大軍に立ち向かい、身を挺ていしてまで戦って下さった。激はげしい戦いの最中、私達はずっと、あの方の背中を見守り続けていました。傷付き、ボロボロになりながらも立ち向かう背中。それに救われた命が、私やこの子です」

　中年男は感極まったのか、目め尻じりに涙を浮かべながら、微笑む頰ほおを僅わずかに引ひき攣つらせた。

「どれだけ感かん謝しやしても、感謝し足りない。あの方がいなければ、今いま頃ごろ私は、燃もえ盛る瓦が礫れきの下で、妻と子供と共に息絶えていた。ここにはいられなかった。……あそこで剣聖様を囲む人々も、きっと似た者なのでしょう。あの方はすでに、数えきれない命を救ってきたのです」

「数えきれない命……」

「不平も弱音も吐かず、たった１人で傷付き、戦い続けている。私も子供の親だから、共感する部分もあるんですよ。守るべき誰だれかのために、常に強くなくてはならないというのは、とても苦しいことなんです。人々の希望を背負った英雄の苦悩は、きっと我々には計り知れない。あの方が戦ってくれているから、私達は今日きようも希望を持って生きていけるのですよ」

「英雄の苦悩……か」

　話を聞いていた名な薙なぎは、重々しく、その言葉を嚙かみ締しめてしまう。

　ゼインは人だかりを抜けて、車両の進入禁止バーをくぐろうとしているところだった。

　そうしてリーゼと共に、遠くに見えている国こつ会かい議ぎ事じ堂どうの建物へ向かおうとしていた。

　名薙は語りかけてきた中年男に別れの挨あい拶さつを言い、ゼインを追いかけることにした。

「お話をありがとうございました」

「こちらこそ、一方的に話してしまってすいません。またどこかで」

　名薙は中年男と別れ、人々に名残なごり惜おしまれながら去って行くゼインの背中を追いかけた。

　人だかりを搔かき分け、進入禁止バーの手前まで辿たどり着いた時だった。

「っ！」

　適切な言葉が見つからず、名薙は堪たまらず絶句する。

　ゼインと入れ違いで、国会議事堂の方から、日傘を差して歩いて来る少女の姿があった。

　長い黒髪。スレンダーな細身は、陶器のように白い肌をしている。

　名薙と同じ２０１５年の高校の制服を着ており、胸元に十字架のネックレスを垂らしていた。

　少女は美しい庭園の中を散歩しているところだった。

「き、き！　如月きさらぎさんじゃないかよ！」

　名薙は指差しながら、その名を素すっ頓とん狂きように呼んでしまう。

　名薙が発見した人物は、どう見てもクラスメイトの〝如月真ま無な〟にしか見えなかった。

　唐突に名前を呼び付けられた少女は、何事かと名薙へ視し線せんを向ける。

　名薙の存在に気が付くと、その表情は驚おどろき、小さく開口してしまった。

　しかし少女が驚いた反応を見せたのは束つかの間まだった。すぐに優ゆう雅がに微笑ほほえんで、名薙へ言う。

「あら、こんなところで出会うなんて奇遇ね、名薙君」

「奇遇ねって……そんな吞のん気きな話じゃないだろ！」

「そうね。そういえば１００と25年ぶりだったかしら」

　如月真無は日傘を翻ひるがえし、上品に挨拶をして見せるだけだった。
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　照り付けるような太陽が沈み、街は夜の闇やみに包まれる。

　城じよう塞さい都市外で迎える夜とは異なり、東とう京きようの街の夜は、明るくて煌きらびやかだった。

　赤いパイロットランプを緩ゆるやかに明滅させ、その高層ビルは、漆しつ黒こくの中に自らのシルエットを浮かび上がらせている。薄うす暗ぐらい屋上から、大都会の夜景を見下ろしている少女がいた。

　プラチナブロンドの長髪に、凜り々りしい青い瞳ひとみ。褐かつ色しよくの肌をした美び麗れいな面おも立だちである。

　少女は首筋のタッチパネルを操そう作さし、ＰＱＣピクシーの【通話】アプリを読み出していた。

　量子暗号化フィルタを有効にした後、私用回かい線せんで通話相手に呼びかける。

　何回かのコール音が鳴った後に、通話相手がオンラインとなった。

「御ご機き嫌げん麗うるわしゅう、イグニス卿きよう」

　少女が発声すると、通話相手は不機嫌そうに応こたえる。

《……挨あい拶さつなんかどーだって良いだろがタコ。んだあ？　わざわざこのオレサマを呼び付けやがって、つまらねえ用件だったら消し殺すぞ……？》

　通話相手は酷ひどく口汚い口く調ちようで、高圧的な態度をとる。

　少女は構わず、通話相手────イグニスへ向かって続けた。

「御報告いたします。イグニス卿の担当エリアだったビッグサイト遺い跡せきで、生き残りが発見されました。〝過去からの来訪者ヴイジター〟が、まだ２名生存しております」

《……んだと？》

　少女の言葉に、イグニスの口調は拍車をかけて苛いら立だっていく。

　沸点の低いイグニスの機嫌を気き遣づかいながらも、少女はやむをえず続けた。

「現在は城塞都市東京政府に保ほ護ごされています。２名とも政府施設に滞在中のようです」

《……おいおいおい。オレサマが討うち損じた生き残りがいたら、テメエが現地に行って始末する手て筈はずだっただろうが。わざわざオレサマがテメエの部隊を全滅させて、単独で動きやすい状況まで作ってやったってのに……つまり作戦をしくじったって言ってんのかよぉ、おい！》

「申し訳ございません。わざとマモノに襲おそわれて、どさくさで暗殺しようとしたのですが……現地で剣聖と鉢合わせてしまいました。その目をかいくぐっての暗殺は困こん難なんでした」

　少女の淡々とした報告を聞きながら、イグニスは唐突に沈ちん黙もくした。

　その沈黙は長く続き、イグニスは何も言葉を発さなくなってしまう。無言でいるイグニスの態度に緊きん張ちようし、背筋を寒くしながらも、少女はただ黙だまって静かに反応を待つしかない。

　しかしやがて、受話越しにクツクツと笑い始める。

《……クク、今なんつった？》

　笑いを嚙かみ殺そうとしていたようだが、それは無駄な足あ搔がきだった。

《クカカカカカカカカカカカカカカカカ！》

　イグニスは受話器越しに笑い転げる。

《こいつは楽しくなってきやがったなあ！　傑作だぜ！　剣聖ってのは、あのクソ忌いま々いましい人サ類ル共の英雄のことだろう！》

　イグニスの問いかけに、少女は淡々とした口く調ちようで答える。

「剣聖ゼイン。白色双剣の高こう機き動どう型がたＰＡ、ＸＹ02、〝メサイア〟の搭乗者です」

《んなこたあテメエに言われなくてもわかってんだよ、役立たずのクソビッチが！》

　少女の言葉を無残に扱うイグニスに、少女は口を噤つぐむしかない。

《このオレサマが、今までで唯一仕留め損ねた〝剣野郎〟じゃねえか！　城じよう塞さい都市ローマで、あのクソ野郎にやられた手下共のことを思い出すと、今でもむかついてくるぜえ！》

　イグニスは受話口の向こうで、興こう奮ふん気ぎ味みに言った。

《まったくよぉ、〝ソフィア文書〟の預言だか何だか知らねえが、ビッグサイト遺い跡せきに現れるっつー過去からの来訪者ヴイジター共を１人残らず皆殺しにしろだなんてイカした命令貰もらったもんだから、最初は無む茶ちや苦く茶ちや楽しみにしてたってのによ！　現地にいやがったのは、ＰＡすら着てねえハナクソみてえな女子供ばっかりだ！　殺すのなんざ簡かん単たん過ぎだっての！》

　口早に愚ぐ痴ちを喚わめいた後に、イグニスは改めて少女に尋たずねる。

《討うち損じのゴミクズが２匹、東とう京きようのゴミクズ共の街にいるときてるってかあ、ああん？》

「ええ。我々が直接に手を出すのには不向きな状況です。人間の暗殺者を雇いますか？」

《暗殺ぅ？》

　イグニスは不愉快そうな口振りで言った。

《なんでこのオレサマが、たかだか２匹の人サ類ルを殺すために他人の手なんざ借りなきゃなんねえってんだよ、ああっ？　舐なめてんのか？》

「……東京政府も、剣聖も、今回の件にあなたが関与している可能性をすでに疑っています。警けい戒かいしている相手に正面から挑むより、搦からめ手てを使った方が作戦の遂行は容易ではな────」

《真っ向勝負じゃ、オレサマが人サ類ルごときに遅れを取るって言いてえのか────殺すぞ？》

「……！」

　少女は立場をわきまえずに出過ぎたことに気が付き、口を噤む。

《元老院からこのオレサマに与えられた命令は、過去からの来訪者ヴイジターを〝１人残らず皆殺しにしろ〟って話だった。手段は問わずでなあ。兄弟分達はそれぞれ受け持ちの地域で同じ任務をこなしてんだぞ？　オレサマだけが２匹も討ち損じてるだなんて話になってみやがれ、ヴィッカース家の恥だってぇの！》

　受話口でゲラゲラと笑うイグニスの声を、少女は感情を殺したままで聞き続けていた。

　口答えは許されない。意見することも許されない。何な故ぜなら少女の身分は、相手よりも低いのだ。反逆すれば処刑は免まぬかれない。

　イグニスは釘くぎを刺すように、少女へ告げる。

《後始末くらい自分達でやるんだよ。わあったか？》

「……了解しました」

《次はちゃんとオレサマの役に立ちやがれよ、ベレッタ家の娘────リーゼ？》

「御心のままに」

　少女、リーゼ＝ベレッタは、言いながら両目に付けていたＡアＥイを取り外した。

　青く着色されたレンズを取り外すと、その下からは、鮮せん血けつのような赤い色の瞳ひとみが現れた。

　その色こそは、人類に敵対する、神の御使い達に許された赤だった。
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　朝あさ陽ひが空に上り始めると、街の気温は一気に上昇を始める。

　小鳥が囀さえずり出すと共に、今日きようも活動を開始したセミ達が、鳴き声をけたたましくしていった。

　高級住宅街の一角に、３階建ての２世帯住宅が建っている。その家は白い壁かべのモダンなデザインハウスであり、バスケットコートサイズの広い庭まで付いていた。

　────如月きさらぎ真ま無なの家だった。

「んじゃまあオッサンは酒飲んでるから！　少年少女達よ、行ってらっしゃーい！」

　玄関先で、名な薙なぎと如月は、エプロン姿のゼインに送り出される。

　勿もち論ろんのことながら、ゼインはすでに封の開いた缶ビールを片手にしていた。

「美お味いしい朝食を作っていただいて、ありがとうございました。行ってきます、ゼインさん」

　如月は優ゆう雅がにゼインへ向かって微笑ほほえみかけている。そんな如月を隣となりから胡う散さん臭くさい眼まな差ざしで見つつ、名薙は「行ってきます」と小声で言った。

　暑苦しい夏の通学路。

　如月は白シャツにスカートといったシンプルな私服姿であり、長髪をリボンで束たばねている。

　名薙は、昨日きのうの内に、街でゼインに買って貰もらったシャツとジーンズの格好だった。

　お互い、首にＰＱＣピクシーをつけている以外は普通の格好だった。

　白い日傘を差している如月を横目にしながら、名薙は憮ぶ然ぜんとした態度で話しかける。

「……いつからこの時代に来てるんだよ」

「かれこれ１ヶ月前くらいかしら。名薙君は三日前だっけ？　ずいぶんタイムラグがあるのね」

　名薙の視し線せんなど露つゆとも気にしておらず、如月は優雅な態度で答えた。

「タイムラグどころか、最初に目覚めた場所も違うんだろ。如月さんは東とう京きようのすぐ傍そばの森だったそうじゃないか。運が良いというか……オレなんてアニカ達に会えなかったら死んでたよ」

　嘆息し、名薙は話を続けた。

「それにしても……」

　改めて名な薙なぎは、如月きさらぎを呆あきれた顔で見つめる。

「如月さんはもうすっかり順応してるんだな、この時代の生活に」

「ええ。２０１５年にいた頃ころ、少しだけ話をしたでしょ？　私の家は転勤族なの。いつも引っ越しばかりだったから、別にどこで生活することになっても苦にはならないわ」

「いや、そういう問題か？　ここ、オレ達の時代から１２５年くらい先の未来らしいんだぞ。もっとこう、なんというか……」

「驚おどろいたり、慌てたりした方が良いって言いたいのかしら？」

「そう、それ！　君は落ち着き過ぎだろ！」

「だって〝無意味〟じゃない。驚いたり、慌てたりするのなんて」

　如月はハッキリと無意味と断言する。

　上品に微笑ほほえみ、如月は名薙に言った。

「面おも白しろい話があるの。こちらの時代に来てからね。私はインターネットで、過去のニュース記事を独自に調しらべてみたの。そしたら２０１５年のビッグサイトの、テロ事件の記事があったわ」

　如月の言葉に、名薙は驚いた。

「テロ事件って……やっぱりアレは、この時代ではテロだったっていう話になってるのか」

「そうみたいね。第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん以前のニュース記事はあまり残っていないみたいだから、詳しいことはわからないけれど。私達がいた国こく際さい会かい議ぎ場じようを中心に大規模な爆ばく発はつが発生したそうよ。爆発が起きたのはあの会議場だけじゃなく、東展示棟の方でも同時に発生していたみたい。死者重軽傷者が25名。そして死体が見つからなかった行方ゆくえ不ふ明めい者しやが総勢１５２０名」

「……驚いたな。死者の数はともかく、行方不明者がそんなにいたのかよ」

「私達のことよ」

「へ？」

　名薙の顔を、如月は怪しく横目で見やりながら続けた。

「ビッグサイトで起きたこの事件は、テロリストによるテロだと言われながらも、前代未聞の神隠し事件だとも言われているそうよ。その行方不明者の一いち覧らんの中に、私達の通っていた弥や栄さか高こう校こう一同の名前も入っていたわ。クラスメイトの名前を全部覚えてなかったから、全員が行方不明扱いなのか私にはわからなかったけど。如月真ま無な。名薙綾りよう月が。少なくともこの両名の名前はバッチリ行方不明者のリストに入っていたわ。おめでとう、名薙君」

「おめでとうって、めでたくねえよ！　２０１５年じゃオレ達は行方不明者扱いかよ！」

「これ以上は情報がなかったから、ビッグサイトで起きた事件に関して調べられたのはここまで。その後、犯人が逮捕されたのかとか、行方不明者が見つかったのかとか、わからないわ。ちなみに、あの場で私達が目もく撃げきした〝皆かい既き日につ蝕しよく〟については、どのニュース記事にも記載がなかったわ。そっちに関しても情報はない状況ね」

　そこまで言って、如月は得意気に薄うすい胸を張りながら言った。

「ここまでの情報を元に、私なりに状況を考察してみたの」

「ほう」

「原因不明の現象で、私は１２５年後のこの世界に飛ばされて来たわ。そして、こうしてこちらの時代で名な薙なぎ君に出会って、私は自分以外の人間もこの時代に飛ばされて来ていることを知った。だからそこで、ある１つの推測が生まれたの。この時代に来ているのは────あの事件が起きた時にビッグサイトに居合わせた人達だっていう仮説ね」

「……行方ゆくえ不ふ明めい者しや扱いになってる１５２０名か！」

「御明察」

「じゃ、じゃあ！　クラスの仲間とかもこっちにいるかもしれないのか！」

「さあ。まだ姿を見たわけじゃないから。でも可能性はあるわね」

　如月きさらぎは日傘をクルリと回しながら、楽しそうに言った。

「私達が未来に飛ばされてしまった原因は不明だけど、あのビッグサイトで起きた事件が関係しているのは間違いないわね。さっきの話に戻るけど、現時点ではこれ以上の情報がないから、何を推測したところで無意味よね。驚おどろいても慌てても、状況は何も変わらないんだし。そんな無む駄だなことをしているくらいなら、せっかくだからこの時代を楽しむことにしたの」

「楽しむって……」

「未来の世界へ旅行に来たとでも思えば良いんじゃないかしら。名薙君も、あまり深く考えていたところで疲れるだけよ。一いつ緒しよに楽しみましょうよ」

「軽いなあ……まあ、そうかもしれないけどさ……」

　変に納得させられてしまい、名薙はひとまず、その件については置いておくことにした。

　それよりも昨日きのうから１番気になっていることを尋たずねることにした。

「なんで如月さんは、東とう京きよう政せい府ふからＶＩＰ対応されてるんだ？」

「さん付けなんて堅苦しいわ。私と名薙君の仲じゃない。呼び捨てで、真無で良いわよ？」

「って君、未み来らい科か学がく博はくの時の態度と全然違うじゃないかよ！」

「だってあの時は、どうせ名薙君とは短い付き合いになるだろうと思ってたし。けど、こうなると運命共同体みたいじゃない？　仲良くする価値あるわよね」

　酷ひどく打算的な如月の言い分に呆あきれて、名薙は舌を巻いてしまう。

「じゃあその……真無……？」

「照れちゃって、意外と可愛かわいいのね」

「からかうなよ！　それで、なんで政府からあんな立派な家を貸し付けられてるんだ！　オレなんてこっちの世界に来てから、アニカやゼインに捨て猫扱いされるくらいの文無しなんだぞ」

「私の美び貌ぼうのおかげかしら。女って、色々と役得なのよね」

「ほ、ホントかよ！」

「ウソよ。信じようとしちゃって。名薙君って、からかい甲が斐いがあるのね」

「ぐ……！」

　悔しげに歯は嚙がみする名な薙なぎに、真ま無なは涼やかに言った。

「名薙君は、この時代に来てから身体からだに変へん調ちようはない？」

「変調……？　別にないよ。マモノに襲おそわれて怪け我がしたくらいだけど」

「あらそう。じゃあ、それが私と名薙君の違いなんでしょう」

「どういうことだよ。真無は、こっちの時代に来てから何かあったの？」

「私ね。こっちの時代に来てから〝超能力〟が使えるようになったのよ」

「またウソだな」

「今度はホントよ」

　真無の真偽不明な言動に惑わされ、名薙は困惑してしまう。

「私は超能力を使えるようになった。東とう京きよう政せい府ふはその能力をものすごく研究したかったみたいなのよね。だから私は交換条件として、政府の研究に協力するかわりに、衣食住を保証して貰もらう契約を取り付けたの」

「け、契約を取り付けたって……すごい行動力だな、そりゃ」

「昨日きのう、名薙君とゼインさんを泊めてあげたあの家は、私が政府から貰ったものなのよ」

　真無は腰に手を当てて嘆息する。

「……でも意外ね。この時代に来た私が超能力を使えるようになったんだから、てっきり名薙君も同じなんじゃないかと思ってたのに。本当に貴方あなたはそういったことはないの？」

「あのさ……超能力とか、ホントにホントの話なのかよ、それ……？」

「疑い深いのね。しばらく泊めてあげようかと思ったけど、やっぱりやめようかしら」

「オレを追い出す気だったのか！」

「あら、一いつ緒しよに住む気だったの？　歳とし頃ごろの男女が１つ屋根の下って、不純じゃない？」

「……くっ！　行く当てがないので、泊めて下さい。家事とかなんでもやりますので是非！」

「素直な男の人って好きよ。しばらくはあの家の客室を使って良いわ」

　ぐうの音も出せず、名薙は優ゆう雅がに微笑ほほえむ真無の笑え顔がおを見守るしかない。

　気が付けば真無家の専属メイドになろうとしている自分に気が付き、名薙は目の前の真無という少女の政治力に驚きよう異いを感じざるを得なかった。

「私も訊きいて良いかしら」

「どうぞ」

「名薙君のＡアＥイは、どうして青いカラーコンタクトなのかしら。それってお洒落しやれのつもり？」

「いや……これは借り物というか、他人が使ってたお古を使わせて貰ってるからだよ。オレにこのＡアＥイを貸してくれた子が、このカラー付きのＡアＥイを使っててさ」

「フーン。そういうカラー入りのＡアＥイも市販されているのかしら。興きよう味みが尽きない時代ね」

　住宅街を抜け、駅前に着いた時だった。

　名な薙なぎは、それまで悶もん々もんと胸中に感じていた、如月きさらぎへの疑問を口にすることにした。

「あのさ、真ま無な────」

「────遅いじゃないのよ、アンタ達！」

　……覚悟を決めて真無に話しかけようとした名薙の言葉は、いきなり浴びせられた怒りの言葉によって遮さえぎられてしまった。

　見れば行き先に、腕を組んで肩を怒らせているアニカが立っている。

　カラー入りのＡアＥイによってスカイブルー色になっている眼まな差ざしは、苛いら立だちに細められていた。

「ゼインに頼まれて、仕方なくナナギをスクールに連れて行ってあげようって親切心を出して待ってたのに！　20分も遅刻して来るなんて、どんだけノンビリ歩いて来たのよ！」

「ご、ごめん。そういえば待ち合わせしてたんだっけ……」

「そういえばですって？　忘れてたの！　私がアンタの幼おさな馴な染じみキャラだったら、この遅刻でとっくにルートフラグがブチ折れてるところなんだからね！　事の重大さがわかってるの！」

「いや、ギャルゲーに例えて言われても……」

「せめて位置情報やチャットくらいオンラインにしてくれないと、様よう子すもわからないでしょうに！　記き憶おく喪そう失しつだからって、そろそろＰＱＣピクシーの使い方くらい思い出しなさいよ！　ムキー！」

　真無は、初対面であるアニカの姿を見て驚おどろいていた。

「貴女あなたは……ビッグサイトでウエディングドレスを着てた子……！」
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　やはり真ま無なも、初対面でアニカをソフィアと間違えている様よう子すだった。

「違うよ、真無。この子は似てるけど、あの子とは違うみたいだ」

「ウソ、だってあの娘こにソックリじゃない。こんなに似てるのに、他人だって言うの……？」

　名な薙なぎと真無のやり取りを見て、アニカが不ふ思し議ぎそうな顔をする。

　初対面である真無とアニカの間を、とりあえずは名薙が取り持つことにした。

「こっちの口が悪くてちっこい14歳が、オレにこのカラーコンタクトを貸してくれたアニカだよ。それで、涼しい顔して日傘を差してるこっちが如月きさらぎ真無」

「キサラギマナって……ゼインが昨日きのうの夜チャットで話してた、ナナギと同じように２０１５年から来たって言い張ってる原始人の友達？」

「げ、原始人……！」

　アニカの容赦ない言い様に、さしもの真無も口を噤つぐんでしまった。

　ふと真無は、怪け訝げんな眼まな差ざしで、アニカの胸元と自分の胸元を交互に見比べ始める。

「？」

　ジロジロと胸元を見てくる真無に、アニカは怪訝な顔をした。

　アニカの胸は、まだ小振りで可愛かわいらしい丘きゆう陵りようだったが、年ねん齢れい的てきには少し大きいサイズだった。

　一方、歳とし上うえの真無の胸はそれよりも……。

「色んな意味で生意気な子ね」

　アニカと真無の第一印象は、どうやらお互いに悪いようだった。




　　　　▼▼▼




　オープン・スクール。

　その名を以前、アニカが口にしていたのを、名薙は思い出していた。

　なんのことはなく、名薙が２０１５年の世界で通っていた弥や栄さか高こう校こう同様に、少年少女達が集まって勉強する学校である。大人おとなが通うアカデミック・スクールというものもあるようだが、名薙がアニカと真無に連れて来られたのは、子供が通う方のスクールだった。

　名薙達が通っていた高校と違うところは、いくつかある。

　まず授業は、教室で待っていれば先生がやって来て勝手に始まるわけではなかった。

　全選択制。自分が履り修しゆうしたい授業が開かれている教室に、生徒が出向かなければならない。

　そして単位制。

　授業ごとに単位が設けられており、一定の単位数を取得することで〝ライセンス〟と呼ばれるものが発行されるシステムになっていた。

　このライセンスというのは、名薙の時代で言えば「資格」と同じ意味を持っているらしいことがわかっている。２１４０年の世界において、ライセンスというのは重要な社会システムとなっているようだった。

　その理由は、就しゆう職しよくする際に、職業ごとに必要なライセンスが制定されているためである。

　整せい備び士しになろうとすれば、自動車の運転技能のライセンスと、機き械かい工こう学がく知ち識しきのライセンスが必要になる。調ちよう理り師しになろうとすれば、料理技能のライセンスと、衛えい生せい管理技能のライセンスが必要になる。

　単純な職業に就つくために必要なライセンスは入手が容易で。

　高度な知識や技能が要求される職業に就くためには、必要なライセンス数も多くなる。

「ライセンスを組み合わせて上級職に就くって、なんだかＲＰＧの転職システムみたいだな……」

　ぼやきながら、名な薙なぎは通学中に真ま無なから教えて貰もらったライセンス制度をおさらいしていた。

　電車に揺られて移動し、何駅か行ったところで下りる。

　すると、駅を下りてすぐの場所に、その施設が現れた。

「名薙君は初めて来るのよね。ここがこの時代の学校。オープン・スクールよ」

「これは……思ってたよりもずっとでかいな！」

　アニカと真無と一いつ緒しよにやって来たオープン・スクールは、名薙が思っていた以上に大きな施設だった。というかむしろ巨大だった。

　鉄てつ柵さくに囲まれた広大な自然公園のような立地で、その敷しき地ち内ないに、数えきれない教室数を収納した20階建ての塔のような建物があった。

　その周囲にある施設は実習などで使われる場所のようだったが、授業が行われるのは専もつぱら〝中央棟〟と呼ばれる場所だと、名薙は真無から聞かされていた。

　名薙はふと、入り口に立て札が立っていることに気がついた。

「……〝少年少女、出入り自由〟って、日に本ほん語ごか」

　オープン・スクールは、見た感じ子供なら誰だれでも自由に出入りできる場所であるらしい。

　生徒の名めい簿ぼ管理も、授業ごとに先生が行っているため、学校に〝在ざい籍せきしている〟という概念はないらしい。

　学びたい者は、誰でも出入り自由な学校。

　そのため〝オープン・スクール〟と呼ばれている。

「フリーダムな校風なことで……。一応、政府が運営してる学校なんだっけか、ここ？」

「こういう開放的な文化、私は面おも白しろいと思うけどね」

「とりあえず社会を学ぶために、若者は学校へ行けって、ゼインのオッサンに言われて来たものの……とんでもないところに来ちゃったかもなあ、オレ」

　出入り自由らしい校門をくぐり、名薙は敷地内に足を踏み入れてみた。

　……どこの馬の骨ともわからない名薙が侵入しても、全く誰からも咎とがめられない。

「本当に良いのかな、このまま入っちゃって……」

　敷しき地ち内ないには、名な薙なぎと同じ年ねん齢れいくらいの生徒どころか、小学生くらいの生徒までいた。

　ここでは年齢によるクラス分けという束そく縛ばくもない様よう子すだった。

　ひとまず名薙はオープン・スクールの勝手を知るために、真ま無なが受ける予定だという授業に参加してみることにした。するとアニカは別の授業に出るらしく、そこで別れることになる。

　かくして名薙の、オープン・スクールの１日が始まった。




　　　　▼▼▼




　授業開始ギリギリで教室に入った名薙達は、空いている残りの席へ座るしかなかった。

　空いていたのは、教室の最後尾。３人で座れる長机の席である。

　名薙と真無の２人は、そこに隣となり合って腰かけることとなった。

　そうして授業が始まるなり────すぐに名薙は頭を抱えてうずくまることとなる。

「……なんで授業の先生が話す言葉、英えい語ごなんだよ！　わかるかっての！」

　小声で毒づきながら、名薙は青ざめていた。

　授業を行っている白衣の教師は、流りゆう暢ちような英語で授業を行っていた。それを聞いている名薙以外の生徒達は、特に苦もなさそうに、その話の内容に頷うなずいている。

　……この時代の学生は、英語くらい理解できるのが当たり前なのだろうか。

　平然と英語の授業に耳を傾けている周囲の学力レベルに、名薙は舌を巻いてしまう。

　一方、名薙の隣となりでは、真無が優ゆう雅がに腕を組んで先生の話を聞いてる姿が見られる。

「もしかして……真無は英語で言ってることの意味がわかるの？」

「あら、名薙君はわからないの？　それは残念ね」

「残念ねって……じゃあオレにもわかるように通訳してくれるとか、そういう親切はないのか」

「今は授業中よ。そんなことしてたら、うるさいし。教室から摘つまみ出されちゃうかもでしょう」

「まあ、もっともな意見だ……」

　真無は名薙に対して冷たかったが、それでも意見には納得してしまう。

「こりゃあ、この授業は寝るしかないかなー…」

　苦々しく呟つぶやき、名薙は早々に、授業の聴ちよう講こうを諦あきらめようとする。

　そもそも名薙は真無に付いて来ただけであって、この授業が何を教えるクラスなのかも知らないのだ。授業に対して特段に興きよう味みがあったわけでもない。

　つまり……退屈なのだ。

　机上で腕を組み、頭を置ける場所を作ると、名薙は早速そこへ横になって寝ようとする。

　すると名薙の横の空いている席に、遅れて教室に入って来た少女が腰かけた。

「────【翻ほん訳やく字幕】のアプリを使わないんですか、ナナギさん？」

「え、はい？」

　いきなり現れた少女に話しかけられて、寝ようとしていた名な薙なぎは狼ろう狽ばいしてしまう。

　プラチナブロンドの長髪だった。凜り々りしい青い瞳ひとみに、褐かつ色しよくの肌をした少女だ。整せい然ぜんとした美び麗れいな面おも立だちには、インテリ眼鏡めがねをかけている。見た目は優ゆう等とう生せいっぽい造型の顔立ちなのに、格好はタンクトップにジーンズといった、少しワイルドなものである。

　少女は片手で眼鏡の位置を正しながら、啞あ然ぜんとしている名薙に言った。

「先日は助かりました。リーゼです」

「あ……ああ！　リーゼさん！　私服だったから全然気付かなかった！」

　確たしか、フルネームはリーゼ＝ベレッタだったのを思い出す。

　ビックサイト遺い跡せきで名薙達が遭遇した、東とう京きよう騎き士し団だんの少女である。

　思わず無む意い識しきに、名薙はリーゼの豊満な胸元に目がいってしまう。

　……生き地じを内側から突き上げている胸元は、タンクトップの下で苦しそうにしていた。

　リーゼは爽さわやかに頰ほおを綻ほころばせた。

「ナナギさん、ＰＱＣピクシーを身に付けているのに、先生の言葉がわかっていないみたいでしたから、変だなって思ったんです。もしかして、スクールの授業は初めてなんですか？」

「おお、まさにまさに！　その通りだよ！」

「そうですか。やっぱり初めてだったんですね。誰だれでも最初は授業の受け方に戸惑ってしまいますから、仕方ないですよ。ここでの授業の大半は、ＰＱＣピクシーを使うと便利なんです」

　リーゼは黒板を横目にしながら、名薙へ親切に色々と教えてくれる。素っ気ない態度で名薙の力になってくれない真ま無なとは、雲泥の差である。

「黒板とネットワーク接続していれば、自動的に先生が書いた内容を画像にして保存できますし、授業中の先生の話も、録ろく音おんしておけるんですよ。資料も、先生が授業中にネットワーク配信していますから、それをダウンロードできます。ナナギさんのアドレスを教えていただければ、私から必要情報をまとめた、新入生用便利データをメール送信できますよ？」

「オッケーオッケー！　オレのアドレスね！」

　予期せずリーゼのような美人とアドレス交換の機き会かいに恵まれ、名薙は意気揚々だった。

　昨日きのうの夜、名薙は真無とアドレス交換という操そう作さをしたため、やり方は心得ている。

　首元のタッチパネルを操作し、名薙は自分の名刺情報をリーゼへ送った。

　すぐにリーゼの名刺情報と一いつ緒しよに、新入生用の便利データとやらがメール送付されてきた。

　名薙がそのメールを展開すると、名薙の目前には、授業名の付いた複数のアプリアイコンが並んで現れる。その中から今受けている授業名のアイコンを見つけ、クリックして展開した。

「おおお！　これは！」

　名薙の視界の中央に、授業のテキスト資料や画像資料がデカデカと表示された。

　ＣＧで作られた幻の映像である。言語選択すると、テキスト内容が様々な国の文字表記に変わるようだった。名薙は迷わず日に本ほん語ご表記を選択した。

「あと、この東とう京きようのオープン・スクールには、移民の子や共通語を使えない先生も多いから、さっき言った【翻ほん訳やく字幕】を常時起動しておいた方が良いと思います」

「何それ？」

「……そういえば、そんなアプリケーションもあったわね」

　リーゼの言葉で思い出したらしく、それまで黙だまっていた真ま無なが呟つぶやいた。

　真無は名な薙なぎを横目に見やりながら、面めん倒どうそうに言った。

「……こういうアイコンのアプリを、起動してみてくれるかしら」

　真無の視界情報が、小さなウインドウ表示で名薙の視界に割り込んでくる。

　名薙は、真無がマーカーで強きよう調ちよう表示させているアイコンをクリックし、ＰＱＣピクシーを操そう作さする。

　すると名薙の視界の下方に、いきなり日に本ほん語ご字幕の台詞せりふが表示され始めた。

「え……これ、映画の字幕表示？」

「違いますよ。今先生が話している言葉が、リアルタイムで翻訳されて字幕になってるんです」

　今度はリーゼが、真無に代わって説明し始める。

「東京には色んな言語を話す人達がいます。移民の先生も多いんです。授業を受けるのにＰＱＣピクシーがないと、先生の言葉を理解するのも、ノート取ったりするのも、色々なことが自力になって大変なんですよ。その方が、勉強が捗はかどる人もいるみたいですけど、私なんかはＰＱＣピクシー頼みですね。おかげで手ぶらでも、先生の話に集中できます」

「へええええ！　なるほど、だから他ほかの生徒も英えい語ごの授業を理解できてたのかな」

　名薙はその後も、細々としたことをリーゼから教えて貰もらうことができた。

　名薙の初心者丸出しの質問にも、リーゼはイヤな顔ひとつせず、親切に対応してくれた。

「寛大さが、アニカや真無とは大違いだな……」

「え、何か言いましたか？」

「いや、なんでもないよ。色々ありがとう、リーゼさん」

　名薙が礼を言うと、リーゼは少し照れたように微笑ほほえんだ。

「大したことじゃありません。名薙さん達は命の恩人ですし、これくらいのことは当然です。またわからないことがあれば、私で良ければ相そう談だんにのりますよ」

　優やさしいリーゼの言葉を聞きながらも、名薙はちょっとした疑問を口にしてしまう。

「しかし騎き士し団だんに所属しているリーゼさんが、どうしてオープン・スクールにいるの？　いや、いてくれて助かってはいるんだけどさ。普ふ段だんは学生やってるってことなの？」

「私は騎士候補生なので、まだ一人前の騎士ではないんですよ。だから学生という身分が、１番近い表現だと思います。騎士候補生は勿もち論ろん軍事基地内外での訓練を行いますけど、それ以外の座学は、こうしてスクールで受じゆ講こうするものが多いんですよ」

「なるほどなあ」

　リーゼは愛想良く微笑んで見せた。

「アドレス交換もできましたし、これからはお互いの場所を確認したり、連絡を取ることもできるようになりますね。何か困ったことがあれば、いつでも連絡して下さいね」

「ありがとう、リーゼさん！　ほんっと助かります！」

　リーゼと話している内に、授業はいつの間にか終了してしまっていた。

　名な薙なぎは結局、ほとんど聞いていなかったが……ＰＱＣピクシーに保存した授業データを見れば、後からでも先生の話は聞ける。別にここで聞き逃したからと言って問題はない。

　別の授業へ向かうリーゼと、名薙は手を振って別れることにした。




　　　　▼▼▼




　午前の授業が終わると、昼食の時間になる。

　夏の陽ひ射ざしは肌を焦こがすようだったが、それでも木陰に入ってしまえば陽射しは和やわらぎ、それなりに快適だった。

　名薙と真ま無なは、木陰の芝しば生ふの上で、ゼインが作ってくれたサンドイッチを頰ほお張ばっていた。

　真無は名薙を見向きもせず、涼しい顔で尋たずねた。

「名薙君。今け朝さから何か、私に言いたげよね？」

「……」

　口に頰張っていたサンドイッチを、名薙は嚙かみ下す。

　覚悟を決めて、名薙は提案することにした。

「……〝元の時代に帰る方法〟を探さないか？」

　名薙の言葉に、真無はバスケットからサンドイッチを取り出そうとする手を止める。

　真無は笑いもせず、嘆息混じりで名薙に言った。

「元の時代に帰るね……そんなことができるのかしら。名薙君には何か当てがあるの？」

「……あるかもしれない」

「煮え切らない答えじゃない。どういうことかしら」

　真無は腕を組むと、真ま面じ目めな面持ちで名薙を正面から見つめた。

　名薙は少し考えを整せい理りしてから、真無に話してみる。

「未み来らい科か学がく博はくで、不ふ思し議ぎな女の子と知り合ったんだ」

「不思議な女の子？」

「……皆かい既き日につ蝕しよくの時、ステージに現れたウエディングドレスの女の子だよ」

　真無の表情が、珍しく驚おどろきで引ひき攣つる。

「名前はソフィア。真無が班行動ではぐれた時に、偶然、話す機き会かいがあったんだ」

「班行動って……面めん倒どうくさかったから、私がエスケープしてたアレの話？」

「っておい、アレはやっぱりわざとはぐれてたのか！　あん時は色々苦労してだな！」

「今は関係ないことでしょう。それより、名な薙なぎ君の話を続けて欲しいわね」

「くっ……勝手な奴やつだな」

　平然と班行動からわざとはぐれたことを白状する真ま無なに言いたいことはあった。

　だが、名薙は我慢して話を戻すことにする。

「オレはソフィアから１冊の手帳を手渡されたんだ。ソフィアは言ってた。ここに帰って来たいと願ねがうなら、この手帳を手放さないことだって。あの時は意味がわからなかったけど……今にして思えば、まるでソフィアは、オレがこの時代に飛ばされてしまうことを知っていたとしか思えない口振りだった」

「ここへ帰って来たいと願うなら、という言動から察して……２０１５年へ帰るために必要な手帳ってことかしら。その手帳には、何が書かれていたの？　今も持ってるのかしら」

「いや。ビッグサイトの爆ばく発はつのどさくさで、なくしちゃったんだけど……」

「なんだ。それは残念ね」

　真無は、ちっとも残念に思っていなさそうな口振りで感想を言う。

「でも名薙君の話が確たしかなら、私がもっとも知りたかった情報のヒントにはなるわね」

「もっとも知りたかった情報って？」

「あの少女が何者だったのかってことよ」

　真無は肩をすくめて続ける。

「どう考えても、あの女の子は私達がこの時代へ来ることになった原因に関係しているとしか思えなかったわ。ただの異常者サイコパスだった可能性も考えたけど、名薙君の話では、そのソフィアっていう子は、やはり事前にこの状況を予測していたと考えるべきね。あの子のことを詳しく調しらべたかったけど、何も手がかりがなくて困っていたの。でもおかげで名前だけはわかった」

「やっぱり、真無もソフィアが関係してると思ってたのか……実際どうなんだろうな」

　名薙は自問するように呟つぶやいてしまう。

　気を取り直して、名薙は真無に言った。

「ソフィアは、オレ達が元の時代へ帰る方法があるんだって言っているように思うんだよ」

「なるほど。それで名薙君は、当てがあるかもしれない、なんてニュアンスで話してたのね」

「そうだよ」

「でもその鍵かぎとなる手帳はなくしてしまった。なら帰るのはもう、無理なんじゃない？」

「……」

　しれっと可能性を否定する真無に……名薙はずっと感じていた疑問をぶつけた。

「────帰りたくないのか、真無は？」

　真無はつまらなさそうな顔で、もう一度だけ嘆息して言った。

「どっちでも良いってところかしら。私は名薙君みたいに、ものすごく２０１５年に戻りたいなんてこと、考えてないわよ。別にこの時代に永住したって良いとさえ思ってるわ」

　名な薙なぎの思いきった質問を、真ま無なは殊こと更さらに軽々しく返す。

　そんな真無の考えが理解できず、名薙は思わず身を乗り出して追及してしまう。

「どうしてだよ！　家族に会いたいとか、真無にはそういう気持ちってないのか！」

「……あんな家族、私はどうだって良いわよ」

　真無は名薙の言葉に、初めて苛いら立だちを顕あらわにして答えた。

「逆に訊きくわよ、名薙君。どうして貴方あなたは、そんなに元の時代に帰りたいのかしら」

　鋭するどい眼まな差ざしを向ける真無の質問に、名薙は怯ひるんでしまう。

「帰って何が待ってるの？　帰れば裕福な家庭があって、何不自由ない生活をおくれるの？　愛する恋人や家族でも待ってるのかしら？　貴方が過去にこだわる理由は何？」

「それは……！」

「名薙君にとって２０１５年の世界は、そんなに価値のある現実だった？」

　捲まくし立ててくる真無に負けじと、名薙も反はん論ろんする。

「……２０１５年には、オレ達が帰れる家があるじゃないか。コンピュータが生物みたいに動き回っている得え体たいの知れないこの未来で、子供のオレ達がどうやって身を守れるんだよ……！」

「貴方は、自分のことを〝誰だれかになんとかして貰もらいたい〟だけなのかしら」

「！」

「ならそれは過去に帰りたいんじゃなくて、自分にとって都合の良い他人を求めているだけ？」

　真無の毒舌に、名薙は絶句してしまう。

　あまりにも辛しん辣らつな真無の言葉は、名薙の胸に容赦なく突き刺さった。

「使命があるでもなく。義務があるでもなく。貴方が過去に戻りたい理由は、この時代に依存できる他人がいないから。と言ったところかしら。しょうもなく甘ったれた理由だと思うわ」

　真無の厳きびしい発言に、名薙はただ閉口して押おし黙だまるしかない。

「それだけじゃないわ。ただ漠然と帰る方法を探すなんて言ったところで、簡かん単たんじゃないわよ。この時代に投げ出されてしまった以上、帰る方法はこの時代で探すしかないの。けれど私達はこの時代に関してほとんど無知。１人で生きていく術すべもない。少なくとも名薙君に関して言えば、私が家に泊めてあげなかったら、路上で寝るしかない一文無しなんでしょう。知ち識しきも経けい験けんもなく、〝他た力りき本ほん願がん〟の貴方にいったいどれ程のことができるのか、見物よね」

「……」

「……………………ごめん。言い過ぎたかも」

　言い過ぎたかもどころか、もはや名薙は、ボロクソに罵ののしられたのに等しいやられ方だった。

　同級生の女の子から毒舌を浴びせられ、悔しい気持ちがなかったわけではない。

　けれど名薙は……少し考え直してから苦笑する。

「……いや。良いよ。真無が言うことはもっともだ」

　名薙は困ったように頭を搔かきながら、たどたどしく言葉を続けた。

「……キツイ奴やつだったんだな、お前。言われてるこっちはサンドバッグみたいな気分だよ。こっぴどく傷付いちゃったから、しばらく落ち込んじゃうかもしれないなあ」

「……」

「……でも。なんかようやく本音で話してくれたみたいな気がして嬉うれしいかな。いつもみたいに、どっか余よ所そ余よ所そしい感じじゃなくてさ」

　名な薙なぎは嘆息してから、小さく微笑ほほえんだ。

　怒るでも恨うらむでもなく。ただ真ま無なの言い分を受け入れてしまう名薙。

　予期していなかった名薙の意外な態度に、真無は少し困惑した表情をしてしまう。

　思わず名薙から目を逸そらし、そっぽを向いた真無の頰ほおは、少しだけ赤みを帯びていた。

「……変な人ね。ボロクソに言われたくせに嬉しいだなんて」

　名薙は、頭上を覆おおう木の向こうに陽光を見上げた。

「オレさ……子供の時に、交通事故に遭ったんだ」

　ポツリと始まった名薙の独白に、真無は僅わずかに驚おどろいた顔をした。

「車で田舎いなかの婆ちゃん家ちに帰省する最中でさ。高速道路で、対向車しや線せんから飛び出して来た乗用車と衝しよう突とつしたんだ。母かあさんはその時の事故で死んで……父とうさんと妹、オレは助かった」

　悲惨な過去を告白しながら、それでも名薙は苦笑して見せた。

「妹は事故以来、歩けなくなって。ずっと車くるま椅い子すで生活してるんだ。アニカとちょうど同じ歳としでさ。普ふ段だんは無理して笑ってるけど、オレや父さんがいないところでは、陰で泣いてるんだ」

「……」

「２０１５年の世界で、オレ達は行方ゆくえ不ふ明めい扱いなんだろう。だからきっと、妹は悲しんでいると思う。オレは妹の傍そばにいてやりたいんだ。帰りたい理由なんて、それくらいかもしれない」

　名薙は重々しく嘆息した。

「……確たしかに今のオレじゃあ、この過酷な時代で〝帰る方法を探す〟だなんて言っても、できることなんてほとんどないよな……」

　陽光に手を伸ばし、摑つかもうとする。

　しかし今の名薙の腕では、何も摑めはしなかった。

　苦々しい表情で話を聞いている真無を一いち瞥べつした後、名薙は残念そうに呟つぶやいた。

「気付いてなかったよ。オレって他た力りき本ほん願がんで……１人じゃこんなに何もできない奴やつだったのか」

　眩まぱゆい夏の陽ひ射ざしの下で、ただ、それを思い知らされていた。

　１２５年前の世界では……名薙は住む場所にも、着る物にも、食べる物にも困ったことなどなかった。特に難むずかしいことなど考えずとも日々は過ぎていったし、ボンヤリしていても生きていくことができた。

　家族や学校、あるいは社会。名薙はいつも、誰だれか他人に守られていた。依存していた。

　しかしこの時代では────もう誰も名薙を守ってくれなどしないのだ。

「……守ってくれる神様なんていない。あの事故で、それを学んだはずなのにな……」

　もう一度だけ重たい溜ため息いきを吐き出した時、名な薙なぎの視界にＣＧの矢印が現れた。

　矢印の指し示す方角を見て見ると、そこにはアニカの姿があった。

　ＰＱＣピクシーはフレンド登とう録ろくになっているユーザーが接近すると、今出てきた矢印のように、仲間の場所情報を表示してくれるのである。

　名薙だけではなく、真ま無なのＡアＥイにも同じ矢印表示が見えている様よう子すだった。

「便利な物よね。この、携帯できるスーパーコンピュータは」

「この時代じゃ、オレ達の時代のスマートフォン感覚みたいだけどな」

　そう言って名薙と真無は、周辺にアニカの姿を捜してみた。

　捜すという程の手間をかけることもなく、アニカは発見できた。

　アニカは中央棟から出て来たばかりのところであり、掲示板の近くに立っていた。

　名薙は怪け訝げんに思い、呟つぶやいてしまう。

「アイツ等ら、誰だれだ？」

　アニカは、３人の男子生徒達に取り囲まれていた。
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　アニカを取り囲む男の１人が、アニカの進路を塞ふさぐように立っていた。

「────落とし物はこれかなあ、天使アイオーンの女！」

　大声で因いん縁ねんを付けるその男は、手のひらにカラーコンタクトを載せ、愉快そうにニヤつく。

　アニカの周囲の人々から、一気に談だん笑しようの声が搔かき消されてしまった。

　青髪の不良然としたガラの悪い少年が、自分より背の低いアニカの顔を見下ろして言った。

「いきなりぶつかって来て、詫わびの１つもねえかと思えばよお。落としたカラーコンタクトを捜して這はいつくばってる、赤い瞳ひとみのバカ女がいるときたもんだ。いやいやビックリしたぜ」

「知ってる？　俺おれ達は騎き士し候補生なんだよ。お前みたいな人類の敵を殺すのがお仕事なわけ」

「ここで会ったが百年目って奴やつだよなあ！　痛い目見せられても仕方ねえってんだろお！」

　青髪の取り巻きである窶やつれた男と、小太りの男が、それぞれ調ちよう子しを合わせて続けた。

　３人組の姿を見ていた周りの生徒達は、「またクリント達だ」と囁ささやき合っている。

　青髪の男、クリントは無抵抗なアニカの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ、掲示板に押し付けた。

「わかってたんだろ？　お前みたいな赤い瞳が人間様の街をうろついてたら、こういう目に遭うんだってさ。だから瞳の色を隠すために、こんなカラーコンタクトしてたってか、天使アイオーン？」

「くっ、その汚い手を離はなしなさいよ！」

　いつも通りに口汚く反はん論ろんするものの、アニカは今にも泣き出しそうな顔であった。

　そんな弱々しい態度で凄すごむアニカを、クリント達はバカにして笑った。

「おいおい。そんな涙顔で凄すごまれても全然怖くねえぞ？」

「どうしたどうしたあ！　それでも俺おれっちの村を焼き払った天使アイオーン共の仲間かよ！」

　アニカは苦しげな顔で、クリントを睨にらみ付けて言った。

「……私は、天使アイオーンなんかじゃないわよ……！」

「ウソ吐つけ。天使アイオーンってのは思想じゃねえ、人種なんだよ？　お前のその眼めが赤い以上、お前はどう足あ搔がいても忌いま々いましい天使アイオーンのお仲間なんだっての！」

　苛いら立だったクリントは、手にしていたカラーコンタクトを、アニカの目の前で握にぎり潰つぶした。

「天使アイオーンがマモノなんてもんを作ったから、俺のお袋も親おや父じも、みんなみんな喰くわれちまったんだぞ……！　どうしてくれんだよ、クソッタレ！　人殺しのクソッタレ種族が！」

「違う……違うわ……私は天使アイオーンの仲間なんかじゃない！　あんな奴等と一いつ緒しよじゃない！」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれたままのアニカの声は、涙声になってしまう。

　言いながらアニカは、胸倉を摑まれている体勢から逃れようと身じろぎをする。

　だが男のクリントの腕力には到底敵かなわず、アニカは身動きが取れないままだった。

「なんだよ、それで反抗してるつもりか？　もうちっと暴あばれねえと、好き放題されちまうぞ？」

　クリントはアニカの頰ほおを乱らん暴ぼうに摑み上げ、自分の顔に近付ける。

「……せっかくツラだけは可愛かわいく生まれたんだ。女の喜びを教えてやっても良いんだぜ？　二度とお前が、このスクールに顔出ししたくなくなるようにな……？」

　クリントは下げ卑びた眼まな差ざしで、アニカの身体からだを舐なめるように見下ろした。

　するとアニカの表情は即座に青ざめ、唇は恐怖に震ふるえた。

「……やめなさいよ……！」

　口では強がっていても、とうとう堪こらえきれず、アニカの頰を一筋の涙が伝い落ちる。

　ようやく泣き出したアニカを見て、３人は心底愉快そうに笑い転げ始めた。

　────名な薙なぎの拳こぶしが、横顔にめり込む。

「がはっ！」

　いきなり現れた名薙に殴り飛ばされ、クリントはその場でよろめいた。

　クリントの手から解放されたアニカを引き寄せると、名薙はアニカを自分の背後へ庇かばった。

「アニカに何すんだよ、お前等ら！」

　予期せぬ名薙の介入に、アニカは泣き顔のまま啞あ然ぜんとしてしまっていた。

　名薙の隣となりに、遅れてやって来た真ま無なが並び立つ。

「女の子１人に男３人がかりなんて。随分と貧弱な連中のようね、騎き士し候補生とかいう連中は」

　真無は優ゆう雅がに腕組みをし、苦笑混じりで皮肉る。

　アニカを庇い立てする名薙と真無の登場に、クリントは額ひたいに青筋を浮かべて苛立った。

「何だよ、お前等……天使アイオーンの女なんかを助けるつもりなのか？」

「天使アイオーンだかなんだか知らないがな、アニカはオレの大事な友達だ。近付くんじゃねえよ！」

「は、ははっ！　友達だあ？　こいつは傑作だな！　人間と天使アイオーンが仲良しこよしでもしましょうってのか？　できるわけねえだろバカ！」

　クリントは周囲で静せい観かんしている生徒達を見渡した。

「周りでギャラリー決め込んでるコイツ等らを見ろよ！　俺おれ達が天使アイオーン女をしばいたところで、誰だれ１人として助けようなんてする奴やつはいねえだろうが！」

　クリントが指し示す生徒達は、皆、苦々しい顔で無言を貫いているままである。

　その様よう子すに満足したクリントは、捲まくし立てるように名な薙なぎへ言った。

「そりゃ仕方ねえってもんだよな！　このスクールにいる移民の連中なんて、大半は住んでた場所を天使アイオーンの人間狩りや、マモノによって奪われた連中ばかりなんだ！　そんな中、空気読まねえでスクールに顔出ししてる天使アイオーンサマがいらっしゃるんだぜ？　誰だって文句の１つも言いたくなるってもんだっての！」

　クリントは深い怒りの形ぎよう相そうで、名薙を睨にらみ付ける。

　だが怯ひるまず、名薙はクリントを睨み返していた。

　クリントは拳こぶしを鳴らしながら宣告する。

「さっきのは油断してたとは言え、良いパンチ貰もらっちまったからなあ……ちゃんとお返しさせて貰うぜ、名前も知らねえバカ野郎？」

　そう言って、クリント達は名薙を四方から囲む。

　手下の２人から両腕を搦からめ捕とられ、身動きが取れなくなったところを、クリントが正面から殴り付けてきた。大きな拳はいきなり名薙の左ひだり頰ほおを打ち付け、脳を揺らした。

「ってぇ……！　クソ、３人がかりかよ！」

「こんなもんじゃ済まさねえぞ、この野郎！」

　クリントは、今度は名薙の腹部を殴る。

　執しつ拗ように何度も名薙を殴り付けるクリントを、周囲の生徒は誰だれも止めようとしなかった。

　生徒達の顔に浮かぶ感情は、恐怖だった。

　クリントの言うような恨うらみの感情からと言うよりは、クリントの蛮行に対する畏怖から、生徒達は身動きが取れないように見えた。しかしどちらであろうと、名薙とアニカを助けようとする者が現れないことには変わりがない。

「アニカ……今のうちに逃げろ……！」

「やだ、やめて！　ナナギが死んじゃうよ！」

　殴られ続けるナナギを見守ることしかできず、アニカは青ざめたまま泣きじゃくった。

　そのまましばらく、一方的な私刑リンチが続いた頃ころだった。

　すでにノビかけている名薙を横目に見やりながら、如月きさらぎ真ま無なが肩をすくめて見せる。

「────見ていられないわね」

　真無は嘆息混じりに言った。

「せっかく男の子の見せ場を作ってあげようと思って見守っていたら、名な薙なぎ君ったらケンカは得意じゃないみたいね。まあ３人が相手じゃ仕方ないのかもだけど」

　３人はぐったりしている名薙をその場に放置し、今度は真ま無なに躙にじり寄って行った。

「へえ、可愛かわいいじゃん？」

　真無を見たクリントが言う。

「そうだ。お前が俺おれ達の相手してくれるってんだったら、特別にコイツ等らを大目に見てやっても良いんだぜ？　どうだよ、カワイコちゃん」

　クリントは馴なれ馴なれしく、真無の肩に手を回してきた。

　しかしその手を、真無は軽く払いのける。

「悪い取引じゃないわね。でも生あい憎にく、貴方あなた達は私のタイプじゃないのよ」

「そりゃ冷たいねえ。だったらそうだな。金ならどうだよ？　和解金って奴やつさ。見たところなかなか金持ってそうな雰囲気だし。悪い話じゃねえよなあ？」

「いくらかしら」

「そうだなあ……５万なんてところで手を打っても良いぜ？」

　クリント達３人は、顔を見合わせてニヤニヤ微笑ほほえむ。

　言われた真無は、手にしていたポシェットの中から財布を取り出した。

「やめろ……真無……こんな奴やつ等の言うことなんて聞くな……！」

　地面を転がりながら、名薙が懸けん命めいに真無の行動を引き留める。

　名薙の意に反し、真無は財布の中から５枚の紙し幣へいを取り出す。

　それをクリント達に差し出さず────地面にバラ撒まいた。

　紙幣は宙を舞まい、四方の地面へ離り散さんした。

「……こりゃあなんのつもりだよ、お前！」

「犬のように地を這はいずって拾えば良いじゃない────庶民？」

　真無は皮肉たっぷりに、クリント達を嘲あざ笑わらう。

　真無の強烈な上から目め線せんの発言に、周囲の生徒達が僅わずかに苦笑してしまう。

　笑いを嚙かみ殺した多くの眼まな差ざしを感じ、恥を搔かいたクリントは激げき怒どする。

「てんめぇ……調ちよう子しに乗りやがって！　女だからって容赦しねえぞ！」

「真無！」

　名薙は思わず叫んでしまう。

　────状況に異常が生じたのはその時だった。

　名薙もアニカも、周囲で見ていた生徒達も、最初は何が起きているのか理解できなかった。

　ただ見たままの現実は────真無の瞳ひとみが〝緑みどり色いろに染まっている〟ということである。

「緑の瞳……?!」

　真無の瞳の色の変化に、見ていた生徒達がどよめく。

　クリントに、真ま無なは嘲ちよう笑しようを向けて告げた。

「残念ねえ。さっき私の肩に触れた時点で、貴方あなたに勝ち目なんてなくなってたのよ」

　意味不明な勝利宣言をすると、真無の目前の空間に、異変が起こった。

　空間の１点を中心に────有ゆう刺し鉄てつ線せんが生はえ出てくる。

　虚こ空くうに前触れもなく現れた有刺鉄線は、まるで虚空に根を張る植物のように展開された。その中央には、雁がん字じ搦がらめに縛しばられ、磔はりつけにされた十字架型のナイフが座している。

　金属の茨いばらによって封ぜられているそのナイフの柄を、真無は逆手に握った。

「────〝博愛自殺ロザリオ・サイス〟」

　その言葉が解放の呪じゆ文もんであったかのように、ナイフを縛っていた有刺鉄線が砕け散る。

　虚空から十字架のようなナイフを取り出した真無は、それを手にしながら悠々と笑えんでいた。

「な、なんだか知らねえが、そんなもんで騎き士し候補生の俺おれがビビると思うなよ！」

　自らを奮い立たせているようなクリントの怒声。それと共に、クリントの渾こん身しんの拳こぶしが、真無に向かって放たれる。真無は容赦なく、クリントの太い腕で頰ほおを殴り付けられてしまう。

　しかしそれと同時に────殴ったクリントの足下がよろめいた。

「……？」

　何が起きたのかわからず、クリントは自分の頰に迸ほとばしった鈍痛で目め眩まいを覚える。

　それでも怯ひるまず、クリントはもう一度だけ真無に殴りかかった。

「てめ……クソ！」

　続けて真無の頰を何度も殴り付けるクリント。

　しかし真無はどれだけ殴られても涼しい顔のままで、逆にクリントは頰に青あざを浮かべてフラフラと身体からだを左右に揺すり始める。間もなく、クリントは真無の前で片かた膝ひざを突いた。

　一方的な攻勢に出ていたのはクリントであったはずなのに……気が付けば地に膝を突けて弱っているのは、クリントの方である。

　クリントが大人おとなしくなった頃ころ、真無は手にしていた十字架のようなナイフの刃を────深々と自らの手の平に突き立てた。

「ぐああああああああああっ！」

　悲鳴を上げたのは、真無ではなくクリントの方だった。

　見れば、ナイフの刃を引き抜いた真無の手のひらは無傷で、何もされていないはずのクリントの手の平に、ナイフで刺された傷跡ができ上がっていた。

　クリントは手のひらから出血し、苦痛のあまりその場でのたうち回る。

　真無は愉快そうに、地面をのたうち回るクリントを虫けらのように見下していた。

「私は自分の持っているモノであれば、なんでも他人に譲り与えることができるのよ。だから私の痛みを全すべて、貴方あなたにあげる。自殺の苦しみさえ与えられるのかしら。試す？」

　真無に向かって、涙目のクリントが喚わめき立てる。

「お、お前！　人間なのに、天使アイオーンと同じ〝イデア使い〟なのか！」

　手下にハンカチで止血されながら、クリントはふらつく足取りで撤てつ退たいして行く。

「テメエ等ら、覚えとけよ！　顔は覚えたからな！　絶対この礼はさせて貰もらうからなあ！」

「あら。私は何もしてないのにお礼してくれるだなんて、親切な人なのね」

「くそアマ！　ぜってえゆるさねえ！」

　悔しげに去って行くクリント一行を見送った頃ころ、いつの間にか真ま無なのナイフは消失していた。

　真無は倒れていた名な薙なぎに歩み寄り、手を差し伸べる。

　名薙はその手を摑つかみながら、恐る恐る尋たずねてしまう。

「……今のが、朝言ってた〝超能力〟とかいうものなのか……？」

「この時代では〝イデア能力〟と呼ばれているみたいよ。ウソじゃなかったでしょう？」

　言いながら微笑ほほえむ真無の瞳ひとみの色は、普ふ段だんの焦こげ茶ちや色いろに戻っている。

　啞あ然ぜんとする生徒達に注目され、真無は困った顔をしていた。

　真無に肩を借りて立ち上がった名薙は、泣きじゃくっていたアニカに声をかける。

「アニカ……」

　名前を呼ばれたアニカは、名薙の顔を見ずに言った。

「ナナギのバカ！」

　アニカは頰ほおを赤くし、そう一言だけ言って、逃げるように駆け出して行ってしまった。

　……何な故ぜバカ呼ばわりされたのかは不明だった。

　名薙と真無も、生徒達の注目の渦中から逃げ出すように撤退を始める。

　見上げれば、眩まばゆかった夏の陽ひ射ざしは、いつしか急速に暗雲で覆おおわれようとしていた。

　一雨降り出してきそうな淀よどんだ空を見上げ、名薙は苦々しく唇を引き結んだ。




　　　　▼▼▼




　真無の自宅へ辿たどり着く直前だった。

　たっぷりと水分を溜ため込んでいた雨雲は限界を迎え、天から激はげしく雨を注ぎ始めた。

　滝音のような轟ごう音おんを耳に、名薙達は逃れるように駆け出した。

　……家の玄関へ滑り込んだ時には、すでに髪から水滴が垂れる程のずぶ濡ぬれであった。

　ひとまず濡れた服を着替え、水滴を垂らす頭にはバスタオルを載せておく。そうしてから名薙はリビングへ向かい、ケンカの傷の手当てを、真無にして貰もらっているところだった。

「あらあらー。じゃあナナギ君、初日からスクールでケンカしちゃったんだー。オッサンが思ってたより、血気盛んな少年だったんだねえ」

「……別に好きでケンカしたわけじゃないって。いて、いてて……もうちょい優やさしく頼む」

　名薙の切った唇に綿棒を当てている真無に、名薙は細かく注文を付ける。

　しかし真ま無なは、名な薙なぎの情けない陳情は無視し、マイペースでゼインに言った。

「アニカを助けようと、勇んで啖たん呵かを切った名薙君は格好良かったわよ。けど無む謀ぼうな突とつ撃げきをカバーできるだけの腕っ節は、伴ってなかったみたいだけど」

「まあまあ、マナちゃん。女の子を助けようっていう心意気。オッサンは感心してるよお」

　手当されている名薙を肴さかなにしながら、酔っ払ったゼインは缶ビールを飲む。

　ゼインはふと、真無を横目にしながら言う。

「それで……マナちゃんのイデア能力が、ナナギ君のピンチを救ったんだったよね」

　ヘラヘラした態度をやめ、ゼインは妙に真剣な口く調ちようになる。

　そんなゼインの態度の変化など露つゆ知しらず、真無は見向きもせずに断言した。

「そうよ。私、この時代に来てから〝イデア使い〟ってものになったそうなの。能力が使えるようになった理由なんてわからないけど、便利な力だから利用させて貰もらってるところよ」

「…………すごいねえ」

　飄ひよう々ひようとしている真無の説明を聞き、ゼインはしきりに頷うなずきながら言った。

「イデア能力って────本当は天使アイオーンにしか使えない異能の力なんだよ？」

「え……！　天使アイオーンって連中も、真無と同じような超能力が使えるのか！」

「そうだよ。だから連中はマモノよりも厄やつ介かいだし、強いのさ」

　ゼインは真顔で肯定する。

「まさかそれを使える人間が現れるだなんて、思ってもみなかった。世紀の大発見って奴やつだね。そりゃあ東とう京きよう政せい府ふも、マナちゃんの身柄を手厚く保ほ護ごしたくもなるよ！」

　ふざけ口調で惚とぼけた後、ゼインは苦笑して言い直した。

「いやいや。ホントにすごいことなんだよ。天使アイオーンのイデア能力は強力で、中には人間の通常兵器では太た刀ち打うちできないような化け物レベルもいるからねえ。人間はパーソナルアーマ着て、束たばになってかかればなんとかイデア使いと渡り合えるけど、正直なところ昔から劣勢なんだよね。でもマナちゃんみたいに、人間が天使アイオーンのようにイデア能力を使えるようになったとしたなら、こりゃあ近く、下げ克こく上じようが起きるかもしれないよ」

「下克上って？」

「────人間が天使アイオーンの支配体制をひっくり返すってことさ」

　酔った勢いなのか、ゼインは饒じよう舌ぜつに続けた。

「２０１５年から来たっていう君達は、まだ実感がないかもしれないけどね。この時代、世界を実効支配しているのは天使アイオーン達なんだよ。安全な東京の街で暮らしているとわからないけど、城じよう塞さいのない街で暮らしてる人達は、天使アイオーンやマモノの襲しゆう撃げきに毎日怯おびえてるんだ」

　ゼインは少し、悲しげに双そう眸ぼうを細めた。

「時には突然、理由もわからないまま虐ぎやく殺さつされて全滅する集落だってある。この世界では日常的に、どこかで誰だれかが理不尽に殺されてるのさ。天使アイオーンやマモノによってね」

　不ふ思し議ぎと、ゼインは名な薙なぎ達が過去から来た人間であるということを信じたような口振りだった。しかしその態度の意味よりも、名薙は先に確たしかめたいことがあった。

「……アニカがいじめられてたのは、そのせいなのか」

「世界の残酷な一面を体たい験けんできただろう、ナナギ君。アニカちゃんはね。天使アイオーンの血筋だけど、イデア能力を持たない普通の人間なんだよ。けれど小さい頃ころから、赤い瞳ひとみだっていうだけで、ずっと色んな人達から憎まれ続けてるんだ」

　それはつまり────〝人種差別〟ではないか。

　名薙は納得がいかず、思わずゼインに食ってかかってしまう。

「そんな……アニカが悪いことしたわけじゃないんだろ！」

「理屈はそうさ。……でもね。この街には、天使アイオーンの攻こう撃げきを受けて行き場を失った人達もたくさん集まってきている。そういう人達から見たら、やっぱりアニカちゃんは憎くてたまらない天使アイオーンの１人なんじゃないかな。どこかで復ふく讐しゆうに遭って殺されたって不ふ思し議ぎじゃないんだ」

　名薙は言葉を失ってしまう。

　そうして名薙が黙だまり込むと、嘆息混じりに真ま無なが言ってのけた。

「大したものじゃない。見直したわ」

　名薙の手当を終え、真無は救急箱を片付けながら続ける。

「多くの人達から正当な理由もなく恨うらまれて、殺される可能性だってあるのに。そう知った上で、敢あえてこの人間の街に住んでいるんでしょう。並みのタフさじゃないと思うけど」

　真無の意見に、ゼインは小さく微笑ほほえんで言う。

「人は独りぼっちじゃ生きられない。アニカちゃんも人間だから、都市から離はなれて生活なんて、簡かん単たんにはできないだろうしね。……全すべてを覚悟で、この街で生きていくしかなかったんだろう」

　ゼインと真無のそれぞれの意見を聞き終え、名薙は複雑な心境で黙り込んでしまう。

　……そんな苦悩や辛つらさなんて、一いつ緒しよにいる時は微み塵じんも感じさせてはくれなかった……。

　初めて会った時から、アニカは元気で、負けん気が強くて、優やさしかった。そんなアニカは、名薙には想像も及ばないような過酷な環かん境きようを生きてきていることを知った。だから瞳の色を隠すために、カラーコンタクトなどしていたのだろう。あれがアニカの処世術なのだ。

　独りでは生きていけない。誰だれかに依存しなければ生きていけない。

　アニカが、そんな弱々しい存在であることを知った。……名薙と同じではないか。

　救急箱を持ったまま、真無は手を振って自室へ戻って行く。

「……私はお風ふ呂ろに入るわ。髪が生乾きだしね。興きよう味み深ぶかい話をありがとう、ゼインさん」

「どういたしまして」

　真無が浴室へ向かい去って行くと、リビングに残ったのは名薙とゼインだけになってしまう。

　２人が何も語ろうとしないでいると、聞こえてくるのは、リビングの壁かべ掛かけ時ど計けいから聞こえる秒針の音だけとなる。

　名な薙なぎは改めて、ビール缶に口を付けているゼインの姿を見やった。

　────世界の残酷な一面を体たい験けんできただろう、ナナギ君。

　まるで世界の全すべてを見透かしているかのような口振りだった。

　この時代で〝剣聖〟と呼ばれ、リーゼのような兵士や、一般市民からも尊敬の念で見上げられる存在。ゼインという人間はこれまで何を見て、何を感じて生きてきたのだろうか。

「……なあ、オッサン」

　名薙は尋たずねてみたくなった。

「────英雄になるって、どんな気分なんだ」

　名薙の漠然とした質問に、ゼインはしばらく、呆あつ気けに取られたような顔をした。

　だがやがて思い直したのか、苦笑を混じえて答える。

「……期待ばっかりされちゃってさ……飲んでなきゃ、やってられんもんだよ」

　ゼインはビール缶を飲み干し、空にした。

　缶を握にぎり潰つぶしながら、名薙を見ずに尋ねた。

「どうしてそんなことを訊きくんだい？」

「オレ……強くなりたいんだ」

　名薙はソファに座ったまま、俯うつむいて歯は嚙がみする。

　固く拳こぶしを握り締しめると、静かな怒りを込めた眼まな差ざしで、虚こ空くうを睨にらむ。

「１人でも生きていけるくらい。大切なモノを守れるくらい。強くなりたいんだ。そうじゃなきゃオレは、きっと元の時代に帰れない。今日きようの泣いてたアニカだって、守れやしない……！」

　苦々しく、名薙は抱えていた苦悩を告白する。

　対してゼインは、小さく微笑ほほえんで唇を開いた。

「好きなモノには好き。嫌いなモノには死ね。それだけ言えれば────人は生きていける」

「……？」

　唐突なゼインの言葉に、名薙は俯いていた顔を持ち上げる。

　ゼインは名薙の反応を気にせず、勝手に話し始めた。

「酷ひどい暴ぼう言げんだろ？　昔ね。オッサンはある人から、そんな言葉を聞かされたのさ」

「ある人？」

「オッサンが、いつまでもずっと、尊敬している人さ」

　言いながらゼインは、寂しそうに眼差しを遠くした。

「強さには色々あるよ、ナナギ君。腕っ節とか、地位とか権力とか。実に色々ね。けどオッサンは思うんだよ。どんな強さにも、守るべきものが必要なんだって。誰だれも幸せにしない力は、ただの暴力だ。ただ破は壊かいするだけの力は、強さなんかじゃない」

「守るべきもの……」

「君が守りたいと思うものをたくさん見つけることさ。好きなモノには好き。嫌いなモノには死ね。自分が正しいと思うことを、ハッキリ口にし続ければ良い。強くなるために必要なことなんて……たったそれだけだよ」

　ゼインは冷蔵庫へ新たなビールを取りに向かった。

　そうしてゼインがリビングを離はなれると、残されたのは名な薙なぎ１人だけになった。

「好きなモノには好き。嫌いなモノには死ね……か」

　とんでもない言葉だった。

　けれど不ふ思し議ぎと心強くて、名薙はしばらく、その言葉を胸中で反はん芻すうし続けた。

　ゼインが冷蔵庫をあさっていて、名薙が１人でリビングにいる時だった。

　玄関の呼よび鈴りんを鳴らす音が聞こえた。

「……お客さん？」

　ここは東とう京きよう政せい府ふから、真ま無なに与えられている家だ。住んでいるのが真無である以上、来訪者は真無に用事がある人物と見て間違いないのだろうが……いったい誰だれだろう。

　真無は入浴中。ゼインは酔っ払い中。

　そんな状況を考え、ひとまず名薙が玄関の応対をすることにした。

　慌ただしく廊下を駆けて、名薙は玄関先に辿たどり着く。覗のぞき窓まどから扉の向こうに立つ人物の姿を確かく認にんしようとするが……誰の姿も見当たらない。

「変だな……」

　僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたものの、思いきって名薙は扉を開いてみた。

　開いた扉の隙すき間まからは、雨音と、湿し気けった空気とが入り込んで来る。通り雨に過ぎないのではないかと思っていた雨は、未いまだに降り続いており、午前中の日照りで熱ねつされたアスファルトの上を濡ぬらして冷やしていた。

「…………やっぱり誰もいない」

　名薙は無人の玄関の向こうを見渡し、呟つぶやいた。真無の家の玄関先は、広い芝しば生ふの庭になっている。誰も立っていない庭は閑散としており、雨音以外には何も聞こえない静かなままだった。

　……悪戯いたずらだったのだろうか。

　怪け訝げんな思いのまま、名薙が扉を閉めようとした時だった。庭を挟んだ先にある道路。名薙はそこに────いつの間にか男が立っているのを見つける。

　呼び鈴を押したのは、その男だったのだろう。

　名薙が声をかけようとした途と端たん、男はユラリと身体からだを揺らしながら、ゆっくりと庭へ歩み入って来る。名乗ることもせず、頼りないフラフラとした千鳥足で、名薙に近付いて来た。

　不ぶ躾しつけな人物だと憤いきどおりながらも名薙には……違和感があった。

　その男は、名薙が見た事もない大人おとなの男である。中肉中背。ワイシャツにズボンの格好は、サラリーマンのようにも見えた。男が近付いて来るのに伴って、その姿は徐々に鮮せん明めいに確認できるようになっていく。

「……っ！」

　名な薙なぎはみっともなく悲鳴を上げてしまいそうになる。

　男の顔は────高こう熱ねつでドロドロに溶けたように崩れ、判別できない。

　頭部から蒸気を立ち上らせ、まるで名薙に救いを求めているかのように歩み寄って来る。

　一気に取り乱してしまいそうになる気持ちを懸けん命めいに堪こらえ、名薙は歯を食くい縛しばって理性を保つ。

　しかしよくよく男を観かん察さつし、その片手に自動小銃を持っていることに気が付いた時点で再度、名薙は激はげしく狼ろう狽ばいしてしまう。

　死にかけの男は名薙の許もとまで辿たどり着くことはできず……庭の中央で倒れて動かなくなる。

　そのまま息絶えてしまったらしく、もはやピクリとも動かない。

　名薙の足下にはただ、男が手放した自動小銃が一丁、転がって来ただけだった。

　呆あつ気けに取られていた名薙に、かかる声があった。

「────東とう京きよう政せい府ふが手配したボディガードって野郎かぁ？」

　品のない男性の声色だった。

「ロクに役にも立たたねえボディガードだなあ、おい？　この家に近付こうとした途と端たん、オレサマに銃を向けやがってよぉ。めんどくせぇから、うっかり殺しちまったじゃねえかよ」

　未いまだに頭部から煙を上げている死体。

　それに釘くぎ付づけだった視し線せんを、名薙は無む理り矢や理りに持ち上げる。

　いつの間にか男の死体のすぐ傍かたわらに、別の男が佇たたずんでいるのを発見する。

　雨に濡ぬれた荒々しいカットの赤髪。大きなクマを両目の縁ふちに作った、不健康そうな顔をしていた。男はワイルドな容よう貌ぼうであり、革ジャンにダメージ・ジーンズを着こなしている。年ねん齢れいは……見た感じでは名薙と同じくらいの若さに見えた。

　状況から言って、目前の男こそが人殺しの下げ手しゆ人にんだった。

　その凶行には畏い怖ふすれど、名薙は別の、ある事実にも驚きよう愕がくせざるを得ない。

「赤い……瞳ひとみ……！」

　ニヤニヤと笑えみ、名薙を見つめる赤髪の男。

　その双そう眸ぼうには天使アイオーン達のみが持つことを許された、血のような赤の瞳が露ろ出しゆつしていた。




　　　　▼▼▼




「ここに剣野郎がいるんだろう？　とっとと会わせろや、ガキ」

　藪やぶから棒に切り出した男の発言に、名薙は驚おどろく。

「剣野郎って、ゼインのことを言ってるのか……！」

　現れるなり人を殺していた赤髪の男は、いきなりゼインを呼び付ける。赤髪の男が殺したのは、東京政府が真ま無なの身を守るために手配していたボディガードのようだ。

　殺人をしたばかりだというのに涼しい顔の男を異常に思い、名な薙なぎは最大限の警けい戒かい心しんで視し線せんを険しくする。

　赤髪の男はしばらく名薙の姿を観かん察さつした後、愉快そうに笑えんで言った。

「剣野郎と一いつ緒しよにこの家にいるってことは……さてはテメエが、過去からの来訪者って奴やつの１人だな」

「！」

　身の上を看破された名薙は、露ろ骨こつに驚おどろいてしまう。

「アンタ、オレが過去から来たことを知っているのか……！」

「知ってるに決まってんだろ。オレサマはテメエのような野郎を、見つけ次第に片っ端から殺すように命令されてんだからよぉ？」

「オレを……殺すように命令されている……？」

　本物の人殺しに面と向かって「殺す」のだと断言され、名薙は打ちのめされて立ち尽くす。

　今すぐにでも逃げ出さなければ危険だ。

　そうは理解していても、実際にこんな予想外の状況に投げ出されてみると、緊きん張ちようで身体からだはピクリとも動かない。まるで手足をその場で串くし刺ざしにされたかのように、名薙は気色悪い脂汗を額ひたいに浮かべてしまう。

「────下がっていてくれるかな、ナナギ君」
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　玄関対応から名な薙なぎが戻って来ないのを不ふ審しんに思ってか、ゼインが玄関先に現れていた。

　登場したゼインの姿を確かく認にんすると、赤髪の男は、頰ほおに亀き裂れつの入ったような笑えみを浮かべる。

「ようやくお出ましかよ、剣野郎」

　ゼインは新しい缶ビールを手にしてはいたものの、いつものヘラヘラした態度は微み塵じんも覗のぞかせず、ただ赤髪の殺人者を睨にらみ付けながら名薙に言い聞かせる。

「こいつはね……冗じよう談だん抜きの危険人物だ」

　只ただならぬゼインの態度に気け圧おされ、名薙は言葉を噤つぐんだ。

　口を閉ざした名薙の前ぜん衛えいを守るよう、ゼインは一歩だけ庭に歩み出て、赤髪の男と対たい峙じする。

「久しぶりだね、イグニス君。君と会うのは城じよう塞さい都市ローマでの作戦以来かな？」

　ゼインと赤髪の男は面めん識しきがあるような口振りだった。

　そんなゼインの挨あい拶さつに、イグニスと呼ばれた赤髪の男は、皮肉っぽく肩をすくめて応こたえた。

「こちとらテメエとは早く再会したいと思ってたぜぇ、クソ剣野郎？　オレサマの部下を皆殺しにしてくれた恨うらみ、今でもハッキリと覚えてんだよ、こっちはよぉ……？」

「あれはこっちも手加減なんてできない状況だったんだよ。予告もなしにいきなり都市に攻こう撃げきを仕掛けてきたのは君たちの方だろう？　遠えん慮りよなんてしていられなかったんだ」

「人サ類ルの分際で、天使アイオーンであるオレサマに手加減だあ？　思い上がるのもいい加減にしやがれってんだよ、進化できなかった下等生物が！」

　苛いら立だった口く調ちようで身を乗り出そうとするイグニスに、ゼインは反射的に身構えた。

　臨りん戦せん態勢に入ろうとするゼインに気が付き、イグニスは苦笑した。

「……勘違いすんな。今日きようは挨拶代わりに顔見せに来てやっただけだっての。チンケな旧交って奴やつを温めによぉ？」

「君みたいな性格破は綻たん者しやと温め合う旧交なんて、こっちは持ってないんだけどね」

「いちいち癇かんに障る野郎だ。今ここでオレサマがテメエをブチ殺したいのは山々だが、ＰＡメサイアに乗ってねえ、全力じゃねえテメエを殺したところでリベンジにはならねえしな」

「へえ。じゃあ、何をしにわざわざ来たんだい？　天使アイオーンの中でも４大貴族の家柄に生まれ、天使の軍勢セラフイツク・アルマの中でも最凶と呼ばれる〝戦争の終焉の騎士ナイツオブエンド〟である君がさ」

　ゼインの問いかけに、ただただイグニスは苦笑するだけだった。

「なーに、ただテメエの生のツラを拝おがみに挨拶で来てやっただけだ。ＰＡに乗ってる時は、お互いに顔も見られねえしよお。けどまあ、確たしかにテメエが言う通り、手ぶらってのもなんだなあ。んじゃまあ、とりあえず────そこのガキを始末するくらいはやっておくか」

　言うなりイグニスは傘を捨て、天に向かって片手のひらを掲げた。

　するとその手のひらの先の空間に────透明な立方体状の箱が現れる。

　全面ガラス張りでできているかのような、光こう沢たくを持った箱だった。

「────〝殺戮の光レイ・ナパーム〟！」

　イグニスの言葉が引き金となり、箱は砕け散る。

　破片を撒まき散らし、箱の中から現れたのは、眩まばゆい輝かがやきを放つ光球である。

　その光球から天高くまで、光こう線せんが伸びる────それはレーザー光線だった。

　イグニスが掲げていた手のひらを振り下ろすと、光線はその動きに追従する。天高く伸びた光線は、まるで極細の光の剣であるかのように、真ま無なの家を真っ二つに溶断してみせた。

「危ない！」

　ゼインは一言と共に、名な薙なぎの身体からだを隣となりから蹴けり倒す。

　蹴り倒された名薙は濡ぬれた芝しば生ふの上を転がり、呆あつ気けなく倒れ伏した。

　すると直前まで名薙が立っていた場所は、その背後の建物ごと熱ねつ線せんで焼き切られていた。

　一いつ瞬しゆんの間に────真無の家はレーザー光線で両断されてしまった。

　屋内のどこかでは、ガス管の一部にでも引火したのか、小さな爆ばく発はつ音おんと火の手が上がっている。それを検知した天てん井じようのスプリンクラーは、慌ただしく室内を水みず浸びたしにし始めていた。

　遠く、浴室の方から「なんなのよいったい！」と喚わめく真無の声が聞こえていた。

　入浴中だった真無は、どうやら無事な様よう子すだった。

　それに安あん堵どしながらも、名薙は蒼そう白はくな表情で喚き散らした。

「なんだよ、今のビームソードみたいなのは！」

「……あれが、イグニス＝ヴィッカースという天使アイオーンが持っているイデア能力だよ」

　冷静さを失っている名薙とは対照的に、ゼインが淡々と答えた。

「光────科学的には粒子であり、電でん磁じ波はでもある正体不明の輝き。アインシュタインは、光はエネルギーの塊であるのだと考えた」

　ゼインはイグニスを睨にらみ付けたまま、頰ほおだけで乾いた苦笑を浮かべる。

「イグニス君のイデア能力は、光を直感的に操あやつるものであるらしい。光の波長や振幅、進行方向を揃そろえて１点に集中させれば────あんな風に高熱のレーザー光線を放つこともできるんだ。理屈はわかるんだけど……こうして見る度たびに非ひ常じよう識しきな力だと感心するよ」

　イグニスは宣言していた通り、本気で名薙を殺しにかかっている。

　この閑静な住宅街で、あんな広こう範はん囲いを焼き切るレーザー光線を平気で放つことから考えても、周辺の被害など露つゆほども気にしていないのだろう。はっきり言って無差別攻こう撃げきに近い。

「こうなりゃ、やるしかないのかよ！」

　名薙は覚悟を決め、頭を溶かされたボディガードが落とした自動小銃を拾い上げた。

　落ちていた自動小銃を拾い上げると、名薙はＦＰＳゲームの見みよう見み真ま似ねで構える。そして余裕ぶって名薙を見ているイグニスに向かって銃口を向けた。

　人の姿をしているイグニスを見て、名薙は撃うつことを一瞬だけ躊躇ためらった。

　だが────生き残るためにも、名薙は引き金を引くことを決断する。

　予想以上に大きい、肩を抜ける反動と共に、銃弾は鋭するどく発射された。

　しかしその銃弾をイグニスは────身を捻ひねるだけで軽々と回かい避ひする。

「！」

　見えていたとでも言うのか。

　そうだとしても、銃弾の速度なんて、普通の人間が反応できるものではない。

　名な薙なぎは立て続けに発砲し、下へ手たくそな射しや撃げきの腕前でも、数を撃うてば当たることに期待した。

　しかしどれだけ撃っても、イグニスには銃弾が１発も当たらない。イグニスはもはや、完全に〝見えている〟としか思えない振ふる舞まいで、次々と銃弾を回避して細く笑えんでくる。

　ひとしきり撃って当たらないことを理解した名薙は、人に銃を向けている緊きん張ちように耐えかね、銃口を静かに下ろす。そうして息切れしながら、静かにイグニスを睨にらみ付けるだけだった。

「……無む駄だだよ、ナナギ君。そんなものをいくら撃ったところで当てられない」

　名薙に釘くぎを刺したのは、イグニスではなく傍かたわらのゼインだった。

「君が銃口を構える動作を始めた時点で、彼は君の照準位置、発砲タイミングまでの全すべてを計算して予測し、対応できるんだ。周辺環かん境きようを考こう慮りよした弾道計算までお手のものだ」

　ゼインの言葉に納得がいかず、名薙はつい食ってかかってしまう。

「計算して予測してるだって!?　いったいどうやったら人間にそんなことができるんだよ！」

「彼は純粋な人間じゃない────天使アイオーンとは〝ＤＮＡコンピュータと化した人間〟なんだ」

　ゼインの発言に、名薙は打ち据えられたかのような衝しゆう撃げきを受ける。

　ＤＮＡコンピュータ────アニカが言っていた説明を思い出してみると、電子回路を使用しない、液体でできたコンピュータのことだ。トランジスタなどの電子部品ではなく、ＤＮＡなどの高分子生体物質の化学反応で計算する、人類が考案した中でも最速に近い超並列処理が行える代しろ物ものだったはずだった。

　ゼインは悲しげに目を細め、続けた。

「かつて人類は、脳をコンピュータに接続するという脳介機ブレイン・マシン・装置インターフエースの構想を研究していた。彼等ら、天使アイオーンという種は、ある意味でその成功例なんだ。人体を機械化する際に付き纏まとう健康リスクを侵おかさず、元々自らの体内を流れる血液をスーパーコンピュータに変えることで、脳のニューロン全てとコンピュータを直接接続ダイレクトリンクすることに成功している。まさにバイオ・サイボーグと呼ぶに相応ふさわしい」

　ゼインはイグニスを睨みながら、どこか悔しげに言った。

「これまで人類が使用していなかった脳の全ての領域にアクセスでき、その機能を使用できる彼等の五感は、スーパーコンピュータと同等レベル。下手すればフェムト秒単位の超精密さだ。集中すれば銃弾なんて止まっているのも同然に見えているし、神経伝達物質や体内物質をリアルタイムに制御することで、人間を超越した身体能力も発揮できる。今も人間と呼ぶのが正しいのか、コンピュータ生物という新たな種だと考えるべきなのか、学者達も意見が割れてるよ」

「お勉強会はそのへんにしとけや、剣野郎」

　イグニスは、名な薙なぎの胸元に向かって手のひらをかざした。それはまるで名薙の心しん臓ぞうを摑つかみ取ろうと、手を伸ばすような仕し草ぐさである。その手先に漂う光球は、輝かがやきを増していく。

　イグニスの攻こう撃げきの照準が、名薙の胸元を撃うち抜く致命的な位置に当てられていることが理解できた。そしてそれは────名薙の背後のバスルームにいる、真ま無なの命をも危険に晒さらす軌道である。

「────光の速さで死ねや！」

　イグニスの手のひらが、一際眩まばゆく輝いた。

　ゼインが名薙を庇かばおうと動き出すが、光速の攻撃を前にしては間に合うはずもなかった。

　名薙は反射的に、両手を顔の前で交差させて構えてしまう。

　────真無！

　名薙は今にも迫りくる死の恐怖の中で、咄とつ嗟さに真無の身の危険をも案じた。

　次の瞬しゆん間かん、イグニスが放った宇宙最速の高こう熱ねつ線せんを────名薙は右手のひらで受け止めた。

「はああああ!?」

　あまりにも予期せぬ事態に、イグニスは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　光線は搔かき消され、名薙の手のひらからは、蒸発した雨水が煙のように漂っている。

　それを啞あ然ぜんとした顔で見ていたのはイグニスだけではなく、名薙とゼインも同じだった。

　名薙は気が付いた。見下ろしていた名薙の手のひらが、緑みどり色いろの光によって照らし出されている。

　その緑色の光は、名薙の両の瞳ひとみからこぼれ出るネオン管のような輝きであった。

　名薙は傍かたわらに立っているゼインに、不安な思いで尋たずねる。

「ゼイン……オレ、いったいどうなってるんだ……！」

　そんな名薙を見ていたゼインは、雨に濡ぬれながら呟つぶやいた。

「……マナちゃんだけじゃない……やはりナナギ君も〝持っている〟のか……！」

　名薙とゼインの様よう子すを見ていたイグニスは、やがて哄こう笑しようを上げ始めた。

　雨空に響ひびかせるように、高々と笑い転げるイグニスは、この上なく愉快そうに叫んだ。

「こいつはおもしれええええ！　過去からの来訪者ヴイジターってのは、つまり人間側のイデア使いのことだったってのかよお！　道理で元老院が皆殺しにしろって躍やつ起きになるわけだわなああ！」

　ひとしきり笑い転げた後、イグニスは踵きびすを返し、名薙達に背を向けた。

「ここでテメエ等らを殺すのは勿もつ体たいねえ。勿体なさ過ぎだぜ！　剣聖と過去からの来訪者ヴイジター共の命は、近いうちに必ず奪ってやんよ────もっと相応ふさわしいステージでなあ！」

　そう言って、イグニスは高らかに笑いながら去って行く。

　雨空の下、遠ざかって行くイグニスの背中と笑い声を、名薙もゼインも追いかけなかった。

「イグニス……光を操あやつるイデア使い……！」

　緑色の灯ひが瞳から消えた頃ころ、名薙はようやくそれを呟つぶやいた。

　名薙達が今その圧倒的な力に立ち向かったとしても、生身では勝機などないと確かく信しんできた。
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　窓から陰気な陽ひ射ざしが射し込む会かい議ぎ室しつで、装飾された高級机に鎮ちん座ざする男がいた。

　流れるような黒い長髪を、背後で束たばねた白いスーツ姿である。

　威圧的な眼まな差ざしで、只ただ者ものではない気け配はいを放ちながら、男は机を挟んで対面のＵ字型卓に座っている面々を見渡す。そして男は、首筋のタッチパネルを操そう作さした。

　Ｕ字型卓の中央に────ＣＧでできた巨大建造物の３次元映像が表示される。

　巨大建造物は、洋上の孤島に聳そびえる天高い塔だった。

　映像情報を共有している室内の面々は、全員がそれに注目した。

「……これは赤道付近に建造されていた〝軌道エレベータ〟の空くう撮さつ映像だ」

　鎮座する男は、その日、初めて口を開いた。

「諸君も知っての通り、この人工島が赤道に建造され始めたのは、西暦２０３０年のことだ。全長10万キロメートルにも及ぶと言われる天を貫く塔。第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんで勝利した天使アイオーンは戦後、この軌道エレベータにより地上を離はなれ、今では宇宙空間に移住している。彼等らが宇宙に創つくった社会は〝静浄の楽園プレロマ〟と呼ばれ、その生活形態は、我々人類にとって謎なぞに包まれている。宇そ宙らと地上に住む種族……天使アイオーンは完全に、我々人類と袂たもとを分かった存在と化した」

　映像を見ていた室内の一同は、やがて語る男に視し線せんを集め始めた。

　都市の政情を取り仕切る重じゆう鎮ちん達の注目に怯ひるむこともなく、男は淡々と続けていく。

「天使アイオーンがプレロマに移住した頃ころ、戦後の荒廃した地上を生きる人類は悲惨だった」

　男は小さく嘆息する。

「世界中に遺い棄きされた金属知性体マモノは、自然界の食物連鎖ヒエラルキーにおいて頂点に割り込み、人類を捕食する者となった。そしてマモノを造った天使アイオーン達は、人類という種を地上から根絶やしにするために、今も手当たり次第に虐ぎやく殺さつを繰くり返している。虐殺に対抗するための組そ織しき、国際連合。相互防ぼう衛えい、相互利益を理念に発足された人類の連合に加盟していた城じよう塞さい都市は、かつて１３０あった。しかし度たび重かさなる天使アイオーンの侵略で、今ではその数も72にまで減っている。毎年、陥落させられる都市の数は増えていく一方だ。まさに……我々人類はジリ貧と言える」

　男は机の上で両手を組み、鋭するどい眼差しで言う。

「人類は常に────天使アイオーンという〝敵の脅威〟に晒さらされている」

　もう一度、男は首筋のタッチパネルを操作する。

　今度は東とう京きようビッグサイト遺跡の調ちよう査さ報告書が表示される。

「先日の都市外調査において、東京から約50キロ離れた東京ビッグサイトで、謎なぞの光学異常現象が観かん測そくされている。依然としてその原因は究明できていないが、調査に向かわせた小隊が、１名を除き全滅している。現状の考察では、天使アイオーンの仕業と見て間違いないと思われる」

「光を操あやつるイデア使い……〝終焉の騎士ナイツオブエンド〟であるのだということですか、総理？」

「私はそう考えている」

　老大臣の質問に、男────ベイゼル総理大臣は即答した。

　ベイゼルの言葉に、会かい議ぎ室しつがざわつく。

　だが構わずにベイゼルは続けた。

「終焉の騎士ナイツオブエンド────人類にもたらされる悲ひ劇げきの名前を称号とした、天使の軍団セラフイツク・アルマで最強の７人。最悪のイデア使い達だ。たった１機きで、城じよう塞さい都市の総戦力を攻略できる程の強力なイデアを使える悪あく魔ま達。その中でも高こう熱ねつの光を操るイデア使いと言えば、思い当たる天使アイオーンは１人だ。伝説上では赤い馬に跨またがり、巨大な剣を手にしているとされる黙もく示し録ろくの騎き士し────」

「────〝戦争〟のイグニス＝ヴィッカース」

　会議室の片隅で、着座せずに壁かべにもたれかかっていた黒シャツの男が補足するように言った。

　ベイゼルは苦笑して、その男が口にした言葉を肯定する。

「その通りだ、ゼイン殿」

　名を呼ばれ、ゼインも苦笑して見せた。

「昨日きのうの午後３時20分。政府所有の迎げい賓ひん館かんを巡回警けい備びしていた守しゆ衛えいが殺害された。死因は頭部溶解による即死。その殺人犯を、そこにいるゼイン殿が目もく撃げきしている。……それがイグニス＝ヴィッカースであったという情報だ」

「都市内に、終焉の騎士ナイツオブエンドがすでに潜せん入にゆうしているというのですか！」

　その場で起立してまで憤いきどおる老大臣を、ベイゼルは冷ややかに見ながら肯定する。

「……その通りだ。ゼイン殿の証言もある。今もなお、都市内にいるのかまでは不明だがな」

「そんな……都市の防衛システムは何をしていたと言うのですか！」

「突破されていたよ。城塞都市周辺を偵察している無人航空機ＵＡＶや、都市内に設置された監かん視しカメラや防衛システムの一部が、天使アイオーンの〝血液制御ブラツド・ハツク〟によって改かい竄ざんされているのが発見されている。諸君も知っての通り、天使アイオーンは自らの体内に流れる血液の組成を任意に変化させ、まるで半はん導どう体たいのように振ふる舞まわせることができる力を持っている。彼等らが血液でマモノを操ったり、電子回路をハッキングするのはよく知られているだろう。今回の血液制御ブラツド・ハツクに使われた血液をＤＮＡ鑑かん定ていした結果は、やはりイグニスと一致している」

　室内のざわめきが、大きくなっていく。

　ベイゼルは改めて一同を見渡し、声高に告げる。

「私は本日この時より、都市警戒レベルを６に引き上げることとする。騎士団は全員ＰＡに搭乗して都市内を巡回。都市内主要施設の警備を強化し、周辺都市からの大使やＶＩＰにも注意警告を出すように。都市外半径10キロ圏内の哨しよう戒かいに、無人多脚戦車マシン・タンクを放て」

「戒かい厳げん令れいを敷しくのですか……？」

　大臣の質問に、ベイゼルは苦笑する。

「そうはしない。敵が都内に潜せん伏ぷくしている可能性がある以上、無用なパニックを引き起こすのは得策ではないと考える。都民に自宅待たい機きさせたところで……今回の敵の能力を前にしては、安全が確かく保ほできないからな」

　ベイゼルが沈ちん黙もくすると、一同も沈黙する。

「……質問がなければ解散とする。各自の職しよく務むへ戻るように」

　会かい議ぎの終了をベイゼルが告げると、室内の緊きん迫ぱくした空気が緩かん和わする。

　それぞれの大臣が席を立って退室したところで、ベイゼルは２人の人物を呼び止めた。

「少し良いか、レイズ。そしてゼイン殿」

　会議室から人がいなくなると、ゼインと、騎き士し団だん長ちようのレイズだけが残される。

　２人はベイゼルの座っている席へ歩み寄る。

　話ができる距きよ離りまで近付くと、ベイゼルの方から話しかけた。

「騎士団の哨しよう戒かい任務中、過去からの来訪者ヴイジターだと名乗る少女を保ほ護ごしたと耳にしている。話によれば、彼女は人間でありながら天使アイオーンと同質の異能力を持っているそうだな」

「お耳が早いですな。その通りです。彼女の力について、科学技術省が研究協力を申し出たところ、生活の保証と引き替えに快かい諾だくを得られたようです」

　ベイゼルの言葉を肯定しながら、レイズは状況説明も行った。

　すぐにベイゼルは、別の質問を投げかけてくる。

「何者だ」

「現在、データベースと照合中ですが……未いまだに身元は不明です。周辺の他都市にも調ちよう査さを依頼していますが、進展はありません」

「ふむ……確たしかゼイン殿も、ビッグサイト遺い跡せきの調査の際に、過去からの来訪者ヴイジターを名乗る少年を見付けたという話だったな」

「その通りです。少年の方も、身元不明であるというのは、女の子の方と一いつ緒しよですけど」

　肯定するゼインを、微笑ほほえむことすらせずにベイゼルは一いち瞥べつして問う。

「どう考える、ゼイン殿」

「と、言いますと？」

　惚とぼけるゼインに、ベイゼルは無表情に言う。

「彼等らは本当に人間か？」

「御安心を。危険があれば私が始末しますよ。そのためにレイズ殿から監かん視し役やくを頼まれてます」

　ゼインがそう言うと、レイズが一言を付け加えた。

「彼等が何者か、まだ定かではありませんが、少なくとも少女の方はイデア能力を持っていることが確かく認にんされています。我々にとって重要な切り札となり得る可能性は十分にあるでしょう。人間が、天使アイオーンのイデア能力に対抗する力を得るためのね」

「そうか……」

　ベイゼルは席を立ち、会かい議ぎ室しつを後にしようとする。

「彼等らは今、科学技術省にいるのだったな」

　そう呟つぶやくと、ベイゼルは苦笑して言った。

「私から話そう。彼等が────〝預言〟の示す者であれば良いのだが」




　　　　▼▼▼




　科学技術省────東とう京きよう政せい府ふ直ちよつ轄かつの、科学技術を扱う研究機き関かんである。

　その研究内容は非常に多た岐きな分野にわたって行われており、都内にいくつもの実じつ験けん施設や研究室を有している。喪失情報ロスト・データの解析や格付けなども同省が行っており、２１４０年の東京の科学技術水準を決定付けている機関であるとも言える。

　昨日きのう……イグニスの襲しゆう撃げきを受けた後だった。

　名な薙なぎと真ま無なは警けい察さつの取とり調しらべを受けるでもなく、何な故ぜかゼインに、科学技術省の実験プラントへ連れて来られていた。

　来らい賓ひん用の宿泊室へ泊まり、翌朝をプラント内で迎えた。

　雨が上がったというのに、まだ天気は憂ゆう鬱うつな曇くもり空ぞらのままである。ガラス張りの清せい潔けつな廊下を歩きながら、名薙と真無は、外の天気を見上げてボンヤリしていた。

「昨日はよく眠れましたか？」

　名薙と真無の前を先せん導どうして歩くリーゼが、微笑ほほえみを交えて問いかけてきた。

　欠伸あくびをしながら、名薙は答えた。

「うーん。なんだかモヤモヤした気分だったせいか、よく眠れなかったよ」

「あら、私は熟じゆく睡すいできたけど？」

「……家が襲撃されて、理由もわからず命まで狙ねらわれてるっていうのに。ホント太い神経してるよな、真無は」

「女の子に向かって、太いって台詞せりふは失礼よね」

　２人のやり取りが面おも白しろかったのか、リーゼはクスクスと笑っていた。

　そんな女性達に微笑み返しながらも、名薙の内心は晴れていなかった。

　────イデア使い。

　昨晩、名薙達を襲撃したイグニスという天使アイオーンは、名薙のような過去から来た人間が、イデア能力の使い手であるのだと言っていた。この時代に来た真無が、その能力に目覚めたことは判明していたが……まさか名薙自身までイデア能力を使えるとは思ってもいなかった。

「イデア能力か……」

　名薙は呟つぶやき、自分の右手のひらを見下ろしてしまう。

　……イグニスのレーザー光こう線せんを受け止めた右手。あれが偶然できた芸当だとは思えない。

　真ま無なが能力を使う時と同じように、名な薙なぎの瞳ひとみも緑みどり色いろに発光していたのである。

　名薙はあの時、無む意い識しきに自分のイデア能力を使ってしまっていた可能性が高い。

　しかしあの後、どれだけ試してみても、名薙の瞳が変色することはなかった。力んでみても何も起こらず、真無のように虚こ空くうからナイフを取り出すような芸当ができるわけでもない。

　ようするに、自分の意思で能力を発現させられないのだ。

「……本当にオレにも、イデア能力なんてものが備わってるのか？」

　半信半疑の気持ちを払ふつ拭しよくできず、名薙は１人でぼやいてしまう。

　気を取り直し、名薙は頭を搔かきながら言った。

「しっかしなんでゼインのオッサンは、オレ達をここへ連れて来たんだろう。普通、こういう事件が起きた時って、先に警けい察さつへ行くもんじゃないのか。って……この時代に警察あるの？」

「名薙君は勉強不足ね。警察は存在してるわよ。騎き士し団だんが城じよう塞さい都市外を警備する軍隊だとしたら、警察は都市内の治安維持機き構こう。私達の時代と大差ない組そ織しきみたいよ」

「そうなのか。まあとにかく、真無の家が破は壊かいされて、帰る場所はないわけだけど……だからといってこの科学技術省ってところに連れて来られた理由は、よくわからないな」

「ゼイン様は、この科学技術省で、ナナギさんとマナさんに見せたいものがあるのだとか」

「見せたいもの？」

「私も詳しいことは知りません……申し訳ありません。ただ私は、お２人を約束の時間にゼイン様のところまでお連れするよう、言われているだけですので」

　思いの外、申し訳なさそうに暗い顔をしてしまうリーゼに、名薙は少し慌ててしまう。

　なんとか励まそうと、名薙は微笑ほほえみながらリーゼへ言った。

「そ、それにしてもリーゼさんと科学技術省で会えるなんて思いもしなかったですよ！　リーゼさんの所属してる東とう京きよう騎き士し団だんって、科学技術省にも出入りしてるんですか？」

「私の場合は時々、ですかね。ここでは新型のＰＡの研究開発が行われていますので、テストパイロットとして騎士団から何人か派遣されることがあります。私はテストパイロットの１人として、ここによく出入りしていますから。かってに詳しいんですよ」

「貴女あなた、もしかして私達のボディガード役としても同行してくれてるのかしら」

　真無の指摘に、リーゼは苦い顔で微笑む。

「鋭するどいですね。その通りです。ここに出入りしていて、且かつナナギさんと面めん識しきがあったのが理由だったんでしょう。こうして私が案内役、兼ボディガードとしてゼイン様に指名されました」

「オッサンの指名だったのか」

「そうです」

　納得しながら、名薙は小さく何度か頷うなずいてしまう。

　やがてリーゼに連れられた先で、名薙達は大きな金属製のシャッター前に辿たどり着く。

「ここを通り抜けた先の棟で、ゼイン様達がお待ちになっているはずです」

　そう言ってリーゼは、シャッター横のカードリーダーにセキュリティカードを通す。

　すると目の前のシャッターが、ガラガラと音を立てながらゆっくりと上がって開いていく。

　シャッターの向こうに広がる広大な空間を見渡して、名な薙なぎは目を輝かがやかせてしまう。

「うわー！　すっげえなー！」

　そこは格納庫のようになっており、ビッシリとＰＡが並んで保管されていた。

　ＰＡはどれもハンガーデッキに吊つり下げられており、外装甲アウターを装備する前の、基礎骨格ベーシツク・フレームの状態で保管されている。

　以前に名薙が見たゼインのＰＡは、機き械かい仕じ掛かけの椅い子すのような基礎骨格ベーシツク・フレームだった。

　しかし目前の基礎骨格ベーシツク・フレームは椅子型ではなく、ハンガーに固定された人ひと型がたの状態だ。

「なるほど……ハンガーがない場所では、オッサンのＰＡみたいに椅子型にして保管するものなのかな。んでこっちは、宙吊りにして置いてあるわけか」

　納得しながら、名薙と真ま無なはリーゼに続いて格納庫内へ歩み入る。

　奥へ進むと、名薙は見み慣なれない物を次々と発見した。

「……あれは？」

　身長４メートルくらいの、機械仕掛けの巨人と呼ぶに相応ふさわしい造型フオルムをしたロボットが、ライトアップされた台の上に展示されている。４脚歩行する下半身ユニットに、大型の回転機銃や砲塔を装備した上半身が載っていた。重厚な冷たい金属の装甲を纏まとったその姿は、今にも動き出しそうな躍やく動どう感かんを秘めていた。

「────無人多脚戦車マシン・タンクですね」

　名薙の疑問に、リーゼは答えた。

「騎き士し団だんでも所有している通常兵器の１つですよ。歩兵がいきなり突入するには危険過ぎる場所へ、この無人兵器を投入して、最初に地ならしを行うんです。マモノの巣や、表皮が鋼こう鉄てつよりも硬いマモノが現れる場所では、よく使用されています。ＰＡでは携行できない重高火力武装を装備できますし、後は車両が走行できない地区への物資の搬送などでも活躍してます」

「へえ～」

「フーン」

　名薙と真無が同時に感心する。

　無人多脚戦車マシン・タンクの横を通り過ぎると、また別の見慣れぬＰＡを発見した。

　手足のパーツが異様に大きめなサイズとなっており、ジェットタービンのような、チューリップ状の推進器が取り付けられている。

「それはＰＡの飛行ユニットですよ」

「飛行ユニットって……ＰＡって空を飛べる物もあるってことかよ！」

「飛べますよ。戦せん闘とう機き程の速度は出せませんが、飛行するマモノの迎げい撃げきなどに使用されてます」

　ＰＡの格納庫エリアを抜けて、名薙達は、棟と棟を繫つなぐ渡り廊下を進む。

　リーゼに連れられて辿たどり着いた先には、やがて重厚な漆うるし塗ぬりの扉が現れた。

　その扉の前に到着したところで、リーゼは名な薙なぎと真ま無なを振り返って告げる。

「……私がお連れするように言われていたのは、ここまでです」

「あれ、リーゼさんは入らないの？」

「ここから先は、お２人だけをお通しするように言われてます。すいませんが……」

　リーゼに言われ、名薙と真無は互いに顔を見合わせてしまう。

　だがすぐに気を取り直して、お礼を言うことにした。

「御苦労様です」

「またスクールで会うことがあれば、よろしく」

　そう言って２人は、微笑ほほえんで去って行くリーゼと別れることになった。

　リーゼと別れた後……名薙は左右両方の扉を押し開けて室内へ入室する。

　開いた扉の向こうからは、少しだけカビ臭い匂においがこぼれ出てきた。

　名薙達の目前に現れたのは────広大な図書室だった。

　中央が吹き抜けになった三階構造である。

　見上げても視界に収まりきらない量の本棚と、そこに敷しき詰められた本が並んでいた。

「……すごいわね。まるで国こく立りつ図と書しよ館かんの規模ってところかしら」

　室内を見渡しながら、真無がポツリと感想を口にする。

　受付に腰かけていた司書と思わしき女性が、名薙達に歩み寄って来る。

「ナナギリョウガ様と、キサラギマナ様ですね？」

「え、ああ、はい」

「お待ちしていました。こちらです」

　そう言って司書は笑え顔がおを浮かべ、名薙と真無を奥へ誘った。

　言われるがまま２人は、今度はリーゼではなく、司書について歩くことになる。

　行き先に現れたのは、「関係者以外立入禁止」の看板がかけられた、地下へ続くエレベーターである。司書はエレベーターを指し示しながら、名薙達へ言った。

「あのエレベータを使って降りて下さい。すでに総理がお待ちになられています」

「……総理？」

　予期せぬ単語を耳にした名薙は、啞あ然ぜんとしてしまった。

　階層の選択ボタンは、地上階と、地下書蔵庫以外に存在していなかった。

　ボタンを押すとエレベータは静かに扉を閉ざして動き出す。

　微かすかに聞こえる機き械かい音おんだけが、長い間、地下へ降り続けるエレベータ内を満たした。

　潜行時間は１分には及ばないが、それに近い時間を要した。その事実からも、エレベータが地下深くまで降りて行っていることを察することができた。

　やがて辿り着いた地下書蔵庫という階で、名薙達を乗せたエレベータは扉を開ける。

　扉の向こうは薄うす暗ぐらいが、広大な地下空間となっているようだった。

　四方をガラス壁へきで覆おおわれた小こ部べ屋やがいくつも並んでおり、１部屋に１つずつテーブルが置かれている。その上には１冊ずつ、古びた本が置かれているようだった。

「これは……？」

　平らな胸元で優ゆう雅がに腕を組み、真ま無なは微笑ほほえんで言った。

「名な薙なぎ君は知らない？　古文書とか、昔の粗悪な品質の紙で書かれた本って、日光や湿度とかに弱かったりするのよ。たぶんここは、旧ふるくて貴重な文献を、空くう調ちよう管理して保管している場所なんじゃないかしら」

「御明察だよー、真無ちゃん」

　エレベーターを降りてすぐの場所に、２人の男が立っていた。

　声をかけてきたのは、その片方。見み慣なれた無ぶ精しよう髭ひげの男である。

「よお。待ってたよー、ナナギ君。それにマナちゃん」

　ゼインはヒラヒラと手を振って、名薙と真無に呼びかけた。しかし名薙と真無が注目したのは、ゼインの傍かたわらに立っている見慣れぬ人物の方である。

　白いスーツを着た、ゼインと同じくらいの年ねん齢れいに見える男だった。

　笑いもせず、ただ無表情な強こわ面もて。その鋭するどい眼まな差ざしは、まるで鷹たかの目のようだった。相あい対たいする人心を押おし黙だまらせるような威圧感を持った、只ただならぬ雰囲気を漂わせていた。

　強面の男はゼインと共に、名薙と真無へ歩み寄って来た。

「……初めてお目にかかる。私はこの城じよう塞さい都市で、都市政情を取り仕切っている者だ。名前はベイゼル＝ブルックナー」

　自らをベイゼルと名乗った男は、静かに名薙へ握手の手を差し伸べてくる。

　名薙は、その手を恐る恐る握り返した。

　しかし対して真無は、握手の手を取らずに冷ややかに尋たずねる。

「政情を取り仕切るってことは、貴方あなたが司書の言っていた〝総理大臣〟さんかしら」

「いかにも。私には城塞都市東京の総理大臣という肩書きが付いている」

「そ……そ、そうりだいじん！」

　名薙は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　ベイゼルはまだ30代くらいの風ふう貌ぼうに見えた。

　名薙の生活していた２０１５年の総理大臣とは違って、２１４０年の総理大臣は若いらしい。

　狼ろう狽ばいしていた名薙を、ゼインがカラカラと笑った。

「大丈夫だよ、ナナギ君。総理は別に、君達をどうこうしようと思って出向いて来たわけじゃないんだ。ただ君達に……伝えなきゃいけないと思ってらっしゃるんだよ」

「伝えなきゃいけない……？」

　ゼインの言葉の後に、ベイゼルは嘆息を漏らす。

　そうして鋭するどい視し線せんをさらに尖とがらせ、名な薙なぎと真ま無なを見やる。

「最初に明言しておこう。私は────君達が２０１５年の過去から来たという話が、ウソではないと考えている」

「！」

　ベイゼルの予期せぬ告白に、名薙と真無は驚おどろいた。

　しかしすぐに、真無が油断なくベイゼルの発言の意図を探り始める。

「……どうしてかしら。私達が２０１５年の過去から来たという話は、この時代の人々は誰だれも信じてくれなかったわ。記き憶おく喪そう失しつ扱いされているくらいよ。それがどうして、東とう京きようの指し導どう者しやである貴方あなたは〝特別に〟私達の話を信じてくれるというの？」

　確たしかに真無の言う通り、名薙とて未いまだにアニカから記憶喪失なのだと疑われている。

　この時代ですらタイムマシンが開発されているわけでもないのに、過去の人間が、人為的に未来へ転移して来るのは不可能であるとの理由からだ。

　冷淡で油断ない真無の態度に、ベイゼルは皮肉っぽく微笑ほほえんで答える。

「全すべてが〝預言されていた〟から……そう言えば信じて貰もらえるかな？」

「……預言？」

　ベイゼルは自身の喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さし、地下書蔵庫のデータベースを検索する。

　目的の場所の位置を検索し終えると、ベイゼルは踵きびすを返し、地下書蔵庫の奥へと歩み出す。

「来たまえ。こっちだ」

　ベイゼルは皆まで言わずに、名薙達をどこかへ導みちびこうとしていた。

　その後ろ姿に続き、名薙と真無は、不安な思いを隠しきれずに表情を険しくさせてしまう。

　１２５年後の総理大臣が告げる「預言」と呼ぶもの。

　それが名薙達に何か関係しているのか。確かめるしかなかった。




　　　　▼▼▼




　広大な地下書蔵庫を歩いて、どこへ向かっているのかはわからない。

　漠然とした歩行を続けながら、ベイゼルは傍かたわらを歩くゼインに尋たずねた。

「天使アイオーンについて、彼等らにはどこまで教えた？」

「正体がＤＮＡコンピュータ化された人類だということ。それくらいですかね」

「そうか……では、歴史の部分は私が話すとしよう」

　そう言うとベイゼルは、振り向くでもなく、背後を歩く名薙と真無に講こう釈しやくを始めた。

「君達のいた２０１５年頃ごろは、コンピュータの高速化の限界が問題視されていた時代だった」

　言われて名薙は、未み来らい科か学がく博はくの基き調ちよう講演で聞かされた話を思い出した。

　従来と同じ手法では、コンピュータは進歩できない段階に入った。確かそんな話だった。

「当時、高速化の限界を迎えようとしていた旧来のコンピュータに代わり、さらなる高速演算ができる次世代のコンピュータ候補として期待されていたのは、量子コンピュータか、ＤＮＡコンピュータのいずれかだった」

「……って、ＤＮＡコンピュータって、オレ達がいた時代から存在してたものなんですか？」

「研究自体は、それより遥はるか以前から始まっていたはずだ。そこは詳しくないのか」

「……勉強不足なもので」

「知っての通り、この時代ではＰＱＣピクシーと呼ばれる量子コンピュータが普及している。次世代のコンピュータとしての地位を勝ち取ったのは、歴史上は量子コンピュータの方だった。脚光を浴びなかったＤＮＡコンピュータは、研究の方向転換を余よ儀ぎなくされ、かくして医い療りよう用よう分子マシンの分野に裾すそ野のを広げていったよ。しかし……この方向転換が後の悲ひ劇げきを生み出した」

「医療用分子マシン……？」

　聞きき慣なれぬ単語を耳にした名な薙なぎは、オウム返しで呟つぶやいてしまう。

　そんな名薙のぼやきに応こたえたのは、ヘラヘラ笑っているゼインだった。

「機き械かい的てきな働きをする、ナノスケールの分子機械のこと。ようするにナノマシンに似たものだよ、ナナギ君。例えば２０１０年代の当時、ガンの分子標的治療なんてものも存在していてね。分子機械でガン細胞をやっつけちゃおうっていう治療方法とかが研究されていたんだ」

　ゼインの言葉の後を、ベイゼルが無表情のまま続ける。

「分子マシンは、様々な病気の治療に使用され始めた。そしてある時、人間の身体からだの中で、研究者達が予想さえしていなかった現象が起きた。それこそが人体のＤＮＡコンピュータ化。いわゆる────〝血脳化〟と呼ばれる現象だ」

「！」

　名薙と真ま無なは、ようやくそこでベイゼルが言わんとすることを理解した。

　ベイゼルが口にしようとする結けつ論ろんを、先んじて真無が口にした。

「……なるほど。分子マシン治療を受けていた人達なのね、天使アイオーンと化したのは」

「その通りだ、キサラギマナ。コンピュータと化した人類は、ある日、偶然に自然発生したのだと考えられている。それからだよ。天使アイオーンと人類が種を違たがえてしまったのは」

　ベイゼルは嘆息する。

「それは神の悪戯いたずらであったのか、あるいは科学の辿たどり着くべき未来だったのか。分子マシンは、人体内に存在する様々な物質の影えい響きようを受け、次第にその性質を変化させていった。やがて分子マシンは、人間の脳に接続され、あたかもニューロンの一部のように振ふる舞まい始めた。こうして誕たん生じようしたのが、血液コンピュータに脳が接続されて〝血脳化〟した人類────天使アイオーンだ」

「……」

「彼等らが歴史の表おもて舞ぶ台たいに登場し始めたのは２０３０年代になってからだ。それ以前にも、分子マシン治療を受けていた人々の中には天使アイオーンと化していた人々もいたのかもしれないが……最初の天使アイオーンが誕たん生じようした瞬しゆん間かんは歴史の謎なぞだ。彼等らがいつどこで生まれ、何を考えていたのかはよくわかっていない。ただ事実として彼等は、我々人類に戦争を仕掛けた。そして第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんが起こり、敗北した者達の子孫が……今こん日にちの私達だ」

　名な薙なぎも真ま無なも、何も言えずに黙だまり込む。

　ただ一方的に話すベイゼルの言葉に、耳を傾け続けることしかできなかった。

「血脳化した彼等は、これまで人類が使用していなかった脳の全すべての領域を活性化させた。それによって彼等は、我々人類が未いまだ到達できていない、未知の領域へ足を踏み込むことができるようになったらしい。そうして得た力の１つが────イデアだ」

　名薙は半ばウンザリしたような気持ちだった。

　名薙達を襲しゆう撃げきした、イグニスと呼ばれる天使アイオーンもイデア使いだった。

　ベイゼルの話を聞く限り、天使アイオーンがイデア能力という異能力に目覚めた事情には、科学的な理由がある。しかしあの強力な力は────魔ま法ほうと呼ぶ方が適切なデタラメぶりである。

　その魔法のような力に目覚めた真無と……目覚めたかもしれない自分。

　名薙は思いきって、ベイゼルに尋たずねてみた。

「イデア能力って……結局、なんなんですか？」

「私も訊ききたいと思っていたところよ、名薙君」

　名薙の質問に真無も便びん乗じようしてくる。

「私は分子マシン治ち療りようなんて受けていないし、天使アイオーンでもない、ただの人間よ。その私が、どうしてイデア能力なんてものを使えるようになったのかしら。教えて欲しいわね」

「理由は不明だな」

　呆あつ気けなく答えるベイゼルに、真無は次句を吞のんでしまう。

　ベイゼルは肩をすくめて言った。

「イデア能力については、我々人類も総力を上げて研究している。だがその正体について、全ぜん貌ぼうは未だに解明されていない。わかっているのはごく一部だ」

　名薙と真無が黙ると、ベイゼルは続けた。

「イデアとは、戦前のギリシャ語で〝姿〟や〝形〟を意味しているそうだ。哲学用語によれば〝物事の真なる姿〟を表す言葉でもあるらしい」

「物事の真なる姿？」

「そう。我々の実体は、知覚することができないイデアという存在であり、普ふ段だんこうして目で見ることができる自分の姿とは、そんなイデアの僅わずか一部にしか過ぎないらしい。我々は物質世界で、肉体の檻おりに閉じ込められている魂。肉体に磔はりつけにされているイデアなのだそうだ」

「哲学者プラトンのイデア説ね」

「……博はく識しきなようだな、キサラギマナ。その通りだよ」

　ベイゼルは真無に感心しつつ、続けた。

「まだ戦前の頃ころの話だ。天使アイオーンは自分達が使う異能の力を、イデア説を用いて説明していた。人間は誰だれしも、普ふ段だんは知覚できないイデアの領域に封じられた力を持っている。彼等らは、その力の封印を任意に解き放ち、引き出すことができるのだと言っている。彼等の異能がイデア能力と呼ばれるようになったのは、そこからだ」

「大したことのない説明なのね。自分の中に眠っているスーパーパワーを引き出してるって言ってるだけでしょう、それ」

　真ま無なの手て厳きびしい意見に、ベイゼルは苦笑してしまう。

「人類はその能力を、いつまでも超能力の一言で片付けようだなんて思っていない。東とう京きようで言えばこの科学技術省が、日々イデア能力の研究を行っている。人類のイデア研究の結果、近年ではイデア能力を〝一般量りよう子し論ろん〟で説明するのが有力なのだそうだ」

　ベイゼルの説明は、名な薙なぎには理解不能だった。

　しかし名薙の理解度など関係なく、ベイゼルは淡々と続けていく。

「一般量子論によれば、この世にあまねく存在する者達は皆〝無限の可能性を持っている〟ことになっている。選んだ生き方次第で、神や悪あく魔まにでもなり得る無限の可能性だ」

「無限の可能性……」

「生きるということは、未来を選択し続けること。我々は無限の可能性の中から選択したこの〝現実〟と、選択しなかった〝殺された可能性〟とが量子的に重なり合った存在なのだそうだ。イデアとはつまり────〝可能性の集合体〟のことを指すらしい」

「可能性の集合体……それがイデア……」

「天使アイオーンは量子的ななんらかの手段を使い、〝殺された可能性〟の中に眠る力を引き出しているのだと考えられてる。だから彼等はこうも呼ばれる────殺された可能性イデア使いと」

「……」

「天使アイオーンは基本的に、全員がなんらかのイデア能力を持っている。個々に能力の強弱は存在するが、人類からすれば一貫して驚きよう異い的てきな力だよ。彼等はその力を使い、第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん後ごも人類を虐ぎやく殺さつしている。戦争が終わった今もなお、彼等が我々を消し去ろうとする理由は定かではない。ただわかっているのは……彼等は人類という種を〝根絶やし〟にしようとしている。そして人類は、戦わなければ生き残れない。この時代のルールはそれだけだ」

　表情には表れないものの、憎々しく言うベイゼルの苛いら立だちを感じ取ることはできた。

　……ここは本当に、名薙達の時代と繫つながっている未来なのだろうか。

　行き過ぎた科学によって誕たん生じようした、コンピュータと化した人類。彼等は、まるで科学とは呼べない魔法のような力を揮ふるい、それによって人類は淘とう汰たされようとしている。

　どこまでが科学で────どこからが魔法なのか。

　もはや名薙には、判断不能だった。

　そこまで話し終えたベイゼルは、ふと歩みを止めた。

　目的地に辿たどり着いたのだろう。名な薙なぎと真ま無なは、ベイゼルが見つめる先に視し線せんを向けた。

　四方がガラス壁へきに囲まれた小こ部べ屋や。この地下空間にいくつも存在している部屋の１つである。ベイゼルは入り口の横にあったコンソールで生体認証を行い、自動扉を開いた。

　その中へ進みながら、話を続ける。

「２０１５年の東とう京きようビッグサイト。そこで起きたテロ事件で────実に１５２０名もの人間が行方ゆくえ不ふ明めいになるという奇怪な現象が起きた」

「……！」

　ベイゼルの言い出した事件について、名薙達はよく理解していた。だからこそ絶句する。

　物言えぬまま、名薙と真無も小部屋の中へ入室する。

　空くう調ちよう管理された室内は肌寒くて、乾いていた。

　その部屋の中央に置かれていた書しよ籍せきを発見した名薙は────ただ衝しよう撃げきを受けるしかない。

「その事件現場に残されていた〝一冊の手帳〟は、後に世界の権力者達を震しん撼かんさせることになった。何な故ぜなら手帳に書かれていたのは、未来の世界で起きる大事件の数々を預言するものであり、そのことごとくが的中したからだ」

　愕がく然ぜんと立ち尽くし、名薙の顔は見る間に青ざめていく。

「驚おどろくべきことにこの書は、天使アイオーンの誕たん生じようすらも言い当て、第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんの行く末までをも書き記していた。書いた者が、完全に未来を予知していたとしか思えないこの書は、多くの権力者達に恐れられたよ。世界大戦前には、この書を巡る戦争さえ起きたと聞いている。だから長らく〝禁きん忌きの聖典〟として、人知れず封印されてきた。今はこの地で眠っている」

　ベイゼルの言葉など、右から左に抜けていく。

　もはや名薙の視し線せんは、机の上に置かれた一冊の手帳に釘くぎ付づけ状態だった。

　ただ一言。ベイゼルが口にした一言だけが、名薙を我に返らせる。

「これが世界の行く末を書き記したと言われる預言書────〝ソフィア文書〟だ」

　ベイゼルがそう呼んだ、古びた手帳。

　それこそは────名薙がソフィアから託されていた、あの皮の手帳だったのだ。

　得え体たいの知れない怖おぞ気けが、名薙の背中を甘く撫なでる。

「この書の内容は、第三次世界大戦が始まった２０３９年までは詳細に預言が書き記されている。だが……戦後のこの時代に関する預言は曖あい昧まいだ。残されているのは何を意味するのかわからない単語の羅ら列れつであったり、ＧＰＳの座標と思われる数字だけであったり。まるで暗号のようになっている。その中には────過去から未来へ転移して来る者達のことも記されていた」

　ベイゼルは、すでに開かれている手帳の１ページを指し示しす。その一文に、名薙と真無は眼めを凝こらした。そのページには年数らしき数字と、ただ一言だけが書き記されていた。

「救世主は〝過去から現れる〟────そう書かれている」

　驚きを隠せない名薙の態度を見て、ベイゼルは苦笑してしまう。

「第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんは終結した。だが……人類の生存戦争は、まだ終わりを迎えてなどいない。我々は今も執しつ拗ような天使アイオーンの攻こう撃げきに晒さらされ、日々をマモノの脅威に震ふるえている。理解して貰もらえるだろうか。常に我々人類は……〝絶滅の脅威〟に晒さらされているのだよ」

「……オレ達が、この時代を救う救世主だって言うのか……？」

「むしろ、私はそれを君達に問いたいのだ」

　ベイゼルは厳げん格かくな面おも差ざしで、名な薙なぎと真ま無なを正面から見据えた。

「人類の絶命まで、おそらく多くの時間はない。なら我々は────君達に賭けて良いのか？」

　都市の政情を担う重じゆう鎮ちんからの、重た過ぎる問いかけだった。その質問に即答することなどできるはずもなく、ただ名薙と真無は、視し線せんを地に落として黙だまるしかなかった。




　　　　▼▼▼




　地下書蔵庫でベイゼルの話を聞いた後、名薙と真無は来らい賓ひん用ようエリアへ戻って来ていた。

　自室に戻って行った真無を見送った後、名薙は休きゆう憩けいスペースで１人、自じ販はん機きのコーヒーを買って啜すすっていた。

　ベンチに腰かけ、力なく嘆息する。

「……未来を書き綴つづった預言書だって？　そんな大層な預言書をオレに渡そうとしていただなんて、普通じゃなさ過ぎるだろ。預言者ソフィアってか……何者なんだよ、アイツは……」
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　苦虫を嚙かんだ顔で呟つぶやいてしまう。

「…………確たしかソフィアの瞳ひとみも、赤かったよな」

　吸い込まれそうな、澄すみきった赤い瞳だった。

　天使アイオーン────その身体的特徴として上げられるのが、彼等らの持つ〝赤い瞳〟。……アニカがいじめられる原因でもあり、人間と天使アイオーンを見た目で区別する唯一の特徴だ。

　ソフィアの美しい瞳は、天使アイオーンの特徴に一致している。

　だとすればつまり……ソフィアは天使アイオーンだった？

　仮にそうだとしても、全すべての疑問が解決するわけではないのだが……名な薙なぎの思考は、ソフィアのことを考えて堂々巡りを続けていた。

「……救世主扱いなんて重荷だ。そんな顔してるよ、ナナギ君」

　項うな垂だれていた名薙の傍そばに、いつの間にかゼインが立っていた。

　自じ販はん機きで缶ビールが売っていなかったせいか、今日きようのゼインは缶コーヒーを手にしている。

「最初に謝あやまっておくよ、ナナギ君。実はオッサンも総理と一いつ緒しよ。初めて君に会った時から、君が過去から来たっていう話を信じてた。オッサンもあの預言書のことは知ってたしね」

「……じゃあ知らんぷりをしてたのかよ。酷ひどいなあ」

　ゼインは悪びれもせず、肩をすくめてみせる。

「あの時は、アニカちゃんやリーゼちゃんも一緒にいたしね。総理が簡かん単たんに見せてくれたから実感ないかもだけど、あのソフィア文書の存在は国家機き密みつ。本来は存在しないはずの禁書扱いなんだ。軽々に他言できない話なんだから、君も気を付けないとだよ」

　言いながらも軽く微笑ほほえみかけてくるゼインに、名薙は苦笑した。

　そうして、小さく嘆息してから言った。

「ゼインのオッサンは……オレや真ま無なが救世主なんかだと思うか？」

　名薙は苦々しく続けた。

「元の時代では、オレはただの高校生。この時代では、行き場所もない名無し草だ。オレや真無の他ほかにも、過去からの来訪者はたくさんいるんだろう。救世主がいるとしたら、少なくともオレ以外の誰だれかが適任なんだと思うんだよ」

　否定的な発言をする名薙に、ゼインは質問する。

「君がどんな素性であるかによって、君が何者になるのかまで決まってしまうのかい？」

「え……」

　ゼインは缶コーヒーを啜すすりながら、苦笑して続けた。

「英雄になるための条件なんてない。歴史上に、誰かの真ま似ねをして英雄になれた人間が１人もいないのがその証拠だ。英雄は、なろうと思ってなるものじゃないんだよ。自らの意思で立ち上がり……そう望まれた時になってしまうものなんだ」

　英雄であるゼインは、名な薙なぎへそう言った。

「他人の願ねがいも。他人の不幸も。全すべてを背負う必要なんてない。ただ許せば良い。そして譲ゆずれないモノのために戦えば良い。今はわからなくても、君ならきっと辿たどり着ける」

　ゼインは奇妙なことを口にした。

　そうして缶コーヒーを近くのゴミ箱に放り込むと、名薙に背を向けて言った。

「君がどう思っているか知らないけどね。オッサンは名薙君にも十分、救世主たり得る素養が備わっていると思うよ。自信を持ちなよ。……信じているから」

「……」

　去って行くゼインの背中を呆ぼう然ぜんと見送ると、名薙はしばらくその場で黙だまり込んでしまう。

　ふと名薙の視界に、常じよう駐ちゆう起動させいていた【チャット】アプリの警けい告こく表示が出ていた。

　フレンド登とう録ろくしている誰だれかが、名薙に通話要求コンタクトをしているようだった。

　通話要求コンタクトを送ってきているのは、アニカである。

　名薙は喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さし、アニカの通話要求コンタクトを許可する。

「もしもし。何か用か、アニカ？」

《あ、ナナギ！》

　アニカの音声は、なんだか慌てているように感じられた。

「なんだよ。どうかしたのか？」

《どうかしたのかじゃないでしょ！　ニュースで見たわよ！　アンタ達の家、襲しゆう撃げきされて火事になってたじゃない！　…………大丈夫なの？》

「え、オレ達のことがニュースになってたの？」

　アニカからもたらされた情報に名薙は素直に驚おどろいてしまう。

《何を吞のん気きなこと言ってんのよ、心配したんだからね！　まあ良いわ、ちょっと今会えない？》

「会うって……」

　捲まくし立てられながらも、名薙は答えた。

「オレは今、風変わりな場所に来てるから、すぐには会えないと思うぞ」

《科学技術省の西区実じつ験けんプラントにいるんでしょ？　もう来ちゃってるわよ》

「ええ！　なんでオレの場所を知ってるんだよ、気持ち悪いな！」

《き、気持ち悪いとは失礼ね！　ナナギの使ってるＰＱＣピクシーは元々、私のものなんだから。ＧＰＳ座標データが筒抜けなのよ。……もうフロントまで来てるけど、部外者の私は中に入れないみたい。職しよく員いんや来客用のリラクゼーションエリアがあるから、そこで待ってる》

　一方的に用件を告げると、アニカは通話を解除してしまう。

　しばらくボンヤリとした後、名薙は嘆息混じりに呟つぶやいた。

「いくら心配したからって……わざわざこんなところまで来るなんてなあ」

　言いながら名薙は、静かに部へ屋やを後にした。




　　　　▼▼▼




　ＰＱＣピクシーを使用し、名な薙なぎはローカルネットからプラント内の地図データをダウンロードする。

　すると名薙の視界の隅に、プラントを俯ふ瞰かんして見た地図表示が現れた。

　……とは言え、部外者である名薙のアクセス権限では、ほとんどのエリアが白く塗ぬり潰つぶされている。扱っている研究内容に秘ひ匿とく性せいが高い物もあるため、どうやらプラントの全地図は入手できないようだった。

　それでも〝リラクゼーションエリア〟という場所の位置は地図表示に載っていた。

　場所は来らい賓ひん用ようのフロントの傍そば、屋内植物園のようになっている棟である。アクセス権限がフリーになっているため、誰だれでも利用して良い場所ということなのだろう。

　フロントを経由し、名薙は目的の棟へ辿たどり着いた。

　建物内はどこもかしこもガラス張りで、外の陽光をたくさん取り入れられるようになっていた。今日きようは生あい憎にくの曇どん天てんのため、光の恩恵は受けられないが、それでも館かん内ないに咲き誇る色取り取りの花々は、見ていて心が安らぐ風景だった。

　エスカレーターに乗って辿り着いたそこは、ガラス張りの天てん井じようとなっていた。

　そのフロアには、芝しば生ふの庭園と、噴ふん水すいがある。

　ちょっとした憩いこいの場という雰囲気である。

「……この棟は丸ごと、休きゆう憩けい施設になってるみたいだな」

　仲間同士でキャッチボールをしている職しよく員いんの姿を見て、名薙はそう思った。

　自然公園のようなその階には、あちこちにベンチも置かれている。

　その片隅のベンチに、名薙はようやく見覚えのある少女の姿を発見した。

「……アニカ？」

　アニカはガラス張りの向こうに見える都市の風景を見ていた。

　その瞳ひとみには、今日きようもスカイブルーのカラーコンタクトが嵌はめ込まれている。

　瞳の色を隠している少女の背中は、名薙にはなんとなく、寂しそうに見えた。

　アニカの腰かけているベンチに歩み寄り、名薙は声をかけてみた。

「よっ」

　振り向き、アニカも名薙の存在に気が付いた。

　しかし、またすぐにそっぽを向いてしまう。

「おいおい……呼び出しておいて無視かよ。酷ひどいなあ」

「……」

「なんだよ。わざわざこんなところまで出向いて、話さなきゃならない用事があったんだろ」

「…………様よう子す見に来たついでで、色々と早い内に話しておこうと思ったのよ」

　やっと口を開いたかと思えば、アニカはまたすぐに黙だまってしまう。

　態度がおかしいアニカ。名な薙なぎはなんとなく、その傍そばに腰かけてみる。

　アニカは名薙を見ず、ただ曇どん天てんの空を背負った東とう京きようの街を見つめていた。

　まるで景色けしきの遠く向こうにいる誰だれかへ慈悲を請こうているかのように、眼まな差ざしは苦しげだった。

　アニカの小さな唇が開く。

「……怪け我がとかしてないみたいね。元気そうで安心したわ」

「それだけは不幸中の幸いかな。壊こわれた真ま無なの家も、東京政府がまた新たに用意してくれるみたいだし。オレが居候いそうろうできる、次の住家の当ても付いたところだよ」

　名薙はアニカに微笑ほほえんで答えた。

　しかしアニカは何な故ぜか口くち籠ごもり、再び口を閉ざしてしまう。

　あまりにもアニカの態度がもどかしいので、名薙は他愛たわいのない世間話で間を繫つないでみることにした。何を話そうかと迷った末、名薙は本当にどうでも良いことを尋たずねてみた。

「そういえばさ。記き憶おくが戻ったかどうかとか、そういう質問は、もうしないの？」

「何よ、聞いて欲しかったわけ」

「いいや。ただ……」

　名薙は苦笑して続けた。

「この時代の人達はみんな、オレがどこから来た誰かなんて気にしないんだなって思ってさ」

　出身不明。住所不定の無む職しよく。それがこの時代での名薙の地位である。

　どこの誰ともわからない名薙が身近に存在していても、アニカもゼインも、リーゼさえも、誰１人それについて異を唱えたりなどしないのだ。名薙の素性など興きよう味みがないかのように。

　名薙の言葉の後に、アニカがポツリと呟つぶやいた。

「────きっと科学は、人を孤独にしたのよ」

　物もの憂うげに細めた眼差しで、アニカは言った。

「科学が発達すればする程に、私達人間は、１人でできることが増えていった。他人が必要じゃなくなっていった。相手がどこの誰かなんて知らなくても、私達は平然と生きていけるようになってしまった。……だからこの時代を生きる私達は、みんな独りぼっちなのよ」

　アニカの話を黙って聞いていた名薙は、ふと思い出してしまう言葉があった。

　名薙は視し線せんを頭上に泳がせながら、その言葉を口で発音してみる。

「……〝いつになれば人は幸せになれるのか〟」

「？」

　怪け訝げんな顔をしているアニカに向かって、名薙は苦笑して続けた。

「ある女の子が言ってたんだよ。この時代に来たオレ達は、それを考え続けさせられることになるって。今いま頃ごろになって、それを思い出したんだ」

　名薙はその記き憶おくを、確たしかめるように呟いた。

「未来ってさ……無条件に今より良くなっていくものなんだと期待してたよ」

　名な薙なぎはベンチの背もたれに重心を預けると、アニカと同じように、淀よどんだ空を見つめた。

「世界からは格差や貧困がなくなってて。進化した科学が人の生活を楽にしてたりしてさ。医い療りようだってすごく進歩してて……歩けないオレの妹だって、治せるようになってて欲しかった」

　名薙の何気ない発言に、アニカは驚おどろいた顔をした。

「知らなかった……ナナギの妹は、歩けない身体からだなの？」

「ああ、そうだよ」

　軽く微笑ほほえんで言う名薙だったが、それでもアニカは、少し困惑した表情をした。

「今日きようより明日あしたは、きっと良い日だって。いつだってそう信じていたいじゃないか。けど実際にこうして未来へ来てみると、ここは理想郷なんかじゃない。そんな現実を突き付けられてる」

　黙だまり込んだアニカに構わず、名薙は続けた。

「どんなに科学が進歩していても。どんなに時間は流れても。人は変わらず誰だれかに傷付けられているし、変わらず理不尽に死んでいる。科学の進歩だけじゃ、人は救われない。進歩しなきゃいけないのは環かん境きようだけじゃなくて────きっといつだって、人の方なんだと思わされた」

　名薙は眼まな差ざしを、苦しげに細めた。

「思うんだよ。アニカが天使アイオーンだって言われて、みんなにいじめられるのは間違ってるって」

　名薙の意見を聞いていたアニカは……無言のままだった。

　アニカが何を考えているのか、名薙が想像することは難むずかしかった。ただその表情から、胸中に何かを潜ひそめ、嚙かみ殺し、苦しんでいることくらいは、容易に察することができる。

　たとえアニカが思いの丈たけを話してくれなくとも。

　アニカの苦しい気持ちが少しでも楽になればと思った。

　だから名薙は、ずっとアニカの隣となりに腰かけていることにした。

　……鬱うつ蒼そうとした、長い沈ちん黙もくが続いた頃ころだった。

　アニカは俯うつむき、表情を陰らせる。

　垂れた前髪に眼差しが隠れ、名薙からはアニカがどんな表情をしているのか見えなくなった。

「……お願ねがい。私なんかのために、もう２度とケンカしたりしないで」

　いきなりアニカから予期せぬことを頼まれ、名薙は戸惑ってしまう。

「なんでそんなこと言うんだよ」

　アニカはスカートの生き地じを両手で固く摑つかみ、名薙へ向かって続けた。

「人間の名薙からしたら、私のことなんて────守る価値ないからさ」

　眉まゆをひそめている名薙の顔を見て……アニカは悲しそうに表情を曇くもらせた。

「ナナギにはまだ、話したことなかったわよね、私の一族のこと」

「アニカの一族のこと……？」

「……今日は、それを話しておこうと思って来たの」

　アニカは俯うつむいたまま語り始めた。

「……天使アイオーンの社会は血統を重んじる貴族制に近い形態なの。私の一族は、そんな貴族の家系の１つだったわ。それも全すべては私が生まれる前の、大昔の話だけどね」

　アニカの頰ほおが、自じ嘲ちよう気ぎ味みに微笑ほほえむのが見えた。

「私の一族は特殊だった。普通の天使アイオーン達のようにイデア能力を生まれ持っていない、劣性遺い伝でんの血筋だったけれど、代わりに優すぐれた知ち識しきと技術を有していたの。そのおかげでしばらくは天使アイオーンの社会に居座れたんだけど……結局追放されてしまったわ」

「……」

「私の一族は、天使アイオーンからも人間からも疎うとまれ、地上でマモノの脅きよう威いに怯おびえながら、迫害される生活を余よ儀ぎなくされた。瞳ひとみの色が赤いという理由だけで、私達の一族は、出会う人全てから恨うらまれ、蔑さげすまれ続けたの。それはとても……とても辛つらい毎日だったわ」

　話を聞きながら、名な薙なぎはオープン・スクールでのアニカに対するいじめを思い出した。

　……赤い瞳。

　ただそれだけの理由でアニカは理不尽に責め立てられ、冷ややかに見つめられていた。

　誰だれ１人として、アニカに味方しようとする者は見当たらなかった。

「私の一族は……迫害に耐えられなかった」

　アニカの言葉は続いた。

「迫害を逃れるためなら、手段さえ選ばなくなっていったわ。イデアを持たず、追放された身分とは言え、私の一族は誰にも負けない知識と技術を持っていた。私の父を含めた一族の大人おとな達は、人間の世界に受け入れて貰もらえないなら、せめて天使アイオーンの世界に返り咲こうとしたのよ。そうして私達の一族は……ある最悪な発明をしてしまった」

「……発明をしたって？」

「天使機関セラフイツク・システム────そう名付けられたわ」

　アニカは言った。

「天使アイオーンの持つイデア能力と、人間の科学技術を融ゆう合ごうさせた、天使アイオーン専用のパーソナル・アーマ。それに搭載された天使機関セラフイツク・システムは、天使アイオーンの使うイデア能力を数倍に増幅するの。それだけじゃない。あのＰＡは一族の技術によって、通常の物より耐久度や運動性能が異常に突出させられている。……人間を効率良く虐殺するためだけに存在する兵器なのよ」

　一度、アニカは感情を嚙かみ殺すように固く唇を引き結んだ。

「その技術を天使アイオーン達に献上してすぐのことよ……私の一族は全員が〝殺された〟わ」

「なっ……！」

　予期せぬ結末に、名薙は絶句してしまう。

　同時にアニカの頰には、一筋の涙が伝い落ちた。

「天使アイオーン達は、高性能ＰＡの技術ノウハウが人間側に流出するのを恐れたの。口封じのために、私の一族は、私を残して全員が殺された。私の家族は……みんなみんな、死んでしまったわ。生き残った私だけを、この世に独りぼっちにして……！」

　もはや泣いていることを誤ご魔ま化かせないと悟ると、アニカは観かん念ねんして顔を上げる。

　涙に濡ぬれた頰ほおで、アニカは無理にでも名な薙なぎへ微笑ほほえみかけた。

「……私もね。関係なくないんだよ。天使アイオーン達が人間にしている、たくさんの酷ひどいことと」

　痛む心を庇かばうように、アニカは自らの胸元に手を当てた。

「私も差別されたくなかったから。いじめられたくなかったから。だから科学に頼った。誰だれも無視できない強い力を求めた。でも私の一族は結果的に、人殺しの兵器を生み出した悪あく魔まよ」

　ポロポロと涙をこぼし、アニカは名薙に懇こん願がんする。

「だからお願ねがいよ……もう私なんかのために傷付こうとしないでよ……！」

　絞り出すような声で、アニカは言った。

「私が嫌われたり、いじめられたりするのは仕方がないこと。私には他人を嫌いになったりする資格さえない。私には罰が与えられて当然よ。でも、ナナギは違う。ナナギが痛がったり、苦しんだりするとこ見るの……私はすごくイヤなんだよ……すごく悲しくなるんだよ……！」

　泣きじゃくるアニカの顔を見ていると、名薙の胸中はざわついた。

　────優やさしくされたい。

　迫害されていたアニカの一族が願ったことは、たったそれだけのことではないか。

　認めて貰もらいたくて。いじめられたくなくて。幸せになりたくて。

　そんなのは誰もが当たり前のように願っている、当然の願いだ。

　結果としてアニカの一族が造り出したモノは、人々を苦しませているのだろう。

　それがアニカや、アニカの一族が背負う罪なのだと言われれば、そうなのかもしれない。

　だが……アニカが幸せを望んだ気持ちさえ、許されないなんてことはあり得ない。

　何も語ろうとしないアニカを鋭するどく見つめ、名薙は言った。

「────いやだ」

「……え？」

　きっぱり、ハッキリと断言する名薙の発言に、アニカは泣いた顔のまま啞あ然ぜんとしてしまう。

「オレはこれからも、何度だってお前の味方をする」

「……」

「何度だってお前の盾になるし、お前の敵に立ち向かうよ」

「……」

「勝手かもしれないけどさ……オレはお前のことを〝友達〟だと思ってるんだ」

「……ナナギ」

「オレが傷付くのをお前が見ていられないように、オレもお前が傷付くのは見ていられないんだ。だからさ……お前が苦しんでるなら、一いつ緒しよに悩ませてくれ。お前が辛つらいなら、一緒に悲しませてくれ。お前が助けを求めるなら────お前の罪だって、一いつ緒しよに背負ってやるさ」

　力強く断言する名な薙なぎの言葉を、アニカはただただ呆ぼう然ぜんと聞いているしかなかった。

　アニカの瞳ひとみは潤うるみ、頰ほおは桜さくら色いろの熱ねつを帯びて火ほ照てっていくばかりである。

「……どうして私なんかのことを友達だと思ってくれるの……だって私は────」

「────アニカだろ？」

「！」

　暗い顔のアニカに対して、名薙は軽快に微笑ほほえんだ。

「人間とか天使アイオーンとか、そんなのオレはどうだって良いと思ってる。オレはただ、好きだと思うものには好き、嫌いだと思うものには死ねって言ってやるだけさ。つまりなんて言うのかさ、オレは────アニカのことが好きなだけだよ」

「……！」

　いきなり名薙の爆ばく弾だん発言を聞いたアニカの肌は、一いつ瞬しゆんで耳まで赤く焼けてしまう。

　目を見開き、物言えず驚きよう愕がくしているアニカ。

　その態度をしばらく怪け訝げんな顔をして眺めてから、名薙は自分の発言の齟そ齬ごに気が付いた。

「ああ！　え、ええっと！　すす、好きってのは、そういう意味じゃなくてだな！　友達として好きっていうことで！　別に変な意味で言ったんじゃ────」

「────わかってる」

　アニカは頰を熱あつくしながら、狼ろう狽ばいする名薙に微笑みかける。涙はもう、止まっていた。

　その温かいアニカの笑え顔がおは、名薙には、まるで太陽のように輝かがやいて見えた。

「ありがとう、ナナギ。私もナナギのこと────好きだよ」

　お互いに頰を熱くしながら、名薙とアニカは視し線せんを逸そらし、同時に俯うつむいてしまう。

　ガラス壁へきの向こう。遠く。

　淀よどんだ曇くもり空ぞらの切れ間から────〝光の帯〟が射さし込んできた。

　それは簿はく明めい光線である。

　太陽が雲に隠れている時、雲の切れ間や端から光が漏れ、地上に光の帯が幾重にも伸びているように見える自然現象だ。

「あれって……天使ヤコブの梯はし子ごって奴やつ？」

　顔を上げたアニカが呟つぶやくのを聞き、名薙も視線を向ける。

　その幻想的で美しい自然現象を目まの当あたりに、２人は優やさしい気持ちで微笑んでしまう。

　しかし、それは束つかの間まのことだった。

　光の帯が、上空から市街地に照射された直後────赤黒い炎が、猛烈な勢いで湧わき上がる。

「…………っ！」

　名薙が言葉を発する暇さえなかった。

　遠方に見えている西部城じよう塞さいが、赤くただれた飴あめ細ざい工くのように易やす々やすと溶解して消え去る。

　市街地の一角は、光こう線せんに焼き尽くされて即座に炎の海と化した。

　ただの自然現象だと思われた光線が、街を瞬しゆん時じに〝焼き払った〟のである。

「……なんだ……なんなんだよ、あれ！」

　堪たまらず名な薙なぎは、悲鳴のような声で喚わめいてしまう。

　それは────電光石火で起きた〝殺さつ戮りく〟だった。

　天から光が注いだ数秒の間に、数えきれない人の命が燃もえ尽きた。

　曇くもった空を煌こう々こうと照らす、赤い死の炎。

　それを遠くに見ながら、名薙は思わずベンチから飛び上がり、立ち尽くしてしまう。

　名薙以外にも、その場にいた誰だれもが肩を落として戦せん慄りつしていた。皆一様に、燃え盛る市街地を青ざめた顔で見つめながら、呆ぼう然ぜんとするしかない状況だった。

　すぐ隣となりで、名薙と同じように立ち尽くしているアニカが呟つぶやいた。

「灼しやく熱ねつの光を放つ天使アイオーン……そんなの、アイツしかいないじゃない……！」

　アニカは、急速に取り乱し始める。表情からは血の気が失うせ、唇は恐怖に震ふるえていた。この異常事態から言って無理もないことではあったが……それでもどこか、様よう子すがおかしい。

　名薙は恐る恐る、アニカに問いかける。

「どういうことなんだ、アニカ……」

　アニカは歯は嚙がみし、またもや泣き出しそうな顔で断定した。

「……人類に終しゆう焉えんをもたらす者、あれは〝終焉の騎士ナイツオブエンド〟……イグニス＝ヴィッカース！」

　完全に血の気が失せた顔で、アニカはそう言うのが精一杯の様子だった。

　昨日きのう、真ま無なの家で名薙達を襲しゆう撃げきした赤髪の天使アイオーンの名である。

「イグニスが……これをやってるのか……！」

　アニカが指差す先に、虚こ空くうを漂う小さな人ひと影かげが見えていた。

　名薙のＰＱＣピクシーは、小さく見えているその人影を拡大表示し、鮮せん明めいな姿を映し出す。

　燃え盛る炎のようなシルエットをした────赤いＰＡだった。

　頭上には発光する天使の輪わを浮かべ、燃え盛る街の上空を優ゆう雅がに漂っていた。

　あれがアニカの一族が造った、天使機関セラフイツク・システムを搭載したＰＡなのだろうか。

「もうやだよ……またアイツ等らが、私の居場所を焼き払っていく……どうしてなのよ……！」

　アニカは俯うつむき、足下へ静かに涙を落としていた。

　名薙はただ、込み上げてくる怒りをぶつけるように、市街地の上空を漂う人影を睨にらみ付けるしかない。

「……これが、天使アイオーンのやり方だって言うのか……イグニス！」

　人々が畏い怖ふするその名を口にし、名薙は怒りを嚙み殺す。

　淀よどんだ東とう京きようの空から、無数に注ぎ続ける絶望の光。

　そうして虐ぎやく殺さつの天使アイオーンは、東京の街に降こう臨りんした。




　　　　▼▼▼




　東とう京きよう市民全員のＰＱＣピクシーが、【テレビ】アプリを強制的に立ち上げる。

　人々の視界に緊きん急きゆう番組の映像が割り込んだのは、西部城じよう壁へきが溶解した直後のことだった。

　個室のリビングに腰かけていたリーゼの視界にも、テレビ番組を表示したウインドウのＣＧが表示される。ウインドウ内に映し出されているのは、リアルタイムの現場中継映像。そして同時に、只ただならぬ雰囲気で避ひ難なんを呼びかけるニュースキャスターの姿だった。

「……酷ひどい状況ね」

　リーゼは感情の見えない無表情で、ポツリと感想を呟つぶやいた。

　数多あまたの光こう線せんによって撃うち貫かれ、蜂はちの巣状になって溶けていくビル群。

　熱ねつ線せんに焼かれ、炎上していく家屋。

　そんな灼しやく熱ねつの地獄の中を、１機きの赤いＰＡが悠然と闊かつ歩ぽしている映像が映し出されていた。

「久しぶりにお姿を見ますね。紅ぐ蓮れんのＰＡ────〝ルビウス〟」

　リーゼはその名を呟く。

　それは終焉の騎士ナイツオブエンド専用に製造された天使アイオーンのパーソナル・アーマ。

　戦争の称号を持つイデア使い、イグニス＝ヴィッカースの搭乗する機体である。

　ふとリーゼは、視界隅に常じよう駐ちゆうさせていた【チャット】アプリの通話要求コンタクト表示に気が付いた。

　通話要求コンタクトを送ってきているのは……今まさに中継映像に映し出されている赤いＰＡだ。

　喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さし、リーゼはその呼びかけに応じる。

「リーゼです」

《おっせえよ、腐れビッチ！　オレサマが呼んでる時は光の速さで反応しやがれ！》

「申し訳ございません」

　リーゼは歩きながら、逃げ惑う人々の流れと逆方向へ向かう。

　赤いＰＡの搭乗者、イグニスはそのまま会話を続けた。

《ぎゃはははは！　さあてぇ、こっちはおっぱじめてやったぞ！　もちろん手て筈はず通り、そっちの準備もできてんだろうなあ、ああん？》

「問題はありません。目標の過去からの来訪者ヴイジター２名の居場所は、すでに掌しよう握あくしています。場所情報をアンカー表示しますので、そちらからも見えるように致します」

《上々だあ！　ようやくだぜ！　後は剣野郎と諸もろ共ともに消し殺すだけってこったなあ！》

　イグニスと話している内に、リーゼはＰＡ販売店へ辿たどり着く。

　店内はすでに閑散としており、店員の姿も見当たらないもぬけの殻になっていた。

　人目がないことを確かく認にんしながら、リーゼは笑いもせず、淡々とイグニスへ告げる。

「本当に、私は何も手を出さなくて良いのですか？」

《テメエがやることなんざねえよ、適当にクソでもしてやがれ！　今から始める楽しい虐ぎやく殺さつパーティーは、オレサマだけのお楽しみなんだよお！　ぎゃはははははは！》

　哄こう笑しようを響ひびかせながら、一方的に通話を切断してしまうイグニス。

　その唯ゆい我が独どく尊そんな態度には慣なれたもので、リーゼは嘆息を１つ漏らした。

「さて、賽さいは投げられました。どう動きますか……東とう京きよう政せい府ふ？」

　窓の向こう、遠く見える火の手を見やりながら、リーゼは細い笑えみを頰ほおに浮かべた。




　　　　▼▼▼




　城じよう塞さい都市の城じよう壁へきが高こう熱ねつで融ゆう解かいすると、都市外に押し寄せていたマモノの群れまでもが、一気に都市内へと流入し始めていた。間もなくして、ありとあらゆる悲惨な死が、東京の街で繰くり広げられていった。

　街のあちこちから阿あ鼻び叫きよう喚かんが聞こえ出すのに、時間はいらなかった。

　鋼こう鉄てつのオオカミ達が、信号待ちをしていた車を次々に切り裂いた。

　通行人は嚙かみちぎられ、歩道は血の海に染められていく。民家で洗せん濯たくをしていた主婦は頭を齧かじられ、コンビニで接客していた男は押おし潰つぶされた。ただ平へい穏おんな日々を満喫しようとしていた、何の罪もない人々が……次々と理不尽に殺傷されていく。

　そこには救いも慈悲もなく。

　ただ鋼鉄の身体からだを纏まとった化け物達の殺さつ戮りくだけが止まらなかった。

　眼下で息絶えていくそんな人間達の苦く悶もんを聞きながら、すこぶる機き嫌げん良く高笑う男がいた。

《ぎゃはははははははははは！　よえぇ！　どいつもこいつも弱過ぎだっつのぉ！》

　悪夢のような街を眼がん下かに見下ろし、宙空を漂っていた赤いＰＡが笑い転げている。

　燃もえ盛る炎の如ごときシルエットの、紅ぐ蓮れんのＰＡ。

　天使の輪わを模した飛行ユニットによって浮遊するその姿は、天上に輝かがやく焰ほのおだった。

《せっかく終焉の騎士ナイツオブエンドの１人たる、このオレサマ、イグニス＝ヴィッカース卿きようがわざわざ御足労してやってんだぞ！　ちぃっとばかし歓迎が少な過ぎやしねえかコラ!?》

　イグニスと名乗るＰＡの男は、殊こと更さら愉快そうに悪態をついていた。

　そうしてイグニスが虐殺の光景を楽しんでいる時だった。

　東とう京きよう騎き士し団だんの兵員輸ゆ送そう車しやが、イグニスの行く先の路地に現れる。

　そこから下りて来たのは、ＸＭ─９ライフルで武装したＰＡミリガス達だった。

　各員は即座に展開すると、遮しや蔽へい物ぶつに身を隠す。

　それを上空から見下ろしながら、イグニスは悠々と嘲あざ笑わらって言った。

《まだ人サ類ル共の兵隊は、空も飛べないで地面を這はいずることしかできねえのかよ！　まあ、ド低脳なテメエ等らの知恵じゃ仕方ねえ！　大型機き材ざいなしじゃ、オレサマ達みたいに〝ヒッグス場を局所制御〟したりする飛行ユニットすら、まだ造れねってかあ？　ぎゃははははは！》

　イグニスの哄こう笑しようの中、隊長格と思わしき１機きが、周囲の仲間に檄げきを飛ばした。

《航空支援は期待できない！　制空権は奴やつのイデア能力で抑えられている！　こうなれば地上から攻こう撃げきする以外にない！　とにかく怯ひるむな！　撃うて撃て！　撃ちまくって、人々を救え！》

　号令の一声と共に、まずは東とう京きよう騎き士し団だんは周辺のマモノを銃撃で薙なぎ払っていく。

　高見の見物でその様よう子すを見下ろしながら、イグニスはただニヤニヤと１人で微笑ほほえんでいた。

　周囲のマモノがあらかた片付くと、東京騎士団の銃火は、宙空を浮遊中のイグニスに向けられる。ＰＱＣピクシーの【火器管制アプリ】によって放たれた銃弾の命中精度は高く、吐き出された銃弾の大半は、イグニスの身体からだに着弾する。

　しかし、マモノの鋼こう鉄てつの身体でさえ貫通する運動徹甲弾フレシエツトは────弾はじき返されてしまう。

《そんなバカな！》

　東京騎士団の部隊長の男が、イグニスに当たって火花を散らすだけの銃弾に愕がく然ぜんとする。

　イグニスはクツクツと低く笑いながら、蔑べつ視しの眼まな差ざしを東京騎士団の各員へ向けた。

《ああん？　そんなもんで、オレサマが着てるこのイカしたＰＡの装甲が撃ち貫けるとでも思ってんのかあ？　こちとらテメエ等らの10年は先行く技術を持ってんだぜえ！　足下にも及んでねえってのを、いい加減に自覚しろや！》

《クソ、ならこれはどうだ！》

　部隊長の言葉と共に、ビルの陰に回り込んでいた２機のＰＡミリガスが姿を見せる。

　両肩と両脚に────自律誘導爆弾ドローン・ミサイルが搭載されたミサイルポッドを装備していた。

　自律誘導爆弾ドローン・ミサイルは、小型の自律飛行ロボットに爆ばく薬やくを搭載し、ミサイルに見立てた兵器である。ペットボトルサイズの飛行ユニットの１つ１つには、ＣＰＵとセンサーが搭載されており、壁かべ越ごしの相手であろうと高い誘ゆう導どう性能で追尾し、爆殺することができる。

　一度ロックオンされれば、逃れることはできない。

　ミサイルポッドから次々と撃ち出される自律誘導爆弾ドローン・ミサイルは、ロックオンされたイグニスに向かって飛行を始めた。その速度は銃弾のように高速ではなかったが、ラジコンのような90度ターンなどの変則的な飛行軌道で、見る間にイグニスの四方へ展開して逃げ道を塞ふさぐ。

《貰もらった！》

《バカ言うんじゃねえぞ、人サ類ル》

　部隊長の言葉を冷ややかに返しながら、イグニスは失笑した。

　────空からレーザー光こう線せんの雨が降り注いだ。

　シャワーのように降り注ぐ光の帯は、１本１本が金属さえも容易に溶かす超高温だった。

　雨のような光の帯に撃げき墜ついされ、自律誘導爆弾ドローン・ミサイルはイグニスに着弾する以前に、次々と虚こ空くうで爆散して搔かき消えていく。

《バカなっ！》

《忘れちまったかぁ、人サ類ル共？　進化もままならないお前等らと天使アイオーンサマとじゃ、覆くつがえせねえ〝絶対の力の差〟って奴やつがあっただろうがよ。科学技術の差だけじゃねえよなあ……？》

　イグニスは眉まゆを捻ひねり上げ、愉悦の口く調ちようで宣告した。

《光を自在に操あやつるオレサマのイデア能力────〝殺戮の光レイ・ナパーム〟だ》

《おのれ天使アイオーン……禍まが々まがしきイデア使いめ！》

《つまんねえ、てめえ等じゃ役不足だ！》

　イグニスは、東とう京きよう騎き士し団だんの一団に向かって手の平を掲げた。

《ぎゃはははははは！　光の速さで死ねええ！》

　イグニスの周囲、虚こ空くうに槍やり状じようの発光体が無数出現する。まるでイグニスの手のひらの先が照準器であったかのように、光の槍は東京騎士団をめがけて放たれた。

　流星群のように、東京騎士団の正面から注がれる光こう線せん。

　その高こう熱ねつの光は、遮しや蔽へい物ぶつに隠れている兵隊ごと、ＰＡの装甲すら撃うち貫いて溶解させていく。

　飴あめ細ざい工くのように赤く溶よう融ゆうするコンクリート。光の奔ほん流りゆうに吞のみ込まれ、装甲ごと蒸発し、文字通り消滅していく騎士達。光の槍は騎士団の遠く背後の街並みまで届き、目に付く建物を虫食いのように穴だらけにして消滅させていく。

《オラオラぁっ！　どうした、人サ類ル共！　とっととオレサマとやり合えるカードを切らねえと、東京の街が焦土になっちまうぞ！　ぎゃはははは！》

　もはやイグニスに答える部隊長の声すら消滅していた。

　イグニスの眼がん下かからは、あらゆる生命が消失している。

　民間人も。騎士団も。マモノも。

　全すべてが焼け落ち。全てが蒸発し。全てが燃もえ盛っていく。

　自らの力によって、目に付く全てが動かなくなるのが楽しくて。嬉うれしくて仕方がなかった。

　イグニスはベロベロと自分の唇を舐なめながら、悦楽に達しようとする表情で背筋を震ふるわせた。

《ああ～ぎんもぢいいいい！　これだから殺さつ戮りくって奴はやめらんねえよぉなあああ！》

　イグニスはふと、頭上に報道ヘリが飛んでいるのに気が付いた。

《んだ～？　オレサマの活かつ躍やくを撮さつ影えいに来たってのか～？　んん～、良いぞ、もっと撮とれや！　良い機き会かいだからよぉ、てめえら人サ類ル共に再教育してやんよぉ》

　イグニスは、ＰＡの甲かつ冑ちゆうの中で細く笑えんだ。

《天使アイオーンこそが────てめえらの支配者なんだってことをなあ？》




　　　　▼▼▼




　人々は中継映像の映す、絶望的な光景に圧倒されるしかなかった。

　築き上げてきた都市景けい観かんは容易たやすく破は壊かいされ、人々を守るべき東京騎士団は、呆あつ気けなく光線によって溶解して消し飛ばされていくのだから。

　これでは……まるで勝負にならない。

　天使アイオーンと人間に、かくも圧倒的な力の差があることを思い知らされるには十分である。

　衝しよう撃げき的てきな映像にショックを隠せない人々は、誰だれしもその場で立ち尽くしてしまっていた。

　名な薙なぎとアニカも、未いまだリラクゼーションエリアのベンチの前で棒立ちし、視界に映される緊きん急きゆう中継映像を凝ぎよう視しする以外になかった。

「……」

　……これが現実であるという実感が乏しかった。

　名薙はつい最近まで、２０１５年の世界で、普通の高校生をやっていたはずなのだ。

　父親と、足の不自由な妹と３人で暮らしており、友人達とバカな話で盛り上がる毎日。

　そんな現実が、文字通り遠い過去に感じられる今、名薙はマモノと戦ったり、天使アイオーンと名乗る新人類の脅きよう威いに晒さらされているではないか。

「どうなってるんだよ……なんでオレが、こんなことに巻き込まれてるんだ……！」

　頭を抱えたくなる。その疑問を口にすると、否応なくベイゼルから聞かされたソフィア文書の一文を思い出してしまうのだ。

「────救世主は〝過去から現れる〟、か」

　あまりにもバカバカしく、あまりにも漠然としたその一文には笑ってしまう。

　未来に起きることを書かき綴つづったとされるソフィア文書には、２２００年までの預言が存在している。そして２１４０年、現在。ソフィア文書は────〝人類の救世主が現れる〟ことを預言しているのだ。

「ふざけんなよ……オレや真ま無なが、そんなたいそうな人間だって言うのか……！」

　名薙は１人では戦うことはおろか、この時代では衣食住さえままならない非力な高校生だ。

　そんな名薙を未来に連れて来た張本人、預言書を書いたと見られるソフィアは、名薙達がこの時代の救世主になることを期待していたとでも言うのか。

　イデア能力を持つ真無ならばともかく、名薙には何ができると期待したのだろう。

　この時代で────名薙が何を成せると思ったのだろう。

　わからないのは、そればかりである。

　考えても考えても、今の名薙には、納得のいく答えなど出せそうになかった。

「……ん？」

　中継映像を見ていた名薙は、奇妙なことに気が付いた。

　イグニスの纏まとっている紅ぐ蓮れんのＰＡ。その肩部に、紋章のような物が刻印されている。

　────正位置のＶ字に、逆Ｖ字を重ね合わせた〝目〟のような紋章。

　その形状に、名薙は見覚えがあった。

「これって……ビックサイトでソフィアを捜していた奴やつ等らが身に付けてた……？」

　得え体たいの知れない疑問に行き当たろうとした名な薙なぎの思考を、少女の声が遮さえぎった。

「あー！　ママ、剣聖だよ！　剣聖が来てくれたよ！」

　近くにいた小さな女の子が目を輝かがやかせ、母親と思おぼしき白衣の職しよく員いんに訴えていた。

　中継映像の隅に────〝白色双剣〟の１機きのＰＡが現れていた。

　その姿が現れたことが引き金となった。

　名薙とアニカの周囲にいた他ほかの職員達にも、一斉にどよめきが生まれ始める。

「白色双剣のＰＡ、メサイア……剣聖だ！　剣聖が東とう京きようの危き機きに駆け付けてくれたのか！」

「剣聖なら、きっと終焉の騎士ナイツオブエンドをやっつけてくれるよな！　俺おれ達は助かるよな！」

　次々と歓喜の声が沸き立ち、暗い空気に包まれようとしていた館かん内ないが、活気付き始めた。

　希望の輝きを取り戻そうとする人々。

　その様よう子すを見ていた名薙は改めて────ゼインという存在の大きさを感じてしまう。

　名薙は、番組の中継画面に現れたゼインを見つめ、微笑ほほえんだ。

「救世主っていうのはオレじゃなくて、アンタみたいな奴やつのことを言うんだろ？」
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　燃もえ盛る車両が並ぶ、高速道路上だった。

　焼け野原と化したコンクリートジャングルを、１機きの白色双剣のＰＡが歩いていた。

　身長２メートル程の人ひと型がたである。

　西せい洋よう甲かつ冑ちゆうのような金属装甲の手脚。胸元に分厚いブレストプレートを装備し、襟えりを立てたトレンチコート形状をした装甲を羽は織おっている。その両肩には、戦せん闘とう機きの三さん角かく翼よくのような追加兵装アタツチメントが装着されており、背中にはスカート形状のジョットタービンが装備されていた。

　腰の両端には２本の騎士剣ナイツソードを帯刀し、死にゆく街の中を勇猛に進んで行く。

　幾多の死体が転がる地獄を前にしても、男の表情に感情の色は表れない。

　ただ心だけが、音もなく静かに燃え盛っていた。

　それは数えきれない修しゆ羅ら場ばと苦境を乗り越えてきた、戦士のみが有する凍こごえた怒りである。

《ゼイン殿！　本当に１機だけで……終焉の騎士ナイツオブエンドの相手をするのですか！》

　歩きながらゼインは、軍用回かい線せんの【チャット】アプリで、地区部隊長と会話をする。

《大丈夫、大丈夫。俺おれに任せておけば万事解決だってー。それより、東とう京きよう騎き士し団だん全員と通信できるチャンネルを用意してもらえるかな。ちょっと言っておきたいことがあってね》

　軽々しい口振りのゼインに困惑しながらも、地区部隊長は要求に応こたえる。

《お待ち下さい！　ただいまお繫つなぎいたします！》

　しばらくの間があってから、ゼインの視界隅に「全隊オンライン」の文字が灯ともる。

　それを確かく認にんしてから、ゼインは語りかけた。

《あ、あー。こちらメサイア。こちらメサイア。東京騎士団のみんな、聞こえてるかな》

　子供向け番組のナレーションのような口振りで、ゼインは優やさしく続けた。

《これより本機は、終焉の騎士ナイツオブエンドと１隊１で対決しちゃいます。皆さんは民間人の救助活動と、マモノの残党処理に専念してて下さい。助すけ太だ刀ち、援えん護ご、一切無用です。ちょっかい出したければ出しても良いけど────確実に殺されるよ？》

　穏おだやかな口く調ちようでありながら、ゼインは鋭するどい意見を交えた。

　ゼインはそのまま、全隊通信に向かって一方的に告げる。

《相手の攻こう撃げき、レーザー光こう線せんって奴やつ？　射程範はん囲いがベラボウに広いからねえ。敵さんが目視できるエリアしか攻撃精度は高くないみたいだけど、おそらく半径１キロ圏内の人は一いつ瞬しゆんで蒸発させられちゃうと思うから、気を付けようね！》

《け、剣聖殿！　そのような物言いでは、兵達の士気に関かかわってきます！》

《士気ぃ？》

　堪たまらず剣聖の軽口を指摘した地区部隊長に、ゼインは不服そうな声を出した。

《甘えたこと言ってんじゃないよ。これは死ぬ確かく率りつの方が圧倒的に高い作戦だ。俺おれには全員生き残れだの、死ぬなだのなんて、都合の良い言葉は易やす々やすと口にはできないね。俺は各員が生き延びるために、必要な情報と事実を口にしているだけさ》

《し、しかし……！》

《俺から言えるのは一言だ。死ぬのが怖い奴やつは今すぐ逃げろ。必ず死ぬから。以上》

　ゼインは苦笑しながら、全隊通信の回かい線せんを切った。

　その時にはすでに、赤い機き体たいが目視できる距きよ離りにまで近付いていた。

　まだ通信が繫つながっていた地区部隊長に向かって、ゼインは言う。

《そんじゃしばらく、俺は敵さんに集中するから回線を閉じておくよ》

《……御武運を》

　地区部隊長はそれ以上、何かを言うことはなかった。

　通信が途と切ぎれると、ゼインは一つ嘆息をした。

《よおぉ、剣聖！　待ちくたびれたぜぇ！　来るのがちっとばかし遅おせえんじゃねえのか！》

　ゼインの頭上からである。

　曇どん天てんの空を背負った燃もえ盛るビルの屋上に、１機きの赤いＰＡが立っていた。

　腕組みをして待ち構えていた面めん倒どうな客人を見上げ、ゼインは肩をすくめて見せる。

《別に旧交を温めに来たわけじゃないよ、イグニス君。君ってなんだかハイテンションだし。ノリが気持ち悪いし。仲良くなれそうなタイプじゃないよね》

《オレサマもてめえなんざと温め合う旧交なんざ持ち合わせてねえっつの！》

　イグニスは頭部装甲ヘツドユニツト内で舌をなめずり、ニヤニヤと微笑ほほえんだ。

《待ち遠しかったぜぇ、このリベンジマッチがよぉ！　１年前。たった１機の人サ類ルに、配下の部下全員を討うち取られたローマでの屈辱は忘れてねえ！》

　イグニスが浮かべているであろう愉悦の笑えみを想像し、ゼインはもう一度嘆息した。

　そうしてゼインは────廃はい墟きよと化した周囲の街並みを見渡した。

　ビルも、道路も、家も、車も、何もかもが炎に包まれている。

　道ばたに、子供を庇かばったまま黒炭と化している母子の死体を見つけ、ゼインは尋たずねた。

《……どうしてだ》

《ああん？》

　鋭するどいゼインの言葉に、イグニスは首を傾かしげた。

《どうして女子供まで、そんなに容易たやすく殺せるんだ》

　ゼインの問いかけに面食らったイグニスは、何を今さらと笑い転げた。

《ぎゃははははは！　決まってんだろ！　どいつもこいつもオレサマより〝よえぇ〟からだってーの！　聞くまでもねえだろうが、ぎゃはははははははは！》

　イグニスの高笑いを見上げながら、ゼインはしばらく無表情で沈ちん黙もくしていた。

　やがてイグニスの哄こう笑しようが収まったところで、ゼインは苦笑する。

《清すが々すがしいまでの〝クズ〟だことで》

《そういうテメエ等らは〝ゴミクズ〟みてえな人サ類ルだろうが》

《いやいや嬉うれしいねえ、イグニス君》

《ああん？》

　ゼインはニコニコと微笑ほほえみながら、腰に帯びていた騎士剣ナイツソードの１本を手に取った。

　刀身は甲かん高だかい音を放ち、高速で振動を始める。揺らいで見える刃先が薄うすく発光し始めると、やがて甲高い音は収束して搔かき消えていった。

　高速振動する騎士剣ナイツソードを中段に構え、ゼインは狂ったような笑えみを浮かべる。

《君みたいなクズ、実にぶっ殺し甲斐があるよ》

　ゼインの搭乗するＰＡメサイア。その背後に取り付けられた、大振りなタービンが回転を始める。甲高い音を響ひびかせた後、ＰＡメサイアは緩ゆるやかに宙空へ浮き上がり、垂直浮遊ホバリングを始めた。

《行くぜ────終焉の騎士ナイツオブエンド？》

　投げ出されるように急加速したＰＡメサイアは、真正面からイグニスめがけて突とつ撃げきした。




　　　　▼▼▼
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《ひゃはっ！　いきなり正面からかよ！》

　猛烈な速度で道路上を滑空して来るゼインを見下ろし、イグニスは笑えんだ。

　眼がん下かに向かって手のひらをかざすと、イグニスの周囲に無数の立方体が発現する。

　その箱が弾はじけると、中からは数多あまたの光の槍やりが飛び出して来た。

《光の速さで死にやがれやあっ！》

　そのかけ声が引き金代わりとなり、イグニスの周辺空間に現れた光の槍は、ゼインに向かって雨の如ごとく一斉に降り注ぎ始めた。

　光────秒速約３億メートルで飛来する宇宙最速の攻こう撃げきを、人間に回かい避ひすることなどできるはずがない。東とう京きよう騎き士し団だんのＰＡミリガスの装甲すら飴あめ細ざい工くのように溶かして貫く超ちよう高こう熱ねつの槍は、１つでも当たれば即座にゼインを死に導みちびく代しろ物ものだった。

　しかし剣聖と呼ばれる人類の英雄は────その光こう線せんの雨を華か麗れいに避ける。

　イグニスの表情が僅わずかに引ひき攣つった。

《だとぉっ……！》

　イグニスめがけて真まっ直すぐに突撃するゼインは、ＰＡメサイアの各関節についた小型急加速器シヨツト・バーニアを巧たくみに吹かし、微細な方向転換を行った。時折、近くに聳そびえるビルの背後へ隠れ、右へ左へと移動してはイグニスの死角へ入り、光線の雨を回避する。

　踊っているかのように。舞まっているかのように。死の流星雨を苦にもせず、ＰＡメサイアはアスファルトの上を低空飛行で飛び交って行く。

　イグニスが放った光線は、１つもゼインを捉とらえられない。

　周囲建造物の壁面や道路を穿うがつだけで、敵を殺傷するには至らない。

《冗じよう談だんじゃねえ！　見えたと同時にあの世行き確かく定ていの光の攻こう撃げきだぞ！　なんでオレサマの攻撃が当たらねえんだよ！》

　ＰＡメサイアは見る間にイグニスとの距きよ離りを詰めて行く。

　すでに眼前まで肉にく薄はくして来ているＰＡメサイアに、イグニスは思わず息を吞のんだ。

　ＰＡメサイアの赤い眼光が────不気味に灯ともる。

　刹せつ那な、ゼインは小型急加速器シヨツト・バーニアの加速に任せた高速で、騎士剣ナイツソードを横よこ薙なぎに払っていた。

《くっ……！》

　騎士剣ナイツソードに掠かすり取られたイグニスの装甲から、赤い火花が散る。

　ＰＡメサイアの一撃を寸前の紙一重でかわし、イグニスは慌てて背後の宙空へ跳ちよう躍やくした。

　イグニスの頭上に浮かぶ、天使の輪わを模した飛行ユニット。それによってイグニスは、宙空高くに舞まい上がったのである。

　逃げようとするイグニスを深追いすることはせず、ゼインは即座にその場を離はなれた。

　すると────ゼインが寸前まで立っていた場所に、大量の光線の雨が注いだ。

《そんなカウンター、見え見えだよ》

　ゼインはイグニスのカウンター攻こう撃げきを予測していたのである。

《ちくしょうが！　ローマの時と同じかよ！　オレサマの光速の攻撃を避けられるなんざ、相変わらずどうかしちまってんぞ、てめえ！》

　軍事回かい線せんでイグニスの言葉を聞いているはずのゼインは、何も答えようとしない。

　ただ近きん隣りんビルの背後に回り込み、イグニスの視界から姿を隠すだけである。

　姿を晦くらましたＰＡメサイアに構わず、イグニスは自らの頭上に腕をかざした。

　すると天高く空の彼方かなたに────巨大な立方体の箱が現れる。

　その箱が弾はじけると、中から巨大なレーザー光の帯が発せられ、地面に突き刺さった。

　それは城じよう塞さい都市の城じよう壁へきをも溶解させた超ちよう高こう熱ねつの巨大な光の帯である。まるで雲の切れ間から注ぐ簿はく明めい光線のようにも見え、天から地面を突き刺す、太い刃やいばのようにも見えた。

《これなら避けられねえだろうが！》

　光の帯は地表に刃を突き立てたまま、あらゆる物を容赦なく〝溶断〟して切り裂いていく。

　高層ビルを肩口から斜めに斬きり落とし、電車の通る高架線路や道路標ひよう識しきなど、容易たやすくなます斬りにしてバラバラに焼き切った。

　赤焦げた直線の切り傷が残された地表では、切断された水道管から、血ち飛沫しぶきのように水が噴ふき出す。地下を這はっていたガス管に引火し、あちこちで爆ばく発はつを生じた。

《ぎゃははははは！　エリア攻撃だあっ！》

　イグニスは空から照射される光の帯を、ゼインが逃げ込んだ方角へ向けた。

　それはゼインを正せい確かくに狙ねらって放たれた攻撃ではなかった。

　周囲一帯に対する広こう範はん囲い攻撃により、ゼインが盾として利用していた周囲の建造物は、ことごとく溶解して消え去ってしまう。堪たまらず、ＰＡメサイアは姿を見せざるを得なかった。

　高熱と化した焦土の上を、ゼインはＰＡメサイアの耐熱装甲に守られながら低空飛行で離はなれて行く。

《んひゃああああああ！　ぎんもちいいいいいい！》

　逃げ場を失って炙あぶり出されたＰＡメサイアを見下ろし、イグニスは唇を舐なめた。

　すぐさま、現れたＰＡメサイアの四方を取り囲むように、イグニスは光の帯を〝檻おり状じよう〟に展開する。その檻は見る間にしぼみ、中央にいるＰＡメサイアをめがけて接近して行く。

　────レーザー光線による囲み撃うち。

　帯に接触すれば最後、ゼインは跡形もなく溶けて赤黒い金属塊と化すだろう。

《やるね……でも……！》

　ゼインは呟つぶやきながら、背後のタービン回転数を最大出力にして急加速する。

　光線の檻がすぼまりきる前に、格子の隙すき間まから檻の外へ高速で離り脱だつする。

　イグニスは上空から、まんまと光の帯から逃れ出たＰＡメサイアの姿を俯ふ瞰かんしていた。

《チッ……相変わらず、ゴキブリ並みにすばしっこい人サ類ルだぜ……！》

　光の檻から逃げおおせたとは言え、隠れる場所がなくなったＰＡメサイアは、イグニスからすれば、いくらでも狙ねらい撃うちできる無防備な状態である。

　イグニスは構わず、立て続けに光こう線せんをＰＡメサイアへ浴びせかけようとする。

《オラオラァ！　どうしたぁ！　人サ類ル共の英雄ってのは、逃げ回るだけしか能がねえってか！》

　イグニスの高笑いの中を、ゼインは淡々と光の帯の攻こう撃げきから逃れようと飛び交うだけである。

　自分の優ゆう位いを感じていたイグニスは……ふと違和感を覚えた。

　光の帯から逃げ惑うゼインの姿が……徐々にイグニスへ近寄って来ている？

　やがてゼインは、イグニスの真横に聳そびえている高層ビルの背後へ姿を消した。

　────目と鼻の先のビルを光で攻撃すれば、その余波はイグニスにも影えい響きようを及ぼす。

　接近されては、光の帯による広こう範はん囲い攻撃は使いにくい。

《忌いま々いましい野郎だ！》

　天から放っていた無数の光の帯を、イグニスは一度、消し去る。

　イグニスは、ビルの向こうに消えたＰＡメサイアの姿を捜し始めた。

《────さっきなんで攻撃が当たらないかって、訊きいたよね？》

　唐突に、姿を消したゼインが、軍用回線でイグニスに話しかけた。

　イグニスの胸中にイヤな予感がよぎる。

《肉体をＤＮＡコンピュータ化することで、君達はイデア能力という強力な力を得るに至った。それに対抗する人類の武器が何かと言えば────やはり量子コンピュータだよ》

　姿を見せないゼインの声だけが、イグニスの聴ちよう覚かくに語り続ける。

《これがＰＡメサイアに搭載されている特別なアプリケーション────【予測演算】》

《予測演算だぁ……!?》

　あまりにも予期せぬゼインの答えに、イグニスは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　ゼインは淡々と続けた。

《周囲環かん境きようの状態から計算して、数秒先の未来を予知することができる。おかげで君が光線で攻撃してくるであろう場所、接近危険エリア。全すべて事前に視界情報に警けい告こく表示される。アプリを起動すると結構な演算負荷が発生するし、攻撃を予知しても対応できる機き動どう性せいがなければ意味がないわけだから、この機能は量産型のＰＡに搭載されることは予定されてないけど。つまりさ────量子コンピュータのマシンパワーの前では、君の攻撃はお見通しなんだよ》

　非ひ常じよう識しきなことを、常識のように言うゼイン。

　呆あきれるというよりも、イグニスには焦りの気持ちが生じ始める。

　一刻も早くＰＡメサイアの姿を捜そうとするイグニス。未いまだ姿を隠しているということは、ゼインは奇き襲しゆうを仕掛けてくることを考えているのかもしれない。

　問題はビルの右側から来るのか。それとも左側か。まさか屋上からか。

　イグニスは頭上を見上げ、ビルの屋上に目を向ける。そこにＰＡメサイアの人ひと影かげはない。

　敵の姿を見失ったイグニスを嘲あざ笑わらっているかのように、ゼインは苦笑を交えて言う。

《まあ【予測演算】を使う以前に、君は〝殺気〟を出し過ぎてて攻こう撃げきの瞬しゆん間かんがわかりやすい。だからさ、そうやって油断していると────》

　突如、高層ビルのガラス壁へきが内側から突き破られる。

　場所はイグニスのすぐ目の前。

　飛び出して来たのは────数多あまたのガラス片を纏まとったＰＡメサイア！

《すぐに────殺すぜ？》

　ＰＡメサイアの両腕の小型急加速器シヨツト・バーニアが、圧あつ縮しゆく空気を吐き出す。

　下段に構えられていた騎士剣ナイツソードで、ＰＡメサイアはイグニスの身体からだを深く鋭するどく斬きり上げた。

《っがあああああああああああああ！》

　ゼインの騎士剣ナイツソードは、運動徹甲弾フレシエツトですら貫通できなかったイグニスの装甲を、深々と切り裂いてみせた。しかしゼインの一いつ閃せんはイグニスの身体を両断することはできず、右肩口を傷付けることしかできなかった。

　イグニスは寸前で身を捩よじり、直撃を避けていたのである。

　一撃を受けたイグニスは、大慌てで後退する。

　またＰＡメサイアは深追いをせず、後退と同時にイグニスが放っていたカウンターの光線を避けた。

　イグニスは再び、ＰＡメサイアと距きよ離りを置いて対たい峙じした。

　空中を浮遊するイグニス。それを見上げるゼイン。

　睨にらみ合いながら、イグニスは咆ほう哮こうのように憎しみの言葉を発する。

《いってえええ！　くっそおおおああああ！　何でだよおおおおおおおおおおお！》

《なんで俺おれの騎士剣ナイツソードが、君の装甲を斬れるのかって？》

　額ひたいに青筋を浮かべ、激はげしい怒りの形ぎよう相そうになっているイグニス。

　ゼインは無表情で、淡々と教えてやった。

《この剣は、君達が滅ぼした、ある一族の技術によって造られている特別製なんだよ。君達がＰＡの外装甲アウターや、起動エレベータの壁へき面めんを造るために使用している〝フリンジ・マテリアル〟って物質があるよね。あれと同等の異常金属なんだ。この騎士剣ナイツソードは、それでできてる》

《っめえ……人サ類ルの分際で、このオレサマに一ひと太た刀ち浴びせてきやがっただとぉおおお！》

　イグニスは怒り狂い、周囲に光こう線せんの雨をデタラメに降らせる。

　大量破は壊かいを引き起こしながらも、そのことごとくは狙ねらいも何もなく、ゼインに当たることなどなかった。悠然とその場に佇たたずんだままでいるゼインにますます腹を立て、イグニスは毒づく。

《人サ類ルのくせに人サ類ルのくせに人サ類ルのくせに人サ類ルのくせに人サ類ルのくせに……！》

　怒り心頭のイグニスは、もはや我を忘れかけていた。

　ただゼインに傷付けられた肩の疼うずきに報いるべく、ゼインを殺すことで頭がいっぱいになる。

《……上等じゃねえかよ……！》

　イグニスは呟つぶやき、ＰＡの頭部装甲ヘツドユニツトを、ヘルメットのように取り外した。

　頭部装甲ヘツドユニツトの下から現れたのは、煌こう々こうと赤い光を灯ともしたイグニスの双そう眸ぼうだった。

　その赤い瞳ひとみは、演算負荷量が大きくなるにつれて光量を上げていく。

　イグニスは頭部装甲ヘツドユニツトを放り投げる。

《そっちが量子コンピュータで予測演算してるんだってんならよぉ……こっちも同じことをしてやるまでだってんだよ！》

《おやおや。イデア能力を使用しながら、ＰＡメサイアと演算能力勝負までするつもりなのかい？　すごい演算負荷になるぜ……それで戦えるっていうなら、面おも白しろいじゃないか》

　ゼインは不敵に微笑ほほえみ、騎士剣ナイツソードを構え直した。

　人類の科学が生み出した────２つの超高速コンピュータが対たい峙じする。

　イグニスは額ひたいに青筋を浮かべながら、ただ唇の端を舐なめた。




　　　　▼▼▼




　ゼイン達の戦いの場が、徐々に名な薙なぎ達のいる科学技術省のプラント地区に接近して来ていた。

「君達、早く避ひ難なんシェルターへ！　こっちだ！」

　白衣の職しよく員いん達に誘ゆう導どうされ、名薙とアニカは地下シェルターへ向かう最中だった。

　リラクゼーションエリアを離はなれた時、近くに建っていた商業地区が、イグニスの放ったレーザー光こう線せんによって焼き払われてしまう。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが炸さく裂れつした直後、激はげしい爆ばく発はつが起きて地面を震しん撼かんさせた。状況から見ても、ゼイン達の攻防がすぐ近くで行われているのは明白である。

　燃もえ盛る炎と黒煙を遠目に見上げながら、名薙とアニカはシェルターへ急いだ。

　懸けん命めいに駆けながらも……名薙の意い識しきは、視界に映るヘリの中継映像に釘くぎ付づけだった。

　ゼインとイグニスは軍用回線で話しているらしく、報道ヘリでは会話を拾えないのだと言う。音声は伴わないものの、しかし映像だけでも十分に鮮せん烈れつな展開だった。

　東とう京きようの街を易やす々やすと焼き払っていく、強力無比なイグニスのイデア能力。

　その強力無比な天使アイオーンと、剣１本だけで相あい対たいするゼインのＰＡメサイア。

　名薙は手に汗を握り、一進一退の攻防の中継から目が離はなせなかった。

　────勝てる。

　そう予感しているのは、もはや名薙だけではないはずである。

　名薙達と共にシェルターへ向かう人々。さっきまで泣なき喚わめき、逃げ惑っていた職員達も、いつしか瞳に希望の光を灯ともし始めていた。ゼインは強過ぎたのだ。

　たった１人なのだ。

　そのたった１人が登場しただけで、不利だった人間達の形勢は逆転しつつあるではないか。

「────剣聖」

　人々を天使アイオーンやマモノの脅きよう威いから救う者。人類に残された希望。

　その言葉の重みを、今さらながらに嚙かみ締しめる。

　迫害される弱者達の期待を一身に担い、剣１本だけで戦局を覆くつがえす最強の戦士の名だ。

　その凄すさまじいまでの存在感に、名な薙なぎの胸は熱あつくなった。

　普ふ段だん接している時には、飲んだくれの駄だ目めな中年でしかないゼインだが、その面おも影かげなど、今はどこにも見当たらない。中継映像に映し出されているゼインの大きな背中は、文字通り東とう京きよう全すべての人々を守って戦っているのだ。

　孤高なその姿には、見る者の心を奮わせる力強い意志が宿って見えた。

　職しよく員いんに誘ゆう導どうされ、名薙達は先日リーゼに連れられて訪れた、ＰＡの格納庫へ辿たどり着く。

　その格納庫の片隅に、地下シェルターへ続く入り口があるようだった。

　避ひ難なんする職員達の流れに乗り、名薙達はシェルターのある方角へ駆ける。

　その途と端たん────格納庫が激はげしく揺れた。

「きゃあっ！」

　倒れそうになるアニカの身体からだを、反射的に名薙は背後から受け止めて支える。

　震しん動どうと共に、すぐ近くから爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。そして間かん髪ぱつ入いれず、格納庫の天てん井じようが吹き飛ばされて搔かき消えた。屋根の向こうの曇くもり空ぞらが顕あらわになると、名薙達の頭上からは鉄骨などの巨大な瓦が礫れきが降り注いできた。

「危ない！」

　名薙はアニカを庇かばうように押し倒す。

　そうして近くに展示されていた、無人多脚戦車マシン・タンクの下に身を隠した。

　シェルターを目前にして、頭上から降ってきた瓦礫に押おし潰つぶされて死んでしまう人々。それらの断だん末まつ魔まを聞き、名薙は思わず凄せい惨さんな場面から目を逸そらしてしまう。

　そんな修しゆ羅ら場ばの中で、アニカがシェルター入り口の隔かく壁へきを指差して声を上げる。

「ウソ、やだ！　シェルターの扉が閉じられちゃう！」

　アニカに言われて名薙も視し線せんを向けると、地下シェルターの入り口の隔壁がゆっくりと閉ざされようとしていた。格納庫の天井が吹き飛ばされて、もうこれ以上は避難者を受け付けている時間はないと判断したのだろうか……最悪だった。

「くっそぉ！　完全に閉じちまったぞ！　オレ達を見捨てるつもりなのか！」

　降り注ぐ瓦礫の雨がやんでから、名薙とアニカは無人多脚戦車マシン・タンクの下から這はい出した。

　逃げ場を失った名薙とアニカに残されたのは、瓦礫に埋もれた格納庫と、下した敷じきになって死にかけている人々の呻うめき声ごえだけだった。

　見捨てられた……それはあまりにも酷ひど過ぎる現実だった。

　誰だれしも自分の命を失いたくないのは同じだ。だから最小限の犠ぎ牲せいに目を瞑つむって、自分の身を守ることは責められない。しかし、こうして最小限の犠牲の中に自分が含まれてしまうと……名薙は悲しい気持ちでいっぱいになってしまう。

　────上空から眩まばゆい光こう線せんが放たれた。

　光線は、名な薙なぎとアニカが見守っていた地下シェルターの隔かく壁へきに突き刺さり、それを貫通した。

　溶解した扉の向こうへ光線が伸びていくと、程なくして爆ばく発はつが起きる。地下シェルター内部は爆発で吹き飛ばされ、溶解した隔壁の穴からは、黒煙が立ち上っていく。

《ぎゃはははははははは！　逃げ場なんてねえってえのお！》

　上空から光線を放ったのは、１機きの赤いＰＡだった。

　名薙は青ざめた表情で、その悪あく魔まを見上げた。

「……イグニス＝ヴィッカース……！」

　イグニスは格納庫の瓦が礫れきの山に着地する。

　そうして、愕がく然ぜんとする名薙とアニカに対たい峙じした。

《剣野郎とやり合うのが楽し過ぎて、そういやすっかり忘れかけてたぜ。オレサマはそもそも、テメエを始末しなきゃならなかったんだよ、過去からの来訪者ヴイジターのガキ？》

　不気味に煌こう々こうと赤く灯ともる瞳ひとみは、名薙の姿を凝ぎよう視しする。

《剣野郎は、オレサマのエリア攻こう撃げきで追っ払ってやったから、すぐにはここへ駆け付けて来れねえぜ。その間に、手際良くやることはやっておこうと思っててよお》

　名薙は苛いら立だった。だからイグニスに言った。

「なんでお前は、オレ達の命を狙ねらうんだよ……！」

《ああん？　そんなのソフィア文書の預言を阻止するためだ、決まってんだろうが》

　名薙は一いつ瞬しゆん、驚おどろいて言葉を失ってしまう。

「ソフィア文書を知ってるのか……！　じゃあお前達も救世主の預言を信じてるってのかよ！」

《オレサマはぶっちゃけそんなのどうだって良いんだよ。気にしてんのは元老院の連中くらいなもんだ。オレサマは人がぶっ殺せて、自分が楽しければなんだって良いんだよ》

「なんて異常な奴やつだよ、お前は……！」

　呆あきれる名薙など構わず、イグニスは首を傾かしげた。

《んー？　確か過去からの来訪者ヴイジターはテメエと、もう１人、女がいるんだったな。するってーと、そっちの女がそうか？》

　視し線せんを転じ、イグニスはアニカの姿にも注意を配った。

　アニカの赤い瞳に気がつき、イグニスはアニカが自分の同族であることを察した。

　しかし肝心なのは……その点ではなかった。

　イグニスの表情が露ろ骨こつに強こわ張ばる。

　驚きを顕あらわにしたイグニスの唇は震ふるえ、大きく見開かれた。

《────〝叡智の花嫁ソフイア〟！》

　イグニスの口から、名薙があまりにも予期せぬ発言が漏れる。

　今、確かに目前の天使アイオーンは口にしたのだ。名薙がアニカを見間違えた時のように。

　────ソフィア────。

　名な薙なぎや真ま無な、を、１２５年後のこの世界へ時間移動させたと思われる少女の名である。

　何な故ぜ、イグニスがアニカを見てその名を口にしたのか。

　イグニスはソフィアの顔を知っているということなのか。

　名薙の思惑に関係なく、イグニスの頭上で、天使の輪わを模した飛行ユニットが発光する。

　すると即座にイグニスは揚力を得て、その場から浮かび上がった。

　イグニスが勢い良く飛び出した先には、アニカが立っていた。

「きゃあああああああ！」

「アニカ！」

　名薙の目前で、イグニスはアニカを片手で抱いた。そして天高く飛ひ翔しようし、連れ去った。

　連れ去られたアニカは、イグニスの腕の中で足をばたつかせて、もがき始める。

「は、離はなしなさいよ！　この変態天使！」

　暴あばれるアニカを力で押さえ付け、イグニスは軽快この上ない口く調ちようで饒じよう舌ぜつに喋しやべった。

《こりゃあツイてるってもんだぜええ！　まさかこんなクッセエ人間の街でテメエを見付けられるとは思ってなかった！　テメエをプレロマへ連れて帰れんならよ、東とう京きように単独で乗り込んだことも、元老院はお咎とがめなしにしてくれっかもしれねえよなあ！　ようやく見付けたんだからよぉ、〝叡智の花嫁ソフイア〟……！》

「いったい誰だれと勘違いしてんのよ！　私はソフィアなんて名前じゃないわ！　アニカよ！」

　そうなのだ。アニカはソフィアに似てはいても、別人なのだ。おそらくイグニスは、ソフィアにソックリなアニカを、ソフィアだと勘違いしているに過ぎないのだろう。

　イグニスは、喚わめくアニカの腹部を軽く肘ひじ打うちした。

　すると暴あばれていたアニカは小さな苦く悶もんの声を漏らし、沈ちん黙もくして動かなくなる。

《うるせえ女だ。ちっと黙だまってろや》

　イグニスは自らの頭上に手のひらを掲げた。

　するとイグニスの周囲に無数の箱が発現し、弾はじけて、中から無数の眩まばゆい光球が出現する。

　光球の円陣に囲まれたイグニスの手の先に、光球から発せられた光こう線せんが集中した。すると見る間に光が収束されていき、一際に巨大な光の塊が形成され始める。

　イグニスの手の先で収束されていく光は────巨大な剣の形状となった。

《悪わりぃがな……事情が変わったんだわ》

　イグニスはニヤリと笑えみを浮かべ、地上の名薙をムシケラでも眺めるように見下ろす。

《オレサマは一刻も早く、この女を連れて帰き還かんしなけりゃいけなくなってよ！　これ以上、テメエらと遊んでる場合じゃねえわけよ！　とりあえず建物ごと、これで消えとけや！》

　イグニスはまるで、見えない剣の柄つかを頭上で握っているような、上段の構えをしていた。

　その剣の大きさは、東とう京きようの街に聳そびえるどんな建造物をも超越した巨大剣である。

《ひゃはあっ！　光を束たばねて造った高こう熱ねつの無形剣だああああああ！》

　咆ほう哮こうと共に、イグニスは光の剣を容赦なく振り下ろした。

　飛来する光の刃やいばの切っ先を見上げ、名な薙なぎはもはや死ぬ以外にないことを確かく信しんする。

　名薙の身体からだを一いつ瞬しゆんで蒸発させ、痛みすら感じさせずに影かげに帰すであろう高熱の光の塊。

　それを見上げていると、名薙は悔しい気持ちでいっぱいになってしまう。

　……結局、元の時代に帰ることもできなかった。

　家族にも会えず、誰だれにも知られず、こんなとこで野垂れ死ぬしかないなんて、最悪だった。

　全すべてを諦あきらめた名薙は、ただ瞼まぶたを固く閉ざす以外になかった。

　自分を取り巻くあらゆる苦悩が、過ぎ去ってしまうその瞬間まで。
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　巨大な光の剣は、格納庫の上空で爆ばく裂れつした。

　周囲一帯の大気を熱し、肌を焼け付かせるような熱風が周囲へ吹き付ける。

　その熱風は敷しき地ち内ないの土砂を高々と巻き上げ、濃のう厚こうな砂すな埃ぼこりの霧きりを生み出した。崩れた天てん井じようが積つみ重なり、瓦が礫れきの山と化していた格納庫内も、その砂埃のベールによって覆おおわれてしまう。

　────目を疑いたくなる光景がそこにあった。

　イグニスの放った光の槍やりによって、消滅させられるはずだった名薙。

　その攻こう撃げきが直撃する寸前だった。

　名薙達の前ぜん衛えいを守るべくして────ゼインのＰＡメサイアが盾となったのである。

《………………ははは……これめちゃくちゃ痛いね……》

　ゼインは騎士剣ナイツソードの腹で、イグニスの光の槍の直撃を凌しのいだようだった。

　そのせいで騎士剣ナイツソードの刀身は赤く溶け落ちており、剣を構えていたゼインのＰＡメサイアも、右腕の外装甲アウターが胸元まで溶解していた。剣の柄つかを握ったままの格好で、ゼインの右腕は右胸の辺りまで炭化してしまっており、重度の火傷やけどを負った身体からだからは、煙が上がっていた。

《……外装甲解除アウター・パージ……》

　ゼインの音声コマンドに反応し、ＰＡメサイアに装着されていた外装甲アウターが自動的に機き械かい接続を解除する。地じ響ひびきを立て、ゼインが装備していた全すべての外装甲アウターは、ガラガラと瓦礫の上に転がり落ちていく。そうしてＰＡメサイアは、基礎骨格ベーシツク・フレームだけの貧弱な姿に戻ってしまった。

　基礎骨格ベーシツク・フレームから転げ落ちるように、ゼインはその場で倒れ伏した。

　倒れ伏したゼインを見つめ、名薙は震ふるえる唇で懸けん命めいに言葉を発しようとする。

　ようやく形になった言葉を、押し出すように吐き出した。

「……どうしてなんだよ……！」

　口を突いて出てしまったのは、助けられたことへの謝しや辞じなどではなかった。

「なんでオレなんかを庇かばって、アンタがやられなきゃならないんだよ……！」

　名な薙なぎはその場でよろめきながら立ち上がろうとする。だが、さっきのイグニスの攻こう撃げきによる衝しよう撃げきで、右脚が折れてしまっているようだった。名薙はその場で立つことすらできない。

　しかし折れた骨の痛みなど、今はどうでも良かった。

　瓦が礫れきの山の上で、名薙は右脚を引ひき摺ずってでも、ゼインに近付いて行った。

「アンタ、人類の希望なんだろう！　今から誰だれがあの終焉の騎士ナイツオブエンドを倒すんだ！　アンタにしかできない仕事じゃないのか！」

　ゼインは何も答えようとしない。

　だから悔しくて、名薙は涙を滲にじませた瞳ひとみでゼインを睨にらむ。

「ただの一般人にすぎないオレなんかを庇ってやられるなんて……こんなのは絶対に間違ってるだろ……！　英雄の命を、オレなんかの命を救うことに使ったりするなよ！」

　名薙に抱き起こされたゼインは、血の気のない蒼そう白はくな顔色で苦く笑う。

「……君がアニカちゃんをいじめっ子から助けた時、助ける相手に救う価値があるかどうかなんて、考えたのかい……？」

「……！」

　口を噤つぐんで黙だまり込んでしまう名薙へ、ゼインはただ優やさしく微笑ほほえんだ。

「ナナギ君……人は、生きる時代を選ぶことはできないんだ」

　ゼインは奇妙な話を始めた。

　困惑している名薙に構わず、ゼインは苦笑して続けようとする。

「人生なんてさ、ただ漠然と与えられるだけ。みんな試し行こう錯さく誤ごして生きてるんだよ。誰の人生だって、真ま面じ目めに生きようとすれば苦痛が伴うものなんだ。その苦痛に屈してしまうのか、その苦痛を乗り越えるのか。そこで全すべてが変わってしまう。それは君の時代であろうと、この時代であろうと、不変のことだろう────自分で戦わなければ、何も変えてはいけないんだ」

　鋭するどく尖とがっている名薙の強い眼まな差ざしを見やり、ゼインは満足そうに微笑み続ける。

　突然、ゼインは激はげしく咳せき込む。その咳には血が混じっていた。

　その苦しそうなゼインを見ているだけで、名薙は胸が張り裂けるような思いだった。

　英雄が死のうとしているからではない。ゼインという、見知った親しい人物が、今にも目の前で息絶えようとしているからだ……！

　涙を流す名薙の頭を、ゼインは撫なでた。

「御ご覧らんよ、ナナギ君。ここには、こんなにもたくさんの〝力〟が眠っている」

　ゼインは息も絶え絶えになりながら、それでも名薙に語りかける。

　名薙は周囲を見渡した。そこにはハンガーに吊つり下げられた無数のパーソナル・アーマが放置されている。無人多脚戦車マシン・タンクもあれば、無骨な大型ライフルなどの武器も見受けられた。瓦礫に埋もれていない物も数多く残っており、その気になれば使用できそうだった。

　ゼインは苦笑した。

「人間は誰だれだって、戦うための〝力〟を数多く持っている。けれどそれを使おうとする人間は少ないんだよ。ここにこれだけの力が眠っているのに、誰もそれを使わず、ただ逃げ出した。もうわかっただろう？　立ち向かう勇気が、戦う意志がなければ────それは決して強さにはなり得ないんだ」

　震ふるえる左腕で、ゼインは名な薙なぎの肩を強く握った。

「君には守りたい物があるじゃないか、ナナギ君。帰りたい場所だって、譲ゆずれない物だって、君はすでにたくさん持っている。君には戦う理由がある────だから君は強くなれる」

「オレが……強くなれる……」

　心底から真剣なゼインの強い眼まな差ざしに、名薙の心は震ふるわされる。

　ゼインは、搭乗者不在で空になった、自らの基礎骨格ベーシツク・フレームを見上げた。

「ここにはまだ、戦うための力が残されている……ならこの後、君はどうする……？」

　名薙も、その視し線せんに促された。

　粉ふん塵じんの注ぐ瓦が礫れきの山の頂上で────膝ひざを突いて傅かしずく白色のＰＡメサイア。

　右腕と右胸部はイグニスの攻こう撃げきで溶解させられたものの、まだ他ほかの部位は無傷だった。

　まるでそこは────機き械かい仕じ掛かけの空席の玉座である。

「……このＰＡメサイアを、君に譲ろう」
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「！」

　ゼインの提案に、名な薙なぎは狼ろう狽ばいしながら尋たずねざるを得ない。

「譲ゆずるって……あれってアンタにしか使えない、異常性能イレギユラースペツクな特殊ＰＡなんだろ！　オレなんかに乗りこなせるわけないし、しかもあのＰＡは……剣聖の象徴そのものじゃないか！　オレに剣聖の代打をやれとでも言うのか！」

「剣聖の代理なんかじゃない。君は〝救世主〟さ。そういう〝預言〟だっただろう？」

　ゼインは何な故ぜか、自じ嘲ちようする。

「俺おれの時代はもう終わりさ。この傷は治ち療りよう不可能だろうし、これ以上はもう戦えないよ」

「そんな……！」

「今この場で、イグニスを倒せる可能性を持った人材は君しかいないってことさ。戦って死ぬか。座して死ぬか。もうそれしかないだろう」

「でも、俺の右脚は折れてて、満足に動けもしないんだぞ！」

「────なら、私が治してあげるわ」

　名薙が振り向くと、そこには腕を組んで優ゆう雅がに佇たたずむ真ま無なの姿があった。

　真無は鋭するどく名薙を見やりながら、その瞳ひとみをすでに、緑みどり色いろに発光させていた。

「シェルターへ避ひ難なんしようとやって来てみれば、この有あり様さま。逃げ場所はなくなってるし、２人してボコボコにやられちゃってるじゃない」

　真無は自らの長髪を搔かき上げながら続けた。

「私のイデア能力、〝博愛自殺ロザリオ・サイス〟は触れた物と同どう調ちようすることで、自分の持っている物ならなんでも他人に与えることができるわ。スクールで不良をやっつけた時に見せた通りよ。あの天使アイオーンの相手をするには向かない能力だけど、私のイデアを使えば、私の折れていない右脚を、名薙君に与えることができる。……代わりに、私の脚が折れるでしょうけど」

　真無が飄ひよう々ひようと告げるとんでもない提案に、名薙は啞あ然ぜんとしてしまう。

　言うが早いか、真無は名薙の額ひたいに手を当てた。

　そうして緑色の眼光を湛たたえた真無は、冷ややかに名薙の顔を見下ろして言った。

「ゼインさんの怪け我がは酷ひど過ぎるから、身代わりになるのは御免よ。でも名薙君なら治してあげられそうだわ。もし誰だれもイグニスに立ち向かわないのなら、東とう京きようの街は壊かい滅めつするしかないわね。貴方あなたは死ぬし、私やアニカも死ぬしかない。戦わないのなら……負けるしかないんですもの」

「……」

「でも名薙君の言い分もわかるわ。一度しかＰＡに乗ったことがない貴方が、ゼインさん同様に立たち振ふる舞まって戦えるなんて思えない。99パーセントは殺されてお終しまいだというのが目に見えてるわね。でも１パーセントくらいなら勝しよう機きはあるかもしれない。問題はその１パーセントに、貴方が賭かけるかどうかじゃなくて？」

　真無は優雅に微笑ほほえんだ。

「だから選ばせてあげるわ、名な薙なぎ君。ここで１００パーセントの死を受け入れるのか。１パーセントの勝しよう機きに賭かけるか。貴方あなたに戦う意志がなければ、右脚を治してあげたところでなんの意味もない。私が痛いだけだもの。そんなのお断りよ」

　名薙に選択を迫ってくる真ま無な。

　戦うか。死ぬか。酷ひどい２択だった。

　名薙綾りよう月がという人間は、２０１５年からやって来た、ただの男子高校生でしかない。

　それが１２５年後のこの未来に飛ばされ、１つの都市を救うか否かの決断をしなければならない状況になっているのだから、名薙は複雑な心持ちだった。

　人々が頼り、縋すがっていた希望である人類の英雄は……名薙のために戦えなくなってしまった。

　言うなればそれは、名薙のせいで東とう京きようの街が滅びるかもしれないという現実を意味している。名薙は、とても背負いきれないような、重たい罪の十字架を背負ってしまったのかもしれない。しかし名薙の胸中を圧迫していたのは、その重荷のせいではなかった。

　大切な人が死んでしまう。自分さえも死んでしまう。

　元の時代に帰ることすらも……できなくなってしまう。

「オレが戦わなければ、みんな死ぬ、か……」

　イグニスに連れ去られたアニカ。

　今にも命の火が搔かき消えそうになっている、瀕ひん死しのゼイン。

「そういえばオレは……まだ恩返しらしいこともしてなかった」

　名薙は苦笑してしまう。

　見知らぬ森で、マモノに襲おそわれた名薙を助けてくれた２人だ。

　１人では生きていけなかった名薙を、その優やさしさによって救ってくれた２人が苦しんでいる。

　真無の手の平の感触を額ひたいに感じながら、名薙は不敵に笑えんだ。

「人は生きる時代を選べない。生きようとするなら、命いのち懸がけになるしかないってことだ。ならもう、誰だれかを当てにして待つのも、誰かの力によって救われようと考えるのもやめだ」

　東京を守るとか、剣聖の代わりになるなどという崇すう高こうな覚悟などない。

　ソフィア文書の預言や、天使アイオーンの企たくらみなんて知ったことではない。

　ただ、２人に救われた命なのだ。

　２人のために使うのなら、悪くはない。

「今さらだけどさ。オレ達はまだ────こんなところで死んでる場合じゃないよな」

　ただそれだけが、今の名薙にとってハッキリとしていることだった。
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　曇どん天てんの空の下で、報道ヘリは虚むなしく旋回飛行を続けていた。

　不幸なことに、中継カメラは剣聖が光の槍やりの直ちよく撃げきを受けた瞬しゆん間かんを捉とらえてしまったのである。その攻撃で土煙が巻き上げられ、視界が悪くなると、剣聖の安否はカメラから見えなくなってしまった。ヘリは東とう京きようの視し聴ちよう者しや達と共に、土煙の中に消えた剣聖の安否を、固かた唾ずを吞のんで見守っているところだった。

　科学技術省の実じつ験けんプラントは、未いまだ濃こい土つち埃ぼこりによって覆おおわれていた。

　視認できない以上、剣聖の安否を確たしかめられる第三者など、どこにも存在しないのだ。

　────剣聖が負ける。それはあってはならない出来事である。

　そんなことが起きれば、東京の街の壊かい滅めつは確かく定ていしたに等しかった。

　東京の全市民に死刑宣告が下されたも同然である。子供も、男も、女も、老人も。東京の全すべての人々に死が約束され、東京は、これまで破壊されてきたいくつもの城じよう塞さい都市と同じ運命を辿たどることになってしまうのだ。

　剣聖を助け出そうと。あるいは救いようがない事態をどうにかしようと。

　やがてＰＡミリガスで完全武装した東とう京きよう騎き士し団だんの部隊が、やけっぱちで現場に駆け付ける。

　並みの火力ではイグニスを傷付けることができないことを理解した東京騎士団は、地上から、自走砲による激はげしい対空砲火を仕掛け始めた。

　しかしその攻撃のことごとくは、イグニスに到達する前に光こう線せんによって消滅させられてしまい、意味を成さなかった。それどころか、地上に展開した東京騎士団の部隊が、次々と撃うち殺され、溶解してしまう姿がカメラに映し出される。現場は目を覆おおいたくなる虐ぎやく殺さつの場となった。

　────イデアの力は圧倒的だった。

　科学とも魔ま法ほうとも区別の付かないその力は、次々と人間の街を引き裂き、世界を火の粉の舞まう炎の海へ変えていってしまう。

　その中で高笑う悪魔のような赤髪の男を、東京の街の誰だれもが畏い怖ふした。

　止められない。敵かなわない。

　その絶望の色は、東京騎士団の劣勢と共に色濃くなっていく一方である。

　だがやがて、立たち籠こめる砂埃と火の粉の中から────１機きのＰＡが歩み出てきた。

　それを、東京騎士団の誰かが指差した。

　すると、イグニスに向かって砲撃を行っていた全部対の攻撃の手が止まる。騎士団と同じように、空を浮遊していたイグニスも、現れ出いでたそのＰＡの姿を凝ぎよう視しした。

　飛行ユニットを装備した、白色の機体。

　その左手には一振りの騎士剣ナイツソードを携えており、頭部装甲ヘツドユニツトに取り付けられたカメラの眼めには、赤い蛍光が灯ともっていた。右腕は基礎骨格ベーシツク・フレームごと消滅しており、外装甲アウターを装備してはいなかった。そのためＰＡの右腕部からは、搭乗者の生身の腕が露ろ出しゆつしている。

　その姿を捉えたカメラマンは歓喜の声を漏らし、東京騎士団の兵隊達は皆、敬意の念を込めて、その場で小さく敬礼をした。そうして……その場を撤てつ収しゆうし始める。

　ＰＡは人々の希望と期待を一身に受けるが、そんなことは意に介した様よう子すもない。

　ただその歩みの先には、人の世に終末をもたらす悪あく魔まがいるだけである。

　今この時に、東とう京きようを救えるであろう唯一の希望────ＰＡメサイアは現れた。




　　　　▼▼▼




　気絶しているアニカを、アスファルトの上に寝かせた。

　戦いの邪じや魔まになる少女の身体からだを一時的に手放し、イグニスは静かに空へ浮かび上がる。

　視し線せんはただ１点。眼がん下かの砂すな埃ぼこりの中から現れた、１機きのＰＡに向けられていた。

《……まさか生きてるとは思ってなかったぜ、剣野郎》

　イグニスは素直に、感心してそう言わざるを得なかった。

《オレサマの剣が建物へぶち当たる直前によお。テメエ、身を盾にして飛び出して、ガキを守ったように見えたんだがなあ》

《……》

　イグニスの言葉に……ＰＡメサイアからはなんの応答もない。

　その無言には意味があるのか、それともないのか。イグニスにはわからない。

　しかしイグニスは構わずに、軍事回線で語り続けた。

《見たところ、騎士剣ナイツソード１本を犠ぎ牲せいに生き残ったってところか？　でも残念だったなあ。てめえが守ろうとした過去からの来訪者ヴイジターの姿が見当たらないところを見るに、さすがに今ので蒸発して死んだんじゃねえの……？　くくく、ぎゃははははは！　ざまあねえなああ！》

　高笑うイグニスを見上げるＰＡメサイアは……やはり沈ちん黙もくしたままである。

　無言のまま静かに、ＰＡメサイアは最後の騎士剣ナイツソードを構える。

　剝むき出だしの生身の腕では、重量のあるその剣を手にすることはできず、ＰＡメサイアは利き腕ではない左腕に騎士剣ナイツソードを持つしかなかった。その無ぶ様ざまな姿を見て、イグニスはさらに嘲あざ笑わらう。

《おやおやぁ、英雄様はオレサマ如ごときを相手にするのに、利き腕を使わなくても十分ってわけかぁ？　こりゃあ恐れ入るねえ！　笑えてくるぜ！》

《────オレは英雄なんかじゃない》

《……！》

　ゼインではない声がＰＡメサイアから発せられたことに、イグニスは驚おどろいた。

　イグニスの言葉を黙だまって聞いていたＰＡメサイア……名な薙なぎは、そこで初めて口を開いた。

　明朗な口く調ちようで、名薙は語る。

《オレに剣聖の代役なんて務まらないだろうし、ましてやオレは、預言の救世主だなんて呼ばれる器でもない。オレはただ……戦わずには死ねない、生きたいだけの平凡な男なだけだ》

　告白する名薙の言葉を聞き終え、しばらくイグニスは怪け訝げんそうな顔をしていた。

　しかしやがて、状況を理解したイグニスは、思わず哄こう笑しようを上げてしまった。

《ぎゃははははははははは！　まさかてめえ、ＰＡメサイアに乗ってやがるのは過去からの来訪者ヴイジターのガキかよお！　正気なのかあ！》

　イグニスは実に良い気分で、ＰＡメサイアに乗っている名な薙なぎへ向かって言った。

《てめえがそのＰＡメサイアに乗ってるってことはよぉ、つまり剣野郎はくたばったってことか？》

　沈ちん黙もくする名薙の態度を肯定と見なし、イグニスはさらなる声を上げて笑い始めた。

《こいつは傑作だ！　やっぱりオレサマの予想通りに剣野郎は光の剣の直ちよく撃げきを受けてやがったんだなあ！　そんでくたばったわけだああ！　んで代役がテメエってかあ？　ぎゃはははははは！　あり得ねえええ！　こりゃもう、オレサマの勝ちってことで良いよなあああ！　ざまあああねええええなあああああ！　オレサマが最強だったってことで決定だろこれええ！　マジうけるんですけどおおおぎゃはははははははは！》

　声高らかに喚わめくイグニスの声は、公共回かい線せん越ごしに名薙の耳元でキンキンと響ひびいた。

　名薙は苛いら立だち、イグニスへ言った。

《────お前が最強だなんて、笑わせるぜ》

《ああん……？　今、何かオレサマに言ったかよ、過去からの来訪者ヴイジターのガキ……？》

《過去からの来訪者ヴイジターのガキじゃねえよ。オレの名前は、名薙綾りよう月がだ》

《ナナギリョウガだあ？　そんな有う象ぞう無む象ぞうの名前に、なんの意味があるってんだ！》

　威圧する殺さつ戮りく者しやに怯ひるむこともなく、名薙は言った。

《何度でも言ってやる。お前が最強だなんて笑わせるって言ってんだよ。守るモノもなく、戦う理由もなく。ただ暴ぼう力りよくを揮ふるうだけのバカ天使め。お前なんかゼインの足下にも及ばないよ！》

《……雑ざ魚こ介すけのくせに、もう勇者気取りでいんのかよ、ああっ？》

　イグニスは額ひたいに青筋を浮かべながら、名薙へ忠告した。

《てめえ、勘違いしてんじゃねえだろうな。てめえが乗ってるそのＰＡメサイアは、確たしかに剣聖と呼ばれてる人サ類ルの持ちモンだ。クソ忌いま々いましいことだが、奴やつの実力は認めてやる。だがてめえはどうなんだよ、あ？　本物じゃねえテメエがＰＡメサイアに乗ったところで────何ができる？》

　イグニスの指摘することはもっともな話だった。

　名薙がＰＡに搭乗するのは、今日きようこの時が生まれて初めてである。ゼインのように乗りこなせるわけでもなければ、ＰＡの操そう作さ技能に関して、知ち識しきや経けい験けんを持っているわけでもない。

　それでも不敵な笑えみを添えた一言で、イグニスを挑発する。

《────やってみなけりゃわからないだろ？》

　その一言と共に、ＰＡメサイアの背後に取り付けられた大振りのタービンが回転を始める。甲かん高だかい回転音と共に、ＰＡメサイアは静かにその場で垂直浮遊ホバリングを始めた。名薙の視界に映るイグニスの姿は、ターゲットカーソルによって捕ほ捉そくされる。そしてそこには、ロックオンの文字表示が灯ともった。

　言ってのけた名薙に、イグニスは露ろ骨こつに怒りを覚えた。

《おもしれえ……粋いきがれねえように瞬しゆん殺さつしてやる必要があんよなあ！》

　イグニスが叫ぶと、その周囲には光の槍やりが現れる。

　現れたと同時にその光の槍は────ＰＡメサイアの頭上から雨のように降り注ぎ始めた。

　刹せつ那な、名な薙なぎの視界の隅に【予測演算】の文字表示が現れる。

　画面上には透明な文字で、数多あまたの複雑な数式が現れては解かれていく。

　計算式が１つ解かれるのと共に、名薙の周囲のあちこちが、赤い色のマーカーによって塗り分けられていく。それは〝危険地帯になるであろう場所〟を警けい告こくする表示だった。

《これ……攻こう撃げきの予測着弾地点が、赤あか色いろで表示されてるのか！》

　考えてる余裕もなく、名薙は「危険」と赤く表示されたエリアから離り脱だつしてみた。

　すると名薙が寸前まで立っていた場所に光こう線せんが突き刺さり、地面を穿うがって赤く溶かしていく。

　初撃を見事に回かい避ひしてみせた名薙に、イグニスは怒りを抱いた。

《テメエ、剣野郎が使ってた、あのクソアプリを使いやがったなあっ！》

　言いながらイグニスが立て続けに放った光の槍は、天高く飛ひ翔しようする名薙にことごとく避けられてしまう。急な右旋回、左旋回。胸部を圧迫する重々しい反動を感じながらも、名薙はなんとか、イグニスの攻撃を回避し続ける。

　────戦えていた。

　その現実に、名薙自身が１番驚おどろいていた。

　２０１５年の世界でやり込んでいた、ＦＰＳゲームで反射神経を鍛きたえていたおかげか。【予測演算】アプリで表示される警告に、俊しゆん敏びんに反応することができている。

　それだけではない。これまでＰＡに一度だけしか乗ったことがない名薙は、異常性能イレギユラースペツクと謳うたわれていたＰＡメサイアを乗りこなす自信などなかった。しかし実際に搭乗してみると、名薙はある奇妙な感覚を得ていた。

　────動きやすいのだ。

　まるでＰＡメサイアは最初から、名薙専用に造り込まれていたかのように反応する。手足の延長であるかのような錯さつ覚かくさえ感じさせる程、名薙の身体からだに馴な染じむのだ。

　異常性能イレギユラースペツクなどという言葉がウソのようですらあった。

　あまりにも自在にＰＡメサイアを乗りこなす名薙に、イグニスの苛いら立だちは増していく一方である。

《クソが！　筋が良いみてえだな、認めてやんよ！》

　堪たまらずイグニスの双そう眸ぼうの赤が、その発光量を増して輝かがやき始める。

《なら演算勝負だあ……！》

　イグニスの瞳が赤く輝き始めると────名薙とイグニスの周囲一帯の空中に、数えきれない数の立方体の箱が現れる。その箱は次々と弾はじけ、中で迸ほとばしっていた眩まばゆい光球からは、名薙めがけて鋭するどい熱ねつ線せんが発射される。宙を飛んでいた名薙の周囲３６０度、全すべてに砲門が設けられたかのように、予期せぬ角度、予期せぬ場所から無数の光の槍が飛び交い始めたのである。

　光の槍やりの飛来地点は、格段に変則性を増した。

　そのせいか、【予測演算】アプリが示す赤の危険地帯表示は、映像にノイズが入ったかのように、徐々にちらつき始めて不安定になってきた。表示が曖あい昧まいになって、画面を流れていく計算式の表示時間も遅延していく。

　それに伴い、名な薙なぎの反応速度も鈍にぶくなる。どこに攻こう撃げきが来るのか、予測結果の表示が遅くなってきたため、【予測演算】が示す危険地帯から逃れる反応速度が間に合わなくなりつつあるのだ。光こう線せんがＰＡメサイアの装甲を掠かすることもあり、その度たびに「警けい告こく」の赤文字表示が明滅した。

　量子コンピュータと、ＤＮＡコンピュータ。

　最さい高こう峰ほうのコンピュータ同士の未来の読み合いは、１つでも間違えれば即死の状況である。

　露ろ出しゆつした右腕の傍そばを光線が過ぎて行くと、名薙は耐えがたい熱あつさを感じた。次第に増していくその痛みに歯を食いしばりながら、〝長期戦になれば不利〟であることを名薙は判断する。

　即死の光線の嵐あらしを突っ切りながら、名薙は思い切ってイグニスの懐ふところへ飛び込んだ。

　易やす々やすと間合いに踏み込まれたイグニスは、驚きよう愕がくに目を見開いてしまう。

　接敵した千せん載ざい一いち遇ぐうの隙すきを逃さず、名薙は左手の騎士剣ナイツソードを構え、小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かした。

　左手に握った騎士剣ナイツソードを横よこ薙なぎに振ると、その動きを小型急加速器シヨツト・バーニアが加速してくれた。

　しかし左腕が利き腕ではなかったこともあってか、その一撃にはうまく力がこもらなかった。

　────まずい！

　そう思った直後、斬きりかかった名薙の左腕が、イグニスに〝摑つかみ止め〟られる。

《……捕まえたぜ、クソッタレが！》

　名薙の背筋が一気に凍こおる。

　────ここで光線を受ければ逃れられない。即死である。

　今すぐこの場を離はなれなければ、名薙は至近距きよ離りで、秒速約３億メートルで放たれる宇宙最速の熱ねつ線せんを浴びることになる。イグニスの死に神の手のひらが、ＰＡメサイアの腹部に押し当てられる。

《光の速さで死ね》

　そう呟つぶやかれた刹せつ那な、名薙は閃ひらめいた。

《左腕部装甲解除レフトアーム・パージ！》

　ＰＡメサイアは名薙の音声に反応した。

　するとトカゲの尻尾しつぽ切りのように、左腕の装甲はＰＡメサイアの基礎骨格ベーシツク・フレームから切り離される。

《んだとぉっ！》

　切り離された左腕装甲を摑んでいたイグニスは、捕まえていたはずのＰＡメサイアを取り落としてしまう。自由落下しながらイグニスから遠ざかって行くＰＡメサイア。それを忌いま々いましく見送り、イグニスは摑んだままだったＰＡメサイアの左腕装甲を地面に放り投げる。

《うあああああああああ！》

　落下した名薙のＰＡメサイアは、アスファルトの上に叩たたき付けられた。

　内部の衝撃緩衝機能シヨツクアブソーバが働いてくれはしたが、それでも内ない臓ぞうを吐き出してしまいそうな程の、強烈な衝しよう撃げきを全身に受ける。名な薙なぎは火花を散らしながら、アスファルト上を転がった。

　剝むき出だしの生身である両腕を庇かばいながら、地面を派は手でに転がった挙げ句。金属の焦こげる匂においを漂わせて、名薙はよろめくようにその場で起き上がった。

　そうして名薙は、再びイグニスと対たい峙じする。

《……さて》

　上空から名薙を見下ろすイグニスは、皮肉っぽく肩をすくめた。

《左腕の装甲と、テメエの唯一の武器である騎士剣ナイツソードを失ったわけだが……まだやれんのか？》

　イグニスは途と端たんに失笑する。

　それは……名薙もわかっていた。

　致命的な一いち撃げきを回かい避ひするためとは言え、名薙は左腕の装甲ごと自分の武器を失ってしまったのだ。騎士剣ナイツソードは名薙から遠く離はなれた場所に突き立っており、回収はかなり難むずかしい状況だった。

　武器を奪われ、無抵抗になってしまった名薙をつまらなそうに見下ろしてから、イグニスは小さく嘆息して言った。

《…………飽きたわ。テメエはムカツクし。この茶番も、そろそろお終しまいにしようや》

　そう言ったイグニスは、片腕を天に掲げて見せた。

《せっかく人サ類ル共がテレビメディアを介して、この戦いを観かん戦せんしてんだしよぉ……いっちょ人サ類ル共の希望の象徴である、そのＰＡメサイアごと派手に消滅して貰もらうとするぜ、ナナギリョウガ！》

　イグニスはまるで、見えない剣の柄つかを頭上で握っているような、上段の構えをした。

　イグニスの周囲には再び無数の箱が発現し、弾はじけて、中から無数の眩まばゆい光球が出現する。

　光球の円陣に囲まれたイグニスの手の先に、光球から発せられた光こう線せんが集中した。

　見る間に光が収束されていき、一際巨大な光の塊が形成されていく。収束した光は巨大な剣のような形状と化し────今度は天の雲さえ突き抜けるサイズにまでなった。

　超巨大な光の剣を上段に構え、イグニスは頰ほおに亀き裂れつが入ったような笑えみを浮かべる。

《────剣野郎をぶち殺した無形剣、さらに特大版だ！　これでテメエも喜んで死ね！》

　名薙の上空で、光の剣を高々と振りかざしているイグニス。

　見上げる名薙には、その剣が、天を貫く絶望の塔のようにさえ見えた。

　その巨体が振り下ろされたなら、名薙どころか、東とう京きようの街の広こう範はん囲いが、一いつ瞬しゆんの内に熱ねつで焼き尽くされてしまうだろう。天まで伸びる塔が、地上に倒れかかって来るのに等しいのだから。

《……ここまでなのか……！》

　名薙は、悔しい思いを嚙み殺す以外になかった。

　結局……ナナギは東京の街の人々を守れなかった。

　ゼインや真ま無なの期待にも応こたえられなかった。

　アニカを助けることも、真無を守ることもできない。誰だれ１人として守れもしない。

　そんなままで終わるしかない自らの不ふ甲が斐いなさに、名な薙なぎは深く俯うつむいてしまう。

『────諦あきらめないで』

　しかしその囁ささやきが、名薙のすぐ傍かたわらから聞こえた。

　ＰＡメサイアの外装甲アウターから露ろ出しゆつしている、名薙の右手。

　いつの間にか、その右手を────優やさしく包む温かい手の平の感触があった。

　肩まで伸ばした金の髪。優やさしく細められた瞼まぶたから覗のぞく、赤い瞳ひとみ。白のパーカーにスカート姿。

　それはついさっきまで、気絶して地面の上に横たわっていた少女である。

《……君は……アニカ……!?》

　名薙だけでなく、その少女の行動にはイグニスも動揺する。

《テメエ、叡智の花嫁ソフイア！　なんのつもりだ！》

　見れば、今しがたまでアニカが倒れていた場所から、アニカの姿が忽こつ然ぜんと消えている。

　では名薙の目の前に、瞬しゆん間かん移動でもして現れたかのようなこの少女は────アニカなのか。

　アニカは穏おだやかに微笑ほほえみ、名薙に話しかけてきた。

『この時代を生きてみて、何を感じましたか』

　啞あ然ぜんとしている名薙が何も答えずにいると、構わずアニカは続けた。

『この時代に生き、この時代の人々と出会い、この時代の不条理を知った。あなたはそれを見て。それを感じて。何を思いましたか』

　アニカにしか見えない少女はまるで、かつて出会ったソフィアの雰囲気そのものである。

　アニカが何を思ってそんな問いかけをしてきているのかなど、名薙にはわからなかった。

　だが、答えることなら決まっていた。

《────〝気にくわない〟。そう思ったよ》

　その答えを聞いたアニカは、ただ満足そうに微笑んで言うだけだった。

『ならば、あなたに授けましょう』

　アニカは、握っていた名薙の腕に、自らの額ひたいを付ける。

『くだらない未来を破は壊かいする力。決して折れぬ希望。あなたの前に立ちはだかる全すべての敵を斬きり伏せ、あなたが望むあらゆる障害を断ち切る。────たとえ神すらも』

《何を言っているんだ、アニカ……？　君はいったい誰だれなんだ……！》

　名薙の問いには答えず、淡々とアニカは告げるだけだった。

『イデアとは真理の姿。人が眼めにできる物質的な外見とは異なる、眼には見えない領域に在る人の本性。それはあなたの心の奥に封ぜられた、あなたの心を武器としたもの』

　アニカの言っていることは意味不明だった。しかし名薙は気が付き、驚おどろいた。

　ＰＡメサイアの頭部装甲ヘツドユニツト内部のどこかから、仄ほのかな緑みどり色いろの光が発光して灯ともっていた。

　それは────名薙の両りよう眼がんから発せられている、緑色の輝かがやきである。

《これって昨日きのうの……真ま無ながイデア能力を使う時と同じ、瞳の変色現象……！》

　アニカは、名な薙なぎに命じた。

『弱き者の盾となり、強しいる者へ牙きば剝むく剣となりなさい』

　アニカは、名薙に告げた。

『あなたがこれから臨のぞむのは、人類が経けい験けんする最後にして最大の戦い』

　そしてアニカは、名薙に託した。

『そしてあなたこそが、人類が手にする最後の剣つるぎ。さあ────今こそ抜き放ちなさい』

　それだけを告げると、アニカは名薙の手を離はなす。

　名薙の右手には、まだアニカの手の温ぬくもりが残っていた。

　その温もりで、それまで感じていた全すべての苦悩や不安が消え去ったような気さえした。

　緑みどり色いろに灯ともった名薙の眼がん光こう。ＰＡメサイアの周囲の空気までもが、緑色に輝かがやき出す。

　左手を開き、右手で拳こぶしを作り。名薙はその両手を目前で付き合わせた。

　すると名薙の両手首が、虚こ空くうより出現した無骨な鎖くさりによって雁がん字じ搦がらめにされてしまう。その鎖は名薙の四方の空間へと展開され、名薙の両手を虚空に磔はりつけにしてしまった。

　手て錠じようのような鎖で拘こう束そくされた両手には、未いまだアニカの手の温もりが残っている気がした。

　それを確たしかめながら、すでに名薙は、自らが口にすべき言葉を自然と理解していた。




《────〝最後の剣アイン・セイバー〟────》




　その解かい呪じゆの言葉によって、自らのイデアを封印している鎖を解き放つ。

《おおおおおおおおおおおおおっ！》

　名薙は両腕を拘束する鎖を引き千切った。

　まるで見えない鞘さやから剣を抜き放つように、付き合わせた両手をゆっくりと左右へ引ひき離はなしていくと、名薙の目前が白い光に包まれていく。名薙の両手の間からは、ゆっくりと一振りの剣が姿を現し始めた。その眩まばゆい光によって、名薙の両腕を封じていた鎖は跡形もなく消し飛ぶ。

　現れたのは────機き械かい的てきなデザインの柄つかだった。

　材質不明。全身が白色の刀身である。

　その剣の刃先は、金属ではなく、青く透明なガラス細工の刃やいばのようになっている。

　名薙は自らの右手の中に現れた剣を、ただ啞あ然ぜんと見つめていた。

　それを見ていたイグニスが喚わめいた。

《んだあああああその剣はよお！　まさかそれが……テメエのイデア能力かあああ!?》

　無から剣を抜き放った名薙自身、イグニスにどう答えて良いものかわからなかった。

　しかしそれら疑問を隅に追いやり、名薙は吹っ切れたように微笑ほほえむだけだった。

《……こんなところで、お前みたいなクソッタレに殺されるつもりなんかないんだよ！》

　名薙は虚空から生み出した剣────最後の剣アイン・セイバーを下段に構えた。
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　その青い刃先は、底知れない力を秘めて、青黒く光を灯ともし始める。

《オレはこの時代で、家もなければ金もない。学もないし、無む職しよくで住所不定な、しょうもない貧乏高校生なわけだけどな！　好きなものには好き！　嫌いなものには死ね！　そうやって、正しいと思ったことをハッキリ口にして生きてやるんだ！》

《何言ってやがんだあ、てめえは！》

《良いから聞けよ、この変態サイコ野郎！》

　物言いたげなイグニスの言葉など遮さえぎり、全すべての迷いを過去に捨て去り、ただ名な薙なぎは叫んだ。

《アニカは渡さない！　東とう京きようの人達も殺させない！　お前をぶっ倒して、そんでオレは生き延びて、生き延びて生き延びて生き延びまくってなあ、ぜってえ元の時代に帰ってやるからな！》

《バカかテメエは！　ここでテメエの人生はゲームオーバーだっつーんだよおお！》

　イグニスは頭上に掲げていた光の巨大剣に力を込める。

　ありったけの咆ほう哮こうを腹の底から吐き出して、イグニスは名薙に向かって絶叫した。

《あああうぜえうぜえうぜえうぜええええ！　今すぐ光の速さで死ねえやああああああ！》

　イグニスは容赦なく、上段に構えていた光の巨大剣を振り下ろした。

　その光でできた剣には────実体がない。

　実体がないということは、物理的な方法では触れることはおろか、干渉することもできないということを意味している。ただ高こう熱ねつを伴っているだけのその一いち撃げきは、物理的な方法では迎撃など不可能な必殺技である。

　実体剣しか持たない名な薙なぎでは、その巨大な光の剣を受け止めることも、避けることもできない。それは不屈の物理法則。名薙はもはや、その光の剣の直ちよく撃げきで死ぬ以外にないのだ。

　しかし名薙は────得え体たいの知れない確かく信しんを持っていた。

　だからその確信を信じた。

　最後の剣アイン・セイバーを両手で構えると、イグニスめがけて名薙は高く飛ひ翔しようする。

　そして渾こん身しんの力で刃やいばを斬きり上げ、立たち籠こめる絶望ごと振り払うように叫ぶのだ。

《お前なんか大っ嫌いだ！　死っっねえええええええええええっ！》

　名薙の最後の剣アイン・セイバーが、イグニスの振り下ろした無形剣と激突する。

《はああああああああああ!?》

　イグニスが振り下ろす実体のない無形剣。

　物理的な方法では干渉不可能なその剣を、最後の剣アイン・セイバーは〝切断〟する。

　最後の剣アイン・セイバーは────光を斬った。

《あっりえっねえええええええええええええええええええええええええええええええええ！》

　イグニスが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　光でできているはずの無形剣は、物体であるかのように両断され、切断面から先だけが綺き麗れいに消滅する。あまりにも物理法則を無視している最後の剣アイン・セイバーの一いつ閃せんに啞あ然ぜんとしていたイグニス。それに向かい、名薙はすでに絶対の間合いへ飛び込んでいた。

《しまった！》

　眼前まで迫り来ていたＰＡメサイアに驚きよう愕がくし、イグニスは間抜けな声を上げるしかない。

　名薙の渾こん身しんの横よこ薙なぎは、小型急加速器シヨツト・バーニアで激はげしく加速される。

　光さえ切り裂く最後の剣アイン・セイバーは、イグニスの胴ごと、ＰＡの装甲を軽々と一刀両断した。

《んぎゃあああああああ！》

　イグニスの絶叫が轟とどろく。

　それと同時に、イグニスの頭上を黒く覆おおっていた曇どん天てんの空にさえも、最後の剣アイン・セイバーの切り傷が、深々と叩たたき込まれていた。さきほどイグニスが直ちよく線せんに斬り付けた雲を、名薙の一ひと太た刀ちが横薙ぎに斬り裂いていた。十字に裂けた雲の切れ間からは、眩まばゆい夏の陽ひ射ざしが覗のぞく。

　胴体を切断されたイグニスは、鮮せん血けつを散らしながら地上へと落下して行った。
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　放送中継のアナウンサーが剣聖の勝利を口早に褒ほめちぎっていた。

　遠く街の方から、歓声に沸き立つ人々の声が聞こえてきていた。

　足が折れて動けない真ま無なは、焦土と化した瓦が礫れきの山の上で腰を下ろしていた。

「っつぅ……！」

　滲にじむような痛みに表情を歪ゆがめながらも、人々の歓声の色に絆ほだされ、つい微笑ほほえんでしまう。

「……信じられないわね。まさか本当にやっつけちゃうなんて、予想もしてなかったわ」

「……当然の結果さ。元々、彼はこうなる宿命だったんだから……」

「え？」

　ゼインの意味深い発言に、真ま無なは怪け訝げんな顔をする。

　もはや真無の顔すら見えていないらしく、ゼインは遠く虚こ空くうを見つめて言った。

「ＰＡメサイアは彼のために造られた……在るべき物が、在るべき場所へ戻っただけだ……」

　真無の膝ひざを枕まくら代がわりにして横たわるゼインは、天高い空を見上げていた。

　まるで世界を黒く覆おおい尽くそうとしていた、曇どん天てんの空。

　そこには最後の剣アイン・セイバーが斬きり付けた横一文字の切れ間があり、眩まばゆい夏の陽ひが射さし込んできている。その眩さに眼めを細めながら、ゼインは小さく敬礼して呟つぶやいた。

「……ゼイン＝ロイエディール……最後の剣アイン・セイバーの礎いしずえとなれたことを……誇りに思う……」

　それだけを口にして瞼まぶたを閉ざすと、ゼインはもう、深い眠りに落ちてしまっていた。

　穏おだやかに息を引き取った人類の英雄を見下ろし、真無は少し悲しそうに呟つぶやいた。

「………………お疲れ様」

　その言葉だけが、旧ふるき時代の英雄へ送られる最後の花束となった。







　　エピローグ







　白昼の襲しゆう撃げきを受けた東とう京きようの街に、夜が訪れていた。

　……破は壊かいの限りを受けた市街地の被害は甚じん大だいだった。

　未いまだにあちこちで火災の消火活動や救助活動が行われており、東とう京きよう騎士し団だんは、今夜は徹てつ夜やでの勤務となっていた。

　薄うす暗ぐらい屋上から、大都会の夜景を見下ろしている少女がいた。

　いつもより灯ともっている明かりの少ない街を見下ろし、少女は嘆息を漏らす。

　プラチナブロンドの長髪に、凜り々りしい青い瞳ひとみ。褐かつ色しよくの肌をした美び麗れいな面おも立だちだった。

　少女は首筋のタッチパネルを操そう作さし、ＰＱＣピクシーの【チャット】アプリを読み出した。

　量子暗号化フィルタを有効にした後、私用回かい線せんで通話相手に呼びかける。

　何回かのコール音が鳴った後に、通話相手がオンラインとなった。

　少女は通話相手に話しかけた。

「……敗北したイグニス卿きようの秘密搬送が終了しました。騎士団には気付かれていません」

《御苦労だったな、リーゼ。今回の君には苦労をかけたものだ》

　少女────リーゼの今夜の通話相手は女性であり、イグニスではなかった。

《イグニス卿きようの独断専行には、元老院もいつも手を焼いているよ。今回の敗北で、卿も懲こりれば良いのだが……ひとまず命があっただけ文句は言えまい》

「不幸中の幸いでした」

　リーゼの言葉に、女性は受話口の向こうで小さく笑った。

《それで。イグニス卿と戦った人間だが……確たしか〝剣聖〟と呼ばれていたか》

「はい。剣聖とは、白色双剣のＰＡ、メサイアに搭乗するゼインという名の人間でした」

《……過去形か》

　女性は嘆息する。

《君の送ってくれた映像データと先行報告書には、すでに目を通してある。剣聖ゼインはイグニス卿との戦せん闘とうによって戦死し、今はそのＰＡに過去からの来訪者ヴイジターが搭乗しているのだとか》

「……ナナギ・リョウガ。それが彼の名前です」

《人間の身でありながら、我々と同じくイデア使いか……厄やつ介かいな存在だ。ナナギという人間の使った最後の剣アイン・セイバーという能力について、何かわかったことはあるかね》

「今のところ詳細は不明です。ただ見た限りでは……最後の剣アイン・セイバーはイグニス卿の無形剣を一刀のもとに両断していました」

《……光を切断したというのか。それは、我々が知る物理法則を超越しているな。面おも白しろい》

　女性が黙だまると、リーゼは補足するように言葉を重ねた。

「ひとまず人間達は、剣聖ゼインが戦死したことを隠いん蔽ぺいするようです。剣聖の死という事実が、東とう京きよう都と民みんや、他ほかの城じよう塞さい都市にとって酷なニュースとなるからでしょう」

《それは愉快な状況だ。剣聖の死の事実は、世間に伏されるわけか》

「いかがいたしましょう……私が情報を流しましょうか」

《いいや。その情報には使い道がある。開示する時と場所さえ選べば、我々が人間達の優ゆう位いに立つことが可能だろう。東京政府が情報を伏せておくつもりなら、便びん乗じようしようじゃないか》

「了解しました」

《とにかく我々、終焉の騎士ナイツオブエンドを屠ほふれるほどの力を持った人間が現れたというのは脅威だ。君は引き続き人間の街に潜せん伏ぷくし、過去からの来訪者ヴイジター達を監かん視しするように努めてくれ。チャンスさえあれば────すぐにでも暗殺しろ》

「御み心こころのままに」

《もう１つ》

　女性は付け加えた。

《……アニカという名の劣性遺伝種が、その街に住んでいるな》

「……はい。仰おつしやる通りです」

《彼女についても監視を行うように。人手が足りなければ、何人か君の下につけよう。とにかく彼女からは、１分１秒たりとも目を離はなすな。彼女の存在は重要だ》

　リーゼは、その命令に即答しなかった。

　代わりにリーゼは、思い切って尋たずねてみることにする。

「……イグニス卿きようは彼女のことを〝叡智の花嫁ソフイア〟と呼んでいました。……いったい、あのアニカという少女は、何者なのですか」

《君には、それを知る権限が与えられていない》

　予期せぬ女性の回答に、リーゼは黙もくする。

　黙だまり込んだリーゼへ、女性は釘くぎを刺すように続けた。

《今の質問は聞かなかったことにする。君は金こん輪りん際ざい、ソフィアという名前は聞かないし、知らない。もう一度同じ質問をすれば、その時点で君を追放処分にしても良い。彼女についての情報は、終焉の騎士ナイツオブエンドよりも上位の者にしか開示の許されていない最高機き密みつだ。理解したかね？》

「……わかりました」

　リーゼは無表情で返答する。

　教えないと言いつつも、女性はリーゼに、「アニカの件は最高機密である」という情報を与えてくれた。それが女性なりの温情であることを理解し、リーゼは、それ以上は口を開こうとしなかった。

　女性との通話が終わると、リーゼは再び都市の夜景に向き直った。

　湿った風に長髪を煽あおられながら、リーゼは不満の嘆息を１つ漏らすだけだった。
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　中ちゆう華か鍋なべをオタマでガンガンに鳴らしながら、アニカが喚わめき立てる。

「今すぐ起きなさい、ナナギ！　遅刻するわよ！」

「ふ……わぁっ……？」

　アニカ家のソファベッドで目覚めた名な薙なぎは、欠伸あくび混じりに上体を起こした。

　近くで鳴なり響ひびく中華鍋の振動音に頭痛を感じつつも、名薙は傍かたわらに置いた時と計けいを見た。

「……８時って、もう出ないと１時間目に間に合わなくなっちゃうじゃないか！」

「だから言ってんでしょうが、遅刻するって！」

　名薙はソファベッドから飛び起き、急いで身み支じ度たくをする。

　着ていたパジャマを脱ぎ捨て、ソファ横に畳んで置いておいた私服へ着替える。

　いきなり目の前で着替え始めた名薙に、アニカは頰ほおを染めて慌て始めた。

「ちょ、やめてやめて！　もう！　目の前でいきなり脱いだりしないでよ！　着替えは倉庫スペースでしろって言ったはずでしょ！」

「うおっと、すまん！　そうだったっけな！」

　名薙は慌てて、脱ぎかけたパジャマのズボンをたくし上げる。

　そうして着替えを脇わきに抱え、倉庫────玄関先の小スペースへ駆け込んだ。

　駆け込んだ倉庫で、名な薙なぎは大急ぎでシャツとジーンズに着替える。

　手際良く服を着て、手際良く着ていたパジャマを折り畳んで小脇に抱えた。

「……」

　そうして倉庫の片隅に置かれた、１機きの白いＰＡを見やった。

　右腕のない、半はん壊かい状態のＰＡ────メサイア。

　かつては、今は亡き剣聖ゼインの愛機だったものであり、未いまだにこの時代の人々の希望の象徴であるそれは、今は修理中で、ビニールシートの覆おおいがかぶせられていた。

　……イグニスとの戦いの後、名薙は報道ヘリのカメラを避けて逃げ出した。

　この白いＰＡメサイアを着たまま、駐ちゆう車しや場じように駐とめてあったアニカの車に乗り込み。そして……こうしてこの場に保管することにしたのだ。

「……まともな葬式の１つもしてやれなくて……ごめんな、ゼインのオッサン」

　口にした通りである。

　今は亡き面おも影かげをＰＡメサイアに見ているように、名薙は話しかける。

「アンタの死は、しばらく公表しないっていうのが、ベイゼル総理の考えらしい」

　事件の後、名薙達はベイゼル総理に呼び出されて、直接その話を聞かされたのである。

　科学技術省の棟内で息絶えていたというゼインの遺い体たいは、政府の職しよく員いん達によって秘密裏にどこかへ搬送されたらしい。人類の希望の象徴にさえなっていたゼインという有名人の死は、マスコミに公表するには、あまりにもショッキングな大事であるらしいのだ。だからこそ総理は、英雄の死を伏すという判断をしたのである。

　ゼインの死は……名薙達をはじめとした一部の人間が知るだけで、記き憶おくの中に埋葬されることになってしまった。それが切なくて、名薙は呟つぶやいた。

「いつか必ず、アンタの死を公おおやけにするよ。今までずっと独りで戦って、みんなを守ってくれたアンタだ。誰だれにも知られずに死ぬなんて、そんなの悲し過ぎるだろ……」

　名薙は苦笑する。

　そうして、ＰＡメサイアの前に備えられた未開封のビール缶を見下ろして言う。

「アンタが英雄だからじゃなくて……アンタがいなくなったのは、結構寂しいんだ……」

　思わず涙ぐみそうになり、名薙は頭を振って誤ご魔ま化かした。

　名薙はＰＡメサイアに背を向け、リビングにいるアニカに言った。

「さあ、行こうぜ。あんまり真ま無なを待たせてたら、何を言われるかわかったもんじゃないよ」




　　　　▼▼▼




　オープン・スクールの昼休み。

　名な薙なぎはいつも通り、真ま無なと〝元の時代へ戻るための情報交換〟を行っていた。

「それで？」

　松まつ葉ば杖づえを突きながら不自由そうにスクールの中庭を歩く真無は、憮ぶ然ぜんとした態度だった。

「結局、アニカとソフィアは同一人物だったわけ？」

「それが……う～ん。サッパリわからないんだよな」

　名薙は腕を組んで、首を傾かしげてしまう。

「あの後、アニカに色々訊きいてみたんだけど……オレとのやり取りを全然覚えてないみたいでさ。オレがイグニスを倒す場面だけ意い識しきを取り戻して観かん戦せんしてたらしい」

「フーン。一時的な記き憶おくの欠落なのかしら。それとも二重人格とか？　いずれにせよ、アニカとソフィアは外見が似てるだけではなくて、何か関係がありそうだってことよね」

「いやー、そもそもあの時のアニカがソフィアだったのかわからないし。アニカがソフィアだったと考えるのは早計かもしれないぜ」

「いずれにせよ、楽しくなってきたじゃない。興きよう味み深ぶかい存在だわね、彼女」

「楽しいって……相変わらず真無の思考回路はよくわからないな」

　名薙は真無の態度に呆あきれながらも、話を続けた。

「ベイゼル総理から、好きな時にソフィア文書を閲えつ覧らんして良いって言われただろ？」

　名薙はベイゼルに頼み込んで、禁断の聖典と呼ばれるソフィア文書の自由閲覧を許されることになった。名薙のような無む職しよく住所不定が、国家機き密みつクラスの文書の閲覧を許可されるのは異例の事態ではある。だがそれも、イグニスを倒した功こう績せきを認められてのこと、なのである。

「ソフィアは言っていた。２０１５年の世界に戻りたければ、あの手帳を手放すなって。あの手帳にはきっと、オレ達が元の時代に帰るヒントが隠されてると思うんだよ。ＧＰＳの座標とかも書いてあるみたいだし、そこへ行ったりすれば、何かわかってくるんじゃないのか！」

「……まあ、ね」

「相変わらず、帰る話はノリ気じゃないんだな、真無は。とにかくソフィアだかアニカだかわからない女の子が現れたわけだし、これからソフィア文書の解析作業も始まるわけだろ！　なんか着実に、帰る方法に近付いている気がするよ！　その内、この時代に来てる他ほかのクラスメイト達とも合流できるかもしれないよな！　そうしたらみんなで帰れるかもしれないぜ！」

「まだ生きてれば、の話よね」

「う……」

　次句を言いい淀よどむ名薙を見やり、真無は皮肉っぽく微笑ほほえんだ。

「ところで名薙君、最近、生活のためにコンビニのバイトを始めたんですってね？」

　いきなり真無に事実を指摘されて、名薙は驚おどろく。

　そんな名薙の顔を、真無はしてやったりの表情で悪戯いたずらっぽく眺めた。

「昨日きのうの晩、アニカとチャットして聞いたのよ。アニカの家で居候いそうろうを始めちゃって、なんとなく体裁が悪いから、名な薙なぎ君はアルバイトをして生活費を入れることにしたんだって」

「アニカ、お喋しやべりな奴やつめ！」

「ゼインさんから英雄を代行しろって言われた名薙君が、未来のコンビニバイト店員だなんてね。天国でゼインさんも嘆いてるんじゃないかしら。おお名薙よ、困ってる人を守らず、自分の生活を守るなんて情けない。剣聖の後継者が弁当を温めてる場合じゃないぞってね」

「オッサンの気持ちを代弁するなよ！　それにオレは剣聖の後継者なんかじゃないっての！」

「────真ま面じ目めな話」

　真ま無なは微笑ほほえむのをやめて、名薙へ言った。

「貴方あなたには、最後の剣アイン・セイバーという強力なイデア能力がある。しかも天使の軍勢セラフイツク・アルマの中で最強を誇る終焉の騎士ナイツオブエンドを退しりぞける程に強力な力がね。なら私と同じように東とう京きよう政せい府ふへかけ合えば……能力研究の引き替えに、衣食住を保証して貰もらえるはずじゃないかしら」

「……なんかそうしづらいんだよ。否応なく、オッサンの代わりを期待されちゃいそうでさ」

「フーン。じゃあ貴方はそうやって、世間には自分の実力を隠していく方針なわけね」

　遠えん慮りよがない真無の指摘だったが、名薙は苦々しく笑って誤ご魔ま化かすだけだった。

　真無は何な故ぜか不ふ機き嫌げんそうに、小さく唇を尖とがらせてそっぽを向いた。

「それにしても歳とし頃ごろの男女が１つ装甲車の下だなんて、何か間違いが起きなければ良いけどね」

「ま、間違いって！　オレは別にそんなことするつもりなんて！」

　名薙は頰ほおを熱あつくしてムキになってしまう。

　それをからかいながら、真無は悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

　２人がそんな雑ざつ談だんをしていた時である。

「……あの騎き士し候補生の３人、また懲こりずにアニカに絡んでやがるのか！」

　少し離はなれた掲示板の前で、いつかのようにアニカが３人の男子生徒に囲まれているのに名薙は気づいた。

　アニカの助けに入ろうと身を乗り出した名薙を────真無が片手で引き留める。

「……真無？」

「少し見ていましょう」

　少し迷ったものの、名薙は鋭するどい視し線せんをしている真無の意見に従うことにする。

「今日きようはカラーコンタクトもせずに、堂々と赤い瞳ひとみのままで登校ってか、天使アイオーンの女！　ホント、調ちよう子しに乗るのもいい加減にしやがれよな！」

　大声でアニカに因いん縁ねんを付けるその男は────先日、真無にやられたクリントだった。

　今日のアニカは、瞳の色を隠すためのカラーコンタクトをしていなかった。

　それがクリントの癇かんに障ったのだろう。

　クリントの怒声に驚おどろき、アニカの周囲の人々から、先日同様に談笑の声が搔かき消されてしまう。周囲の生徒達は傍ぼう観かんを決め込み。事なかれ主義な態度を取り始めた。

　そんな冷ややかな人々に囲まれていたアニカの態度は────少しいつもと違っていた。

　因いん縁ねんを付けてくるクリントに面と向かい、腕を組んで堂々としている。

「他人の瞳ひとみの色なんてどうだって良いでしょ！　細かい奴やつね、アンタは！」

「はあ……？　なんだよ、天使アイオーンの女。今日きようはこの前に増してデカイ態度取ってんじゃん？」

「他人のこと言えるわけ！　どう見てもアンタの方が態度でかいでしょ！　飽きもせずに私の進路妨害を日につ課かにしてんじゃないわよ！　なんなの！　暇なわけ！」

「…………ってめえ！」

　額ひたいに青筋を浮かべ、クリントは無防備なアニカの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げる。

　しかしアニカは摑み上げられたまま────思いきりクリントの股こ間かんを蹴けり上げる。

「うぶぅあっ……！」

　股間を蹴られたクリントは、堪たまらずアニカの小さな身体からだを手放し、その場でうずくまってしまう。名薙はそれを見て青ざめる。

「……あれは痛い、めっちゃ痛い……！」

　アニカはうずくまったクリントの顔を、思いきり平手打ちした。

　涙目になったクリントに向かって、アニカは断言する。

「もうこれからは遠えん慮りよなんかしないわよ。私も決めたのよ。好きなモノには好き！　嫌いなモノには死ねって言って生きてやるの！　アンタみたいに人間だの天使アイオーンだの、くだらないことで因縁付けてくる奴には何度だって言ってやるわ！　死ね！　ウザイのよ！」

　それまで傍ぼう観かんを決め込んでいた衆目にどよめきが起きる。

　そしてそのどよめきは笑い声となり、盛大な拍手となる。

　アニカにやられたクリントは、手下の２人に引ひき摺ずられてその場を退場して行く。見事にクリントを撃げき退たいしたアニカに、周囲の生徒達は「やるじゃん！」、「スカっとしたよ！」と声をかけてくる。そんな反応を予期していなかったアニカは、呆ぼう然ぜんとその場で頰ほおを赤くしてしまう。

　そんなアニカに、名な薙なぎと真ま無なも拍手をしながら歩み寄って行く。

「やればできるじゃない。口だけの腑ふ抜ぬけじゃなかったのね」

「お前の瞳の色を、それ程には気にしない人達も多いんだな。良かったじゃないか」

　未いまだに呆然と佇たたずんでいるアニカへ、名薙と真無は賛さん辞じを送った。

　褒ほめられたアニカは照れくさいのか、やはり頰を染めて俯うつむいてしまう。

　そして両手の人差し指をツンツンと付き合わせながら、ポツリと呟つぶやいた。

「…………ナナギのおかげだよ」

「ん？　今なんて言ったんだ？」

　ハッキリと声にして言えず、アニカはますます赤くなって、モジモジと身を縮ちぢめてしまう。

　だがやがてアニカは覚悟を決め、意を決して名薙に向き直る。

　その顔は耳まで赤くなっており、瞳は涙目になっていた。

「……い、１回しか言わないから、よく聞いときなさいよ！」

「はあ？」

　意気込んでいるアニカの態度の意味がわからず、名な薙なぎは間抜けな返事をしてしまう。

　アニカは言いづらそうに、ただただ狼ろう狽ばいしていた。

「えっと、その……あのね……うんと……」

　声が上うわ擦ずっているアニカは、やがてスカートの生き地じをキューっと固く握って言った。

「…………私がいじめられてた時、ナナギが〝アニカに何するんだよ〟って言ってくれて……すごく嬉うれしかった。色々と助けてくれて、あ、ありがとぅ……！」

　絞り出すように告げるアニカの言葉は、最後が小さく掠かすれてしまっていた。

　面と向かって礼を口にするのは、慣なれていないらしかった。

　余程恥ずかしかったのか、アニカは頭から湯気でも噴ふき出しそうな程に火ほ照てっていた。

　大したことではないのに、妙に改まって礼を言われたこともあり、名薙は困ってしまう。

　だがやがて、微笑ほほえんでアニカへ応こたえた。

「どういたしまして」

　西暦２１４０年。

　行き過ぎた科学によって狂わされた時代の夏は、爽さわやかな眩まばゆい輝かがやきに満ちあふれていた。

　セミ達の合唱の中、地上のどこかでは今も、天使アイオーンとマモノの殺さつ戮りくが続く。

　こうして世界は、今日きようも美しい狂気に満ちていた。







あとがき







　初めましての方は初めまして。

　お久しぶりの方はお久しぶりです。

　本著の作者、兎う月づき山や羊ぎです。




　いやいやいやいや……。

　前作の５巻を刊行してから、ずいぶんな時間を空けてしまいましたね。もしも前作から継続して、拙せつ著ちよを長いことお待ちいただいていた皆さんがいらっしゃいましたら、それは大変申し訳ないことをしてしまったと思います。

　今回の作品を書くにあたっては、非常に多くの課か題だいがありまして……。

　まず多くの参考書しよ籍せきを読み込むことに時間を費やしてしまったのが、新作が遅れてしまったことの一因だったりしています。また、編へん集しゆう部ぶの人事異動の影えい響きようを受けたことなどもあり、一言では言い表せない紆う余よ曲きよく折せつ、山あり谷ありだったり、そうでもなかったりしてですな。

　とにかく！　ようやくこうして、「ラストセイバー」をお披ひ露ろ目めできました！

　全すべては結果オーライです！

　この本を手に取り、読んで下さったあなた。誠にありがとうございます。もしも少しでも楽しい時間を過ごしていただけたなら、作者としてはそれが何よりの幸せに感じます。




　さて、本作の物語の舞ぶ台たいは西暦２１４０年。

　現代よりも１００年以上先の、未来のお話です。

　本作を書き始める前。我々が生活する現代の延えん長ちよう線せん上じようにある世界であるため、そこに存在するあらゆる物は、やはり現代の延長線上にあるべきなのではないかと考えました。

　────存在し得る未来。

　本作を書く上で最も配はい慮りよした点は、その世せ界かい観かんに近付くことです。

　前述した参考書籍を読み込むという作業は、全てこの世界観を作るためだったと言って過言ではありません。実に約50冊の専門書や科学雑誌を集めました。未来の社会を形作るのは科学技術だけではありませんから、経済、政治、宗教などの書籍も読み込み、未来に存在し得る社会システム、貨か幣へいシステムを構築することも重要でした。とても大変でした。

　未来の話を想像しているのに、ファンタジー世界のように１から全てを構築しなければならなかったわけで。やってみるとこれがなかなかに難むずかしく、楽しい。貴重な経けい験けんができたと思います。本著の性質上、一部には敢あえて創作した知ち識しきも混じっておりますが。おかげさまで作中に登場する代しろ物ものの大半は、「現実となっても不ふ思し議ぎではない物」ばかりになったと思います。




　新人類と旧人類の間で起きた、第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん。

　その戦争の果てに残された、緩ゆるやかに死にゆく人類文明。

　どこまでが科学で、どこからが魔ま法ほうなのか。

　残酷なこの世界で力強く生きている人々の物語を、これからも書いていけたら良いな。

　そう、ささやかに願ねがっております。

　……と、堅苦しい感じに色々言ってみましたが。

　ようするにもっと続きを書きたいです！

　実は本ほん編ぺんを書く前に、自分の脳内を整せい理りする意味でも設定資料集なる物を初めて作ってみたのですが、とんでもない分量になってしまいました。もちろんこの巻に構想の全すべてが収まっているはずもなく、今後の続刊で語っていきたいものだと楽しみにしております。

　この物語の全ぜん貌ぼうを網もう羅らできるくらいに、シリーズが続くように頑張るしかないですな！

　もし本作を気に入って下さった読者さんがいるならば、是非に応援いただければ嬉うれしいです。




　末筆となりますが、本作を刊行するにあたって、お世話になった皆さんへ謝しや辞じを。

　まず欠かせないのは、本作をより良い物とするために、多くの御意見を下さった担当編へん集しゆう様。そして本作のために「キャワワ！」なイラストを描かいて下さった荻おぎｐｏｔｅさん。

　感謝のあまり、お２人にはいつも足を向けて眠れない心境でおります。

　余よ談だんですが、荻ｐｏｔｅさんの年ねん齢れいが若くてびびりました。（笑）

　将来が有望過ぎですね。素す晴ばらし過ぎる。

　そして物語中に登場する軍事技術設定に関して、多くのアドバイスをくれたミリタリーファンの友人Ｎ氏。さらには本作を刊行するにあたり、お力添え下さった校こう閲えつさんや営業さん、それ以外の多くの方々にも感謝を。

　皆様の誰だれか１人が欠けても、この本は世の中に存在できませんでした。

　本当の本当にありがとうございました。




　また近いうちに、このあとがきで皆さんにお目見えする日を楽しみにしております。

　それまではしばらくの間、お別れです。

　寂しいものです。

　ＳＥＥ　ＹＯＵ　ＮＥＸＴ　ＴＩＭＥ！





うづき









[image: ]







兎う月づき山や羊ぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。起きて会社で働き、帰って朝まで原稿をやる毎日です。最近、家と会社しか往復していないことに気がつきました。たまには旅行とか行きたいな。異世界に召喚されて、勇者体験ツアーとか参加してみたい。
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イラスト／荻おぎｐｏｔｅ

私根っからのインドア気質なのですが、最近はなぜか虫取りや釣り、素潜りにハマってしまい、毎日傷をつくって帰ってくる強靭ワイルド生活を送っています。

社会の荒波にも負けたくないものです。
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